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１ 社会福祉法人審査基準 

   「社会福祉法人の認可について（平成１２年１２月１日付厚生省大臣官房障害 
   保健福祉部長、社会・援護局長、老人保健福祉局長、児童家庭局長連名通知）」 
   より。 ※令和元年９月１３日改正 
 
  第１ 社会福祉法人の行う事業 
     社会福祉法人（以下「法人」という。）は、社会福祉事業の主たる担い手と

して、社会福祉法（昭和２６年法律第４５号。以下「法」という。）に規定す

る法第２４条の経営の原則に基づき社会福祉事業を行うほか、必要に応じ公益

事業又は収益事業を行うことができるが、各事業は、次のようなものでなけれ

ばならないこと。 
     なお、法人は、法第４条の趣旨を踏まえ、地域福祉の推進に努める使命を有

していること、また、法第２４条第２項の趣旨を踏まえ、地域における様々な

福祉ニーズにきめ細かく柔軟に対応するとともに、既存の制度による支援や市

場でのサービス供給では対応できない事業の実施などを社会福祉事業の支障の

ない範囲において積極的に取り組んでいくことが求められるものであること。 
 
    １ 社会福祉事業 

（１） 当該法人の事業のうち主たる地位を占めるものであること。 
（２） 社会福祉事業の経営は、法第３条、第４条及び第５条の趣旨を尊

重し、法第６１条の事業経営の準則に合致するものであること。 
      （３） 社会福祉事業は、法令に基づく施設の最低基準その他の要件を満

たしているものであること。 
      （４） 社会福祉事業に必要な財源の大半を収益事業に求めるような計画

の下に行われるものであってはならないこと。 
      （５） 法第２条第３項第９号に規定する「生計困難者のために、無料又

は低額な料金で診療を行う事業」は、社会情勢等の変化に伴い、必

要性が薄らいでいるので、新規に行うものについては抑制を図るも

のであること。 
          また、既に設立されている法人がこの事業を行っている場合につ

いても、当該事業の規模を拡充することは地域の実情等を踏まえ、

基本的に抑制を図ることとするものであること。 
          なお、平成１３年７月２３日社援発第１２７６号社会・援護局長

通知「社会福祉法第２条第３項に規定する生計困難者のために無料

又は低額な料金で診療を行う事業について」に基づいて無料又は低

額な料金で診療を行う事業を経営する法人については、同通知に定

める基準を厳格に遵守することを求めるとともに、この事業を継続

することが困難であると認められる法人については、他の法人への

切換えを指導すること。 
      （６） 第二種社会福祉事業である相談に応ずる事業のみをもって法人の

設立を認めることは、公的相談機関の整備充実の状況を考慮しつつ、

財政基盤、事業従事者の資質、事業実績等を充分に審査し、慎重に

取り扱うものとすること。 
      （７） 第二種社会福祉事業である社会福祉事業の連絡を行う事業のみを
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もって法人の設立を認めることは、社会福祉協議会制度の趣旨及び

全国的普及の状況等を考慮して、慎重に取り扱うものとすること。 
    ２ 公益事業 
      （１） 公益を目的とする事業であって、社会福祉事業以外の事業である

こと。 
      （２） 公益事業には、例えば次のような事業が含まれること。（社会福

祉事業であるものを除く。） 
         ア  必要な者に対し、相談、情報提供・助言、行政や福祉・保 

健・医療サービス事業者等との連絡調整を行う等の事業 
         イ  必要な者に対し、入浴、排せつ、食事、外出時の移動、コミ

ュニケーション、スポーツ・文化的活動、就労、住環境の調整

等（以下「入浴等」という。）を支援する事業 
         ウ  入浴等の支援が必要な者、独力では住居の確保が困難な者等

に対し、住居を提供又は確保する事業 
         エ  日常生活を営むのに支障がある状態の軽減又は悪化の防止に

関する事業 
         オ  入所施設からの退院・退所を支援する事業 
         カ  子育て支援に関する事業 
         キ  福祉用具その他の用具又は機器及び住環境に関する情報の収

集・整理・提供に関する事業 
         ク  ボランティアの育成に関する事業 
         ケ  社会福祉の増進に資する人材の育成・確保に関する事業（社

会福祉士・介護福祉士・精神保健福祉士・保育士・コミュニケ

ーション支援者等の養成事業等） 
         コ  社会福祉に関する調査研究等 
      （３） 当該事業を行うことにより、当該法人の行う社会福祉事業の円滑

な遂行を妨げるおそれのないものであること。 
      （４） 当該事業は、当該法人の行う社会福祉事業に対し従たる地位にあ

ることが必要であること。 
      （５） 社会通念上は公益性が認められるものであっても社会福祉と全く

関係のないものを行うことは認められないこと。 
      （６） 公益事業において剰余金を生じたときは、当該法人が行う社会福

祉事業又は公益事業に充てること。 
３ 収益事業 

      （１） 法人が行う社会福祉事業又は公益事業（社会福祉法施行令（昭和

３３年政令第１８５号。）第１３条及び平成１４年厚生労働省告示

第２８３号に掲げるものに限る。以下（３）において同じ。）の財

源に充てるため、一定の計画の下に収益を得ることを目的として反

復継続して行われる行為であって、社会通念上事業と認められる程

度のものであること。 
      （２） 事業の種類については、特別の制限はないが、法人の社会的信用

を傷つけるおそれがあるもの又は投機的なものは適当でないこと。

なお、法人税法（昭和４０年法律第３４号）第２条第１３号にいう

収益事業の範囲に含まれない事業であっても、法人の定款上は収益

事業として扱う場合もあること。 
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      （３） 当該事業から生じた収益は、当該法人が行う社会福祉事業又は公

益事業の経営に充当すること。 
      （４） 当該事業を行うことにより、当該法人の行う社会福祉事業の円滑

な遂行を妨げるおそれのないものであること。 
      （５） 当該事業は、当該法人の行う社会福祉事業に対し従たる地位にあ

ることが必要であり、社会福祉事業を超える規模の収益事業を行う

ことは認められないこと。 
      （６） 母子及び寡婦福祉法（昭和３９年法律第１２９号）第１４条に基

づく資金の貸付を受けて行う、同法施行令（昭和３９年政令第２２

４号）第６条第１項各号に掲げる事業については、（３）は適用さ

れないものであること。 
 
  第２ 法人の資産 
    １ 資産の所有等 
      （１）原則 
          法人は、社会福祉事業を行うために直接必要なすべての物件につ

いて所有権を有していること、又は国若しくは地方公共団体から貸

与若しくは使用許可を受けていること。 
          なお、都市部等土地の取得が極めて困難な地域においては、不動

産の一部（社会福祉施設を経営する法人の場合には、土地）に限り

国若しくは地方公共団体以外の者から貸与を受けていることとして

差し支えないこととするが、この場合には、事業の存続に必要な期

間の地上権又は賃借権を設定し、かつ、これを登記しなければなら

ないこと。 
      （２）特例 
          三重県ではア、カの及びク場合については、一定の制限を行う場

合があります。 

         ア 特別養護老人ホームを設置する場合 
            これについては、「国又は地方公共団体以外の者から施設用

地の貸与を受けて特別養護老人ホームを設置する場合の要件緩

和について」（平成１２年８月２２日社援第１８９６号・老発

第５９９号厚生省社会・援護局長、老人保健福祉局長連名通知）

に定めるとおりの取扱いとして差し支えないこと。 
         イ 地域活動支援センターを設置する場合 
            これについては、「障害者の日常生活及び社会生活を総合的

に支援するための法律に基づく地域活動支援センターの経営を

目的として社会福祉法人を設立する場合の資産要件等について」

（平成２４年３月３０日社援発０３３０第５号社会・援護局長

通知）に定めるとおりの取扱いとして差し支えないこと。 
         ウ 既設法人が福祉ホームを設置する場合 
            これについては、「国又は地方公共団体以外の者から施設用

地の貸与を受けて既設法人が福祉ホームを設置する場合の要件

緩和について」（平成１２年９月８日障第６６９号・社援第２

０２８号厚生省大臣官房障害保健福祉部長、社会・援護局長連

名通知）に定めるとおりの取扱いとして差し支えないこと。 
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         エ 既設法人が通所施設を設置する場合 
            これについては、「国又は地方公共団体以外の者から不動産

の貸与を受けて既設法人が通所施設を設置する場合の要件緩和

について」（平成１２年９月８日障第６７０号・社援第２０２

９号・老発第６２８号・児発第７３２号厚生省大臣官房障害保

健福祉部長、社会・援護局長、老人保健福祉局長、児童家庭局

長連名通知）に定めるとおりの取扱いとして差し支えないこと。 
         オ 既設法人以外の法人が保育所を設置する場合 
            これについては、「不動産の貸与を受けて保育所を設置する

場合の要件緩和について」（平成１６年５月２４日雇児発第０

５２４００２号・社援発第０５２４００８号厚生労働省雇用均

等・児童家庭局長、社会・援護局長連名通知）に定めるとおり

の取扱いとして差し支えないこと。 
         カ  地域密着型介護老人福祉施設の「サテライト型居住施設」又

は構造改革特別区域における「サテライト型障害者施設」を設

置する場合 
            これについては、「地域密着型介護老人福祉施設の「サテラ

イト型居住施設」及び構造改革特別区域における「サテライト

型障害者施設」の用に供する不動産に係る取扱いについて」

（平成１６年１２月１３日社援発第１２１３００３号・老発１

２１３００１号厚生労働省社会・援護局長、老健局長連名通知）

に定めるとおりの取扱いとして差し支えないこと。 
         キ  幼保連携型認定こども園又は小規模保育事業（利用定員が１

０人以上であるものに限る。）を行う施設を設置する場合 
            社会福祉法人が設置する幼保連携型認定こども園又は小規模

保育事業を行う施設については、保育所と同様に「不動産の貸

与を受けて保育所を設置する場合の要件緩和について」（平成

１６年５月２４日雇児発第０５２４００２号、社援発第０５２

４００８号雇用均等・児童家庭局長、社会・援護局長連名通知）

第１の１及び２に準じた取扱いとして差し支えないこと。 
         ク  国又は地方公共団体以外の者から不動産の貸与を受けて既設

法人がサテライト型居住施設である地域密着型特別養護老人ホ

ーム以外の特別養護老人ホームを設置する場合 
            これについては、「国又は地方公共団体以外の者から不動産

の貸与を受けて既設法人がサテライト型居住施設である地域密

着型特別養護老人ホーム以外の特別養護老人ホームを設置する

場合の要件緩和について」（平成２８年７月２７日社援発０７

２７第１号・老発０７２７第１号厚生労働省社会・援護局長、

老健局長連名通知）に定めるとおりの取扱いとして差し支えな

いこと。 
    ２ 資産の区分 
      法人の資産の区分は、基本財産、その他財産、公益事業用財産（公益事業

を行う場合に限る。）及び収益事業用財産（収益事業を行う場合に限る。）と

すること。 
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     （１）基本財産 
        ア  基本財産は、法人存立の基礎となるものであるから、これを処

分し、又は担保に供する場合には、法第３０条に規定する所轄庁

の承認を受けなければならない旨を定款に明記すること。 
        イ  社会福祉施設を経営する法人にあっては、すべての施設につい

てその施設の用に供する不動産は基本財産としなければならない

こと。ただし、すべての社会福祉施設の用に供する不動産が国又

は地方 公共団体から貸与又は使用許可を受けているものである

場合にあっては、１００万円（この通知の発出の日以後に新たに

設立される法人の場合には、１，０００万円）以上に相当する資

産（現金、預金、確実な有価証券又は不動産に限る。以下同じ。）

を基本財産として有していなければならないこと。 
        ウ  社会福祉施設を経営しない法人（社会福祉協議会及び共同募金

会を除く。）は、一般に設立後の収入に安定性を欠くおそれがあ

り、設立において事業継続を可能とする財政基盤を有することが

必要であるため、原則として１億円以上の資産を基本財産として

有していなければならないこと。ただし、委託費等で事業継続に

必要な収入が安定的に見込める場合については、当該法人の基本

財産は当該法人の安定的運営が図られるものとして所轄庁が認め

る額の資産とすることができること。 
       エ  母子家庭居宅介護等事業、寡婦居宅介護等事業、父子家庭居宅

介護等事業、老人居宅介護等事業、障害福祉サービス事業（居宅

介護、重度訪問介護、同行援護又は行動援護に限る。）（以下「居

宅介護等事業」と総称する。）の経営を目的として法人を設立す

る場合については、「居宅介護等事業の経営を目的として社会福

祉法人を設立する場合の資産要件等について」（平成１２年９月

８日障第６７１号・社援第２０３０号・老発第６２９号・児発第

７３３号厚生省大臣官房障害保健福祉部長、社会・援護局長、老

人保健福祉局長、児童家庭局長連名通知）に定めるとおりの取扱

いとして差し支えないこと。 
        オ  共同生活援助事業等の経営を目的として法人を設立する場合に

ついては、「共同生活援助事業等の経営を目的として社会福祉法

人を設立する場合の資産要件等について」（平成１４年８月３０

日社援発第０８３０００７号・老発第０８３０００６号厚生労働

省社会・援護局長、老健局長連名通知）に定めるとおりの取扱い

として差し支えないこと。 
        カ  介助犬訓練事業又は聴導犬訓練事業の経営を目的として法人を

設立する場合については、「介助犬訓練事業又は聴導犬訓練事業

の経営を目的として社会福祉法人を設立する場合の資産要件の緩

和等について」（平成１５年５月８日社援発第０５０８００２号）

に定めるとおりの取扱いとして差し支えないこと。 
        キ  社会福祉協議会（社会福祉施設を経営するものを除く。）及び

共同募金会にあっては、３００万円以上に相当する資産を基本財

産として有しなければならないこと。ただし、市町村社会福祉協

議会及び地区社会福祉協議会（以下「市区町村社会福祉協議会」
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と総称する。）にあっては、３００万円と１０円に当該市町村又

は当該区の人口を乗じて得た額（１００万円以下のときは１００

万円とする。）とのいずれか少ない方の額以上に相当する資産で

差し支えないこと。 
        ク  イからキまで以外の財産であっても、法人が重要と認める財産

は基本財産として差し支えないこと。 
     （２）その他財産 
        ア  基本財産、公益事業用財産及び収益事業用財産以外の財産は、

すべてその他財産であること。 
        イ  その他財産の処分等に特別の制限はないが、社会福祉事業の存

続要件となるものは、みだりに処分しないよう留意すること。 
     （３）公益事業用財産及び収益事業用財産 
         公益事業及び収益事業の用に供する財産は、他の財産と明確に区分

して管理すること。ただし、事業規模が小さい公益事業については、

当該法人の行う社会福祉事業の円滑な遂行を妨げるおそれのない限り

で他の財産を活用して差し支えないこと。 
    ３ 資産の管理 
     （１） 基本財産（社会福祉施設を経営する法人にあっては、社会福祉施設

の用に供する不動産を除く。）の管理運用は、安全、確実な方法、す

なわち元本が確実に回収できるほか、固定資産としての常識的な運用

益が得られ、又は利用価値を生ずる方法で行う必要があり、次のよう

な財産又は方法で管理運用することは、原則として適当ではないこと。 
        ① 価格の変動が著しい財産（株式、株式投資信託、金、外貨建債券

等） 
        ② 客観的評価が困難な財産（美術品、骨董品等） 
        ③ 減価する財産（建築物、建造物等減価償却資産） 
        ④ 回収が困難になるおそれのある方法（融資） 
     （２） 基本財産以外の資産（その他財産、公益事業用財産、収益事業用財

産）の管理運用にあたっても、安全、確実な方法で行うことが望まし

いこと。 
         また、株式投資又は株式を含む投資信託等による管理運用も認めら

れること。なお、子会社の保有のための株式の保有等は認められない

ものであり、株式の取得は、公開市場を通してのもの等に限られるこ

と。ただし、上記にかかわらず、以下の要件を満たす場合には、保有

割合が２分の１を超えない範囲で、未公開株を保有することが可能で

あること。 
        ① 社会福祉に関する調査研究を行う企業の未公開株であること。 
        ② 法人において、実証実験の場を提供する等、企業が行う社会福祉

に関する調査研究に参画していること。 
        ③ 未公開株への拠出（額）が法人全体の経営に与える影響が少ない

ことについて公認会計士又は税理士による確認を受けていること。 
     （３） 法人の財産（基本財産、基本財産以外の財産双方）については、価

値の変動の激しい財産、客観的評価が困難な財産等価値の不安定な財

産又は過大な負担付財産が財産の相当部分を占めないようにする必要

があること。 
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    ４ 残余財産の帰属 
      定款で帰属者を定めない場合には、残余財産は国庫に帰属するものである

こと。 
 
  第３ 法人の組織運営 
    １ 役員等 
     （１） 関係行政庁の職員が法人の評議員又は役員となることは法第６１条

に規定する公私分離の原則に照らし適当でないので、差し控えること。

ただし、社会福祉協議会にあっては、評議員又は役員の総数の５分の

１の範囲内で関係行政庁の職員が、その評議員又は役員となっても差

し支えないこと。 
     （２） 所轄庁退職者が評議員又は役員に就任する場合においては、法人に

おける評議員又は役員の選任の自主性が尊重され、不当に関与するこ

とがないよう、所轄庁においては、法人との関係において適正な退職

管理を確保すること。 
     （３） 実際に法人運営に参画できない者を、評議員又は役員として名目的

に選任することは適当でないこと。 
     （４） 地方公共団体の長等特定の公職にある者が慣例的に、理事長に就任

したり、評議員又は役員として参加したりすることは適当でないこと。 
     （５） 次に掲げる者は、評議員又は役員となることはできないこと。（法

第４０条第１項及び第４４条第１項） 
        ① 法人（同項第１号） 
        ② 精神の機能の障害により職務を適正に執行するに当たって必要な

認知、判断及び意思疎通を適切に行うことができない者（同項第２

号及び社会福祉法施行規則（昭和２６年厚生省令第２８号。以下

「施行規則」という。）第２条６の２） 
        ③ 生活保護法、児童福祉法、老人福祉法、身体障害者福祉法又は法

の規定に違反して刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受

けることがなくなるまでの者（同項第３号） 
        ④ ③に該当する者を除くほか、禁固以上の刑に処せられ、その執行

を終わり、又は執行を受けることがなくなるまでの者（同項第４号） 
        ⑤ 所轄庁の解散命令により解散を命ぜられた社会福祉法人の解散当

時の役員（同項第５号） 
     （６） 暴力団員等の反社会的勢力の者は、評議員又は役員となることはで

きないこと。 
２ 評議員 

     （１） 評議員の選任及び解任の方法については、法第３１条第１項第５号

において、法人が定款で定めることとしているが、同条第５項におい

て理事又は理事会が評議員を選任・解任する旨の定めは無効とされて

いること。 
         定款で定める方法としては、外部委員が参加する機関を設置し、こ

の機関の決定に従って行う方法等が考えられること。 
     （２） 評議員については、法第３９条において「社会福祉法人の適正な運

営に必要な識見を有する者」のうちから選任することとしており、法

人において「社会福祉法人の適正な運営に必要な識見を有する者」と
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して適正な手続により選任されている限り、制限を受けるものではな

いこと。 
     （３） 評議員は、法人の理事、監事又は職員を兼ねることはできないこと。

（法第４０条第２項） 
     （４） 評議員には、各評議員又は各役員の配偶者又は３親等以内の親族が

含まれてはならないことに加え、各評議員又は各役員と特殊の関係が

ある者も含まれてはならないこと。（法第４０条第４項及び第５項並

びに施行規則第２条の７及び第２条の８） 
     （５） 評議員の数は、理事の員数を超える数とすること。（法第４０条第

３項）ただし、平成２７年度における法人全体の事業活動計算書にお

けるサービス活動収益の額が４億円を超えない法人については、平成

２９年４月１日から３年間、４人以上であること。（社会福祉法等の

一部を改正する法律（平成２８年法律第２１号）附則第１０条及び社

会福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係政令の整備等及び

経過措置に関する政令（平成２８年政令第３４９号）第４条） 
    ３ 理事 
     （１） 理事は、社会福祉事業について熱意と理解を有し、かつ、実際に法

人運営の職責を果たし得る者であること。 
     （２） 理事のうちには、次に掲げる者が含まれなければならない。（法第

４４条第４項） 
        ① 社会福祉事業の経営に関する識見を有する者（同項第１号） 
        ② 当該社会福祉法人が行う事業の区域における福祉に関する実情に

通じている者（同項第２号） 
        ③ 当該社会福祉法人が施設を設置している場合にあっては、当該施

設の管理者（同項第３号） 
     （３） 理事は、６人以上でなければならないこと。（法第４４条第３項） 
     （４） 理事には、理事本人を含め、その配偶者及び３親等以内の親族その

他各理事と特殊の関係のある者（以下（４）において「理事の親族等

特殊関係者」という。）が理事の総数の３分の１を超えて含まれては

ならないこと。（法第４４条第６項及び施行規則第２条の１０）ただ

し、理事の親族等特殊関係者の上限は３人であること。 
     （５） 理事長は、理事会の決定に基づき（法第４５条の１３第２項第１

号）、法人の内部的・対外的な業務執行権限を有すること。（法第４５

条の１６第２項第１号及び第４５条の１７第１項） 
     （６） 理事長以外にも社会福祉法人の業務を執行する理事（以下「業務執

行理事」という。）を理事会で選定することができること。（法第４５

条の１６第２項第２号） 
     （７） 社会福祉協議会は、地域福祉の推進役として、社会福祉事業経営者、

ボランティア活動を行う者等との連携を十分に図っていく必要がある

ことから、当該社会福祉協議会の区域において社会福祉事業を経営す

る団体の役職員及びボランティア活動を行う団体の代表者を理事とし

て加えること。 
    ４ 監事 
     （１） 監事は、当該社会福祉法人の理事又は職員を兼ねることができない

こと。（法第４４条第２項） 
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     （２） 監事には、次に掲げる者が含まれなければならない。（法第４４条

第５項） 
        ① 社会福祉事業について識見を有する者（同項第１号） 
        ② 財務管理について識見を有する者（同項第２号） 
     （３） 監事は、２人以上でなければならないこと。（法第４４条第３項） 
     （４） 監事には、各役員の配偶者又は３親等以内の親族が含まれてはなら

ないことに加え、各役員と特殊の関係がある者も含まれてはならない

こととしている。（法第４４条第７項及び施行規則第２条の１１） 
     （５） 監事には、公認会計士又は税理士を登用することが望ましいこと。 
    ５ 会計監査人 
     （１） 会計監査人は、公認会計士又は監査法人でなければならないこと。

（法第４５条の２第１項） 
         また、公認会計士法（昭和２３年法律第１０３号）の規定により、

計算書類について監査することができない者は、会計監査人となるこ

とができないこと（同条第３項）。具体的には、公認会計士法第２４

条又は第３４条の１１の規定により、公認会計士又は監査法人が当該

社会福祉法人の役員等となっている場合等については、会計監査人と

なることができないこと。 
     （２） 会計監査人の設置が義務付けられる法人は、前年度の決算における

法人単位事業活動計算書（第２号第１様式）中の「サービス活動増減

の部」の「サービス活動収益計」が３０億円を超える法人又は法人単

位貸借対照表（第３号第１様式）中の「負債の部」の「負債の部合計」

が６０億円を超える法人であること。（法第３７条及び社会福祉法施

行令第１３条の３） 
    ６ 法人の組織運営に関する情報開示等 
     （１） 会計監査を受けない法人においては、財務会計に関する内部統制の

向上に対する支援又は財務会計に関する事務処理体制の向上に対する

支援について、法人の事業規模や財務会計に係る事務態勢等に即して、

公認会計士、監査法人、税理士又は税理士法人（以下（１）において

「専門家」という。）を活用することが望ましいこと。 
         なお、法人が会計監査を受けた場合、専門家を活用した場合又は福

祉サービス第三者評価事業を受審した場合において、法人が、法第５

９条の規定による所轄庁への届出と合わせて当該会計監査報告の写し、

当該専門家の活用に関する結果報告書の写し又は当該福祉サービス第

三者評価事業の受審結果の写しを所轄庁に提出したときは、実地監査

（法第５６条第１項に基づく指導監査のうち一般監査としての実地監

査をいう。以下同じ。）について平成１３年７月２３日雇児発第４８

７号・社援発第１２７４号・老発第２７３号厚生労働省雇用均等・児

童家庭局長、社会・援護局長、老健局長通知「社会福祉法人指導監査

要綱の制定について」の２（４）に定めるとおりの取扱いとすること

などにより、法人の自主性の確保や負担軽減を図ることとして差し支

えないこと。 
     （２） 定款を主たる事務所及び従たる事務所に備え置かなければならない

こと。（法第３４条の２第１項）また、当該法人が定款を電磁的記録

によって作成し、従たる事務所に備え置かなくとも閲覧に対応できる
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措置をとっている場合には備置きは不要であること。（同条第４項及

び施行規則第２条の５） 
     （３） 計算書類及び事業報告並びにこれらの附属明細書並びに監査報告

（会計監査報告を含む。）（以下「計算書類等」という。）を定時評議

員会の日の２週間前の日から５年間主たる事務所に備え置かなければ

ならないこと。（法第４５条の３２第１項）また、従たる事務所にお

いても３年間備え置かなければならないが（同条２項）、当該法人が

計算書類等を電磁的記録によって作成し、従たる事務所に備え置かな

くとも閲覧に対応できる措置をとっている場合には備置きは不要であ

ること。（同項ただし書及び施行規則第２条の５） 
     （４） 財産目録、役員等名簿、報酬等の支給の基準を記載した書類及び事

業の概要等（以下「財産目録等」という。）を毎会計年度終了後３月

以内に、５年間主たる事務所に備え置くとともに、その写しを３年間

従たる事務所に備え置かなければならないこと。（法第４５条の３４

第１項）また、当該法人が財産目録等を電磁的記録によって作成し、

従たる事務所に備え置かなくとも閲覧に対応できる措置をとっている

場合には備置きは不要であること。（同条第５項及び施行規則第２条

の５） 
    ７ その他 
     （１） 評議員の任期は、原則として、選任後４年以内に終了する会計年度

のうち最終のものに関する定時評議員会の終結の時までであること。

（法第４１条第１項）また、定款で「４年」を「６年」まで伸長する

ことができること。（同項ただし書）ただし、定款によって、任期の

満了前に退任した評議員の補欠として選任された評議員の任期を退任

した評議員の任期の満了する時までとすることは可能であること。

（法第４１条第２項） 
     （２） 評議員に欠員が生じた場合には、任期の満了又は辞任により退任し

た評議員は、新たに選任された評議員が就任するまで、なお、評議員

としての権利義務を有すること。（法第４２条第１項） 
         また、評議員に欠員が生じ、事務が遅滞することにより損害を生ず

るおそれがあるときは、所轄庁は利害関係人の請求により又は職権で、

一時評議員の職務を行うべき者を選任することができること。（法第

４２条第２項） 
     （３） 役員の任期は、選任後２年以内に終了する会計年度のうち最終のも

のに関する定時評議員会の終結の時までである。（法第４５条）ただ

し、定款によって、その任期を短縮することも可能であること。また、

役員を再任することは差し支えなく、期間的な制限はないこと。 
     （４） 役員に欠員が生じた場合には、任期の満了又は辞任により退任した

役員は、新たに選任された役員が就任するまで、なお、役員としての

権利義務を有する。（法第４５条の６第１項）また、役員に欠員が生

じ、事務が遅滞することにより損害を生ずるおそれがあるときは、所

轄庁は利害関係人の請求により又は職権で、一時理事の職務を行うべ

き者を選任することができること。（法第４５条の６第２項） 
     （５） 会計監査人の任期は、選任後１年以内に終了する会計年度のうち最

終のものに関する定時評議員会の終結の時までであること。（法第４
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５条の３第１項）また、定時評議員会において別段の決議がされなか

ったときは、再任されたものとみなされること。（第４５条の３第２

項） 
     （６） 会計監査人に欠員が生じた場合において、遅滞なく会計監査人が選

任されないときは、監事は、一時会計監査人の職務を行うべき者を選

任しなければならないこと。（法第４５条の６第３項）この場合、一

時会計監査人の職務を行うべき者の資格は会計監査人と同様であるこ

と。（法第４５条の６第４項） 
         なお、法人の責めによらない理由（監査法人の倒産等）により、会

計監査人による会計監査報告を所轄庁に届け出ることができない場合

においては、所轄庁は届出の猶予等を行うことが必要であること。 
     （７） 職員については、理事長が任免することとして差し支えないが、事

業の成否に関係のある施設長等は、理事会の議決を経て、理事長が任

免することが適当であること。 
 
  第４ 法人の認可申請等の手続 
    １ 所轄庁 
     （１） 法人の行う事業が二以上の都道府県の区域にわたるか否かは次の基

準により判断すること。 
        ア  基本的な考え方としては、施設経営を行う事業の場合、当該施

設の所在地が二以上の都道府県にわたるか否かで判断する。それ

以外の各種居宅介護等事業、相談事業等についても、これに準じ、

当該事業に係る事業所の所在地で判断すること。 
        イ  法第２条第３項第１３号に定める連絡又は助成事業については、

各社会福祉事業に関し、連絡又は助成を行うものであるという事

業の性格に鑑み、当該「連絡」又は「助成」の趣旨、目的、範囲

等により判断すること。（例えば、各都道府県で行われている社

会福祉事業を全国的に連絡する事業の場合は、事業範囲は全国に

わたるものであること。） 
        ウ  法人が行う事業が二以上の地方厚生局の管轄区域にわたり、次

の①から④までのいずれかに該当する場合は、厚生労働大臣が所

轄庁となるものであること。 
          ① 全国を単位として行われる事業 
            各都道府県において活動している団体を統括する組織が、全

国を単位として行う事業が法人の主たる事業であること。 
          ② 地域を限定しないで行われる事業 
            地域を限定することなく行われる、高齢者、障害者、児童等

の福祉についての助成、相談等の事業が法人の主たる事業であ

ること。 
          ③ 法令の規定に基づき指定を受けて行われる事業 
            社会福祉法等の法令に基づき、全国を通じて１個に限り、指

定を受けて行う事業が法人の主たる事業であること。 
          ④ ①から③までに類する事業 
        エ  公益事業及び収益事業についても基本的にはア、イ及びウと同

様に取り扱うものとすること。 
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     （２） 法人の行う事業が市の区域にとどまるものか否かについても、（１）

に準じて判断すること。 
     （３） 都道府県知事又は市長が所轄庁となっている法人が、（１）ウに該

当する事業を開始しようとして定款変更の認可を受けようとするとき

は、厚生労働大臣に申請させること。 
     （４） 市長が所轄庁となっている法人が、他の市町村においても事業を開

始しようとして定款変更の認可を受けようとするときは、当該都道府

県知事に申請させること。ただし、指定都市の市長が所轄庁となって

いる法人が、当該都道府県内の他の市町村においても事業を開始しよ

うとする場合及び（３）の場合を除く。 
         なお、当該都道府県知事は、当該定款変更を認可したときは、その

旨当該市長に連絡すること。 
     （５） 法人の事務所の所在地の変更に伴い、所轄庁が変更となる社会福祉

法人における当該事項に係る定款変更の届出は、変更後の所轄庁に対

し行わせること。 
     （６） 指定都市の市長が所轄庁となっている都道府県社会福祉協議会・都

道府県共同募金会・都道府県が設置する社会福祉事業団の定款変更の

認可等に当たっては、指定都市の市長は、都道府県知事との連携を図

り、必要に応じて情報の交換に努めること。 
    ２ 法人の認可審査の手続 
      都道府県及び市（以下「都道府県市」という。）における法人の設立認可

の審査に当たっては、法人認可担当、施設整備担当以外の関係各課、各部局

を加えた庁内審査会を設置する等内部牽制を確保した合議制により厳格に行

うこと。この際、施設整備の必要性とは別に、独立した判断が確保されるよ

う留意すること。 
    ３ その他 
     （１） 補助金又は独立行政法人福祉医療機構の融資を受けて社会福祉施設

を設置する場合の法人の設立認可の審査は、当該補助金及び融資の審

査と相互に連携を図り、行うものであること。なお、法人の設立は、

当該補助金の交付が確実になった後でなければ認められないこと。ま

た、当該施設の認可又は設置の届出は当該法人が成立した後でなけれ

ば行うことができないこと。 
     （２） 設立代表者又は法人理事長への就任を予定している者が既に別の法

人の理事長である場合には、既存法人における組織運営、事業運営、

資金計画の履行状況等を確認し、異なる事業主体を設立する必要性が

認められるものであること。 
 

第５ その他 
     （１） 基本財産の担保提供の承認は、担保提供の目的の妥当性、担保提供

の必要性、担保提供方法の妥当性、担保提供に係る意思決定の適法性

等を考慮して判断すべきものであり、一律に不承認としてはならない

こと。 
     （２） 定款変更認可及び基本財産の処分又は担保提供の承認は、事業を開

始したり、資金の借入れが決定した後に形式的に行われることが多い

ので、かかることのないよう、計画が固まった段階で、事前にこれら
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の承認を行うようにすること。 
     （３） 法人が公益事業を行うために定款変更認可の申請をした場合であっ

て、先駆的事業に試行的に取り組む場合、一時的な剰余金を用いて短

期の公益事業に取り組む場合などには、当該公益事業の特性に応じて

事業計画等の審査を特に弾力的に行うこと。 
     （４） 法人は、毎会計年度終了後３月以内に、施行規則第９条に規定する

方法により、計算書類等及び財産目録等を届け出なければならないこ

と。（法第５９条） 
         また、計算書類、財産目録及び附属明細書（施行規則第１０条の２

第２号に掲げる部分に限る。）並びに事業の概要等（法第４５条の３

４第１項第４号）のうち施行規則第２条の４１第１号から第１３号ま

で及び第１６号に掲げる事項（以下「現況報告書」という。）並びに

同条第１４号に掲げる事項については、別に定める様式を用いて届け

出ること。これらの届出については、施行規則第９条第３号の情報処

理システムに記録する方法により行うことが望ましいこと。 
     （５） 法人は、定款、報酬等の支給の基準、計算書類、役員等名簿及び現

況報告書について、インターネットの利用により、遅滞なく、公表す

ること。（法第５９条の２第１項及び施行規則第１０条） 
         なお、計算書類及び役員等名簿及び現況報告書については、法人の

運営に係る重要な部分に限り、個人の権利利益が害されるおそれがあ

る部分を除くこと。（施行規則第１０条第３項） 
         また、計算書類及び現況報告書について、施行規則第９条第３号の

情報処理システムに記録する方法により所轄庁に届出を行ったときは、

法人が公表を行ったものとみなされること。（施行規則第１０条第２

項） 
         なお、ホームページが存在しないこと等によりインターネットでの

公表が困難な法人が存在する場合には、所轄庁のホームページにおい

て公表又は所轄庁が施行規則第９条第３号の情報処理システムに記録

すること。この場合には、当該法人が自ら公表を行うことが困難な理

由を確認すること。 
     （６） 法人に関する申請書の様式は、当該申請者等に別段の支障がない限

り、別記第１の様式例によるよう指導すること。 
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２ 社会福祉法人審査要領 

「社会福祉法人の認可について（平成１２年１２月１日付厚生省大臣官房障害 
保健福祉部企画課長、社会・援護局企画課長、老人保健福祉局計画課長、児童 
家庭局企画課長連名通知）」より。 ※令和２年３月３１日改正 

 
第１ 社会福祉法人の行う事業 

    １ 社会福祉事業 
     （１） 社会福祉法第１０９条第１項に規定する市町村社会福祉協議会（一

の市町村の区域を単位とするものに限る。）及び同条第２項に規定す

る地区社会福祉協議会（一の区の区域を単位とするものに限る。）が

社会福祉法人（以下「法人」という。）となる場合には、次の要件を

満たすものでなければならないこと。 
        ア 事業規模に応じた数の専任職員を有すること。 
       イ  独立した事務所を有すること。この場合においては、原則とし

て単独の部屋を有すべきであるが、特別の事情があるときは、室

内の一区画でも差し支えないこと。 
        ウ 事業規模に応じた資産を有すること。 
        エ  当該市町村又は当該区の区域内において社会福祉事業又は更生

保護事業を経営する者の全部が参加することを原則とすること。 
        オ  当該市町村又は当該区の区域内において社会福祉を目的とする

事業を経営する者及び社会福祉に関する活動を行う者が多数参加

していることが望ましいこと。 
        カ  設立認可の申請前の実績として、常時、社会福祉協議会活動を

行っていること。 
     （２） 市町村社会福祉協議会（二以上の市町村の区域を単位とするものに

限る。）及び地区社会福祉協議会（二以上の区の区域を単位とするも

のに限る。）が法人となる場合には、次の要件を満たすものでなけれ

ばならないこと。 
        ア  二以上の市町村又は区を単位として法人を設立することが、当

該地域の社会福祉の推進に資すると認められること。 
        イ  当該法人の設立単位の区域に含まれる各市町村又は各区の区域

内において社会福祉事業又は更生保護事業を経営する者の過半数

が参加していること。 
        ウ  ア及びイに定めるもののほか、（１）に掲げる各要件を満たす

こと。この場合において、（１）エ及びオを適用するに当たって

は、「当該市町村又は当該区」を「当該法人の設立単位の区域に

含まれる市町村又は区」と読み替えるものとする。 
     （３） 市町村社会福祉協議会及び地区社会福祉協議会の目的は、社会福祉

を目的とする事業の健全な発達のために必要な事業及び社会福祉に関

する事業への住民の参加の促進のために必要な事業を行うことにより

地域福祉の推進を図ることであるが、地域の実情に応じ、本来の目的

を達成するために必要な事業を実施する上で支障を来さない場合には、

通所施設の経営や、市町村等が設置した入所施設の受託経営を行って

も差し支えないこと。 
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     （４） 地方公共団体等の設置した社会福祉施設の経営を委託された場合に

も、その施設を経営する事業は、公益事業ではなく、社会福祉事業と

なること。 
    ２ 公益事業 
       次のような場合は公益事業であること。（社会福祉事業に該当するもの

を除く。） 
     （１） 社会福祉法（昭和２６年法律第４５号）第２条第４項第４号に掲げ

る事業（いわゆる事業規模要件を満たさないために社会福祉事業に含

まれない事業） 
     （２） 介護保険法（平成９年法律第１２３号）に規定する居宅サービス事

業、地域密着型サービス事業、介護予防サービス事業、地域密着型介

護予防サービス事業、居宅介護支援事業、介護予防支援事業、介護老

人保健施設、介護医療院を経営する事業又は地域支援事業を市町村か

ら受託して実施する事業 
         なお、居宅介護支援事業等を、特別養護老人ホーム等社会福祉事業

の用に供する施設の経営に付随して行う場合には、定款上、公益事業

として記載しなくても差し支えないこと。 
     （３） 有料老人ホームを経営する事業 
     （４） 高齢者の居住の安定確保に関する法律（平成１３年法律第２６号）

第５条第１項に規定するサービス付き高齢者向け住宅事業（（３）を

除く。） 
     （５） 住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の供給の促進に関する法律（平

成１９年法律第１１２号）第８条に規定する住宅確保要配慮者円滑入

居賃貸住宅事業 
     （６） 社会福祉協議会等において、社会福祉協議会活動等に参加する者の

福利厚生を図ることを目的として、宿泊所、保養所、食堂等の経営す

る事業 
     （７） 公益的事業を行う団体に事務所、集会所等として無償又は実費に近

い対価で使用させるために会館等を経営する事業 
         なお、営利を行う者に対して、無償又は実費に近い対価で使用させ

るような計画は適当でないこと。また、このような者に対し収益を得

る目的で貸与する場合は、収益事業となるものであること。 
    ３ 収益事業 
     （１） 次のような場合は、「一定の計画の下に、収益を得ることを目的と

して反復継続して行われる行為であって、社会通念上事業と認められ

る程度のもの」に該当しないので、結果的に収益を生ずる場合であっ

ても収益事業として定款に記載する必要はないこと。 
        ア  当該法人が使用することを目的とする設備等を外部の者に依頼

されて、当該法人の業務に支障のない範囲内で使用させる場合、

例えば、会議室を法人が使用しない時間に外部の者に使用させる

場合等 
        イ  たまたま適当な興行の機会に恵まれて慈善興行を行う場合 
        ウ  社会福祉施設等において、専ら施設利用者の利便に供するため

売店を経営する場合 
     （２） 次のような事業は、「法人の社会的信用を傷つけるおそれ」がある
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ので、法人は行うことができないこと。 
        ア  風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２３

年法律第１２２号）にいう風俗営業及び風俗関連営業 
        イ  高利な融資事業 
        ウ  前に掲げる事業に不動産を貸し付ける等の便宜を供与する事業 
     （３） 次のような場合は、「社会福祉事業の円滑な遂行を妨げるおそれ」

があること。 
        ア  社会福祉施設の付近において、騒音、ばい煙等を著しく発生さ

せるようなおそれのある場合 
        イ  社会福祉事業と収益事業とが、同一設備を使用して行われる場

合 
     （４） （２）及び（３）の要件を満たす限り、収益事業の種類には特別の

制限はないものであること。 
         なお、事業の種類としては、当該法人の所有する不動産を活用して

行う貸ビル、駐車場の経営、公共的、公共的施設内の売店の経営等安

定した収益が見込める事業が適当であること。 
 
  第２ 法人の資産 
     （１） 法人の設立に際して、寄附金が予定されている場合は、法人設立後

にその履行がなされないときは法人運営に著しく支障を来すことから、

次の点について慎重に審査すること。 
        ア  書面による贈与契約が締結されていることについて、契約書の

写及び寄付予定者の印鑑登録証明書等により確認すること。 
        イ  寄付者の所得能力、営業実績、資産状況等から当該寄付が確実

に行われることについて、所得証明書、納税証明書、残高証明書、

資産証明書等により確認すること。 
     （２） 独立行政法人福祉医療機構等からの借入金に対する償還財源、不動

産の賃借料その他必要とされる経常経費について、寄附金が予定され

ている場合も（１）と同様であるが、特に個人の寄附については、年

間の寄附額をその者の年間所得から控除した後の所得額が社会通念上

その者の生活を維持できると認められる額を上回っていなければなら

ないこと。 
     （３） 法人を設立する場合にあっては、必要な資産としてその他財産のう

ちに当該法人の年間事業費の１２分の１以上に相当する現金、普通預

金又は当座預金等を有していなければならないこと。 
         なお、指定介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）等の介護保険

法上の事業、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するため

の法律（平成１７年法律第１２３号）上の障害福祉サービス又は児童

福祉法（昭和２２年法律第１６４号）上の障害児通所支援若しくは障

害児入所支援にも該当する社会福祉事業を主として行う法人を設立す

る場合にあっては、１２分の２以上に相当する現金、普通預金又は当

座預金等を有していることが望ましいこと。 
     （４） 「その施設の用に供する不動産」とは、社会福祉施設の最低基準に

より定められた設備を含む建物並びにその建物の敷地及び社会福祉施

設の最低基準により定められた設備の敷地をいうこと。 
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     （５） 社会福祉施設の改築にあたり老朽民間社会福祉施設整備費の国庫補

助が行われる場合は、社会福祉法（昭和２６年法律第４５号）第３０

条に規定する所轄庁の財産処分の承認は必要でないこと。 
     （６） 社会福祉施設を経営しない法人が国又は地方公共団体以外の者から

の貸与を受けることができる「不動産の一部」とは、基本的には敷地

部分を指し、事業が行われる建物部分については、当該法人が所有権

を有していることが望ましいこと。 
     （７） 不動産の賃借による場合、賃借料の水準は、法人の経営の安定性の

確保や社会福祉事業の特性に鑑み、極力低額であることが望ましいも

のであり、また、法人が当該賃借料を長期間にわたって安定的に支払

う能力があると認められる必要があること。 
         また、当該法人の理事長又は当該法人から報酬を受けている役員等

から賃借により貸与を受けることは、望ましくないこと。 
     （８） 法人が株式を保有できるのは、原則として、以下の場合に限られる。 
        ア 基本財産以外の資産の管理運用の場合。ただし、あくまで管理運

用であることを明確にするため、上場株や店頭公開株のように、証

券会社の通常の取引を通じて取得できるものに限る。 
        イ 基本財産として寄付された場合。これは、設立時に限らず、設立

後に寄附されたものも含む。 
     （９） 基本財産として株式が寄附される場合には、社会福祉法人としての

適切な活動等のため、所轄庁においては、寄附を受けた社会福祉法人

の理事と当該営利企業の関係者との関係、基本財産の構成、株式等の

寄附の目的について十分注意し、必要に応じ適切な指導等を行う。 
     （10） （８）の場合については、株式の保有等は認められるが、その場合

であっても、当該社会福祉法人が当該営利企業を実質的に支配するこ

とのないように、その保有の割合は、２分の１を超えてはならない。 
     （11） （８）の場合により株式保有等を行っている場合（全株式の２０％

以上を保有している場合に限る。）については、法第５９条の規定に

よる現況報告書等と合わせて、当該営利企業の概要として、事業年度

末現在の次の事項を記載した書類を提出すること。 
        ア  名称 
        イ  事務所の所在地 

ウ  資本金等 
エ  事業内容 
オ  役員の数及び代表者の氏名 
カ  従業員の数 

        キ  当該社会福祉法人が保有する株式等の数及び全株式等に占める

割合 
        ク  保有する理由 
        ケ  当該株式等の入手日 
        コ  当該社会福祉法人と当該営利企業との関係（人事、取引等） 
 

第３ 法人の組織運営 
     （１） 「精神の機能の障害により職務を適正に執行するに当たって必要な

認知、判断及び意思疎通を適正に行うことができない者」は、例えば、
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法人の財産を管理・処分できない程度に判断能力等が欠けている者が

該当すること。 
     （２） 「社会福祉事業について識見を有する者」は、例えば、次のような

者が該当すること。 
        ア 社会福祉に関する教育を行う者 
        イ 社会福祉に関する研究を行う者 
        ウ 社会福祉事業又は社会福祉関係の行政に従事した経験を有する者 
        エ  公認会計士、税理士、弁護士等、社会福祉事業の経営を行う上

で必要かつ有益な専門知識を有する者 
     （３） 「法人が行う事業の区域における福祉に関する実情に通じている者」

は、例えば、次のような者が該当すること。 
        ア  社会福祉協議会等社会福祉事業を行う団体の役職員 
        イ  民生委員・児童委員 
        ウ  社会福祉に関するボランティア団体、親の会等の民間社会福祉

団体の代表者等 
        エ  医師、保健師、看護師等保健医療関係者 
        オ  自治会、町内会、婦人会及び商店会等の役員その他その者の参

画により施設運営や在宅福祉事業の円滑な遂行が期待できる者 
 
  第４ 担保提供の承認 
     （１） 「担保提供の目的の妥当性」とは、法人の役員や役員の経営する会

社等の債務の担保に供するなど、当該法人の事業とは無関係の目的で

行う担保提供であってはならず、借入金の目的は社会福祉事業に充て

られるべきものであること。 
     （２） 「担保提供の必要性」とは、国又は地方公共団体からの十分な額の

助成が見込めないこと、基本財産以外に処分しうる財産が存在しない

こと等の理由により、基本財産の担保提供を行う以外に適当な資金調

達の手段がないこと。 
     （３） 「担保提供方法の妥当性」とは、当該担保提供に係る借入金につい

て、適正な償還計画があり、かつ、法人に対する寄附金や事業収入の

状況から判断して、償還期間中に当該法人の事業運営に支障が生じな

いと認められること。また、担保提供の承認の対象となる借入先が、

地方公共団体、社会福祉協議会のほか、確実な民間金融機関を含むも

のであること。 
     （４） 「担保提供に係る意思決定の適法性」とは、定款所定の手続を経て

いること。 
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３ 入札契約等の取扱い 

   「社会福祉法人における入札契約等の取扱いについて（平成２９年３月２９日 

   付厚生労働省雇用均等・児童家庭局総務課長、社会・援護局福祉基盤課長、社 

   会・援護局障害保健福祉部企画課長、老健局高齢者支援課長連名通知）」より。 

   ※平成２９年３月２９日改正 

 

１ 入札契約関係について 

   各法人の行う入札契約については、法人運営の一層の明確化を図るため、随意契

約及び競争契約についての基準を示してきたところであるが、その重要性はいまだ

変わるものではなく、今後、各法人の策定する経理規程についても、以下の事項を

踏まえ、明確に規定すること。 

  （１） 理事長が契約について職員に委任する場合は、その委任の範囲を明確に定

めること。 

  （２） 契約に関する具体的事務処理を契約担当者以外の職員に行わせることは差

し支えないこと。 

  （３） 随意契約によることができる場合の一般的な基準は次のとおりとする。 

     ア  売買、賃貸借、請負その他の契約でその予定価格が別表に掲げる区分

に応じ同表右欄に定める額を超えない場合（各法人において、別表に定

める額より小額な基準を設けることは差し支えないこと） 

イ 契約の性質又は目的が競争入札に適さない場合 

       ①  不動産の買入れ又は借入れの契約を締結する場合 

       ②  特殊な技術、機器又は設備等を必要とする工事で、特定の者と契

約を締結しなければ契約の目的を達成することができない場合 

       ③  既設の設備の密接不可分の関係にあり、同一施工者以外の者に施

工させた場合、既設の設備等の使用に著しい支障が生じる恐れがあ

る設備、機器等の増設、改修等の工事を行う場合 

④  契約の目的物が特定の者でなければ納入することができない場合 

       ⑤  契約の目的物が代替性のない特定の位置、構造又は物質である場         

合 

       ⑥  日常的に消費する食料品や生活必需品の購入について、社会通念

上妥当と認められる場合 

     ウ 緊急の必要により競争に付することができない場合 

       ①  電気、機械設備等の故障に伴う緊急復旧工事を行う場合 

       ②  災害発生時の応急工事及び物品購入等を行う場合 

       ③  メチシリン耐性黄色ブドウ球菌（ＭＲＳＡ）等の感染を防止する

消毒設備の購入など、緊急に対応しなければ入所者処遇に悪影響を

及ぼす場合 

     エ 競争入札に付することが不利と認められる場合 

       ①  現に契約履行中の工事に直接関連する契約を現に履行中の契約者

以外の者に履行させることが不利である場合 

       ②  買入れを必要とする物品が多量であって、分割して買い入れなけ

れば売惜しみその他の理由により価格を騰貴させる恐れがある場合 

      ③  緊急に契約をしなければ、契約する機会を失い、又は著しく不利

な価格をもって契約をしなければならない恐れがある場合 
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      ④ ただし、予定価格が１，０００万円を超える施設整備及び設備整備

を行う場合は、前記②及び③の適用は受けない。 

     オ  時価に比して有利な価格等で契約を締結することができる見込みのあ

る場合 

       ①  物品の購入に当たり、特定の業者がその物品を多量に所有し、し

かも他の業者が所有している当該同一物品の価格に比して有利な価

格でこれを購入可能な場合 

       ②  価格及びその他の要件を考慮した契約で他の契約よりも有利とな

る場合 

       ③  ただし、予定価格が１，０００万円を超える設備整備を行う場合

は、前記①及び②の適用は受けない。 

     カ  競争入札に付し入札者がないとき、又は再度の入札に付し落札者がな

い場合（契約保証金及び履行期限を除き、最初競争に付するときに定め

た予定価格その他条件を変更することはできないこと） 

     キ  落札者が契約を締結しない場合（落札金額の制限内での随意契約であ

るとともに、履行期限を除き、最初競争に付するときに定めた条件を変

更することはできないこと） 

  （４） 価格による随意契約（（３）アの契約をいう。）は、３社以上の業者から見

積もりを徴し比較するなど、適正な価格を客観的に判断すること。ただし、

契約の種類に応じて、下記の金額を超えない場合には、２社以上の業者から

の見積もりで差し支えないこと。 

     ・ 工事又は製造の請負：２５０万円 

     ・ 食料品・物品等の買入れ：１６０万円 

     ・ 上記に掲げるもの以外：１００万円 

      また、見積もりを徴する業者及びその契約の額の決定に当たっては、公平

性、透明性の確保に十分留意することとし、企画競争等を行うことが望まし

いこと。 

      なお、継続的な取引を随意契約で行う場合には、その契約期間中に、必要

に応じて価格の調査を行うなど、適正な契約の維持に努めること。 

  （５） 予定価格の定め方は次のとおりとする。 

     ア  予定価格は、競争入札に付する事項の価格の総額について定めなけれ

ばならない。ただし、一定期間継続してする製造、修理、加工、売買、

供給、使用等の契約で、燃料の契約など品質、価格が安定していて、契

約を反復して締結する必要がないものなどは、単価についてその予定価

格を定め、見込み数量を勘案した総額をもって決定することができる。 

     イ  予定価格は、契約の目的となる物件又は役務について、前年度の実績

や当該年度の予算を参考に取引の実例価格、需要の状況、履行の難易、

数量の多寡、履行期間の長短等を考慮して適正に定めなければならない。 

        なお、施設整備などの契約の場合は、設計事務所に意見を徴するなど

により予定価格を定めるものとする。 

  （６） 施設整備に係る契約については、平成１３年７月２３日付雇児発第４８８ 

号・社援発第１２７５号・老発第２７４号厚生労働省雇用均等・児童家庭局

長、社会・援護局長、老健局長連名通知「社会福祉法人の認可等の適正化並

びに社会福祉法人及び社会福祉施設に対する指導監督の徹底について」に変

更を加えるものではない。 
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      また、「社会福祉施設等施設整備費の国庫補助について」（厚生労働事務次

官通知）等に係る施設整備に係る契約については、交付の条件によること。 

  （７） 会計監査に係る契約については、（３）から（５）までにかかわらず、随

意契約が可能であること。具体的には、複数の会計監査人候補者から提案書

等を入手し、法人において選定基準を作成し、提案内容について比較検討の

うえ、選定すること。 

      なお、価格のみで選定することは適当ではないこと。また、複数の会計監

査人候補者から提案書等を入手するにあたっては、日本公認会計士協会のホ

ームページにおいて公表されている公会計協議会社会保障部会の部会員リス

トを参考資料として活用できること。 

 （８） 重要な契約については、法第４５条の１３第４項に基づき、理事会におい

て決定するとともに、理事長及び業務執行理事は、社会福祉法（昭和２６年

法律第４５号。以下「法」という。）第４５条の１６第３項に基づき、契約

結果等を理事会に報告しなければならないこと。 

 

２ 計算書類等の扱いについて 

  会計帳簿については、法第４５条の２４に基づき、適時に正確な会計帳簿を作成

するとともに、会計帳簿の閉鎖の時から１０年間、会計帳簿及び事業に関する重要

な資料を保存しなければならないこと。また、契約に係る証憑書類についても、同

様に保存すること。 

   計算書類については、法第４５条の２７に基づき、毎会計年度終了後３月以内に

計算書類及び附属明細書を作成するとともに、計算書類を作成した時から１０年間、

計算書類及び附属明細書を保存しなければならないこと。 

   財産目録については、法４５条の３４に基づき、毎会計年度終了後３月以内に作

成するとともに、５年間保存しなければならないこと。 

 

別表 

区    分 金        額 

会計監査を受けない法人 １，０００万円 

会計監査を受ける法人 

※会計監査人設置法人及び会 

計監査人を設置せずに公認 

会計士又は監査法人による 

会計監査を受ける法人 

法人の実態に応じて、下記金額を上限に設定 

（上限額） 

・建築工事：２０億円 

・建築技術・サービス：２億円 

・物 品 等：３，０００万円 
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４ 社会福祉法人による「地域における公益的な取組」の推進（抜粋） 

   「社会福祉法人による「地域における公益的な取組」の推進について（平成３０ 

   年１月２３日付厚生労働省社会・援護局福祉基盤課長通知）」より。 

 

 １ 「地域における公益的な取組」の実施に係る責務の趣旨 
   法人は、地域住民が抱える多様な福祉ニーズ（ 以下「地域ニーズ」という。）に

対応するため、社会福祉事業の運営を主たる目的として設立されるものであるが、

法人の経営組織や財務規律に関して必要な規制が行われる一方で、法人として税制

上の優遇措置を受けているほか、社会福祉事業等の事業費として支払われる介護報

酬や措置費、委託費等については、税や保険料等の公費によって賄われている。 
   こうした法人の公益的性格に鑑みると、自らが行う事業の利用者（ 以下「利用

者」という。）の福祉ニーズを的確に把握し、これに対応することのみならず、少

子高齢化、人口減少社会等の社会情勢の変化を踏まえつつ、既存の社会保障制度や

社会福祉制度では対応が困難な地域ニーズを積極的に把握し、地域の関係機関との

連携や役割分担を図りながら、新たな地域ニーズに対して積極的に対応していくこ

とが求められている。 
   「地域における公益的な取組」の実施に係る責務は、このような認識の下、全て

の法人に課されるものであるが、法人に対して画一的かつ特定の取組の実施を促す

ものではなく、法人が、保有する資産や職員（ 以下「資産等」という。）の状況、

地域ニーズの内容、地域における他の社会資源の有無などを踏まえつつ、その自主

性、創意工夫に基づき取り組むべきものであり、当該取組の実施を通じて、地域に

対し、法人が自らその存在価値を明らかにしていくことが重要である。 
   一方、法人は、社会福祉事業の運営を主たる目的とすることから、「地域におけ

る公益的な取組」の実施に当たっては、社会福祉各法に基づく各種基準等を満たし

つつ、法人が現に運営する社会福祉事業に支障を及ぼすことのないようにすること

が必要である。 
   なお、「地域における公益的な取組」により、行政が主体となって実施する又は

実施しようとする事業を単に代替させるようなことがあってはならず、法人が、当

該事業とは異なる新たな取組を創出することにより、地域における支援体制が重層

化され、地域における課題解決力の向上が図られることを期待するものである。 
 
 ２ 「地域における公益的な取組」の内容 
   （１） 法第２４条第２項に規定する要件 
       「地域における公益的な取組」は、法第２４条第２項に規定するとおり、

次の①から③までの３つの要件の全てを満たすことが必要である。 
      ① 社会福祉事業又は公益事業を行うに当たって提供される福祉サービス

であること 
      ② 対象者が日常生活又は社会生活上の支援を必要とする者であること 
      ③ 無料又は低額な料金で提供されること 
   （２） 「社会福祉事業又は公益事業を行うに当たって提供される福祉サービス」

の考え方について 
       「地域における公益的な取組」は、「社会福祉事業又は公益事業を行う

に当たって提供される福祉サービス」であるが、これは、原則として、社

会福祉を目的とする取組を指すものである。 
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       したがって、地域ニーズを踏まえ、公費を受けずに、新たな社会福祉事

業又は公益事業（ 法第５５条の２第４項第２号に規定する地域公益事業

を含む。）（ 以下「社会福祉事業等」という。） を実施する場合や既存の

社会福祉事業等のサービス内容の充実を図る場合等がこの要件に該当する

ものである。 
       ただし、地域共生社会の実現に向けた地域づくりを進めていく観点から

は、地域住民がそれぞれの立場から、地域社会に参加し、協働していくこ

とが重要であることから、行事の開催や環境美化活動、防犯活動など、取

組内容が直接的に社会福祉に関連しない場合であっても、地域住民の参加

や協働の場を創出することを通じて、地域住民相互のつながりの強化を図

るなど、間接的に社会福祉の向上に資する取組であって、当該取組の効果

が法人内部に留まらず地域にも及ぶものである限り、この要件に該当する。 
       また、ここでいう「福祉サービス」には、法人の定款に基づく事業とし

て行われるものに限らず、月に１ 回の行事の開催など、必ずしも恒常的

に行われない取組も含まれる。さらに、災害時に備えた福祉支援体制づく

りや関係機関とのネットワーク構築に向けた取組など、福祉サービスの充

実を図るための環境整備に資する取組も含まれるものである。 
   （３） 「日常生活又は社会生活上の支援を必要とする者」の考え方について 
       「地域における公益的な取組」は、「日常生活又は社会生活上の支援を

必要とする者」を対象としているが、これは、原則として、利用者以外の

者であって、地域において、心身の状況や家庭環境、経済状況等により支

援を必要とするものを指すものである。 
       ただし、地域共生社会の実現に向けた地域づくりを進めていく観点から

は、地域の様々な資源を活用し、現に支援を必要とする者のみならず、現

在、支援を必要としない者であっても、将来的に支援を必要とする状態と

なった場合に適切に支援につながることができるような環境や状態を構築

するという視点も重要である。したがって、「日常生活又は社会生活上の

支援を必要とする者」には、自立した日常生活を営んではいるものの、単

身で地域との関わりがない高齢者など、現に支援を必要としていないが、

このままの状態が継続すれば、将来的に支援を必要とする可能性の高い者

も含まれるものであり、「地域における公益的な取組」には、これらの者

に対する予防的な支援を行う取組も含まれるものである。 
       また、直接的にこれらの者を対象としていない場合であっても、地域住

民に対する在宅での介護技術研修の実施やボランティアの育成など、間接

的にこれらの者の支援に資する取組も含まれるものである。 
   （４） 「無料又は低額な料金で提供されること」の考え方について 
       「地域における公益的な取組」は、「無料又は低額な料金」で実施する

こととしているが、これは、原則として、法人が現に保有する資産等を活

用することにより、取組の対象者から、通常要する費用を下回る料金を徴

収し、又は料金を徴収せずに実施することを指すものである。 
       したがって、当該取組の実施に当たって、国又は地方公共団体から全額

の公費負担がある場合には、この要件に該当しないが、このような場合で

あっても、法人による資産等を活用した追加のサービスが行われていれば、

この要件に該当する。 
   （５） その他 
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       「地域における公益的な取組」は、法人が単独で行わなければならない

ものではなく、複数の法人で連携して行うことも差し支えない。 
       また、単に資金の拠出、建物等、法人が保有する資産の貸し出しのみで

は、当該取組に該当するとは言えず、地域ニーズの把握から取組の企画、

実施までの一連のプロセスに法人の役職員が実質的に関与することが必要

である。 
       さらに、当該取組については、社会情勢の変化等に伴う地域ニーズの変

化に応じて、求められる内容も変化していくことから、地域協議会や地域

福祉計画策定委員会等の場を活用すること等を通じて、定期的に地域住民

等の意見を聴取し、当該取組の実施状況について検証を行った上で、その

結果を踏まえ、必要に応じて取組内容の充実や見直しを行っていくことが

重要である。 
 
３ 定款上の位置付けについて 

  「地域における公益的な取組」のうち、恒常的に行われるものではない取組につ

いては、定款の変更は不要である。 

  また、公益事業のうち、規模が小さく社会福祉事業と一体的に行われる事業につ

いても「社会福祉法人の認可について」(平成１２年１２月１日付け障第８９０

号・社援第２６１８号・老発第７９４号・児発第９０８号厚生省大臣官房障害保健

福祉部長、社会・援護局長、老人保健福祉局長、児童家庭局長連名通知)に規定の

とおり、定款の変更は不要である。 
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５ 税額控除に係る証明事務 

  「税額控除に係る証明事務 ～申請の手引き～」（平成２８年４月１日付厚生労 

働省社会・援護局福祉基盤課）より。 

 

 申請に関する事務については、次頁を参考にしてください。 
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６
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
Ｆ
Ａ
Ｑ

（
１
）
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
Ｆ
Ａ
Ｑ

「「
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
の
施
行
に
向
け
た
留
意
事
項
に
つ
い
て
」
に
関
す
る
Ｆ
Ａ

Ｑ
に
つ
い
て
（
令
和
５
年
３
月
２
２
日
付
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
福
祉
基
盤
課

事
務
連
絡
）」
よ
り
。

※
令
和
５
年
３
月
２
２
日
改
正

社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
の
施
行
に
向
け
た
留
意
事
項
に
つ
い
て
」
に
関
す
る
Ｆ
Ａ
Ｑ

（
３
４
頁
参
照
）
に
つ
い
て
、
令
和
５
年
３
月
２
２
日
改
定
日
時
点
の
考
え
方
を
示
し
た
も

の
で
、
今
後
、
変
更
が
あ
り
得
ま
す
。

こ
の
質
疑
応
答
集
に
お
い
て
は
、
次
の
略
語
を
用
い
て
い
ま
す
。

改
正
法

社
会
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
２
８
年
法
律
第
２
１
号
）

法
社
会
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
社
会
福
祉
法

（
昭
和
２
６
年
法
律
第
４
５
号
）
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「
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
の
施
行
に
向
け
た
留
意
事
項

に
つ
い
て
」
等
に
関
す
る

Q&
A 

 
             

社
会
・
援
護
局

 
福
祉
基
盤
課

 

平
成

2
8
年

6
月

2
0
日

 

（
令
和
５
年
３
月

2
2
日
最
終
改
訂
）

 

 ※
本
質
疑
応
答
集
に
お
い
て
は
下
記
の
略
語
を
用
い
る
。

 

「
改
正
法
」
：
社
会
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

2
8
年
法
律
第

21
号
）
 

「
法
」：

社
会
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
社
会
福
祉
法
（
昭
和

26
年
法
律
第

45
号
）
 

 
 

（
注
）
現
時
点
の
考
え
方
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
変
更
が
あ
り
得
る
。
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..

..
..

..
..

..
..

..
. 
8

 

34



 

 

問
1
7 

当
該
法
人
の
職
員
で
あ
っ
た
者
は
評
議
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

 ..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
 8

 

問
18
 
当
該
法
人
の
経
営
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
地
域
住
民
は
評
議
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

 ..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
 8

 

問
1
9 

評
議
員
は
当
該
法
人
の
あ
る
地
域
に
居
住
す
る
者
に
限
定
さ
れ
る
の
か
。

 .
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
. 
8

 

問
2
0 

共
同
評
議
員
会
の
開
催
は
可
能
か
。

 .
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

. 
8

 

問
21
 
当
該
社
会
福
祉
法
人
の
顧
問
弁
護
士
、
顧
問
税
理
士
、
顧
問
会
計
士
は
評
議
員
と
な
る
こ
と
は

で
き
る
か
。

 ..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

 8
 

問
22
 
「
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
の
施
行
に
向
け
た
留
意
事
項
に
つ
い
て
（
経
営
組
織
の
見
直
し
）」

P2
7
に
お
い
て
、
会
計
監
査
人
を
設
置
し
な
い
法
人
は
、
専
門
家
か
ら
、
財
務
会
計
に
係
る
態
勢
整
備
状

況
の
点
検
等
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
法
人
か
ら
委
託
を
受
け
て
財
務
会

計
に
係
る
態
勢
整
備
状
況
の
点
検
等
の
支
援
を
行
う
者
は
評
議
員
に
な
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

 ..
..

..
 8

 

問
2
3 

当
該
社
会
福
祉
法
人
の
会
計
監
査
人
は
評
議
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

 ..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
. 
9

 

問
23
－
2 

嘱
託
医
は
評
議
員
に
な
る
こ
と
は
可
能
か
。【

8
/2
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議

FA
Q
問

4
同
旨
】

 .
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

. 
9

 

評
議
員
会

 ..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
. 
9

 

問
24
 
評
議
員
会
で
役
員
の
選
任
・
解
任
の
決
議
を
行
う
場
合
、
議
題
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
以
外
の

者
を
選
任
又
は
解
任
す
る
こ
と
が
可
能
か
。
例
え
ば
、「

Ａ
を
役
員
と
し
て
選
任
す
る
件
」
と
い
う
議
題

に
つ
い
て
、
評
議
員
が
「
Ｂ
を
選
任
す
る
」
と
い
う
議
案
を
提
案
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

 .
..

..
..

..
..

..
..

. 
9

 

問
2
5 

評
議
員
会
の
議
事
録
に
は
、
理
事
、
監
事
又
は
評
議
員
が
記
名
押
印
す
る
必
要
が
あ
る
か
。

 .
 9

 

問
2
6 

評
議
員
会
に
お
い
て
、
役
員
の
再
任
案
が
否
決
さ
れ
、
欠
員
が
生
じ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か
。

 ..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
.1

0
 

問
27
 
「
評
議
員
に
欠
員
が
生
じ
、
事
務
が
停
滞
す
る
こ
と
に
よ
り
損
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

き
は
、
所
轄
庁
は
利
害
関
係
人
の
請
求
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
一
時
評
議
員
の
職
務
を
行
う
べ
き
者
を
選

任
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
が
、「

利
害
関
係
人
」
は
ど
の
よ
う
な
者
が
該
当
す
る
の
か
。

..
..

..
.1

0
 

問
28
 
軽
微
な
定
款
の
変
更
を
行
う
場
合
に
お
い
て
も
、
評
議
員
会
を
開
催
し
て
決
議
を
経
る
必
要
が

あ
る
の
か
。

 ..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..
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..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
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..
..

..
..

..
..

..
.1

0
 

問
29
 
「
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
の
施
行
に
向
け
た
留
意
事
項
に
つ
い
て
（
経
営
組
織
の
見
直
し
に

つ
い
て
）」

P1
0
に
お
い
て
、
「
所
轄
庁
は
、
評
議
員
の
申
立
て
が
権
限
濫
用
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

評
議
員
会
の
招
集
を
許
可
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
場
合
が
権
限
濫
用
と
認

め
ら
れ
る
の
か
。

 ..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

 1
1

 

問
29
－
2 

定
款
例
（
案
）
第
一
四
条
の
備
考
に
お
い
て
「
議
長
」
と
あ
る
が
、
そ
の
選
任
方
法
如
何
。

【
8/
2
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議

FA
Q
問

5
同
旨
】

 .
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
 1
1

 

問
2
9－

3
 
評
議
員
会
の
招
集
を
決
定
す
る
理
事
会
と
、
そ
の
後
開
催
す
る
評
議
員
会
の
開
催
日
は
、
何

日
の
間
隔
を
置
く
こ
と
に
な
る
の
か
。【

8/
2
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議

FA
Q
問

6
同
旨
】

 ..
..

..
 1
1

 

問
2
9－

4
 
定
時
評
議
員
会
の
招
集
通
知
は
、
計
算
書
類
等
を
添
付
し
て
、「

２
週
間
前
」
に
発
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
。【

8/
2
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議

F
AQ

問
7
同
旨
】

 ..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
.1

2
 

役
員

 ..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

.1
2

 

問
3
0 

関
係
行
政
庁
の
職
員
か
ら
役
員
を
選
任
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

 ..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

1
2

 

 

 

問
31
 
新
制
度
の
理
事
、
監
事
、
評
議
員
の
任
期
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

 ..
..

..
..

..
..

..
..

..
1

2
 

問
32
 
理
事
の
任
期
を
「
２
年
」
の
確
定
期
間
と
す
る
定
款
の
規
定
は
許
さ
れ
る
か
。

 ..
..

..
..

..
..

..
..

..
1

3
 

問
33
 
新
制
度
の
理
事
及
び
監
事
の
任
期
の
起
算
点
は
い
つ
か
。
理
事
及
び
監
事
の
選
任
に
際
し
、
選

任
決
議
の
効
力
発
生
時
期
を
遅
ら
せ
た
り
、
就
任
承
諾
日
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
任
期
の
起
算
点
を

遅
ら
せ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
る
か
。

 .
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

1
3

 

問
34
 
理
事
、
監
事
、
評
議
員
の
補
欠
を
あ
ら
か
じ
め
選
任
し
て
お
く
こ
と
は
可
能
か
。

 ..
..

..
..

..
..

..
.1

3
 

問
35
 
理
事
の
資
格
要
件
に
お
い
て
「
当
該
社
会
福
祉
法
人
が
施
設
を
設
置
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
当
該
施
設
の
管
理
者
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
該
法
人
の
全
て
の
施
設
の
管
理
者
を
理
事
に
す
る
と

い
う
こ
と
か
。

 .
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..
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..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

1
4

 

問
36
 
株
式
会
社
の
よ
う
な
執
行
役
員
制
度
を
設
け
、
業
務
執
行
の
責
任
者
を
理
事
で
は
な
い
者
（
執

行
役
員
）
と
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

 ..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
.1

4
 

問
37
 
監
事
の
資
格
要
件
の
「
財
務
管
理
に
識
見
を
有
す
る
者
」
と
は
ど
の
よ
う
な
者
を
い
う
の
か
。

 ..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..
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..
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..
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..
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..

..
..

..
..

.1
4

 

問
38
 
当
該
社
会
福
祉
法
人
の
顧
問
弁
護
士
、
顧
問
税
理
士
又
は
顧
問
会
計
士
は
、
同
時
に
、
当
該
法
人

の
監
事
に
な
る
こ
と
は
可
能
か
。

 .
..

..
..

..
..

..
..

..
..
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..
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..
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..
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..
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..
..

..
..

..
.1

4
 

問
39
 
「
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
の
施
行
に
向
け
た
留
意
事
項
に
つ
い
て
（
経
営
組
織
の
見
直
し
）」

P2
7
に
お
い
て
、
会
計
監
査
人
を
設
置
し
な
い
法
人
は
、
専
門
家
か
ら
、
財
務
会
計
に
係
る
態
勢
整
備
状

況
の
点
検
等
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
法
人
か
ら
委
託
を
受
け
て
財
務
会

計
に
係
る
態
勢
整
備
状
況
の
点
検
等
の
支
援
を
行
う
者
は
監
事
に
な
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

 .
..

..
..

.1
5

 

問
39
－
2 

業
務
執
行
理
事
は
必
ず
置
く
必
要
が
あ
る
の
か
。【

8/
22

付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議

F
A
Q

問
8
同
旨
】
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..

..
..

..
..

..
..

..
..
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..
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..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
.1

5
 

問
39
－
3 

改
正
法
第

40
条
第

3
項
に
お
い
て
「
評
議
員
の
数
は
、
定
款
で
定
め
た
理
事
の
員
数
を
超

え
る
数
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
、
理
事
が

1
0
名
、
評
議
員
が

21
名
で
、
平

成
29

年
4
月

1
日
か
ら
、
評
議
員
を

7
名
と
す
る
場
合
（
定
款
上

7
名
）、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
理
事
の

定
款
上
の
人
数
を

6
名
と
し
た
と
き
に
は
、
同
日
で
任
期
の
あ
る
理
事
は
定
時
評
議
員
会
の
終
結
時
ま
で

任
期
が
有
効
で
あ
る
た
め
、
理
事
が

10
名
と
な
り
、
定
款
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
る
が
ど
う
か
。【

8/
2
2

付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議

FA
Q
問

9
同
旨
】

 ..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

.1
5

 

問
39
－
4 

現
行
の
社
会
福
祉
法
人
審
査
基
準
で
は
、
評
議
員
会
を
設
置
し
て
い
な
い
法
人
に
つ
い
て
は
、

施
設
長
等
施
設
の
職
員
で
あ
る
理
事
が
理
事
総
数
の
３
分
の
１
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
が
、
改
正
法
に
お
い
て
全
法
人
に
評
議
員
会
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
理
事
総
数

に
占
め
る
職
員
の
割
合
に
制
限
は
な
く
な
る
も
の
と
考
え
て
良
い
か
。
ま
た
、
法
第

44
条
第

4
項
第

1

号
及
び
第

2
号
に
掲
げ
る
者
が
法
人
内
に
い
て
、
評
議
員
で
承
認
さ
れ
れ
ば
、
理
事
は
全
員
法
人
の
職
員

で
も
よ
い
か
。【

8/
2
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議

F
AQ

問
1
0
同
旨
】

 ..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

1
6

 

問
39
－
5 

「
理
事
長
の
職
務
代
理
者
」
に
つ
い
て
の
規
定
が
定
款
例
で
は
な
い
が
、
従
来
と
同
様
の
取

り
扱
い
を
す
る
こ
と
は
可
能
か
（
理
事
長
に
事
故
あ
る
と
き
、
又
は
欠
け
た
と
き
は
、
理
事
長
が
あ
ら
か

じ
め
指
名
す
る
他
の
理
事
が
、
順
次
に
理
事
長
の
職
務
を
代
理
す
る

 等
）。
【
8/
2
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担

当
者
会
議

FA
Q
問

11
同
旨
（
修
正
）】
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問
39
－
6 

理
事
の
構
成
に
つ
い
て
、
「
施
設
を
設
置
し
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
施
設
の
管
理

35



 

 

者
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
施
設
と
は
何
か
。【

8
/2
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議

FA
Q
問

12
同
旨
（
修

正
）】
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会
計
監
査
人
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問
4
0 

会
計
監
査
人
の
設
置
義
務
は
、
施
行
日
（
平
成

29
年
４
月
１
日
）
以
降
最
初
に
招
集
さ
れ
る
定

時
評
議
員
会
の
終
結
の
時
か
ら
適
用
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
会
計
監
査
人
に
よ
る
監
査
は
平
成

29
年
度

決
算
か
ら
必
要
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
平
成

2
8
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
監
査
不
要
と
理
解
し
て
よ
い
か
。
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問
41
 
社
会
福
祉
法
第

4
5
条
の
２
に
お
い
て
、「

公
認
会
計
士
法
の
規
定
に
よ
り
、
計
算
書
類
に
つ
い

て
監
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
は
、
会
計
監
査
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、

公
認
会
計
士
法
の
規
定
に
よ
り
計
算
書
類
を
監
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
者
か
。
例
え
ば
、
役
員
、
職
員
、
評
議
員
は
会
計
監
査
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。

 .
..

..
..

.1
8

 

問
42
 
当
該
社
会
福
祉
法
人
か
ら
委
託
を
受
け
て
記
帳
代
行
を
行
う
公
認
会
計
士
は
、
同
時
に
、
当
該

法
人
の
会
計
監
査
人
に
な
る
こ
と
は
可
能
か
。
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問
43
 
当
該
社
会
福
祉
法
人
か
ら
委
託
を
受
け
て
税
理
士
業
務
を
行
う
公
認
会
計
士
は
、
同
時
に
、
当

該
法
人
の
会
計
監
査
人
に
な
る
こ
と
は
可
能
か
。

 ..
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.1
8

 

問
4
4 

会
計
監
査
人
設
置
義
務
対
象
法
人
に
つ
い
て
、「

法
人
の
責
め
に
よ
ら
な
い
理
由
（
監
査
法
人
の

倒
産
等
）
に
よ
り
、
会
計
監
査
人
に
よ
る
会
計
監
査
報
告
を
所
轄
庁
に
届
け
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

に
お
い
て
は
、
所
轄
庁
は
届
出
の
猶
予
等
を
行
う
こ
と
が
必
要
。
」
と
あ
る
が
、「

法
人
の
責
め
に
よ
ら
な

い
理
由
」
と
は
何
か
。
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理
事
会
関
係

 .
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
.1

9
 

問
4
4－

2
 
平
成
２
９
年
度
の
新
理
事
に
よ
る
理
事
会
の
開
催
（
理
事
長
の
選
定
等
）
に
つ
い
て
、
新
評

議
員
に
よ
る
定
時
評
議
員
会
（
決
算
、
新
役
員
等
）
と
同
日
に
開
催
し
な
く
て
も
よ
い
の
か
。【

8/
22

付

け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議

F
AQ

問
13

同
旨
】
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9
 

問
4
4－

3
 
監
事
の
理
事
会
へ
の
出
席
が
義
務
と
な
っ
た
が
，
監
事
が
欠
席
し
た
場
合
に
理
事
会
は
成
立

す
る
の
か
。【

8/
2
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議

F
AQ

問
1
4
同
旨
】
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2
0

 

問
4

4
－

3
－

2
 
理
事
は
、
利
益
相
反
取
引
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
理
事
会
に
お
い
て
、
当
該
取
引

に
つ
き
重
要
な
事
実
を
開
示
し
て
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、「

重
要

な
事
実
」
と
は
何
か
。
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任
期
関
係
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問
44
－
4
 
現
評
議
員
の
任
期
が
平
成

2
9
年

3
月
中
旬
で
満
了
す
る
場
合
、
現
行
制
度
に
基
づ
き
、
評

議
員
を
選
任
（
再
任
）
し
て
も
、
数
日
後
の

3
月

31
日
で
任
期
満
了
と
な
る
が
、
任
期
満
了
ま
で
に
次

年
度
の
予
算
等
の
評
議
員
会
に
お
け
る
審
議
が
終
了
し
て
い
れ
ば
、
現
行
制
度
に
基
づ
く
評
議
員
の
選
任

ま
で
は
行
う
必
要
は
な
い
と
考
え
て
よ
い
か
。
一
方
、
現
理
事
の
任
期
が
平
成

2
9
年

3
月
中
旬
で
満
了

す
る
場
合
は
ど
う
か
。【

8
/2
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議

FA
Q
問

15
同
旨
】
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..

..
..

..
..

..
..

..
2

0
 

問
44
－
5 

「
平
成

2
9
年

4
月

1
日
時
点
で
在
任
す
る
役
員
の
任
期
は
、
最
初
に
招
集
さ
れ
る
定
時
評

議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で
」
と
な
っ
て
い
る
。
最
初
に
招
集
さ
れ
る
定
時
評
議
員
会
後
ま
で
任
期
が
あ
る

役
員
の
任
期
は
、
そ
の
定
時
評
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で
短
縮
さ
れ
る
と
理
解
し
て
い
る
が
、
定
時
評
議

員
会
前
に
任
期
が
満
了
す
る
役
員
に
つ
い
て
も
任
期
は
定
時
評
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で
再
任
手
続
等

 

 

を
行
わ
な
く
て
も
自
動
的
に
延
長
さ
れ
る
と
い
う
理
解
で
良
い
か
。【

8/
2
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会

議
FA
Q
問

16
同
旨
】
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問
44
－
6 

評
議
員
、
理
事
、
監
事
の
就
任
日
は
い
つ
に
な
る
の
か
。
【

8/
2
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者

会
議

FA
Q
問

1
7
同
旨
】
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報
酬
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..
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1

 

問
45
 
交
通
費
は
支
給
基
準
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
報
酬
に
含
ま
れ
る
の
か
。

 ..
..
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..

..
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..

..
..
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..

.2
1

 

問
46
 
報
酬
等
の
支
給
基
準
を
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
非
常
勤
理
事
や
評
議
員
に

対
し
て
報
酬
を
支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
。
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..
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..

..
..

..
..

..
2

1
 

問
47
 
理
事
、
監
事
及
び
評
議
員
の
区
分
ご
と
の
報
酬
等
の
総
額
に
つ
い
て
は
、
職
員
と
し
て
の
給
与

も
含
め
て
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
職
員
給
与
を
受
け
て
い
る
理
事
が
１
名
し
か
い
な
い
場
合
、

当
該
理
事
の
職
員
給
与
額
が
実
質
的
に
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、

公
表
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
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そ
の
他
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問
47
-2
 
定
時
評
議
員
会
の
２
週
間
前
か
ら
計
算
書
類
を
備
え
置
く
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、

定
時
評
議
員
会
で
修
正
等
が
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
備
え
置
く
計
算
書
類
に
「
定
時
評
議
員
会

の
承
認
前
で
あ
り
、
今
後
修
正
等
が
あ
り
得
る
」
と
記
載
し
た
ほ
う
が
良
い
の
か
。
ま
た
、
定
時
評
議
員

会
で
修
正
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
差
し
替
え
を
行
う
の
か
。【

8/
2
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議

F
A
Q

問
18

同
旨
】
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問
47
-3
 
組
合
等
登
記
令
第

3
条
第

3
項
（
資
産
総
額
の
変
更
登
記
は
毎
事
業
年
度
末
日
か
ら

2
ヵ
月

以
内
）
は
改
正
さ
れ
る
の
か
。
【

8/
2
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議

F
AQ

問
1
9
同
旨
（
修
正
）】

 ..
2

2
 

問
47
-4
 
定
款
例
（
案
）
に
お
け
る
残
余
財
産
の
帰
属
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
事
業
を
行
う
学
校
法
人
及

び
公
益
財
団
法
人
が
追
加
さ
れ
て
い
る
が
、
法
人
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
法
人
に
限
定
す
る
こ
と
は
可
能

か
。【

8/
22

付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議

FA
Q
問

20
同
旨
】
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「
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
の
施
行
に
向
け
た
留
意
事
項
に
つ
い
て
」
等
に
関
す
る

Q&
A 

 

評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会

 

問
１
 
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
を
置
く
場
合
は
、
常
時
設
置
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
そ
れ

と
も
、
必
要
に
応
じ
そ
の
都
度
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
な
の
か
。

 

（
答
）

 

１
．
評
議
員
が
欠
け
た
場
合
等
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
常
時
設
置
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
 

 問
２
 
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
を
常
時
設
置
す
る
場
合
、
委
員
の
任
期
を
設
け
る
必
要
は
あ
る
か
。
 

（
答
）

 

１
．
常
時
設
置
す
る
場
合
に
は
、
理
事
や
評
議
員
の
任
期
を
参
考
に
委
員
の
任
期
を
設
け
る
こ
と
が
適
当
で

あ
る
。
 

 問
３
 
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
は
誰
が
招
集
す
る
の
か
。

 

（
答
）

 

１
．
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
の
招
集
は
、
法
人
運
営
の
状
況
を
把
握
し
、
業
務
執
行
に
関
し
責
任
を
負

う
理
事
会
に
お
い
て
決
定
し
、
理
事
が
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
 

 問
４
 
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
の
議
事
録
を
作
成
・
保
存
す
る
必
要
が
あ
る
か
。

 

（
答
）

 

１
．
適
正
な
手
続
に
よ
り
評
議
員
の
選
任
・
解
任
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
議
事
録
を
作
成
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

 

２
．
そ
の
際
、
出
席
委
員
又
は
委
員
長
を
置
く
場
合
に
は
委
員
長
の
署
名
又
は
押
印
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

適
当
で
あ
る
。
 

３
．
ま
た
、
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
の
議
事
録
は
、
評
議
員
会
や
理
事
会
の
議
事
録
と
同
様
に
、
１
０

年
間
保
存
し
て
お
く
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
 

 問
５
 
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
の
委
員
は
誰
が
選
任
す
る
の
か
。

 

（
答
）

 

１
．
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
は
、
法
人
運
営
の
状
況
を
把
握
し
、
業
務
執
行
に
関
し
責
任
を
負
う
理
事
会

に
お
い
て
選
任
す
る
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

 

２
．
こ
の
場
合
、
特
定
の
理
事
が
委
員
を
選
任
す
る
と
し
た
場
合
、
偏
っ
た
委
員
構
成
と
な
る
お
そ
れ
が
あ

る
た
め
、
理
事
会
に
お
い
て
決
定
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
 

 問
６
 
理
事
が
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
と
な
る
こ
と
は
可
能
か
。

 

（
答
）

 

１
．
理
事
又
は
理
事
会
が
評
議
員
を
選
任
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
は
無
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
法
第
３
１
条

第
５
項
）、

理
事
が
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
と
な
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
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 問
７
 
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
に
理
事
は
出
席
で
き
る
の
か
。

 

（
答
）

 

１
．
理
事
又
は
理
事
会
が
評
議
員
を
選
任
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
は
無
効
（
法
第

31
条
第
５
項
）
と
す
る

法
の
趣
旨
か
ら
、
理
事
が
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
の
議
決
に
加
わ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
議
事
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
適
当
で
な
い
。
 

２
．
他
方
、
評
議
員
選
任
候
補
者
等
の
提
案
は
理
事
会
の
決
定
に
従
い
、
理
事
が
行
う
こ
と
が
通
常
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
提
案
の
説
明
・
質
疑
対
応
の
た
め
に
理
事
が
出
席
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。 

 問
８
 
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
で
あ
る
事
務
局
員
に
法
人
の
職
員
が
な
る
こ
と
は
可
能
か
。

 

（
答
）

 

１
．
事
務
局
員
に
法
人
の
職
員
（
介
護
職
員
等
を
含
む
。）

が
な
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

 

 問
９
 
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
に
お
い
て
、
監
事
・
事
務
局
員
・
外
部
委
員
を
委
員
に
し
な
い
こ
と

は
可
能
か
。
 

（
答
）

 

１
．
監
事
・
事
務
局
員
を
委
員
と
し
な
い
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
が
法
人
関

係
者
で
な
い
中
立
的
な
立
場
に
あ
る
外
部
の
者
が
参
加
す
る
機
関
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
外
部

委
員

1
名
を
委
員
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
 

 問
10
 
理
事
、
評
議
員
は
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
に
な
る
こ
と
は
可
能
か
。
 

（
答
）

 

１
．
理
事
に
つ
い
て
は
、
理
事
又
は
理
事
会
に
よ
る
評
議
員
の
選
任
・
解
任
を
禁
止
し
た
法
第

31
条
第

5

項
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
認
め
ら
れ
な
い
。

 

２
．
評
議
員
に
つ
い
て
は
、
自
分
を
選
任
・
解
任
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
適
当
で
は
な
い
。

 

 問
11
 
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
の
人
数
に
制
限
は
あ
る
の
か
。
 

（
答
）

 

１
．
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
の
人
数
に
つ
い
て
は
、
法
人
の
規
模
等
に
応
じ
て
、
各
法
人
に
お
い
て
判
断

す
る
こ
と
と
な
る
。
 

２
．
た
だ
し
、
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
は
合
議
体
の
機
関
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
3
名
以
上
と
す
る
こ
と

が
適
当
で
あ
る
。
 

 問
12
 
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
に
お
け
る
評
議
員
の
選
任
又
は
解
任
に
係
る
議
題
又
は
議
案
の
提

案
は
誰
が
行
う
の
か
。
 

（
答
）

 

１
．
評
議
員
の
選
任
又
は
解
任
に
係
る
議
題
又
は
議
案
の
提
案
は
、
理
事
が
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
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２
．
そ
の
場
合
、
恣
意
的
な
評
議
員
の
選
任
又
は
解
任
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
理
事
会
の
決
定
を
必
要
と

す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

 

 問
12
－
2 

評
議
員
が
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
の
委
員
に
な
る
こ
と
は
、「

自
分
を
選
任
・
解
任
す
る

こ
と
に
な
る
た
め
、
適
当
で
は
な
い
」
（
問
１
０
）
と
あ
る
が
、
当
該
評
議
員
が
、
次
の
評
議
員
に
選

出
さ
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
は
、
委
員
と
な
る
事
が
可
能
と
考
え
て
良
い
か
。【

8/
22

付
け
ブ

ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議

F
AQ

問
１
同
旨
】
 

（
答
）

 

１
．
法
人
の
判
断
で
、
次
の
評
議
員
に
な
ら
な
い
者
を
選
任
・
解
任
委
員
に
す
る
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
。
 

 問
12
－
3 

評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
の
委
員
に
報
酬
を
支
払
う
こ
と
は
可
能
か
。【

8
/2
2
付
け
ブ
ロ

ッ
ク
別
担
当
者
会
議

FA
Q
問

2
同
旨
】
 

（
答
）

 

１
．
可
能
。
た
だ
し
、
社
会
福
祉
法
人
の
経
理
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
不
当
に
高
額
な
も
の

と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

 

 問
12
－
4 

新
評
議
員
選
任
の
た
め
に
必
要
な
理
事
会
は
、
①
定
款
変
更
手
続
き
の
た
め
の
理
事
会
、
②

定
款
変
更
認
可
後
の
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
設
置
等
の
た
め
の
理
事
会
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
２

回
開
催
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
か
。【

8
/2
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議

FA
Q
問

3
同
旨
】
 

（
答
）

 

１
．
定
款
変
更
認
可
後
に
②
の
理
事
会
を
開
く
こ
と
が
適
当
で
あ
る
が
、
定
款
変
更
の
認
可
を
前
提
と
し
て
、

評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
設
置
に
係
る
議
案
を
①
と
同
じ
理
事
会
で
審
議
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
 

２
．
た
だ
し
、
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
の
開
催
及
び
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
に
よ
る
評
議
員
の
選

定
に
つ
い
て
は
、
所
轄
庁
の
定
款
変
更
の
認
可
後
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 評
議
員
の
兼
職
禁
止

 

問
1
3 

現
職
の
理
事
が
新
制
度
の
評
議
員
に
就
任
す
る
場
合
に
は
、
理
事
を
辞
職
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
。
 

（
答
）

 

１
．
新
制
度
の
評
議
員
に
つ
い
て
は
、
牽
制
関
係
を
適
正
に
働
か
せ
る
観
点
か
ら
、
理
事
と
の
兼
務
は
認
め

ら
れ
て
い
な
い
（
法
第

4
0
条
第
２
項
）
。
こ
の
た
め
、
現
職
の
理
事
が
施
行
日
に
評
議
員
に
就
任
す
る

場
合
に
は
、
施
行
日
の
前
日
ま
で
に
理
事
を
辞
職
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

２
．
当
該
理
事
が
辞
職
す
る
こ
と
に
よ
り
、
施
行
日
以
後
法
律
又
は
定
款
で
定
め
た
理
事
の
員
数
が
欠
け
る

こ
と
と
な
る
場
合
に
は
、
施
行
日
ま
で
に
代
わ
り
の
理
事
が
就
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

こ
の
場
合
、
当
該
代
わ
り
の
理
事
の
任
期
は
、
施
行
日
以
後
最
初
に
招
集
さ
れ
る
定
時
評
議
員
会
の
終

結
の
時
ま
で
と
さ
れ
る
（
改
正
法
附
則
第

1
4
条
）
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
３
月
末
ま
で
を
会
計
年
度
と

し
て
い
る
法
人
で
、
定
時
評
議
員
会
を
毎
年
６
月
末
に
行
っ
て
い
る
法
人
を
例
に
す
る
と
、
そ
の
任
期
は
、

平
成

29
年
６
月
末
ま
で
と
な
る
。
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３
．
代
わ
り
の
理
事
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
以
後
最
初
に
招
集
さ
れ
る
定
時
評
議
員
会
に
お
い
て
新
制
度
の

理
事
と
し
て
再
任
さ
れ
う
る
者
を
、
あ
ら
か
じ
め
選
任
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。
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評
議
員
の
特
殊
関
係
者

 

問
14
 
A
社
会
福
祉
法
人
の
評
議
員
に
は
、

B
社
会
福
祉
法
人
の
評
議
員
が
就
任
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

可
能
な
場
合
、
人
数
制
限
は
あ
る
の
か
。

 

（
答
）

 

１
．
人
数
に
制
限
な
く
兼
務
可
能
で
あ
る
。
 

Ａ
社
会
福
祉
法
人

理
事
（６
名
以
上
）

監
事
（２
名
以
上
）

評
議
員
（理
事
定
数
を
超
え
る
数
）

Ａ
法
人
の
評
議
員
・
理
事
・監
事
が
役
員
等

※
1 と

な
っ
て
い
る
他
の
法
人
（社
福
除
く
。
）※
2

役
員
・
評
議
員

か
ら
受
け
る
金

銭
等
に
よ
り
生

計
を
維
持
す
る

者

事
実
上
婚
姻

関
係
と
同
様

の
者

※
理
事
の
う
ち
に
は
、
各
理
事
と
、
親
族
等
特
殊
関

係
者
が
3人
を
超
え
て
含
ま
れ
て
は
な
ら
な
い

※
各
理
事
並
び
に
当
該
理
事
と
、
親
族
等
特
殊
関
係

に
あ
る
者
が
理
事
総
数
の
3分
の
1を
超
え
て
は
な

ら
な
い
。

※
監
事
の
う
ち
に
は
、
各
役
員
と
、

親
族
等
特
殊
関
係
者
が
含
ま
れ

て
は
な
ら
な
い
。

兼 職 禁 止

役 員 等

兼
職
禁
止

兼
職
禁
止

役 員

※
評
議
員
の
う
ち
に
は
、
各
評
議
員
と
、
親
族
等

特
殊
関
係
者
が
含
ま
れ
て
は
な
ら
な
い
。

※
評
議
員
の
う
ち
に
は
、
各
役
員
と
、
親
族
等
特

殊
関
係
者
が
含
ま
れ
て
は
な
ら
な
い
。

（※
1）
法
人
の
取
締
役
、
執
行
役
、
会
計
参
与
、
監
査
役
、
理
事
、
監
事
な
ど
法
人
の
経
営
に
従
事
し
て
い
る
者
（評

議
員
は
含
ま
れ
な
い
。
）

（※
2）
当
該
理
事
等
を
含
め
1/
3ま
で
は
兼
務
可
能

役
員
等
※
1

職
員

社
会
福
祉
法
人
に
お
け
る
親
族
等
の
特
殊
の
関
係
の
あ
る
者

親
族

配
偶
者

３
親
等
内

の
親
族

３
親
等
内
の

親
族
(
生
計
を
一
)

親
族 配
偶
者

親
族

親
族
等
の
特
殊
の
関
係
が
あ
る
者

（
親
族
等
特
殊
関
係
者
）

･･
･法
律
で
定
め
る
者

･･
･省
令
で
定
め
る
予
定
の
者

役
員
・
評
議

員
に
雇
用
さ

れ
る
者

親
族

配
偶
者

Ａ 法 人 の 理 事 ・ 監 事 ・ 評 議 員 と 右 の 特 殊 関 係 に あ る 者 は 選 任 不 可 （ 理 事 の 場 合 は ま で ）1/
3

３
親
等
内
の

親
族
(
生
計
を
一
)

３
親
等
内
の

親
族
(
生
計
を
一
)

 

 

＜
問
1
4
＞
評
議
員
に
お
け
る
特
殊
関
係
者

Ａ
社
会
福
祉
法
人

Ｂ
社
会
福
祉
法
人

〔
理
事
〕

○
○
○
○
○
○

〔
監
事
〕

○
○

〔
評
議
員
〕

○
○
○

○
○
○
●

〔
理
事
〕

○
○
○
○
○
○

〔
監
事
〕

○
○

〔
評
議
員
〕

○
○
○

●
○
○
○

兼
務
可

（
人
数
制
限
な
し
）
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問
15
 
A
社
会
福
祉
法
人
の
評
議
員
に
は
、
B
社
会
福
祉
法
人
の
役
員
や
職
員
が
就
任
す
る
こ
と
は
可
能

か
。
 

（
答
）

 

１
．
人
数
に
制
限
な
く
兼
務
可
能
で
あ
る
。
（
図
１
）
 

２
．
た
だ
し
、
牽
制
関
係
を
適
正
に
働
か
せ
る
観
点
か
ら
、
A
社
会
福
祉
法
人
の
評
議
員
の
過
半
数
を

B
社

会
福
祉
法
人
の
役
員
が
占
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
A
社
会
福
祉
法
人
の
役
員
又
は
職
員
が

B
社
会
福
祉

法
人
の
評
議
員
と
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
（
図
２
）

 

＜
問
1
5
－
1
＞
評
議
員
に
お
け
る
特
殊
関
係
者

Ａ
社
会
福
祉
法
人

Ｂ
社
会
福
祉
法
人

〔
理
事
〕

○
○
○
○
○
○

〔
監
事
〕

○
○

〔
評
議
員
〕

○
○
○

○
○
○
●

〔
理
事
〕

●
○
○
○
○
○

〔
監
事
〕

○
○

〔
評
議
員
〕

○
○
○

○
○
○
○

兼
務
可

（
人
数
制
限
な
し
）

※
監
事
・
職
員
も
同
様

図
１

＜
問
1
5
－
2
＞
評
議
員
に
お
け
る
特
殊
関
係
者

Ａ
社
会
福
祉
法
人

Ｂ
社
会
福
祉
法
人

〔
理
事
〕

○
○
○
○
○
●

〔
監
事
〕

○
○

〔
評
議
員
〕

●
●
○

●
●
○
○

〔
理
事
〕

●
●
●
●
○
○

〔
監
事
〕

○
○

〔
評
議
員
〕

○
○
○

●
○
○
○

兼
務
不
可

※
監
事
・
職
員
も
同
様

（
兼
務
）

図
２
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＜
問
1
5
－
3
＞
評
議
員
に
お
け
る
特
殊
関
係
者

Ａ
社
会
福
祉
法
人

Ｂ
社
会
福
祉
法
人

〔
理
事
〕

○
○
○
○
○
●

〔
監
事
〕

○
○

〔
評
議
員
〕

○
○
●

○
○
●
●

〔
理
事
〕

●
●
●
○
○
○

〔
監
事
〕

○
○

〔
評
議
員
〕

○
○
○

●
○
○
○

（
兼
務
）

兼
務
可

（
評
議
員
の
過
半
数
未
満
）

※
監
事
・
職
員
も
同
様

 

 問
16
 
A
社
会
福
祉
法
人
の
評
議
員
に
は
、
社
会
福
祉
法
人
で
な
い

B
法
人
の
役
員
又
は
職
員
が
就
任
す

る
こ
と
は
可
能
か
。
 

（
答
）

 

１
．
可
能
で
あ
る
。

 

２
．
た
だ
し
、
A
社
会
福
祉
法
人
の
評
議
員
と

B
法
人
の
役
員
又
は
職
員
を
兼
務
し
て
い
る
者
が
、
A
法
人

の
評
議
員
総
数
の
３
分
の
１
を
超
え
て
含
ま
れ
て
は
な
ら
な
い
。
 

＜
問
1
6
＞
評
議
員
に
お
け
る
特
殊
関
係
者

Ａ
社
会
福
祉
法
人

Ｂ
法
人
（
社
福
以
外
）

〔
理
事
〕

○
○
○
○
○
○

〔
監
事
〕

○
○

〔
評
議
員
〕

○
○
○

○
○
○
●

〔
理
事
〕

●
○
○
○
○
○

〔
監
事
〕

○
○

〔
評
議
員
〕

○
○
○

○
○
○
○

兼
務
可
（
1
/
3
ま
で
）

※
監
事
・
職
員
も
同
様
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社
会
福
祉
法
人
の
適
正
な
運
営
に
必
要
な
識
見
を
有
す
る
者

 

問
17
 
当
該
法
人
の
職
員
で
あ
っ
た
者
は
評
議
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

 

（
答
）

 

１
．
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
牽
制
関
係
を
適
正
に
働
か
せ
る
た
め
、
退
職
後
、
少
な
く
と
も
１
年
程
度
経

過
し
た
者
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

 

 問
18
 
当
該
法
人
の
経
営
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
地
域
住
民
は
評
議
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
 

（
答
）

 

１
．
法
人
に
お
い
て
、「

社
会
福
祉
法
人
の
適
正
な
運
営
に
必
要
な
識
見
を
有
す
る
者
」
と
し
て
適
正
な
手

続
に
よ
り
選
任
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
評
議
員
と
な
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

 

 問
19
 
評
議
員
は
当
該
法
人
の
あ
る
地
域
に
居
住
す
る
者
に
限
定
さ
れ
る
の
か
。

 

（
答
）

 

１
．
居
住
地
等
の
地
域
に
よ
る
制
限
は
な
い
。

 

 問
20
 
共
同
評
議
員
会
の
開
催
は
可
能
か
。

 

（
答
）

 

１
．
評
議
員
会
は
法
人
の
機
関
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
人
ご
と
に
設
け
る
こ
と
と
な
る
。

 

２
．
他
方
、
他
の
社
会
福
祉
法
人
の
評
議
員
会
と
同
一
の
構
成
と
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

 

３
．
そ
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
評
議
員
会
を
同
じ
日
に
同
じ
場
所
で
開
催
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、

時
間
帯
に
つ
い
て
は
区
分
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 

 問
21
 
当
該
社
会
福
祉
法
人
の
顧
問
弁
護
士
、
顧
問
税
理
士
、
顧
問
会
計
士
は
評
議
員
と
な
る
こ
と
は

で
き
る
か
。
 

（
答
）

 

１
．
法
人
運
営
の
基
本
的
事
項
を
決
定
す
る
者
と
業
務
執
行
を
行
う
者
を
分
離
す
る
観
点
か
ら
、
評
議
員
が

業
務
執
行
に
該
当
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
は
適
当
で
な
い
。
 

２
．
こ
の
た
め
、
例
え
ば
、
法
人
か
ら
委
託
を
受
け
て
記
帳
代
行
業
務
や
税
理
士
業
務
を
行
う
顧
問
弁
護
士
、

顧
問
税
理
士
又
は
顧
問
会
計
士
に
つ
い
て
は
、
評
議
員
に
選
任
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
。
一
方
、
法
律

面
や
経
営
面
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
み
を
行
う
契
約
と
な
っ
て
い
る
顧
問
弁
護
士
、
顧
問
税
理
士
又
は
顧
問
会

計
士
に
つ
い
て
は
、
評
議
員
に
選
任
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

 

 問
22
 
「
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
の
施
行
に
向
け
た
留
意
事
項
に
つ
い
て
（
経
営
組
織
の
見
直
し
）
」

P2
7
に
お
い
て
、
会
計
監
査
人
を
設
置
し
な
い
法
人
は
、
専
門
家
か
ら
、
財
務
会
計
に
係
る
態
勢
整
備

状
況
の
点
検
等
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
法
人
か
ら
委
託
を
受
け
て
財

務
会
計
に
係
る
態
勢
整
備
状
況
の
点
検
等
の
支
援
を
行
う
者
は
評
議
員
に
な
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。
 

（
答
）

 

１
．
評
議
員
に
つ
い
て
は
、
法
人
運
営
の
基
本
的
事
項
を
決
定
す
る
者
と
業
務
執
行
を
行
う
者
を
分
離
す
る

40
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観
点
か
ら
、
業
務
執
行
に
該
当
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
は
適
当
で
な
い
。

 

２
．
こ
の
た
め
、
財
務
会
計
に
係
る
態
勢
整
備
状
況
の
点
検
等
の
支
援
の
内
容
が
助
言
に
と
ど
ま
る
場
合
は

可
能
で
あ
る
が
、
業
務
執
行
に
当
た
る
場
合
に
は
、
評
議
員
に
選
任
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
。

 

 問
23
 
当
該
社
会
福
祉
法
人
の
会
計
監
査
人
は
評
議
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

 

（
答
）

 

１
．
会
計
監
査
人
に
つ
い
て
は
、
公
認
会
計
士
法
第

24
条
に
お
い
て
、
役
員
や
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
若
し

く
は
財
務
に
関
す
る
事
務
の
責
任
あ
る
担
当
者
に
つ
い
て
は
会
計
監
査
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

さ
れ
て
い
る
。
評
議
員
に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
の
「
役
員
や
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
」
に
該
当
す
る
こ
と

か
ら
、
評
議
員
に
選
任
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

 問
23
－
2 

嘱
託
医
は
評
議
員
に
な
る
こ
と
は
可
能
か
。【

8/
22

付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議

FA
Q
問

4
同
旨
】
 

（
答
）

 

１
．
改
正
法
第

40
条
第

2
項
に
お
い
て
、
評
議
員
は
役
員
又
は
職
員
の
兼
務
を
禁
止
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
非
常
勤
の
医
師
に
つ
い
て
も
雇
用
関
係
が
あ
る
限
り
は
、
職
員
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
評
議
員
を
兼
務

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

 

２
．
ま
た
、
記
帳
代
行
や
税
理
士
業
務
等
を
行
う
者
や
顧
問
弁
護
士
・
会
計
士
・
税
理
士
法
人
で
助
言
に
と

ど
ま
ら
ず
法
人
経
営
に
も
関
与
し
て
い
る
者
を
評
議
員
に
選
定
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。

 

３
．
一
方
、
嘱
託
医
に
つ
い
て
は
、
法
人
か
ら
委
嘱
を
受
け
て
施
設
等
に
お
い
て
診
察
等
を
行
う
範
囲
に
と

ど
ま
る
も
の
で
あ
り
、
雇
用
関
係
が
な
く
、
法
人
経
営
に
関
与
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
評

議
員
に
な
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
 

 評
議
員
会

 

問
2
4 

評
議
員
会
で
役
員
の
選
任
・
解
任
の
決
議
を
行
う
場
合
、
議
題
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
以
外
の

者
を
選
任
又
は
解
任
す
る
こ
と
が
可
能
か
。
例
え
ば
、「

Ａ
を
役
員
と
し
て
選
任
す
る
件
」
と
い
う
議

題
に
つ
い
て
、
評
議
員
が
「
Ｂ
を
選
任
す
る
」
と
い
う
議
案
を
提
案
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

 

（
答
）

 

１
．
評
議
員
は
、
評
議
員
会
の
場
に
お
い
て
、
議
題
の
範
囲
内
で
議
案
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
法
第

45
条
の

8
第

4
項
で
準
用
す
る
一
般
法
人
法
第

1
85

条
）
と
さ
れ
て
い
る
。
 

２
．
議
題
が
「
役
員
を
選
任
（
解
任
）
す
る
件
」
で
あ
れ
ば
、
理
事
提
案
の
「

A
を
選
任
（
解
任
）
す
る
」

と
い
う
議
案
に
対
し
、「

B
を
選
任
（
解
任
）
す
る
」
と
い
う
提
案
を
行
う
こ
と
は
可
能
。

 

３
．
こ
れ
に
対
し
、
議
題
が
「

A
を
選
任
（
解
任
）
す
る
件
」
で
あ
れ
ば
、「

B
を
選
任
（
解
任
）
す
る
」
と

い
う
議
案
は
、
当
該
議
題
の
範
囲
外
で
あ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
提
案
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

 

 問
25
 
評
議
員
会
の
議
事
録
に
は
、
理
事
、
監
事
又
は
評
議
員
が
記
名
押
印
す
る
必
要
が
あ
る
か
。

 

（
答
）

 

１
．
評
議
員
会
の
議
事
録
は
、
評
議
員
会
の
記
録
・
証
拠
で
あ
る
が
、
理
事
会
の
議
事
録
の
よ
う
に
出
席
理

 

1
0
 

事
等
の
署
名
又
は
記
名
押
印
か
ら
生
ず
る
特
別
の
法
的
効
果
（
法
第

4
5
条
の

14
第
８
項
参
照
）
は
な
い

こ
と
か
ら
、
法
で
は
、
理
事
等
の
議
事
録
へ
の
記
名
押
印
は
、
特
に
必
要
と
し
て
い
な
い
（
注
１
）。

 

２
．
し
か
し
、
議
事
録
の
原
本
を
明
ら
か
に
し
、
改
ざ
ん
を
防
止
す
る
観
点
等
か
ら
、
評
議
員
会
の
議
事
録

に
つ
い
て
も
、
議
事
録
作
成
者
が
記
名
押
印
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。

 

 （
注
１
）
 

理
事
会
の
議
事
録
に
は
、
出
席
し
た
理
事
及
び
監
事
が
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

定
款
で
、
記
名
押
印
す
べ
き
出
席
理
事
を
、
出
席
し
た
理
事
長
と
定
め
る
こ
と
も
で
き
る
（
法
第

4
5
条
の

14
第
６

項
）
が
、
こ
の
よ
う
な
定
款
の
定
め
を
設
け
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
理
事
長
が
出
席
し
な
か
っ
た
と
き
に
は
、
出
席

し
た
理
事
と
監
事
の
全
員
が
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 （
参
照
条
文
）
 

 
（
理
事
会
の
運
営
）
 

第
四
十
五
条
の
十
四

 
（
略
）
 

２
～
５
 
（
略
）
 

６
 
理
事
会
の
議
事
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
議
事
録
を
作
成
し
、
議
事
録
が
書
面
を
も

つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
出
席
し
た
理
事
（
定
款
で
議
事
録
に
署
名
し
、
又
は
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

者
を
当
該
理
事
会
に
出
席
し
た
理
事
長
と
す
る
旨
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
理
事
長
）
及
び
監
事
は
、
こ

れ
に
署
名
し
、
又
は
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

７
 
（
略
）
 

８
 
理
事
会
の
決
議
に
参
加
し
た
理
事
で
あ
つ
て
第
六
項
の
議
事
録
に
異
議
を
と
ど
め
な
い
も
の
は
、
そ
の
決
議
に
賛
成

し
た
も
の
と
推
定
す
る
。
 

９
 
（
略
）
 

 問
26
 
評
議
員
会
に
お
い
て
、
役
員
の
再
任
案
が
否
決
さ
れ
、
欠
員
が
生
じ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か
。
 

（
答
）

 

１
．
法
律
又
は
定
款
で
定
め
た
役
員
の
員
数
が
欠
け
た
場
合
に
は
、
選
任
し
た
役
員
（
再
任
さ
れ
な
か
っ
た

役
員
）
が
、
新
た
に
選
任
さ
れ
た
役
員
が
就
任
す
る
ま
で
、
役
員
と
し
て
の
権
利
義
務
を
有
す
る
（
第

4
5

条
の
６
第
１
項
）。

 

 問
27
 
「
評
議
員
に
欠
員
が
生
じ
、
事
務
が
停
滞
す
る
こ
と
に
よ
り
損
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

き
は
、
所
轄
庁
は
利
害
関
係
人
の
請
求
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
一
時
評
議
員
の
職
務
を
行
う
べ
き
者
を

選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
が
、
「
利
害
関
係
人
」
は
ど
の
よ
う
な
者
が
該
当
す
る
の
か
。

 

（
答
）

 

１
．
当
該
法
人
の
他
の
評
議
員
、
役
員
、
会
計
監
査
人
、
職
員
、
債
権
者
等
が
該
当
す
る
。

 

 問
28
 
軽
微
な
定
款
の
変
更
を
行
う
場
合
に
お
い
て
も
、
評
議
員
会
を
開
催
し
て
決
議
を
経
る
必
要
が

あ
る
の
か
。
 

（
答
）

 

１
．
理
事
が
評
議
員
会
の
目
的
で
あ
る
事
項
（
議
題
）
に
つ
い
て
提
案
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
提
案
に
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1
1
 

つ
き
評
議
員
（
当
該
事
項
に
つ
い
て
決
議
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
る
者
）
の
全
員
が
書
面
又
は
電
磁
的
記

録
に
よ
り
同
意
の
意
思
表
示
を
し
た
場
合
は
、
当
該
提
案
を
可
決
す
る
旨
の
評
議
員
会
の
決
議
が
あ
っ
た

も
の
と
み
な
さ
れ
る（

法
第

4
5
条
の
９
第

1
0
項
に
お
い
て
準
用
す
る
一
般
法
人
法
第

1
94

条
第
１
項
）
。
 

２
．
し
た
が
っ
て
、
評
議
員
会
の
議
案
に
つ
き
、
評
議
員
の
全
員
か
ら
書
面
や
電
子
メ
ー
ル
で
同
意
を
得
れ

ば
、
評
議
員
会
を
現
実
に
開
催
し
な
い
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
 

３
．
な
お
、
適
正
な
手
続
を
行
っ
た
こ
と
の
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
意
思
表
示
に
係
る

文
書
又
は
電
磁
的
記
録
に
つ
い
て
は
、
議
事
録
と
同
様
に
、
そ
の
主
た
る
事
務
所
に
１
０
年
間
保
存
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
法
第

45
条
の
９
第

10
項
に
お
い
て
準
用
す
る
一
般
法
人
法
第

19
4
条
第

２
項
）
。
 

 問
2
9 

「
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
の
施
行
に
向
け
た
留
意
事
項
に
つ
い
て
（
経
営
組
織
の
見
直
し
に

つ
い
て
）」

P1
0
に
お
い
て
、「

所
轄
庁
は
、
評
議
員
の
申
立
て
が
権
限
濫
用
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

評
議
員
会
の
招
集
を
許
可
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
場
合
が
権
限
濫
用
と

認
め
ら
れ
る
の
か
。
 

（
答
）

 

１
．
権
限
濫
用
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
は
、
例
え
ば
、
 

・
 
平
成

28
年

6
月

20
日
付
け
事
務
連
絡
「
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
に
お
け
る
理
事
等
の
解
任
に
つ

い
て
」
に
お
い
て
示
し
た
と
お
り
、
理
事
等
の
解
任
事
由
は
法
人
運
営
に
重
大
な
損
害
を
及
ぼ
す
よ
う

な
重
大
な
義
務
違
反
等
が
あ
る
場
合
に
限
定
さ
れ
る
と
解
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
該
当
し
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
当
な
動
機
に
よ
り
、
又
は
議
題
が
法
人
の
利
益
に
適
合
せ
ず
決
議
が
成
立
す

る
見
込
み
の
な
い
こ
と
が
客
観
的
に
明
ら
か
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
評
議
員
会
を
招
集
し
よ
う
と
す
る
場

合
で
あ
る
。
 

 問
29
－
2 

定
款
例
（
案
）
第
一
四
条
の
備
考
に
お
い
て
「
議
長
」
と
あ
る
が
、
そ
の
選
任
方
法
如
何
。

【
8/
2
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議

FA
Q
問

5
同
旨
】

 

（
答
）

 

１
．
社
会
福
祉
法
に
お
い
て
議
長
に
係
る
規
定
は
な
い
が
、
議
長
を
置
く
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

 

２
．
議
長
の
選
任
方
法
は
任
意
で
あ
る
が
、
選
任
方
法
に
つ
い
て
定
款
に
定
め
て
お
く
か
、
あ
る
い
は
定
款

で
規
則
等
に
委
任
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 問
29
－
3 

評
議
員
会
の
招
集
を
決
定
す
る
理
事
会
と
、
そ
の
後
開
催
す
る
評
議
員
会
の
開
催
日
は
、
何

日
の
間
隔
を
置
く
こ
と
に
な
る
の
か
。【

8/
22

付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議

FA
Q
問

6
同
旨
】
 

（
答
）

 

１
．
定
時
評
議
員
会
に
お
い
て
は
、
計
算
書
類
等
の
備
置
き
及
び
閲
覧
に
係
る
規
定
（
改
正
法
第

45
条
の

32
第
１
項
）
と
の
関
連
か
ら
、
２
週
間
の
間
隔
を
空
け
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
評
議
員
会
に
つ

い
て
は
１
週
間
の
間
隔
を
置
く
こ
と
に
な
る
。

 

  

 

1
2
 

問
29
－
4 

定
時
評
議
員
会
の
招
集
通
知
は
、
計
算
書
類
等
を
添
付
し
て
、「

２
週
間
前
」
に
発
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
。
【
8
/2
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議

F
AQ

問
7
同
旨
】
 

（
答
）

 

１
．
計
算
書
類
等
の
備
置
き
の
始
期
は
定
時
評
議
員
会
の
日
の
２
週
間
前
の
日
か
ら
で
あ
る
が
、
招
集
通
知

に
つ
い
て
は
１
週
間
前
ま
で
に
通
知
を
発
す
れ
ば
足
り
る
。

 

 役
員

 

問
30
 
関
係
行
政
庁
の
職
員
か
ら
役
員
を
選
任
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

 

（
答
）

 
 

１
．
関
係
行
政
庁
の
職
員
が
社
会
福
祉
法
人
の
役
員
と
な
る
こ
と
は
、
法
第

6
1
条
第

1
項
の
公
私
分
離
の

原
則
に
照
ら
し
適
当
で
な
い
。

 

２
．
社
会
福
祉
協
議
会
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
目
的
で
あ
る
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
た
め
の
行
政
と
の
連
携

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
行
政
庁
の
職
員
が
、
そ
の
役
員
と
な
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（
法
第

1
0
9

条
第

5
項
及
び
第

1
10

条
第

2
項
）。

た
だ
し
、
当
該
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
員
総
数
の
五
分
の
一
を
超

え
て
は
な
ら
な
い
。
（
法

1
09

条
第

5
項
及
び
第

1
10

条
第

2
項
）
 

 問
31
 
新
制
度
の
理
事
、
監
事
、
評
議
員
の
任
期
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

（
答
）

 

１
．
理
事
の
任
期

 

 
 
理
事
の
任
期
は
、
選
任
後
２
年
以
内
に
終
了
す
る
会
計
年
度
の
う
ち
最
終
の
も
の
に
関
す
る
定
時
評
議

員
会
の
集
結
の
時
ま
で
と
さ
れ
る
（
法
第

45
条
）
。
た
だ
し
、
定
款
に
よ
っ
て
短
縮
す
る
こ
と
は
可
能

（
法
第

45
条
た
だ
し
書
）。

 

 
 
任
期
の
終
期
が
、「

定
時
評
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
評
議
員
会
で
選
任
さ

れ
る
こ
と
に
鑑
み
、
次
の
選
任
の
前
に
任
期
切
れ
と
な
り
欠
員
状
態
が
生
じ
る
の
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
。
 

 
 
例
え
ば
、
定
時
評
議
員
会
を
毎
年
６
月
末
に
行
っ
て
い
る
法
人
の
理
事
の
任
期
を
例
に
す
る
と
、
平
成

30
年
６
月
末
の
定
時
評
議
員
会
で
理
事
を
選
任
し
た
場
合
の
理
事
の
任
期
は
平
成

32
年
６
月
末
の
定
時

評
議
員
会
ま
で
の
２
年
間
と
な
る
が
、
平
成

30
年
４
月
中
旬
に
行
っ
た
臨
時
評
議
員
会
で
理
事
を
選
任

し
た
場
合
の
理
事
の
任
期
は
平
成

32
年
６
月
末
の
定
時
評
議
員
会
ま
で
の
２
年
２
ヶ
月
間
余
と
な
る
。
 

 ２
．
監
事
の
任
期

 

 
 
監
事
の
任
期
に
つ
い
て
も
、
同
様
で
あ
る
。

 

 
 

３
．
評
議
員
の
任
期

 

 
 
評
議
員
の
任
期
は
、
原
則
と
し
て
、
選
任
後
４
年
以
内
に
終
了
す
る
会
計
年
度
の
う
ち
最
終
の
も
の
に

関
す
る
定
時
評
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で
と
さ
れ
る
（
法
第

41
条
第
１
項
）。

定
款
で
「
４
年
」
を
「
６

年
」
ま
で
伸
長
す
る
こ
と
は
可
能
（
同
項
た
だ
し
書
）。
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1
3
 

問
32
 
理
事
の
任
期
を
「
２
年
」
の
確
定
期
間
と
す
る
定
款
の
規
定
は
許
さ
れ
る
か
。

 

（
答
）

 

１
．
理
事
の
任
期
は
、
選
任
後
２
年
以
内
に
終
了
す
る
会
計
年
度
の
う
ち
最
終
の
も
の
に
関
す
る
定
時
評
議

員
会
の
終
結
の
時
ま
で
で
あ
り
、
定
款
に
よ
っ
て
短
縮
す
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
（
法
第

45
条

た
だ
し
書
）
が
伸
ば
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

 

 
こ
の
た
め
、
理
事
の
任
期
を
「
２
年
」
と
す
る
規
定
を
設
け
る
と
、
定
時
評
議
員
会
で
理
事
を
選
任
し

た
場
合
は
特
段
の
問
題
は
な
い
も
の
の
、
他
方
で
、
例
え
ば
、
年
度
末
の
臨
時
評
議
員
会
で
理
事
を
選
任

し
た
場
合
（
３
月
末
決
算
の
法
人
が
３
月
中
旬
の
臨
時
評
議
員
会
で
理
事
を
選
任
し
た
場
合
）
に
は
、
理

事
の
法
定
の
最
長
の
任
期
を
伸
長
す
る
こ
と
な
る
。
 

２
．
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。

 

 （
参
照
条
文
）
 

 
（
役
員
の
任
期
）
 

第
四
十
五
条

 
役
員
の
任
期
は
、
選
任
後
二
年
以
内
に
終
了
す
る
会
計
年
度
の
う
ち
最
終
の
も
の
に
関
す
る
定
時
評
議
員

会
の
終
結
の
時
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
定
款
に
よ
つ
て
、
そ
の
任
期
を
短
縮
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。
 

 問
3
3 

新
制
度
の
理
事
及
び
監
事
の
任
期
の
起
算
点
は
い
つ
か
。
理
事
及
び
監
事
の
選
任
に
際
し
、
選

任
決
議
の
効
力
発
生
時
期
を
遅
ら
せ
た
り
、
就
任
承
諾
日
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
任
期
の
起
算
点

を
遅
ら
せ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
る
か
。

 

（
答
）

 

１
．
新
制
度
の
理
事
及
び
監
事
の
任
期
の
起
算
点
は
、
い
ず
れ
も
「
選
任
時
」
（
選
任
決
議
を
し
た
時
）
と

な
る
（
法
第

45
条
）。

 

 
あ
る
者
が
、
社
会
福
祉
法
人
の
理
事
又
は
監
事
と
な
る
に
は
、
評
議
員
会
の
選
任
行
為
（
選
任
決
議
）

と
被
選
任
者
の
就
任
承
諾
と
が
必
要
と
な
る
（
同
法
第

38
条
参
照
）
が
、
任
期
の
起
算
点
を
「
就
任
時
」

と
す
る
と
、
就
任
承
諾
は
被
選
任
者
の
意
向
に
委
ね
ら
れ
る
結
果
、
評
議
員
会
の
選
任
決
議
と
就
任
承
諾

と
の
間
に
長
期
間
の
隔
た
り
が
あ
る
場
合
な
ど
に
お
い
て
、
任
期
の
終
期
が
評
議
員
会
の
意
思
に
反
す
る

事
態
が
生
じ
か
ね
な
い
た
め
、
任
期
の
起
算
点
は
、
評
議
員
会
に
お
け
る
「
選
任
時
」
と
な
る
。
 

例
え
ば
、
会
計
年
度
末
が
３
月
の
法
人
が
、
３
月
下
旬
に
開
催
し
た
臨
時
評
議
員
会
で
理
事
の
選
任
決

議
を
行
い
、
当
該
理
事
の
就
任
承
諾
が
６
月
１
日
に
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
任
期
の
起
算
点
に
つ
い
て
は
、

選
任
決
議
の
日
と
な
る
。

 

２
．
な
お
、
例
え
ば
、
会
計
年
度
末
が
３
月
の
法
人
が
、
３
月
下
旬
に
開
催
し
た
臨
時
評
議
員
会
で
理
事
の

選
任
決
議
を
行
い
、
そ
の
選
任
決
議
の
効
力
発
生
時
期
を
６
月
１
日
と
す
る
場
合
の
よ
う
に
、
評
議
員
会

の
決
議
で
、
選
任
決
議
の
効
力
発
生
時
期
を
遅
ら
せ
た
と
し
て
も
、
任
期
の
起
算
点
に
つ
い
て
は
、
選
任

決
議
の
日
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
 

 
 

 

問
34
 
理
事
、
監
事
、
評
議
員
の
補
欠
を
あ
ら
か
じ
め
選
任
し
て
お
く
こ
と
は
可
能
か
。

 

（
答
）

 

１
．
理
事
及
び
監
事
に
つ
い
て
は
、
欠
員
が
生
じ
た
場
合
に
備
え
て
補
欠
を
選
任
し
て
お
く
こ
と
が
で
き

 

1
4
 

る
（
第
43
条
第
２
項
）。

補
欠
の
役
員
の
任
期
に
つ
い
て
は
、「

２
年
以
内
に
終
了
す
る
会
計
年
度
の
う

ち
最
終
の
も
の
に
関
す
る
定
時
評
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で
」
を
原
則
と
し
つ
つ
（
法
第

45
条
）
、
定
款

に
よ
っ
て
、
短
縮
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
こ
と
が
可
能
（
法

第
45
条
）。

 

２
．
評
議
員
に
つ
い
て
も
、
定
款
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
補
欠
を
選
任
し
て
お
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る

（
第

41
条
第

2
項
）。

補
欠
の
評
議
員
の
任
期
も
、
「
４
年
以
内
に
終
了
す
る
会
計
年
度
の
う
ち
最
終
の

も
の
に
関
す
る
定
時
評
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で
」
を
原
則
と
す
る
が
（
法
第

4
1
条
第

1
項
）
、
定
款
に

よ
っ
て
、
任
期
を
前
任
者
の
残
任
期
間
の
満
了
す
る
時
ま
で
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
法
第

41
条
第

2

項
）。

 

 問
35
 
理
事
の
資
格
要
件
に
お
い
て
「
当
該
社
会
福
祉
法
人
が
施
設
を
設
置
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
当
該
施
設
の
管
理
者
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
該
法
人
の
全
て
の
施
設
の
管
理
者
を
理
事
に
す
る

と
い
う
こ
と
か
。
 

（
答
）

 

１
．
施
設
経
営
の
実
態
を
法
人
運
営
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
1
人
以
上
の
施
設
の
管
理
者
が
理
事
と
し
て
参

加
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
当
該
法
人
の
全
て
の
施
設
の
管
理
者
を
理
事
に
す
る
必
要
は

な
い
。
 

（
答
）

 

１
．
理
事
会
に
お
い
て
、
特
定
の
業
務
執
行
を
理
事
（
理
事
長
、
業
務
執
行
理
事
）
で
は
な
い
執
行
役
員
に

委
譲
す
る
こ
と
を
決
定
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
取
扱
い
は
可
能
で
あ
る
。

 

２
．
た
だ
し
、
こ
の
業
務
執
行
権
は
あ
く
ま
で
も
理
事
会
に
よ
り
内
部
的
に
委
譲
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、

対
外
的
に
は
、
執
行
役
員
は
代
表
権
を
持
た
な
い
。
 

 問
37
 
監
事
の
資
格
要
件
の
「
財
務
管
理
に
識
見
を
有
す
る
者
」
と
は
ど
の
よ
う
な
者
を
い
う
の
か
。

 

（
答
）

 

１
．
監
事
は
、
計
算
書
類
等
の
監
査
を
行
う
た
め
、
財
務
管
理
に
つ
い
て
識
見
を
有
す
る
者
が
い
る
こ
と
が

必
須
で
あ
る
。
 

２
．
公
認
会
計
士
や
税
理
士
の
資
格
を
有
す
る
者
が
望
ま
し
い
が
、
社
会
福
祉
法
人
、
公
益
法
人
や
民
間
企

業
等
に
お
い
て
財
務
・
経
理
を
担
当
し
た
経
験
を
有
す
る
者
な
ど
法
人
経
営
に
専
門
的
知
見
を
有
す
る
者

等
も
考
え
ら
れ
る
。
 

 問
38
 
当
該
社
会
福
祉
法
人
の
顧
問
弁
護
士
、
顧
問
税
理
士
又
は
顧
問
会
計
士
は
、
同
時
に
、
当
該
法
人

の
監
事
に
な
る
こ
と
は
可
能
か
。
 

（
答
）

 

１
．
監
事
は
、
理
事
の
職
務
や
法
人
の
計
算
書
類
を
監
査
す
る
立
場
に
あ
る
。

 

２
．
法
人
か
ら
委
託
を
受
け
て
記
帳
代
行
業
務
や
税
理
士
業
務
を
行
う
場
合
に
、
計
算
書
類
等
を
作
成
す
る

問
36
 
株
式
会
社
の
よ
う
な
執
行
役
員
制
度
を
設
け
、
業
務
執
行
の
責
任
者
を
理
事
で
は
な
い
者
（
執

行
役
員
）
と
す
る
こ
と
は
可
能
か
。
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1
5
 

立
場
に
あ
る
者
が
当
該
計
算
書
類
等
を
監
査
す
る
と
い
う
自
己
点
検
に
当
た
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
者
を
監

事
に
選
任
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
が
、
法
律
面
や
経
営
面
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
み
を
行
う
契
約
と
な
っ
て

い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
監
事
に
選
任
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

 

 問
39
 
「
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
の
施
行
に
向
け
た
留
意
事
項
に
つ
い
て
（
経
営
組
織
の
見
直
し
）」

P2
7
に
お
い
て
、
会
計
監
査
人
を
設
置
し
な
い
法
人
は
、
専
門
家
か
ら
、
財
務
会
計
に
係
る
態
勢
整
備

状
況
の
点
検
等
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
法
人
か
ら
委
託
を
受
け
て
財

務
会
計
に
係
る
態
勢
整
備
状
況
の
点
検
等
の
支
援
を
行
う
者
は
監
事
に
な
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

 

（
答
）

 

１
．
監
事
は
、
理
事
の
職
務
や
法
人
の
計
算
書
類
を
監
査
す
る
立
場
に
あ
る
。

 

２
．
財
務
会
計
に
係
る
態
勢
整
備
状
況
の
点
検
等
の
支
援
の
内
容
が
、
助
言
に
と
ど
ま
る
場
合
は
可
能
で
あ

る
が
、
業
務
執
行
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
自
身
で
行
っ
た
業
務
を
自
身
で
監
査
す
る
と
い
う
自
己
点
検

に
当
た
る
た
め
、
監
事
に
選
任
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
。

 

 問
3
9－

2 
業
務
執
行
理
事
は
必
ず
置
く
必
要
が
あ
る
の
か
。【

8
/2
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議

FA
Q

問
8
同
旨
】
 

（
答
）

 

１
．
法
人
の
任
意
で
あ
る
。

 

 問
39
－
3 

改
正
法
第

4
0
条
第

3
項
に
お
い
て
「
評
議
員
の
数
は
、
定
款
で
定
め
た
理
事
の
員
数
を
超

え
る
数
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
、
理
事
が

1
0
名
、
評
議
員
が

21
名
で
、

平
成

29
年

4
月

1
日
か
ら
、
評
議
員
を

7
名
と
す
る
場
合
（
定
款
上

7
名
）
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
理

事
の
定
款
上
の
人
数
を

6
名
と
し
た
と
き
に
は
、
同
日
で
任
期
の
あ
る
理
事
は
定
時
評
議
員
会
の
終
結

時
ま
で
任
期
が
有
効
で
あ
る
た
め
、
理
事
が

1
0
名
と
な
り
、
定
款
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
る
が
ど
う

か
。【

8
/2
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議

FA
Q
問

9
同
旨
】
 

（
答
）

 

１
．
平
成

29
年

4
月

1
日
か
ら
有
効
な
定
款
に
お
い
て
、
理
事
の
員
数
が

6
名
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、

平
成

29
年

3
月

3
1
日
ま
で
に
、
定
時
評
議
員
会
で
再
任
さ
れ
る
予
定
の
な
い
理
事
に
あ
ら
か
じ
め
辞

任
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

 

２
．
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
辞
任
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
定
時
評
議
員

会
の
終
結
時
ま
で
に
辞
任
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 

 

 

1
6
 

問
39
－
4 

現
行
の
社
会
福
祉
法
人
審
査
基
準
で
は
、評

議
員
会
を
設
置
し
て
い
な
い
法
人
に
つ
い
て
は
、

施
設
長
等
施
設
の
職
員
で
あ
る
理
事
が
理
事
総
数
の
３
分
の
１
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
が
、
改
正
法
に
お
い
て
全
法
人
に
評
議
員
会
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
理
事

総
数
に
占
め
る
職
員
の
割
合
に
制
限
は
な
く
な
る
も
の
と
考
え
て
良
い
か
。
ま
た
、
法
第

4
4
条
第

4

項
第

1
号
及
び
第

2
号
に
掲
げ
る
者
が
法
人
内
に
い
て
、
評
議
員
で
承
認
さ
れ
れ
ば
、
理
事
は
全
員
法

人
の
職
員
で
も
よ
い
か
。【

8/
22

付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議

FA
Q
問

1
0
同
旨
】

 

（
答
）

 

１
．
理
事
総
数
に
占
め
る
職
員
の
割
合
の
制
限
は
廃
止
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
 

２
．
法
第

44
条
第

4
項
第

1
号
、
第

2
号
及
び
第

3
号
に
掲
げ
る
者
が
そ
れ
ぞ
れ
１
名
含
ま
れ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
た
め
、
法
人
の
職
員
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
３
名
が
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
全
員
が
法
人

の
職
員
で
あ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

 

 問
39
－
5 

「
理
事
長
の
職
務
代
理
者
」
に
つ
い
て
の
規
定
が
定
款
例
で
は
な
い
が
、
従
来
と
同
様
の
取

り
扱
い
を
す
る
こ
と
は
可
能
か
（
理
事
長
に
事
故
あ
る
と
き
、
又
は
欠
け
た
と
き
は
、
理
事
長
が
あ
ら

か
じ
め
指
名
す
る
他
の
理
事
が
、
順
次
に
理
事
長
の
職
務
を
代
理
す
る

 等
）。
【

8/
2
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク

別
担
当
者
会
議

FA
Q
問

11
同
旨
（
修
正
）
】
 

（
答
）

 

１
．
改
正
社
会
福
祉
法
に
お
い
て
は
理
事
長
以
外
の
理
事
に
対
す
る
代
表
権
の
行
使
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、

ま
た
、
理
事
長
は
理
事
会
に
お
い
て
選
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
理
事
長
以
外
の
理
事
が
職

務
を
代
理
し
、
及
び
理
事
長
が
代
理
者
を
選
定
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
は
無
効
で
あ
る
。

 

２
．
な
お
、
理
事
長
が
任
期
の
満
了
又
は
辞
任
に
よ
り
退
任
し
た
場
合
、
新
た
に
選
定
さ
れ
た
理
事
長
が
就

任
す
る
ま
で
、
な
お
理
事
長
と
し
て
の
権
利
義
務
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
事
故
等
に
よ
り
理
事

長
が
欠
け
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
を
開
催
し
て
新
た
な
理
事
長
を
選
定
す
る
こ
と
と
な
る
。

 

３
 
ま
た
、
現
行
制
度
に
お
い
て
は
、
法
第

39
条
の

4
に
よ
り
、
利
益
相
反
行
為
に
つ
い
て
は
理
事
が
代

理
権
を
有
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
、
定
款
準
則
第

10
条
第
２
項
に
よ
り
、
利
益
相
反
行
為
及
び
双
方
代
理

と
な
る
事
項
に
つ
い
て
の
理
事
長
の
職
務
代
理
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
改
正
後
に
お
い
て
は
、
現
行
法
第

39
条
の

4
の
規
定
は
廃
止
さ
れ
る
と
と
も
に
、
改
正
法
第

45
条
の

1
6
第

4
項
に
よ
り
一
般
法
人
法
第

84
条
が
準
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

 

４
 
そ
の
た
め
、
改
正
後
に
お
い
て
は
、
利
益
相
反
取
引
（
自
己
契
約
及
び
双
方
代
理
を
含
む
）
に
つ
い
て

は
、
理
事
会
に
お
け
る
承
認
及
び
報
告
に
よ
り
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。

 

 （
参
照
条
文
）
 

改
正
法
第

45
条
の

16
第

4
項

 
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
八
十
四
条
、
第
八
十
五
条
、
第

八
十
八
条
（
第
二
項
を
除
く
。）
、
第
八
十
九
条
及
び
第
九
十
二
条
第
二
項
の
規
定
は
、
理
事
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
八
十
四
条
第
一
項
中
「
社
員
総
会
」
と
あ
る
の
は
「
理
事
会
」
と
、
同
法
第
八
十
八
条
の
見
出

し
及
び
同
条
第
一
項
 中

「
社
員
」
と
あ
る
の
は
「
評
議
員
」
と
、「

著
し
い
」
と
あ
る
の
は
「
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
」
と
、
同
法
第
八
十
九
条
中
「
社
員
総
会
」
と
あ
る
の
は
「
評
議
員
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な

技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。
 

 ○
一
般
法
人
法
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1
7
 

（
競
業
及
び
利
益
相
反
取
引
の
制
限
）
 

第
八
十
四
条
 
理
事
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
社
員
総
会
に
お
い
て
、
当
該
取
引
に
つ
き
重
要
な
事
実
を
開
示
し
、
そ

の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

一
 
理
事
が
自
己
又
は
第
三
者
の
た
め
に
一
般
社
団
法
人
の
事
業
の
部
類
に
属
す
る
取
引
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
。
 

二
 
理
事
が
自
己
又
は
第
三
者
の
た
め
に
一
般
社
団
法
人
と
取
引
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

  

三
 
一
般
社
団
法
人
が
理
事
の
債
務
を
保
証
す
る
こ
と
そ
の
他
理
事
以
外
の
者
と
の
間
に
お
い
て
一
般
社
団
法
人
と
当

該
理
事
と
の
利
益
が
相
反
す
る
取
引
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
。
 

２
 
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
百
八
条
の
規
定
は
、
前
項
の
承
認
を
受
け
た
同
項
第
二
号
の
取
引
に
つ

い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
 

（
競
業
及
び
理
事
会
設
置
一
般
社
団
法
人
と
の
取
引
等
の
制
限
）
 

第
九
十
二
条

 
理
事
会
設
置
一
般
社
団
法
人
に
お
け
る
第
八
十
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
社

員
総
会
」
と
あ
る
の
は
、「

理
事
会
」
と
す
る
。
 

２
 
理
事
会
設
置
一
般
社
団
法
人
に
お
い
て
は
、
第
八
十
四
条
第
一
項
各
号
の
取
引
を
し
た
理
事
は
、
当
該
取
引
後
、
遅
滞

な
く
、
当
該
取
引
に
つ
い
て
の
重
要
な
事
実
を
理
事
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

○
民
法
（
明
治
二
十
九
年
四
月
二
十
七
日
法
律
第
八
十
九
号
）
 

（
自
己
契
約
及
び
双
方
代
理
）

 

第
百
八
条

 
同
一
の
法
律
行
為
に
つ
い
て
は
、
相
手
方
の
代
理
人
と
な
り
、
又
は
当
事
者
双
方
の
代
理
人
と
な
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
た
だ
し
、
債
務
の
履
行
及
び
本
人
が
あ
ら
か
じ
め
許
諾
し
た
行
為
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

 問
3
9－

6
 
理
事
の
構
成
に
つ
い
て
、
「
施
設
を
設
置
し
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
施
設
の
管
理

者
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
施
設
と
は
何
か
。
【

8
/2
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議

F
AQ

問
12

同
旨

（
修
正
）】

 

（
答
）

 

１
．
原
則
と
し
て
、
法
第

6
2
条
第
１
項
の
第
１
種
社
会
福
祉
事
業
の
経
営
の
た
め
に
設
置
し
た
施
設
を
い

う
。
た
だ
し
、
第
２
種
社
会
福
祉
事
業
で
あ
っ
て
も
、
保
育
所
、
就
労
移
行
支
援
事
業
所
、
就
労
継
続
支

援
事
業
所
等
が
法
人
が
経
営
す
る
事
業
の
中
核
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
業
所
等
は
同
様
に
取
り
扱
う

こ
と
と
す
る
。
 

２
．
ま
た
、
上
記
以
外
の
施
設
等
の
管
理
者
に
つ
い
て
も
、
必
要
に
応
じ
て
、
理
事
に
登
用
す
る
こ
と
が
適

当
で
あ
る
こ
と
。
 

 会
計
監
査
人

 

問
40
 
会
計
監
査
人
の
設
置
義
務
は
、
施
行
日
（
平
成

29
年
４
月
１
日
）
以
降
最
初
に
招
集
さ
れ
る
定

時
評
議
員
会
の
終
結
の
時
か
ら
適
用
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
会
計
監
査
人
に
よ
る
監
査
は
平
成

29
年

度
決
算
か
ら
必
要
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
平
成

2
8
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
監
査
不
要
と
理
解
し
て
よ

い
か
。
 

（
答
）

 

１
 
お
見
込
み
の
と
お
り
。

 

 

 

1
8
 

問
41
 
社
会
福
祉
法
第

45
条
の
２
に
お
い
て
、
「
公
認
会
計
士
法
の
規
定
に
よ
り
、
計
算
書
類
に
つ
い

て
監
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
は
、
会
計
監
査
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、

公
認
会
計
士
法
の
規
定
に
よ
り
計
算
書
類
を
監
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
者
か
。
例
え
ば
、
役
員
、
職
員
、
評
議
員
は
会
計
監
査
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。

 

（
答
）

 

１
．
会
計
監
査
人
に
つ
い
て
は
、
公
認
会
計
士
法
第

2
4
条
第
１
項
に
お
い
て
、
以
下
の
計
算
書
類
に
つ
い

て
は
、
会
計
監
査
が
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

 

①
 
公
認
会
計
士
又
は
そ
の
配
偶
者
が
、
役
員
、
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
若
し
く
は
財
務
に
関
す
る
事
務
の

責
任
あ
る
担
当
者
で
あ
り
、
又
は
過
去
一
年
以
内
に
こ
れ
ら
の
者
で
あ
つ
た
会
社
そ
の
他
の
者
の
財
務

書
類
  

②
 
公
認
会
計
士
が
そ
の
使
用
人
で
あ
り
、
又
は
過
去
一
年
以
内
に
使
用
人
で
あ
つ
た
会
社
そ
の
他
の
者

の
財
務
書
類
 

③
 
①
及
び
②
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
公
認
会
計
士
が
著
し
い
利
害
関
係
を
有
す
る
会
社
そ
の
他
の
者

の
財
務
書
類
 
 

２
．
し
た
が
っ
て
、
 

・
 
当
該
社
会
福
祉
法
人
の
役
員
（
過
去
１
年
以
内
に
当
該
法
人
の
役
員
で
あ
っ
た
者
含
む
。
）、

職
員
（
過

去
１
年
以
内
に
当
該
法
人
の
職
員
で
あ
っ
た
者
を
含
む
。）

に
つ
い
て
は
、
上
記
①
又
は
②
に
該
当
し
、

会
計
監
査
人
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

・
 
評
議
員
に
つ
い
て
は
、
上
記
①
の
「
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
」
に
該
当
す
る
た
め
、
会
計
監
査
人
と
な

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

 

 問
42
 
当
該
社
会
福
祉
法
人
か
ら
委
託
を
受
け
て
記
帳
代
行
を
行
う
公
認
会
計
士
は
、
同
時
に
、
当
該

法
人
の
会
計
監
査
人
に
な
る
こ
と
は
可
能
か
。
 

（
答
）

 

１
．
記
帳
代
行
業
務
を
行
う
公
認
会
計
士
が
、
同
時
に
、
当
該
法
人
の
会
計
監
査
人
に
就
任
し
た
場
合
、
自

身
が
作
成
し
た
計
算
書
類
を
自
身
で
監
査
す
る
こ
と
と
な
り
、
自
己
点
検
に
該
当
す
る
た
め
、
適
当
で
な

い
。
 

 問
43
 
当
該
社
会
福
祉
法
人
か
ら
委
託
を
受
け
て
税
理
士
業
務
を
行
う
公
認
会
計
士
は
、
同
時
に
、
当

該
法
人
の
会
計
監
査
人
に
な
る
こ
と
は
可
能
か
。

 

（
答
）

 

１
．
公
認
会
計
士
法
第

24
条
第

1
項
第

3
号
及
び
第

2
項
、
同
施
行
令
第

7
条
第

1
項
第

6
号
に
お
い
て
、

税
理
士
業
務
を
行
う
公
認
会
計
士
又
は
そ
の
配
偶
者
が
、
当
該
法
人
か
ら
当
該
業
務
に
よ
り
継
続
的
な
報

酬
を
受
け
て
い
る
と
き
に
は
、
監
査
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
会
計
監
査
人
に
な

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

 （
参
照
条
文
）
 

○
公
認
会
計
士
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
号
）
 

（
特
定
の
事
項
に
つ
い
て
の
業
務
の
制
限
）
  

45
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第
二
十
四
条
 
公
認
会
計
士
は
、
財
務
書
類
の
う
ち
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
第
一
項
の

業
務
を
行
な
つ
て
は
な
ら
な
い
。

  

一
 
公
認
会
計
士
又
は
そ
の
配
偶
者
が
、
役
員
、
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
若
し
く
は
財
務
に
関
す
る
事
務
の
責
任
あ
る
担

当
者
で
あ
り
、
又
は
過
去
一
年
以
内
に
こ
れ
ら
の
者
で
あ
つ
た
会
社
そ
の
他
の
者
の
財
務
書
類
 

二
 
公
認
会
計
士
が
そ
の
使
用
人
で
あ
り
、
又
は
過
去
一
年
以
内
に
使
用
人
で
あ
つ
た
会
社
そ
の
他
の
者
の
財
務
書
類
 

三
 
前
二
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
公
認
会
計
士
が
著
し
い
利
害
関
係
を
有
す
る
会
社
そ
の
他
の
者
の
財
務
書
類
  

２
 
前
項
第
三
号
の
著
し
い
利
害
関
係
と
は
、
公
認
会
計
士
又
は
そ
の
配
偶
者
が
会
社
そ
の
他
の
者
と
の
間
に
そ
の
者
の

営
業
、
経
理
そ
の
他
に
関
し
て
有
す
る
関
係
で
、
公
認
会
計
士
の
行
な
う
第
二
条
第
一
項
の
業
務
の
公
正
を
確
保
す
る
た

め
業
務
の
制
限
を
す
る
こ
と
が
必
要
か
つ
適
当
で
あ
る
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
 

３
 
国
家
公
務
員
若
し
く
は
地
方
公
務
員
又
は
こ
れ
ら
の
職
に
あ
つ
た
者
は
、
そ
の
在
職
中
又
は
退
職
後
二
年
間
は
、
そ

の
在
職
し
、
又
は
退
職
前
二
年
間
に
在
職
し
て
い
た
職
と
職
務
上
密
接
な
関
係
に
あ
る
営
利
企
業
の
財
務
に
つ
い
て
、
第

二
条
第
一
項
の
業
務
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い
。
  

 

○
公
認
会
計
士
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
三
百
四
十
三
号
）
 

（
公
認
会
計
士
に
係
る
著
し
い
利
害
関
係
）

  

第
七
条
 
法
第
二
十
四
条
第
二
項
（
法
第
十
六
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

に
規
定
す
る
政
令
で

定
め
る
関
係
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
各
号
に
規
定
す
る
公
認
会
計
士
又
は
そ
の
配
偶
者
と
被
監

査
会
社
等
と
の
間
の
関
係
と
す
る
。
 

六
 
公
認
会
計
士
又
は
そ
の
配
偶
者
が
、
被
監
査
会
社
等
か
ら
税
理
士
業
務
（
税
理
士
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二

百
三
十
七
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
税
理
士
業
務
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

そ
の
他
法
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の

業
務
以
外
の
業
務
に
よ
り
継
続
的
な
報
酬
を
受
け
て
い
る
場
合

  

 
 問

44
 
会
計
監
査
人
設
置
義
務
対
象
法
人
に
つ
い
て
、「

法
人
の
責
め
に
よ
ら
な
い
理
由
（
監
査
法
人
の

倒
産
等
）
に
よ
り
、
会
計
監
査
人
に
よ
る
会
計
監
査
報
告
を
所
轄
庁
に
届
け
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
に
お
い
て
は
、
所
轄
庁
は
届
出
の
猶
予
等
を
行
う
こ
と
が
必
要
。
」
と
あ
る
が
、「

法
人
の
責
め
に
よ

ら
な
い
理
由
」
と
は
何
か
。

 

（
答
）

 

１
．
法
人
の
責
め
に
よ
ら
な
い
理
由
と
は
、
①
災
害
の
発
生
、
②
公
認
会
計
士
事
務
所
又
は
監
査
法
人
の
倒

産
、
③
会
計
監
査
人
が
法
第

45
条
の
５
第
１
項
各
号
（
以
下
ⅰ
か
ら
ⅲ
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ

と
、
に
よ
り
会
計
監
査
人
と
契
約
解
除
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
で
あ
る
。
 

 
ⅰ
 
職
務
上
の
義
務
に
違
反
し
、
又
は
職
務
を
怠
っ
た
と
き

 

 
ⅱ
 
会
計
監
査
人
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
非
行
が
あ
っ
た
と
き

 

 
ⅲ
 
心
身
の
故
障
の
た
め
、
職
務
の
執
行
に
支
障
が
あ
り
、
又
は
こ
れ
に
堪
え
な
い
と
き

 
 
等
 

 理
事
会
関
係

 

問
44
－
2 

平
成
２
９
年
度
の
新
理
事
に
よ
る
理
事
会
の
開
催
（
理
事
長
の
選
定
等
）
に
つ
い
て
、
新
評

議
員
に
よ
る
定
時
評
議
員
会
（
決
算
、
新
役
員
等
）
と
同
日
に
開
催
し
な
く
て
も
よ
い
の
か
。【

8/
22

付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議

F
AQ

問
1
3
同
旨
】
 

（
答
）

 

１
．
評
議
員
会
で
新
理
事
が
選
任
さ
れ
た
後
、
新
理
事
に
よ
る
理
事
会
を
開
催
し
、
速
や
か
に
新
た
な
理
事

長
を
選
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 

２
．
な
お
、
理
事
会
の
招
集
手
続
き
の
省
略
等
に
よ
り
同
日
開
催
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
同
日
開
催
と

 

2
0
 

し
な
い
場
合
に
も
、
速
や
か
に
理
事
会
に
お
い
て
理
事
長
選
定
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 

 問
44
－
3 

監
事
の
理
事
会
へ
の
出
席
が
義
務
と
な
っ
た
が
，
監
事
が
欠
席
し
た
場
合
に
理
事
会
は
成
立

す
る
の
か
。【

8/
22

付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議

F
AQ

問
1
4
同
旨
】
 

（
答
）

 

１
．
監
事
は
理
事
の
職
務
の
執
行
を
監
査
す
る
立
場
に
あ
り
、
理
事
会
へ
の
出
席
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

が
、
適
正
な
招
集
通
知
を
行
っ
た
結
果
、
監
事
が
欠
席
し
た
と
し
て
も
、
理
事
会
の
成
立
要
件
を
満
た
し

て
い
れ
ば
、
当
該
理
事
会
は
有
効
な
も
の
と
な
る
。

 

２
．
な
お
、
正
当
な
理
由
が
な
く
監
事
が
理
事
会
を
欠
席
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
理
事
へ
の
監
督
や
監
査
が

不
十
分
と
な
り
、
法
人
や
そ
の
関
係
者
が
損
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
監
事
は
職
務
上
の
義
務
違
反
と
し

て
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
も
あ
る
。

 

     （
答
）

 

１
．
重
要
な
事
実
の
開
示
は
、
理
事
会
が
承
認
を
す
べ
き
か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
の
資
料
を
提
供
す
る
た

め
に
行
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
重
要
性
の
判
断
も
、
こ
の
見
地
か
ら
な
さ
れ
る
。

 

２
．「

重
要
な
事
実
」
の
具
体
例
と
し
て
は
、
取
引
の
相
手
方
、
取
引
の
種
類
、
目
的
物
、
数
量
、
価
格
、

履
行
期
、
取
引
の
期
間
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
間
接
取
引
の
場
合
に
は
、
相
手
方
、
主
債
務
者
の
返
済
能

力
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。

 

 任
期
関
係

 

問
44
－
4 

現
評
議
員
の
任
期
が
平
成

2
9
年

3
月
中
旬
で
満
了
す
る
場
合
、
現
行
制
度
に
基
づ
き
、
評

議
員
を
選
任
（
再
任
）
し
て
も
、
数
日
後
の

3
月

3
1
日
で
任
期
満
了
と
な
る
が
、
任
期
満
了
ま
で
に

次
年
度
の
予
算
等
の
評
議
員
会
に
お
け
る
審
議
が
終
了
し
て
い
れ
ば
、
現
行
制
度
に
基
づ
く
評
議
員
の

選
任
ま
で
は
行
う
必
要
は
な
い
と
考
え
て
よ
い
か
。
一
方
、
現
理
事
の
任
期
が
平
成

29
年

3
月
中
旬

で
満
了
す
る
場
合
は
ど
う
か
。【

8
/2
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議

FA
Q
問

15
同
旨
】
 

（
答
）

 

１
．
旧
法
に
基
づ
く
評
議
員
に
つ
い
て
は
、
既
に
平
成

29
年
度
の
予
算
等
の
評
議
員
が
開
催
さ
れ
て
い
る

な
ど
法
人
運
営
に
支
障
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
数
日
間
、
評
議
員
が
欠
け
る
こ
と
も
や
む
を
得
な
い
と
考

え
て
い
る
。
 

 
 
一
方
、
理
事
に
つ
い
て
は
、
平
成

2
9
年

4
月

1
日
時
点
で
任
期
が
有
効
な
理
事
が
い
な
い
場
合
に
は
、

同
日
以
降
、
理
事
が
欠
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
平
成

2
8
年
度
中
に
選
任
（
再
任
）
し
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 

 問
4
4
－
3
－
2
 
理
事
は
、
利
益
相
反
取
引
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
理
事
会
に
お
い
て
、
当
該
取
引
に

つ
き
重
要
な
事
実
を
開
示
し
て
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
「
重
要
な

事
実
」
と
は
何
か
。
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2
1
 

問
4
4－

5 
「
平
成

29
年

4
月

1
日
時
点
で
在
任
す
る
役
員
の
任
期
は
、
最
初
に
招
集
さ
れ
る
定
時
評

議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で
」
と
な
っ
て
い
る
。
最
初
に
招
集
さ
れ
る
定
時
評
議
員
会
後
ま
で
任
期
が
あ

る
役
員
の
任
期
は
、
そ
の
定
時
評
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で
短
縮
さ
れ
る
と
理
解
し
て
い
る
が
、
定
時

評
議
員
会
前
に
任
期
が
満
了
す
る
役
員
に
つ
い
て
も
任
期
は
定
時
評
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で
再
任

手
続
等
を
行
わ
な
く
て
も
自
動
的
に
延
長
さ
れ
る
と
い
う
理
解
で
良
い
か
。【

8/
2
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別

担
当
者
会
議

FA
Q
問

16
同
旨
】
 

（
答
）

 

１
．
再
任
手
続
等
を
行
う
こ
と
な
く
、
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
任
期
が
延
長
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

 

 ○
改
正
法
附
則
 

第
十
四
条
 
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
在
任
す
る
社
会
福
祉
法
人
の
役
員
の
任
期
は
、
新
社
会
福
祉
法
第
四
十
五
条

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
以
後
最
初
に
招
集
さ
れ
る
定
時
評
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で
と
す
る
。
 

 問
44
－
6 

評
議
員
、
理
事
、
監
事
の
就
任
日
は
い
つ
に
な
る
の
か
。【

8/
22

付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者

会
議

FA
Q
問

17
同
旨
】

 

（
答
）

 

１
．
任
期
の
始
期
は
選
任
さ
れ
た
日
で
あ
る
が
、
就
任
日
に
つ
い
て
は
、
選
任
及
び
本
人
に
よ
る
就
任
の
承

諾
が
あ
っ
た
日
で
あ
る
。

 

２
．
な
お
、
就
任
承
諾
書
は
事
前
あ
る
い
は
選
任
さ
れ
た
日
当
日
に
受
け
取
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 報
酬

 

問
45
 
交
通
費
は
支
給
基
準
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
報
酬
に
含
ま
れ
る
の
か
。

 

（
答
）

 

１
．
交
通
費
の
実
費
相
当
分
は
報
酬
に
含
ま
れ
な
い
。
な
お
、
名
称
（
「
車
代
」
等
）
に
か
か
わ
ら
ず
、
実

質
的
に
報
酬
に
該
当
す
る
も
の
は
、
支
給
基
準
の
対
象
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

  問
4
6 

報
酬
等
の
支
給
基
準
を
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
非
常
勤
理
事
や
評
議
員
に

対
し
て
報
酬
を
支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
。

 

（
答
）

 

１
．
社
会
福
祉
法
人
の
報
酬
等
が
、
民
間
事
業
者
の
役
員
の
報
酬
等
及
び
従
業
員
の
給
与
や
社
会
福
祉
法
人

の
経
理
状
況
等
に
照
ら
し
、
不
当
に
高
額
な
場
合
に
は
、
法
人
の
公
益
性
・
非
営
利
性
の
観
点
か
ら
適
当

で
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
理
事
等
に
対
す
る
報
酬
等
が
不
当
に
高
額
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
支
給
の
基

準
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
（
法
第

45
条
の

35
第
１
項
）
。

 

 ２
．
報
酬
等
の
支
給
基
準
の
策
定
は
、
報
酬
等
の
支
給
を
義
務
付
け
る
趣
旨
で
は
な
く
、
無
報
酬
で
も
問
題

な
い
。
そ
の
場
合
は
、
報
酬
等
の
支
給
基
準
に
お
い
て
無
報
酬
で
あ
る
旨
を
定
め
る
こ
と
に
な
る
。

 

 

 

2
2
 

３
．
な
お
、
定
款
で
無
報
酬
と
定
め
た
場
合
、
又
は
、
常
勤
役
員
等
に
対
し
て
「
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
規
定
し
つ
つ
、
当
面
の
間
は
役
員
報
酬
を
支
給
す
る
予
定
が
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
支
給
基
準
は
策

定
し
、
無
報
酬
で
あ
る
旨
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。

 

 問
47
 
理
事
、
監
事
及
び
評
議
員
の
区
分
ご
と
の
報
酬
等
の
総
額
に
つ
い
て
は
、
職
員
と
し
て
の
給
与

も
含
め
て
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
職
員
給
与
を
受
け
て
い
る
理
事
が
１

名
し
か
い
な
い
場

合
、
当
該
理
事
の
職
員
給
与
額
が
実
質
的
に
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
で
あ
っ

て
も
、
公
表
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

 

（
答
）

 

１
．
社
会
福
祉
法
人
の
財
務
規
律
の
確
立
、
事
業
運
営
の
透
明
性
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
役
員
報
酬
等
の
総

額
を
公
表
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

 

２
．
他
方
、
個
人
情
報
の
保
護
の
観
点
か
ら
、
職
員
給
与
を
受
け
て
い
る
理
事
が
１
名
の
場
合
で
あ
っ
て
、

個
人
の
職
員
給
与
が
特
定
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
に
は
、
職
員
給
与
の
支
給
を
受
け
て
い
る
理
事
が
い
る
旨

明
記
し
た
上
で
、
職
員
給
与
の
支
給
を
当
該
理
事
の
職
員
給
与
額
を
含
め
ず
に
役
員
報
酬
等
の
総
額
を
公

表
す
る
こ
と
と
し
て
差
し
支
え
な
い
。

 

 そ
の
他

 

問
47
-2
 
定
時
評
議
員
会
の
２
週
間
前
か
ら
計
算
書
類
を
備
え
置
く
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、

定
時
評
議
員
会
で
修
正
等
が
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
備
え
置
く
計
算
書
類
に
「
定
時
評
議
員

会
の
承
認
前
で
あ
り
、
今
後
修
正
等
が
あ
り
得
る
」
と
記
載
し
た
ほ
う
が
良
い
の
か
。
ま
た
、
定
時
評

議
員
会
で
修
正
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
差
し
替
え
を
行
う
の
か
。【

8/
2
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者

会
議

FA
Q
問

1
8
同
旨
】

 

（
答
）

 

１
．
定
時
評
議
員
会
の
２
週
間
前
か
ら
計
算
書
類
を
備
え
置
く
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
理
事

会
に
お
け
る
計
算
書
類
の
承
認
は
定
時
評
議
員
会
の
２
週
間
前
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 

２
．
法
律
上
、
定
時
評
議
員
会
の
承
認
前
か
ら
計
算
書
類
を
備
え
置
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「

定

時
評
議
員
会
で
承
認
を
受
け
る
前
で
あ
る
た
め
、
修
正
等
が
あ
り
得
る
」
等
の
付
記
は
不
要
で
あ
る
が
、

法
人
の
判
断
で
付
記
す
る
こ
と
も
差
し
支
え
な
い
。
ま
た
、
仮
に
定
時
評
議
員
会
で
修
正
等
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
差
し
替
え
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

 

 問
47
-3
 
組
合
等
登
記
令
第

3
条
第

3
項
（
資
産
総
額
の
変
更
登
記
は
毎
事
業
年
度
末
日
か
ら

2
ヵ
月

以
内
）
は
改
正
さ
れ
る
の
か
。【

8
/2
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議

FA
Q
問

19
同
旨
（
修
正
）】

 

（
答
）

 

１
．
社
会
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す

る
政
令
（
平
成

28
年
政
令
第

34
9
号
）
第

2
条
に
よ
り
、
組
合
等
登
記
令
（
昭
和

39
年
政
令
第

2
9
号
）

に
お
け
る
資
産
の
総
額
の
変
更
の
登
記
の
期
限
が
「
２
月
以
内
」
か
ら
「
３
月
以
内
」
に
改
正
さ
れ
て
い

る
。
 

 

47



 

2
3
 

問
47
-
4 

定
款
例
（
案
）
に
お
け
る
残
余
財
産
の
帰
属
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
事
業
を
行
う
学
校
法
人
及

び
公
益
財
団
法
人
が
追
加
さ
れ
て
い
る
が
、
法
人
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
法
人
に
限
定
す
る
こ
と
は
可

能
か
。
【
8/
22

付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議

FA
Q
問

20
同
旨
】
 

（
答
）

 

１
．
解
散
に
関
す
る
事
項
は
必
要
的
記
載
事
項
に
あ
た
り
、
社
会
福
祉
法
に
お
い
て
、
残
余
財
産
の
帰
属
す

べ
き
者
を
規
定
す
る
場
合
に
は
、「

社
会
福
祉
法
人
そ
の
他
社
会
福
祉
事
業
を
行
う
者
の
う
ち
か
ら
選
定

さ
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
法
人
に
お
い
て
、
定
款
で
社
会
福
祉
法
人

に
限
定
す
る
こ
と
は
問
題
な
い
。
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７ 社会福祉法人制度改革Ｑ＆Ａ

このＱ＆Ａは、既に発出済みのＱ＆Ａ（５０頁参照）を令和元年９月１３日現在で、

整理したものです。

８ 社会福祉法人が届け出る「事業の概要等」等の様式に関するＱ＆Ａ

このＱ＆Ａは、既に発出済みのＱ＆Ａ（７９頁参照）を令和元年６月４日現在で、

整理したものです。

９ 「会計監査及び専門家による支援等について」のＱ＆Ａ

このＱ＆Ａは、既に発出済みのＱ＆Ａ（８２頁参照）を令和２年９月１１日現在で、

整理したものです。

１０ 社会福祉法（施行令、施行規則）三段表

社会福祉法、社会福祉法施行令社会福祉法施行規則について、三段表（Ver.２）に

まとめたものです。（８４頁参照）

１１ 社会福祉施設等の施設整備の補助

社会福祉法人等が整備する施設整備に要する費用の一部を補助することにより、

施設入所者等の福祉の向上を図ることを目的としたものです。

社会福祉施設等施設整備費国庫補助金交付要綱（１４７頁参照）

１２ 社会福祉施設の災害復旧費の補助

災害により社会福祉施設が被災したとき、被災施設の災害復旧が円滑に行われるよ

う災害復旧費に補助金を受け取ることができる場合がありますので、その要綱及び要

領を整理したものです。

社会福祉施設等災害復旧費事務取扱要領（１７３頁参照）

「社会福祉施設等災害復旧費の国庫補助の協議について（平成２１年２

月１３日付厚生労働省子ども家庭局長、社会・援護局長、老健局長連名

通知）」より。

※令和２年８月２７日改正
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分
野

区
分

問
番
号

問
答

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
１

社
会
福
祉
充
実
残
額
は
毎
会
計
年
度
算
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

１
．
社
会
福
祉
充
実
残
額
に
つ
い
て
は
、
法
第
5
5
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
社
会
福
祉
充
実
計

画
の
実
施
期
間
中
を
含
め
、
毎
会
計
年
度
、
算
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
１

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
２

社
会
福
祉
充
実
残
額
は
ど
の
よ
う
な
使
途
に
活
用
で
き
る
の
か
。

１
．
社
会
福
祉
充
実
残
額
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
法
人
に
お
い
て
、

　
　
　
①
社
会
福
祉
事
業
及
び
法
第
２
条
第
４
項
第
４
号
に
規
定
す
る
事
業
に
該
当
す
る
公
益
事
業

　
　
　
②
地
域
公
益
事
業

　
　
　
③
公
益
事
業
の
う
ち
①
及
び
②
に
該
当
す
る
事
業
以
外
の
も
の

　
　
の
順
に
そ
の
実
施
を
検
討
し
、
社
会
福
祉
充
実
計
画
に
そ
の
事
業
内
容
を
記
載
す
る
こ
と
に
な
る
。

２
．
そ
の
具
体
的
な
使
途
に
つ
い
て
は
、
上
記
①
か
ら
③
ま
で
の
事
業
の
範
囲
で
、
職
員
処
遇
の
改
善
や

　
　
既
存
建
物
の
建
替
、
新
規
施
設
の
建
設
の
ほ
か
、
新
た
な
人
材
雇
用
、
新
た
な
取
組
に
要
す
る
事
業

　
　
費
な
ど
、
法
人
が
地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
た
上
で
、
一
定
の
支
出
を
伴
う
事
業
に
充
て
る

　
　
必
要
が
あ
り
、
最
終
的
に
は
そ
の
経
営
判
断
の
下
、
決
定
す
る
こ
と
と
な
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
２

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
３

措
置

費
施

設
に

お
い

て
社

会
福

祉
充

実
残

額
が

生
じ

た
場

合
、

措
置

費
を

社
会

福
祉

充
実

事
業

に
充

て
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

１
．
措
置
費
や
保
育
所
委
託
費
に
つ
い
て
は
、
措
置
費
等
弾
力
運
用
通
知
に
お
い
て
、
措
置
費
又
は
委
託

　
　
費
収
入
の
3
0
％
の
範
囲
内
で
、
当
期
末
支
払
資
金
残
高
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
上
で
、
同
一
法
人

　
　
が
運
営
す
る
社
会
福
祉
事
業
等
の
費
用
に
充
て
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。

２
．
よ
っ
て
、
前
期
末
支
払
資
金
残
高
に
つ
い
て
は
、
当
該
通
知
に
定
め
る
使
途
の
範
囲
内
で
、
そ
の
全

　
　
部
又
は
一
部
を
社
会
福
祉
充
実
残
額
に
充
当
し
、
こ
れ
を
社
会
福
祉
充
実
事
業
と
し
て
、
既
存
の
社

　
　
会
福
祉
事
業
や
公
益
事
業
の
充
実
又
は
新
た
な
事
業
の
実
施
に
係
る
費
用
に
充
て
る
こ
と
が
可
能
で

　
　
あ
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
３

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
４

社
会

福
祉

充
実

残
額

の
算

定
結

果
は

、
所

轄
庁

に
ど

の
よ

う
な

形
で

提
出

す
れ

ば
よ

い
か

。
ま

た
、

社
会

福
祉

充
実

残
額

が
生

じ
な

か
っ

た
法

人
に

つ
い

て
も

、
当

該
算

定
結

果
を

所
轄

庁
に

提
出

す
る

必
要
が
あ
る
の
か
。

１
．
社
会
福
祉
充
実
残
額
の
算
定
結
果
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
充
実
残
額
が
生
じ
な
か
っ
た
法
人
を
含

　
　
め
、
毎
会
計
年
度
、
６
月
3
0
日
ま
で
に
、
「
計
算
書
類
」
及
び
「
現
況
報
告
書
」
と
と
も
に
、
「
社

　
　
会
福
祉
充
実
残
額
算
定
シ
ー
ト
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
「
社
会
福
祉
法
人
の
財
務
諸
表
等
電

　
　
子
開
示
シ
ス
テ
ム
」
を
利
用
し
て
入
力
を
行
う
、
又
は
当
該
シ
ー
ト
を
郵
送
又
は
電
子
メ
ー
ル
等
に

　
　
よ
り
送
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
と
な
る
。

２
．
な
お
、
「
現
況
報
告
書
」
に
お
い
て
も
、
社
会
福
祉
充
実
残
額
の
有
無
や
規
模
等
の
項
目
が
設
け
ら

　
　
れ
て
い
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
４

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
５

社
会

福
祉

充
実

残
額

の
算

定
は

、
法

人
全

体
と

し
て

算
定

す
る

の
か

、
そ

れ
と

も
施

設
種

別
単

位
で

算
定
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

１
．
個
々
の
施
設
種
別
単
位
で
は
な
く
、
法
人
単
位
の
貸
借
対
照
表
等
を
用
い
て
、
法
人
全
体
と
し
て
算

　
　
出
す
る
こ
と
と
な
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
５

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
６

「
計

画
の

策
定

に
係

る
費

用
が

社
会

福
祉

充
実

残
額

を
上

回
る

こ
と

が
明

ら
か

な
場

合
」

と
は

、
ど

の
よ
う
な
場
合
か
。
【
事
務
処
理
基
準
３
の
（
２
）
関
係
】

１
．
公
認
会
計
士
・
税
理
士
等
へ
の
意
見
聴
取
費
用
や
社
会
福
祉
充
実
事
業
の
実
施
に
向
け
た
マ
ー
ケ
テ

　
　
ィ
ン
グ
費
用
等
に
係
る
見
積
も
り
の
結
果
、
当
該
費
用
が
社
会
福
祉
充
実
残
額
を
上
回
っ
て
い
る
よ

　
　
う
な
場
合
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。

２
．
な
お
、
当
該
見
積
も
り
に
係
る
書
類
は
、
「
社
会
福
祉
充
実
残
額
の
計
算
過
程
に
関
す
る
書
類
」
と

　
　
し
て
、
社
会
福
祉
充
実
残
額
算
定
シ
ー
ト
及
び
そ
の
別
添
「
財
産
目
録
様
式
」
と
と
も
に
、
1
0
年
間

　
　
保
存
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
６

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
７

社
会

福
祉

充
実

残
額

が
正

の
数

字
と

な
っ

た
も

の
の

、
「

計
画

の
策

定
に

係
る

費
用

が
社

会
福

祉
充

実
残

額
を

上
回

る
こ

と
が

明
ら

か
な

場
合

」
に

該
当

す
る

よ
う

な
場

合
で

あ
っ

て
も

、
評

議
員

会
の

承
認

、
公

認
会

計
士

・
税

理
士

等
へ

の
意

見
聴

取
に

係
る

義
務

は
生

じ
る

か
。

【
事

務
処

理
基

準
３

の
（
２
）
関
係
】

１
．
 
義
務
は
生
じ
な
い
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
７

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
８

人
件

費
積

立
資

産
や

施
設

整
備

積
立

資
産

に
つ

い
て

は
、

何
故

控
除

対
象

財
産

と
な

ら
な

い
の

か
。

【
事
務
処
理
基
準
３
の
（
４
）
の
①
関
係
】

１
．
社
会
福
祉
充
実
残
額
の
算
定
ル
ー
ル
は
、
全
法
人
に
と
っ
て
公
平
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

　
　
る
こ
と
か
ら
、
法
人
の
任
意
で
そ
の
多
寡
を
決
定
で
き
る
積
立
資
産
に
つ
い
て
は
、
会
計
上
こ
れ
が

　
　
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
み
を
も
っ
て
控
除
対
象
財
産
と
は
な
ら
な
い
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
８

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
９

措
置

費
を

原
資

と
す

る
人

件
費

積
立

資
産

や
施

設
整

備
積

立
資

産
に

つ
い

て
は

、
控

除
対

象
財

産
と

な
る
の
か
。
【
事
務
処
理
基
準
３
の
（
４
）
の
①
関
係
】

１
．
措
置
費
を
原
資
と
す
る
人
件
費
積
立
資
産
や
施
設
整
備
積
立
資
産
に
つ
い
て
は
、
問
８
の
回
答
と
同

　
　
様
、
控
除
対
象
財
産
と
は
な
ら
な
い
が
、
措
置
費
を
原
資
と
す
る
積
立
資
産
に
は
使
途
に
制
限
が
あ

　
　
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
積
立
資
産
に
係
る
使
途
制
限
の
範
囲
内
で
、
社
会
福
祉
充
実
計
画
の
内
容
を

　
　
検
討
の
上
、
当
該
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
と
な
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
９

○
社

会
福

祉
法

人
制

度
改

革
Ｑ

＆
Ａ

（
令

和
元

年
9
月

1
3
日

現
在

）

　
※
 
本
Ｑ
＆
Ａ
は
、
既
に
発
出
済
み
の
Ｑ
＆
Ａ
を
整
理
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

出
　
　
　
典

1
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社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
1
0

大
規

模
災

害
に

備
え

て
計

上
し

て
い

る
積

立
資

産
は

控
除

対
象

財
産

と
な

る
の

か
。

【
事

務
処

理
基

準
３
の
（
４
）
の
①
関
係
】

１
．
大
規
模
災
害
に
備
え
て
計
上
し
て
い
る
積
立
資
産
に
つ
い
て
は
、
控
除
対
象
財
産
の
算
定
に
当
た
っ

　
　
て
、
最
低
限
建
物
の
建
替
等
に
必
要
な
費
用
を
考
慮
し
て
い
る
と
と
も
に
、
全
法
人
に
公
平
な
ル
ー

　
　
ル
を
設
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
控
除
対
象
財
産
と
は
な
ら
な
い
。

２
．
な
お
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
法
人
の
経
営
判
断
の
下
、
社
会
福
祉
充
実
残
額
の
有
無
に
か
か

　
　
わ
ら
ず
、
そ
の
保
有
す
る
財
産
を
活
用
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
1
0

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
1
1

共
同

募
金

会
に

お
け

る
赤

い
羽

根
共

同
募

金
に

係
る

積
立

資
産

は
控

除
対

象
財

産
と

な
る

の
か

。
【
事
務
処
理
基
準
３
の
（
４
）
の
①
関
係
】

１
．
共
同
募
金
会
に
お
け
る
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
係
る
積
立
資
産
に
つ
い
て
は
、
共
同
募
金
事
業
の
性

　
　
質
上
、
寄
付
者
か
ら
募
金
を
集
め
、
こ
れ
を
分
配
す
る
こ
と
が
事
業
そ
の
も
の
の
目
的
で
あ
る
こ
と

　
　
か
ら
、
「
社
会
福
祉
法
に
基
づ
く
事
業
に
活
用
し
て
い
る
不
動
産
等
」
と
し
て
控
除
対
象
財
産
に
該

　
　
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
1
1

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
1
2

助
成

事
業

の
原

資
と

な
る

積
立

資
産

は
控

除
対

象
財

産
と

な
る

の
か

。
【

事
務

処
理

基
準

３
の

（
４
）
の
①
関
係
】

１
．
助
成
事
業
の
原
資
と
な
る
積
立
資
産
に
つ
い
て
は
、
助
成
事
業
の
性
質
上
、
一
定
の
積
立
資
産
を
取

　
　
り
崩
す
な
ど
に
よ
り
、
民
間
団
体
等
に
助
成
を
行
う
こ
と
が
事
業
そ
の
も
の
の
目
的
で
あ
る
こ
と
か

　
　
ら
、
「
社
会
福
祉
法
に
基
づ
く
事
業
に
活
用
し
て
い
る
不
動
産
等
」
と
し
て
控
除
対
象
財
産
に
該
当

　
　
す
る
も
の
で
あ
る
。

２
．
な
お
、
社
会
福
祉
充
実
計
画
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
充
実
残
額
を
助
成
事
業
の
原
資
に
充
て
る
場
合

　
　
に
つ
い
て
は
、
当
該
計
画
に
基
づ
き
、
当
該
助
成
事
業
の
実
施
経
費
と
し
て
法
人
外
に
支
出
さ
れ
る

　
　
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
計
画
の
実
施
期
間
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
充
実
残
額
の
う

　
　
ち
、
当
該
原
資
に
充
て
る
た
め
の
積
立
資
産
等
に
つ
い
て
は
、
「
社
会
福
祉
法
に
基
づ
く
事
業
に
活

　
　
用
し
て
い
る
不
動
産
等
」
と
し
て
、
控
除
対
象
財
産
に
は
該
当
し
な
い
も
の
と
し
て
取
扱
う
こ
と
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
1
2

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
1
3

助
成

事
業

の
原

資
と

し
て

控
除

対
象

財
産

に
該

当
す

る
積

立
資

産
と

は
、

ど
の

よ
う

な
要

件
を

満
た

せ
ば
良
い
か
。
【
事
務
処
理
基
準
３
の
（
４
）
の
①
関
係
】

１
．
助
成
事
業
の
原
資
と
な
る
積
立
資
産
と
し
て
、
控
除
対
象
財
産
に
該
当
す
る
た
め
に
は
、

　
　
　
①
法
人
の
定
款
に
お
い
て
、
助
成
事
業
を
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、

　
　
　
②
個
別
の
助
成
事
業
の
実
施
に
係
る
要
綱
等
が
作
成
さ
れ
、

　
　
現
に
当
該
積
立
資
産
が
助
成
事
業
の
原
資
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
こ

　
　
と
が
必
要
で
あ
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
1
3

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
1
4

社
会

福
祉

充
実

計
画

に
お

い
て

、
平

成
2
9
年

度
に

土
地

を
購

入
し

、
平

成
3
2
年

度
に

当
該

土
地

に
建

物
を

建
設

し
て

事
業

を
開

始
す

る
場

合
、

平
成

3
0
年

度
に

お
い

て
当

該
土

地
を

控
除

対
象

財
産

と
し

て
良
い
か
。

１
．
社
会
福
祉
充
実
計
画
に
基
づ
き
、
新
た
に
取
得
し
た
土
地
を
控
除
対
象
財
産
と
し
て
取
り
扱
っ
た
場

　
　
合
、
当
該
計
画
の
実
施
期
間
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
福
祉
充
実
残
額
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
計

　
　
画
の
終
了
に
至
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
出
て
く
る
こ
と
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。

２
．
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
回
避
す
る
た
め
、
社
会
福
祉
充
実
計
画
に
基
づ
き
新
た
に
取
得
し
た

　
　
土
地
及
び
建
物
（
建
設
中
の
た
め
建
設
仮
勘
定
に
計
上
し
て
い
る
場
合
を
含
む
。
）
に
限
っ
て
は
、

　
　
こ
れ
ら
を
控
除
対
象
財
産
と
は
せ
ず
に
、
財
産
目
録
上
、
「
社
会
福
祉
充
実
計
画
用
財
産
」
と
し
て

　
　
別
個
に
管
理
し
た
上
、
当
該
土
地
等
を
取
得
し
た
年
度
の
次
年
度
か
ら
計
画
を
終
了
す
る
ま
で
の

　
　
間
、
社
会
福
祉
充
実
財
産
の
算
定
の
際
に
、
社
会
福
祉
充
実
残
額
か
ら
、
当
該
貸
借
対
照
表
価
額
を

　
　
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
（
関
連
：
問
7
3
）

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
1
4

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
1
5

法
人

に
基

金
を

設
置

し
、

当
該

基
金

の
運

用
益

を
特

定
事

業
の

費
用

に
充

て
て

い
る

が
、

こ
の

よ
う

な
場

合
、

当
該

基
金

は
控

除
対

象
財

産
に

該
当

す
る

も
の

と
し

て
考

え
て

良
い

か
。

【
事

務
処

理
基

準
３
の
（
４
）
の
①
関
係
】

１
．
当
該
基
金
が
国
や
自
治
体
か
ら
の
補
助
や
第
三
者
か
ら
の
寄
付
等
に
よ
っ
て
使
途
・
目
的
等
が
明
確

　
　
に
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
限
り
、
控
除
対
象
財
産
に
は
該
当
し
な
い
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
1
5

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
1
6

社
会

福
祉

充
実

残
額

を
算

定
す

る
会

計
年

度
の

翌
年

度
に

新
た

な
施

設
を

建
設

す
る

場
合

に
、

当
該

建
設

費
用

を
控

除
対

象
財

産
と

し
て

取
り

扱
っ

て
良

い
か

。
【

事
務

処
理

基
準

３
の

（
４

）
の

①
関

係
】

１
．
社
会
福
祉
充
実
残
額
を
算
定
す
る
会
計
年
度
の
翌
年
度
に
新
た
な
施
設
を
建
設
す
る
場
合
に
つ
い
て

　
　
は
、
国
庫
補
助
等
の
内
示
を
受
け
、
又
は
建
設
会
社
等
と
の
契
約
が
締
結
さ
れ
、
建
設
費
用
が
相
当

　
　
程
度
確
定
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
翌
年
度
に
お
け
る
当
該
建
物
に
係
る
着
工
時
期
が
既
に
決
定

　
　
さ
れ
て
い
る
と
き
（
こ
れ
ら
の
事
実
関
係
が
書
面
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
は
、

　
　
当
該
建
設
費
用
の
う
ち
、
自
己
資
金
（
寄
付
金
を
含
む
。
）
相
当
額
を
「
社
会
福
祉
法
に
基
づ
く
事

　
　
業
に
活
用
し
て
い
る
不
動
産
等
」
と
し
て
、
控
除
し
て
差
し
支
え
な
い
。

２
．
な
お
、
当
該
自
己
資
金
相
当
額
が
現
預
金
に
計
上
さ
れ
て
い
る
場
合
の
財
産
目
録
の
記
載
方
法
に
つ

　
　
い
て
は
、
問
1
7
の
方
法
に
よ
る
こ
と
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
1
6

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
1
7

都
道

府
県

等
が

実
施

す
る

退
職

共
済

制
度

に
加

入
し

て
い

る
法

人
に

お
い

て
、

会
計

処
理

上
、

資
産

の
部

の
退

職
給

付
引

当
資

産
に

掛
金

を
計

上
す

る
一

方
、

負
債

の
部

の
退

職
給

付
引

当
金

に
約

定
の

給
付

額
を

計
上

す
る

な
ど

に
よ

り
、

退
職

給
付

引
当

資
産

が
退

職
給

付
引

当
金

よ
り

も
多

く
計

上
さ

れ
て

い
る

場
合

に
、

当
該

差
額

部
分

は
控

除
対

象
財

産
と

し
て

取
り

扱
っ

て
良

い
か

。
【

事
務

処
理

基
準
３
の
（
４
）
の
①
関
係
】

１
．
ご
指
摘
の
よ
う
な
場
合
、
資
産
の
部
に
計
上
さ
れ
て
い
る
当
該
差
額
部
分
は
、
社
会
福
祉
充
実
残
額

　
　
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
資
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
控
除
対
象
財
産
に
該
当
す
る
も
の
と
し

　
　
て
取
り
扱
っ
て
差
し
支
え
な
い
。

２
．
な
お
、
こ
の
場
合
の
財
産
目
録
の
記
載
方
法
に
つ
い
て
は
、
問
2
4
の
方
法
に
よ
る
こ
と
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
1
7

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
1
8

法
人

設
立

時
に

、
所

轄
庁

か
ら

基
本

財
産

を
３

億
円

確
保

す
る

よ
う

指
導

さ
れ

た
経

緯
が

あ
る

が
、

現
行

の
関

係
通

知
の

ル
ー

ル
に

基
づ

け
ば

、
必

要
な

基
本

財
産

は
原

則
１

億
円

と
な

る
。

こ
の

よ
う

な
場

合
で

あ
っ

て
も

、
控

除
対

象
財

産
の

対
象

と
な

る
基

本
財

産
は

１
億

円
と

な
っ

て
し

ま
う

の
か
。
【
事
務
処
理
基
準
３
の
（
４
）
の
①
の
注
１
関
係
】

１
．
法
人
設
立
時
に
、
現
行
の
関
係
通
知
に
基
づ
く
金
額
以
上
の
基
本
財
産
を
確
保
す
る
よ
う
、
所
轄
庁

　
　
か
ら
指
導
を
受
け
た
よ
う
な
経
緯
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
社
会
福
祉
充
実
残
額
の
算
定
時
に
お
い

　
　
て
も
引
き
続
き
当
該
基
本
財
産
を
保
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
経
緯
に
も
配
慮
し
、
法
人
設
立

　
　
時
に
お
け
る
定
款
に
記
載
さ
れ
る
額
等
客
観
的
に
明
ら
か
な
額
の
範
囲
に
お
い
て
、
控
除
対
象
と
す

　
　
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

２
．
よ
っ
て
、
ご
指
摘
の
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
事
実
が
客
観
的
に
確
認
で
き
る
書
類
が
あ
る
場

　
　
合
に
は
、
３
億
円
全
額
を
控
除
対
象
と
し
て
差
し
支
え
な
い
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
1
8

2

51



社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
1
9

「
国

や
自

治
体

か
ら

の
補

助
を

受
け

、
又

は
寄

付
者

等
か

ら
使

途
・

目
的

が
明

確
に

特
定

さ
れ

て
い

る
寄

付
金

等
に

よ
り

設
置

さ
れ

た
積

立
資

産
等

」
と

は
、

ど
の

よ
う

な
も

の
を

想
定

し
て

い
る

の
か
。
【
事
務
処
理
基
準
３
の
（
４
）
の
①
の
注
３
関
係
】

１
．
「
国
や
自
治
体
か
ら
の
補
助
を
受
け
て
設
置
さ
れ
た
積
立
資
産
等
」
に
つ
い
て
は
、
生
活
福
祉
資
金

　
　
貸
付
事
業
や
介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
貸
付
事
業
に
よ
る
貸
付
原
資
な
ど
が
該
当
す
る
。

２
．
ま
た
、
「
寄
付
者
等
か
ら
使
途
・
目
的
が
明
確
に
特
定
さ
れ
て
い
る
寄
付
金
等
に
よ
り
設
置
さ
れ
た

　
　
積
立
資
産
等
」
に
つ
い
て
は
、
寄
付
金
や
会
費
等
の
募
集
に
当
た
っ
て
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
募

　
　
集
要
綱
や
会
則
等
又
は
寄
付
者
に
よ
る
寄
付
申
込
書
等
に
お
い
て
、
特
定
さ
れ
た
使
途
が
明
記
さ
れ

　
　
て
い
る
も
の
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
積
立
資
産
や
現
預
金
、
有
価
証
券
が
該
当
す
る
。

３
．
な
お
、
上
記
「
特
定
さ
れ
た
使
途
」
と
は
、
「
法
人
運
営
全
般
」
と
い
っ
た
よ
う
な
、
そ
の
使
途
に

　
　
法
人
の
広
範
な
裁
量
性
の
あ
る
も
の
は
該
当
せ
ず
、
「
○
○
施
設
の
運
営
」
、
「
○
○
事
業
の
実

　
　
施
」
な
ど
、
要
綱
等
に
お
い
て
、
事
業
の
種
類
が
特
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
　

※
　
寄
付
金
の
使
途
に
つ
い
て
、
法
人
が
寄
付
者
等
か
ら
、
広
範
な
裁
量
を
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
れ

　
　
ば
、
当
該
寄
付
金
が
社
会
福
祉
充
実
残
額
に
充
当
さ
れ
た
と
し
て
も
、
結
果
と
し
て
法
人
が
実
施
す

　
　
る
事
業
に
還
元
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
寄
付
者
等
の
意
向
と
は
矛
盾
が
生
じ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ

　
　
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
1
9

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
2
0

「
国

や
自

治
体

か
ら

の
補

助
を

受
け

、
又

は
寄

付
者

等
の

第
三

者
か

ら
使

途
・

目
的

が
明

確
に

特
定

さ
れ

て
い

る
寄

付
等

の
拠

出
を

受
け

、
設

置
さ

れ
た

積
立

資
産

等
」

に
、

法
人

の
自

主
財

源
が

一
部

混
在

し
て

い
る

場
合

、
当

該
積

立
資

産
は

全
額

控
除

対
象

財
産

と
し

て
良

い
か

。
【

事
務

処
理

基
準

３
の
（
４
）
の
①
の
注
３
関
係
】

１
．
ご
指
摘
の
よ
う
な
場
合
、
原
則
と
し
て
法
人
の
自
主
財
源
相
当
額
を
除
き
、
国
や
自
治
体
か
ら
の
補

　
　
助
や
第
三
者
か
ら
の
寄
付
等
及
び
そ
の
運
用
益
相
当
額
が
控
除
対
象
財
産
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、

　
　
当
該
積
立
資
産
の
設
置
か
ら
相
当
程
度
の
年
数
が
経
過
す
る
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ら
を
区
分
す
る
こ

　
　
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
平
成
2
9
年
３
月
3
1
日
時
点
に
お
け
る
当
該
積
立
資
産
の
全
額
を
控
除
対
象

　
　
財
産
と
し
て
差
し
支
え
な
い
。

２
．
た
だ
し
、
平
成
2
9
年
４
月
１
日
以
降
に
、
当
該
積
立
資
産
へ
の
法
人
の
自
主
財
源
を
繰
り
入
れ
た
場

　
　
合
、
当
該
自
主
財
源
相
当
額
に
つ
い
て
は
控
除
対
象
財
産
と
は
な
ら
な
い
。

　
　
よ
っ
て
、
平
成
2
9
年
３
月
3
1
日
段
階
に
お
け
る
積
立
資
産
の
額
と
、
平
成
2
9
年
４
月
１
日
以
降
に
当

　
　
該
積
立
資
産
に
繰
り
入
れ
た
自
主
財
源
相
当
額
と
を
そ
れ
ぞ
れ
区
分
し
て
把
握
し
て
お
く
こ
と
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
2
0

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
2
1

原
子

力
発

電
所

事
故

に
よ

る
東

京
電

力
か

ら
の

賠
償

金
に

つ
い

て
、

現
預

金
で

保
有

し
て

い
る

場
合
、
控
除
対
象
財
産
と
な
る
の
か
。
【
事
務
処
理
基
準
３
の
（
４
）
の
①
の
注
４
関
係
】

１
．
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
東
京
電
力
か
ら
の
賠
償
金
に
つ
い
て
は
、
現
状
復
旧
の
た
め
に
必
要
な

　
　
資
金
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
現
預
金
と
し
て
保
有
し
て
い
る
場
合
、
当
該
賠
償
金
の
範
囲
で
控

　
　
除
対
象
財
産
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
2
1

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
2
2

対
応

基
本

金
の

調
整

に
お

い
て

、
３

号
基

本
金

相
当

額
を

除
く

趣
旨

如
何

。
【

事
務

処
理

基
準

３
の

（
４
）
の
②
関
係
】

１
．
対
応
基
本
金
に
つ
い
て
は
、
「
活
用
可
能
な
財
産
」
の
算
定
時
に
既
に
基
本
金
全
額
を
控
除
し
て
い

　
　
る
こ
と
か
ら
、
「
社
会
福
祉
法
に
基
づ
く
事
業
に
活
用
し
て
い
る
不
動
産
等
」
の
算
定
に
当
た
っ

　
　
て
、
当
該
不
動
産
等
の
価
値
に
含
ま
れ
る
基
本
金
相
当
額
の
二
重
の
控
除
を
排
除
す
る
た
め
、
こ
れ

　
　
を
差
し
引
く
調
整
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

２
．
し
か
し
な
が
ら
、
３
号
基
本
金
相
当
額
に
つ
い
て
は
、
「
施
設
の
創
設
及
び
増
築
時
等
に
運
転
資
金

　
　
に
充
て
る
た
め
に
収
受
し
た
寄
附
金
の
額
」
で
あ
り
、
不
動
産
等
の
価
額
と
直
接
関
係
す
る
も
の
で

　
　
は
な
い
こ
と
か
ら
、
対
応
基
本
金
の
調
整
に
お
い
て
３
号
基
本
金
相
当
額
を
除
く
こ
と
が
で
き
る
こ

　
　
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

３
．
な
お
、
「
社
会
福
祉
法
に
基
づ
く
事
業
に
活
用
し
て
い
る
不
動
産
等
」
の
算
定
に
当
た
っ
て
、
３
号

　
　
基
本
金
相
当
額
が
不
明
な
場
合
に
は
、
当
該
３
号
基
本
金
相
当
額
を
含
め
、
基
本
金
全
額
を
差
し
引

　
　
く
も
の
と
す
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
2
2

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
2
3

対
応

負
債

の
調

整
に

お
い

て
、

１
年

以
内

返
済

予
定

設
備

資
金

借
入

金
等

特
定

の
科

目
の

合
計

額
と

す
る
趣
旨
如
何
。
【
事
務
処
理
基
準
３
の
（
４
）
の
③
関
係
】

１
．
対
応
負
債
に
つ
い
て
は
、
「
活
用
可
能
な
財
産
」
の
算
定
時
に
既
に
負
債
全
額
を
控
除
し
て
い
る
こ

　
　
と
か
ら
、
「
社
会
福
祉
法
に
基
づ
く
事
業
に
活
用
し
て
い
る
不
動
産
等
」
の
算
定
に
当
た
っ
て
、
当

　
　
該
不
動
産
等
の
価
値
に
含
ま
れ
る
借
入
金
相
当
額
の
二
重
の
控
除
を
排
除
す
る
た
め
、
こ
れ
を
差
し

　
　
引
く
調
整
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

２
．
「
社
会
福
祉
法
に
基
づ
く
事
業
に
活
用
し
て
い
る
不
動
産
等
」
に
つ
い
て
は
、
建
物
・
設
備
に
係
る

　
　
資
産
額
が
大
部
分
を
占
め
る
こ
と
と
な
る
が
、
対
応
負
債
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
概
ね
貸
借
対
照

　
　
表
に
お
け
る

　
　
　
①
１
年
以
内
返
済
予
定
設
備
資
金
借
入
金
、

　
　
　
②
１
年
以
内
返
済
予
定
リ
ー
ス
債
務
、

　
　
　
③
設
備
資
金
借
入
金
、

　
　
　
④
リ
ー
ス
債
務

　
　
の
合
計
額
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
合
計
額
を
対
応
負
債
と
し
て
擬
制

　
　
し
、
事
務
の
簡
素
化
を
図
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
2
3

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
2
4

財
産

目
録

の
記

載
に

当
た

っ
て

、
あ

る
科

目
に

記
載

す
べ

き
資

産
の

数
量

が
大

量
に

あ
る

場
合

、
控

除
対

象
と

な
る

資
産

と
、

控
除

対
象

と
は

な
ら

な
い

資
産

の
２

つ
に

区
分

し
た

上
で

、
当

該
区

分
ご

と
に

、
代

表
例

を
記

載
し

、
そ

れ
ぞ

れ
数

量
を

記
載

（
○

○
ほ

か
○

個
）

す
る

方
法

に
よ

る
こ

と
は

可
能
か
。
【
事
務
処
理
基
準
３
の
（
４
）
の
⑤
関
係
】

１
．
財
産
目
録
の
記
載
に
当
た
っ
て
、
資
産
の
数
量
が
大
量
に
あ
る
場
合
、
拠
点
単
位
で
記
載
し
な
け
れ

　
　
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
土
地
・
建
物
を
除
き
、
貴
見
の
と
お
り
取
り
扱
っ
て
差
し
支
え
な

　
　
い
。

　
　
（
具
体
的
な
記
載
例
）
車
輌
運
搬
具
の
場
合

　
　
　
【
控
除
対
象
】
　
（
会
社
名
）
　
（
車
輌
商
品
名
）
ほ
か
2
0
台

　
　
　
【
控
除
非
対
象
】
（
会
社
名
）
　
（
車
輌
商
品
名
）
ほ
か
５
台

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
2
4

3

52



社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
2
5

財
産

目
録

の
記

載
に

当
た

っ
て

、
現

預
金

に
つ

い
て

は
、

原
則

と
し

て
控

除
対

象
財

産
と

な
ら

な
い

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

が
、

貸
付

事
業

の
原

資
な

ど
を

現
預

金
と

し
て

計
上

し
て

い
る

場
合

、
ど

の
よ

う
に
取
り
扱
う
べ
き
か
。
【
事
務
処
理
基
準
３
の
（
４
）
の
⑤
関
係
】

１
．
財
産
目
録
の
記
載
に
当
た
っ
て
、
現
預
金
の
中
に
貸
付
事
業
の
原
資
な
ど
、
「
社
会
福
祉
法
に
基
づ

　
　
く
事
業
に
活
用
し
て
い
る
不
動
産
等
」
に
該
当
す
る
資
産
が
計
上
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、

　
　
例
外
的
に
、
現
預
金
の
欄
を
、
控
除
対
象
と
す
べ
き
資
産
と
、
控
除
非
対
象
の
財
産
の
２
段
に
分
け

　
　
て
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
（
具
体
的
な
記
載
例
）

　
　
【
控
除
対
象
】
　
○
円
　
○
○
事
業
貸
付
原
資
と
し
て

　
　
【
控
除
非
対
象
】
○
円

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
2
5

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
2
6

「
再

取
得

に
必

要
な

財
産

」
の

算
定

は
、

建
物

単
位

で
行

う
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
が

、
増

築
又

は
改

築
・

大
規

模
修

繕
を

行
っ

て
い

る
よ

う
な

場
合

は
、

ど
の

よ
う

な
単

位
で

算
定

す
べ

き
か

。
【

事
務

処
理
基
準
３
の
（
５
）
関
係
】

１
．
「
再
取
得
に
必
要
な
財
産
」
の
算
定
に
当
た
っ
て
、
増
築
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
原
則

　
　
と
し
て
、
本
体
建
物
部
分
と
、
増
築
部
分
を
区
分
し
て
そ
れ
ぞ
れ
計
算
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　
　
こ
の
際
、
財
産
目
録
に
つ
い
て
も
こ
れ
ら
を
区
分
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
よ

　
　
り
難
い
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
を
区
分
せ
ず
本
体
建
物
と
一
体
の
も
の
と
し
て
、
合
算
し
て
算

　
　
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
（
な
お
、
こ
の
場
合
の
建
物
取
得
年
度
に
つ
い
て
は
、
本

　
　
体
建
物
の
取
得
年
度
と
す
る
。
）

２
．
ま
た
、
改
築
・
大
規
模
修
繕
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
本
体
建
物
部
分

　
　
と
、
改
築
・
大
規
模
修
繕
部
分
を
合
算
し
て
計
算
を
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
改
築
・
大
規

　
　
模
修
繕
部
分
が
面
積
の
拡
充
を
伴
う
場
合
な
ど
、
こ
れ
ら
を
区
分
す
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
に
つ

　
　
い
て
は
、
区
分
し
て
算
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
（
こ
の
場
合
の
建
物
取
得
年
度

　
　
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
得
年
度
と
す
る
。
ま
た
、
財
産
目
録
に
つ
い
て
も
区
分
す
る
こ
と

　
　
が
必
要
で
あ
る
。
）

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
2
6

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
2
7

「
再

取
得

に
必

要
な

財
産

」
の

算
定

に
当

た
っ

て
、

本
体

建
物

部
分

と
、

増
築

部
分

と
に

区
分

し
て

計
算

を
行

う
場

合
に

、
照

明
設

備
等

の
建

物
付

属
設

備
の

更
新

費
用

な
ど

、
両

者
が

一
体

不
可

分
で

あ
っ

て
、

こ
れ

ら
を

明
確

に
区

分
で

き
な

い
固

定
資

産
に

つ
い

て
は

、
ど

の
よ

う
に

取
り

扱
う

べ
き

か
。
【
事
務
処
理
基
準
３
の
（
５
）
関
係
】

１
．
本
体
建
物
部
分
と
増
築
部
分
と
が
一
体
不
可
分
な
固
定
資
産
に
つ
い
て
は
、
建
物
延
床
面
積
割
合
な

　
　
ど
の
合
理
的
な
方
法
に
よ
り
按
分
す
る
こ
と
と
す
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
2
7

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
2
8

中
古

物
件

を
取

得
し

た
場

合
の

「
再

取
得

に
必

要
な

財
産

」
の

算
定

方
法

如
何

。
【

事
務

処
理

基
準

３
の
（
５
）
関
係
】

１
．
中
古
物
件
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
当
該
取
得
価
額
の
範
囲
内
で
、
減
価
償
却
を
行
う
こ
と
と
な

　
　
り
、
当
該
減
価
償
却
累
計
額
を
基
に
「
再
取
得
に
必
要
な
財
産
」
を
算
定
す
る
こ
と
と
な
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
2
8

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
2
9

減
価

償
却

累
計

額
の

算
定

に
当

た
っ

て
、

建
物

の
う

ち
、

建
物

付
属

設
備

に
つ

い
て

は
、

ど
の

よ
う

に
取
り
扱
う
べ
き
か
。
【
事
務
処
理
基
準
３
の
（
５
）
の
②
関
係
】

１
．
社
会
福
祉
法
人
会
計
基
準
に
お
い
て
、
貸
借
対
照
表
上
、
「
建
物
」
に
計
上
す
べ
き
金
額
は
、
「
建

　
　
物
及
び
建
物
付
属
設
備
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
減
価
償
却
累
計
額
の
算
定
に
当
た
っ
て

　
　
は
、
建
物
ご
と
に
、
当
該
建
物
付
属
設
備
を
含
む
金
額
を
計
上
す
る
こ
と
と
な
る
。

２
．
な
お
、
建
物
取
得
年
度
の
記
載
に
当
た
っ
て
は
、
建
物
と
建
物
付
属
設
備
の
取
得
年
度
が
異
な
る
場

　
　
合
で
あ
っ
て
も
、
建
物
付
属
設
備
の
取
得
・
更
新
時
期
に
か
か
わ
ら
ず
、
建
物
の
取
得
年
度
と
す
る

　
　
こ
と
。

⇒
　
別
添
参
考
①

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
2
9

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
3
0

減
価

償
却

累
計

額
の

算
定

に
当

た
っ

て
、

基
本

財
産

に
位

置
付

け
て

い
る

建
物

A
の

建
物

付
属

設
備

に
つ

い
て

、
建

物
A
建

設
当

初
の

も
の

に
つ

い
て

は
基

本
財

産
に

計
上

し
、

そ
の

後
に

増
設

し
た

付
属

設
備

に
つ

い
て

は
、

そ
の

他
の

固
定

資
産

に
お

け
る

構
築

物
に

計
上

し
て

い
る

よ
う

な
場

合
、

ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
べ
き
か
。
【
事
務
処
理
基
準
３
の
（
５
）
の
②
関
係
】

１
．
ご
指
摘
の
よ
う
な
場
合
、
建
物
付
属
設
備
に
つ
い
て
は
、
「
構
築
物
」
で
は
な
く
、
「
建
物
」
の
勘

　
　
定
科
目
を
用
い
る
と
と
も
に
、
建
物
Ａ
の
取
得
年
度
に
応
じ
た
建
設
工
事
費
デ
フ
レ
ー
タ
ー
を
用
い

　
　
る
こ
と
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
3
0

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
3
1

建
物

建
設

時
の

１
㎡

当
た

り
単

価
の

算
出

に
当

た
っ

て
、

賃
借

建
物

に
係

る
内

部
造

作
や

本
体

建
物

と
は

独
立

し
た

物
置

な
ど

に
つ

い
て

は
、

ど
の

よ
う

に
取

り
扱

う
べ

き
か

。
【

事
務

処
理

基
準

３
の

（
５
）
の
③
関
係
】

１
．
建
物
建
設
時
の
１
㎡
当
た
り
単
価
の
算
出
に
当
た
っ
て
、
賃
借
建
物
に
係
る
内
部
造
作
や
本
体
建
物

　
　
と
は
独
立
し
た
物
置
な
ど
に
つ
い
て
は
、
床
面
積
は
考
慮
せ
ず
、
取
得
年
度
に
応
じ
た
建
設
工
事
費

　
　
デ
フ
レ
ー
タ
ー
を
使
用
す
る
も
の
と
す
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
3
1

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
3
2

一
般

的
な

自
己

資
金

比
率

は
ど

の
よ

う
に

設
定

さ
れ

て
い

る
の

か
。

ま
た

、
こ

の
値

は
い

つ
見

直
さ

れ
る
の
か
。
【
事
務
処
理
基
準
３
の
（
５
）
の
④
関
係
】

１
．
一
般
的
な
自
己
資
金
比
率
に
つ
い
て
は
、
「
社
会
福
祉
法
人
に
お
け
る
事
業
継
続
に
必
要
な
建
設
費

　
　
と
大
規
模
修
繕
費
に
関
す
る
調
査
研
究
」
（
一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
福
祉
建
築
協
会
）
に
お
い

　
　
て
、
社
会
福
祉
法
人
の
施
設
建
設
時
の
自
己
資
金
（
寄
付
金
を
含
み
、
借
入
金
及
び
補
助
金
を
除

　
　
く
。
）
の
実
態
を
調
査
し
、
当
該
結
果
を
踏
ま
え
、
全
て
の
施
設
種
別
に
共
通
す
る
平
均
的
な
比
率

　
　
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。

２
．
ま
た
、
こ
れ
は
、
近
年
の
補
助
金
比
率
の
変
動
を
的
確
に
反
映
さ
せ
る
観
点
か
ら
、
直
近
５
年
間
に

　
　
建
設
さ
れ
た
施
設
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
い
る
。

３
．
な
お
、
平
成
3
0
年
度
以
降
の
具
体
的
な
比
率
に
つ
い
て
は
、
「
社
会
福
祉
法
人
の
財
務
諸
表
等
電
子

　
　
開
示
シ
ス
テ
ム
」
の
稼
働
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
当
該
シ
ス
テ
ム
か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
元
に
、

　
　
必
要
な
見
直
し
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
3
2

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
3
3

自
治

体
か

ら
建

物
の

無
償

譲
渡

を
受

け
た

場
合

、
建

設
時

の
自

己
資

金
比

率
に

つ
い

て
は

、
ど

の
よ

う
に
取
り
扱
う
べ
き
か
。
【
事
務
処
理
基
準
３
の
（
５
）
の
④
関
係
】

１
．
自
治
体
か
ら
建
物
の
無
償
譲
渡
を
受
け
た
場
合
の
建
設
時
の
自
己
資
金
比
率
に
つ
い
て
は
、
当
該
建

　
　
物
の
入
手
に
当
た
っ
て
、
法
人
と
し
て
の
自
己
資
金
は
投
入
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
建
設
時
の

　
　
自
己
資
金
比
率
と
し
て
は
０
％
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
一
般
的
な
自
己
資
金
比
率
で
あ
る
2
2
％
を
適

　
　
用
す
る
こ
と
と
な
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
3
3

4

53



社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
3
4

個
人

か
ら

建
物

の
寄

付
を

受
け

た
場

合
、

建
設

時
の

自
己

資
金

比
率

に
つ

い
て

は
、

ど
の

よ
う

に
取

り
扱
う
べ
き
か
。
【
事
務
処
理
基
準
３
の
（
５
）
の
④
関
係
】

１
．
個
人
か
ら
建
物
の
寄
付
を
受
け
た
場
合
の
建
設
時
の
自
己
資
金
比
率
に
つ
い
て
は
、
当
該
自
己
資
金

　
　
比
率
の
算
定
時
に
自
己
資
金
に
は
寄
附
金
を
含
む
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
建
設
時
の
自
己
資

　
　
金
比
率
と
し
て
は
1
0
0
％
と
な
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
3
4

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
3
5

建
設

時
の

自
己

資
金

比
率

に
つ

い
て

は
、

「
当

該
建

物
の

建
設

に
係

る
自

己
資

金
額

÷
当

該
建

物
の

建
設

時
の

取
得

価
額

」
の

計
算

式
に

よ
り

、
算

出
す

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
が

、
こ

の
場

合
の

自
己

資
金

額
に

は
、

ど
の

よ
う

な
費

用
を

含
め

れ
ば

良
い

か
。

【
事

務
処

理
基

準
３

の
（

５
）

の
④

関
係
】

１
．
建
物
建
設
時
の
自
己
資
金
額
に
つ
い
て
は
、
建
物
本
体
の
建
設
費
用
の
ほ
か
、
土
地
造
成
費
、
既
存

　
　
建
物
解
体
費
、
仮
移
転
等
費
用
及
び
設
計
監
理
等
費
用
、
建
物
と
一
体
的
に
整
備
し
た
設
備
（
厨
房

　
　
設
備
、
機
械
浴
槽
等
）
や
外
構
工
事
費
等
の
合
計
額
に
係
る
自
己
資
金
相
当
額
と
す
る
こ
と
が
で
き

　
　
る
も
の
と
す
る
。

２
．
た
だ
し
、
土
地
の
取
得
費
用
は
含
ま
な
い
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
3
5

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
3
6

大
規

模
修

繕
費

の
実

績
額

の
記

載
に

当
た

っ
て

、
ど

の
よ

う
な

費
用

を
大

規
模

修
繕

費
と

し
て

捉
え

れ
ば
良
い
か
。
【
事
務
処
理
基
準
３
の
（
５
）
の
⑤
関
係
】

１
．
大
規
模
修
繕
費
は
、
施
設
・
設
備
の
経
年
劣
化
に
伴
う
施
設
の
広
範
囲
に
渡
る
補
修
や
、
設
備
の
更

　
　
新
・
新
設
等
の
工
事
に
係
る
費
用
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
施
設
の
一
部
を
補
修
す
る
も
の
や
応
急

　
　
的
・
一
時
的
な
対
応
、
点
検
等
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
係
る
費
用
は
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

２
．
具
体
的
に
は
、
例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
工
事
が
大
規
模
修
繕
に
該
当
す
る
。

⇒
別
添
参
考
②

３
．
な
お
、
こ
こ
で
い
う
大
規
模
修
繕
費
と
は
、
会
計
処
理
上
、
固
定
資
産
に
計
上
さ
れ
る
資
本
的
支
出

　
　
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
上
記
の
よ
う
な
工
事
に
係
る
支
出
の
合
計
額
を
い
う
も
の
で
あ
る
。

４
．
ま
た
、
大
規
模
修
繕
に
係
る
実
績
額
が
不
明
な
場
合
に
は
、
例
外
的
に
事
務
処
理
基
準
３
の
（
５
）

　
　
の
⑤
の
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
計
算
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
上
記
の
工
事

　
　
に
係
る
支
出
に
つ
い
て
、
一
部
で
も
不
明
な
場
合
に
は
、
当
該
計
算
式
に
よ
る
こ
と
と
し
て
差
し
支

　
　
え
な
い
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
3
6

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
3
7

「
主

と
し

て
施

設
・

事
業

所
の

経
営

を
目

的
と

し
て

い
な

い
法

人
等

の
特

例
」

に
つ

い
て

は
、

「
再

取
得

に
必

要
な

財
産

」
と

「
必

要
な

運
転

資
金

」
の

合
計

額
が

法
人

全
体

の
年

間
事

業
活

動
支

出
を

下
回

る
場

合
は

、
施

設
・

事
業

所
の

経
営

の
有

無
に

関
わ

ら
ず

、
こ

れ
に

該
当

す
る

全
て

の
法

人
が

そ
の
適
用
を
受
け
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
良
い
の
か
。
【
事
務
処
理
基
準
３
の
（
７
）
関
係
】

１
．
貴
見
の
と
お
り
取
り
扱
っ
て
差
し
支
え
な
い
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
3
7

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
3
8

「
主

と
し

て
施

設
・

事
業

所
の

経
営

を
目

的
と

し
て

い
な

い
法

人
等

の
特

例
」

の
要

件
に

該
当

す
る

場
合

で
あ

っ
て

も
、

法
人

の
判

断
と

し
て

特
例

の
適

用
を

受
け

な
い

こ
と

は
可

能
か

。
【

事
務

処
理

基
準
３
の
（
７
）
関
係
】

１
．
貴
見
の
と
お
り
取
り
扱
っ
て
差
し
支
え
な
い
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
3
8

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
3
9

社
会

福
祉

充
実

残
額

は
、

会
計

処
理

上
、

そ
の

他
の

積
立

金
及

び
積

立
資

産
と

し
て

計
上

す
る

必
要

が
あ
る
の
か
。

１
．
社
会
福
祉
充
実
残
額
に
つ
い
て
は
、
会
計
基
準
に
よ
る
会
計
処
理
と
は
別
の
概
念
で
あ
る
こ
と
か

　
　
ら
、
必
ず
し
も
そ
の
他
の
積
立
金
（
積
立
資
産
）
と
し
て
計
上
す
る
必
要
は
な
く
、
社
会
福
祉
充
実

　
　
残
額
を
ど
の
よ
う
な
形
で
保
有
す
る
か
は
法
人
の
裁
量
で
あ
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
3
9

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
残
額

の
算
定

問
4
0

「
活

用
可

能
な

財
産

」
の

額
が

、
「

社
会

福
祉

法
に

基
づ

く
事

業
に

活
用

し
て

い
る

不
動

産
等

」
、

「
再

取
得

に
必

要
な

財
産

」
、

「
必

要
な

運
転

資
金

」
、

「
年

間
事

業
活

動
支

出
」

の
い

ず
れ

か
を

下
回
る
場
合
、
そ
の
他
の
計
算
を
省
略
し
て
良
い
か
。

１
．
貴
見
の
と
お
り
取
り
扱
っ
て
差
し
支
え
な
い
。

２
．
な
お
、
こ
の
場
合
、
社
会
福
祉
充
実
残
額
算
定
シ
ー
ト
の
記
入
に
当
た
っ
て
は
、
「
活
用
可
能
な
財

　
　
産
」
の
欄
が
記
載
さ
れ
た
上
で
、
「
社
会
福
祉
法
に
基
づ
く
事
業
に
活
用
し
て
い
る
不
動
産
等
」
、

　
　
「
再
取
得
に
必
要
な
財
産
」
、
「
必
要
な
運
転
資
金
」
、
「
年
間
事
業
活
動
支
出
」
の
う
ち
の
一
部

　
　
の
計
算
結
果
が
記
載
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
比
較
し
た
結
果
、
明
ら
か
に
「
活
用
可
能
な
財
産
」
の
額
が

　
　
下
回
っ
て
い
る
こ
と
が
判
別
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
4
0

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
4
1

社
会

福
祉

充
実

残
額

を
算

定
し

た
結

果
、

そ
の

額
が

１
０

万
円

な
ど

の
少

額
で

あ
る

場
合

で
あ

っ
て

も
、
社
会
福
祉
充
実
計
画
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

１
．
社
会
福
祉
充
実
残
額
の
算
定
の
結
果
、
社
会
福
祉
充
実
残
額
が
極
め
て
少
額
で
あ
り
、
社
会
福
祉
充

　
　
実
計
画
を
策
定
す
る
コ
ス
ト
と
比
較
し
て
、
こ
れ
を
下
回
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
事
実
上
、
社
会
福

　
　
祉
充
実
事
業
の
実
施
が
不
可
能
な
も
の
と
し
て
、
社
会
福
祉
充
実
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
は
要
し
な

　
　
い
。

２
．
た
だ
し
、
法
人
の
判
断
に
よ
り
、
こ
れ
と
他
の
財
源
を
組
み
合
わ
せ
、
一
定
の
財
源
を
確
保
す
る
こ

　
　
と
に
よ
り
、
社
会
福
祉
充
実
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
社
会
福
祉
充
実
事
業
を
実
施
す
る
こ

　
　
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
4
1

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
4
2

社
会

福
祉

充
実

計
画

に
お

い
て

、
災

害
等

の
リ

ス
ク

に
備

え
た

積
立

て
を

行
う

、
又

は
単

に
外

部
の

社
会
福
祉
法
人
に
資
金
を
拠
出
す
る
と
い
っ
た
内
容
を
記
載
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

１
．
社
会
福
祉
充
実
計
画
に
つ
い
て
は
、
法
第
５
５
条
の
２
第
１
項
に
お
い
て
、
「
既
存
事
業
の
充
実
又

　
　
は
既
存
事
業
以
外
の
新
規
事
業
の
実
施
に
関
す
る
計
画
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

２
．
こ
の
た
め
、
社
会
福
祉
充
実
計
画
の
内
容
は
、
法
人
が
社
会
福
祉
充
実
残
額
を
活
用
し
、

　
　
　
①
一
定
の
対
象
者
に
対
し
て
、

　
　
　
②
受
益
的
な
サ
ー
ビ
ス
や
給
付
等
を
、

　
　
　
③
新
た
に
実
施
す
る
又
は
そ
れ
ら
の
充
実
を
図
る
た
め
の
支
出
を
行
う
、

　
　
事
業
の
実
施
に
関
す
る
計
画
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

３
．
し
た
が
っ
て
、
事
業
実
施
時
期
の
見
通
し
を
明
ら
か
に
せ
ず
に
単
に
資
金
の
積
み
立
て
を
行
う
、
又

　
　
は
単
に
資
金
を
拠
出
す
る
と
い
っ
た
内
容
の
計
画
は
認
め
ら
れ
な
い
。
（
資
金
の
拠
出
に
併
せ
て
、

　
　
外
部
の
法
人
の
取
組
や
事
業
に
、
当
該
法
人
の
役
職
員
が
一
定
の
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
な
場
合
に

　
　
は
、
事
業
の
実
施
に
関
す
る
計
画
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
る
。
）

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
4
2

5
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社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
4
3

社
会

福
祉

充
実

計
画

に
盛

り
込

む
べ

き
内

容
と

し
て

、
①

一
定

の
対

象
者

に
対

し
て

、
②

受
益

的
な

サ
ー

ビ
ス

や
給

付
等

を
、

③
新

た
に

実
施

す
る

又
は

そ
れ

ら
の

充
実

を
図

る
た

め
の

支
出

を
行

う
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
良
い
か
。

１
．
こ
こ
で
い
う
「
一
定
の
対
象
者
」
と
は
、
法
人
が
実
施
す
る
事
業
の
利
用
者
又
は
法
人
職
員
、
地
域

　
　
住
民
の
い
ず
れ
か
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
計
画
上
、
こ
れ
が
明
確
に
特
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要

　
　
で
あ
る
。

２
．
ま
た
、
「
受
益
的
な
サ
ー
ビ
ス
や
給
付
等
」
と
は
、
上
記
の
対
象
者
が
具
体
的
又
は
反
射
的
に
利
益

　
　
を
享
受
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
給
付
等
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

３
．
さ
ら
に
、
「
新
た
に
実
施
す
る
又
は
そ
れ
ら
の
充
実
を
図
る
た
め
の
支
出
を
行
う
」
と
は
、
計
画
実

　
　
施
期
間
中
に
、
新
た
に
上
記
の
サ
ー
ビ
ス
や
給
付
等
を
創
設
す
る
、
又
は
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
や
給
付

　
　
等
に
つ
い
て
、
対
象
者
の
拡
大
や
実
施
回
数
の
増
加
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
の
充
実
、
設
備
の
充
実
に

　
　
よ
る
利
用
者
の
生
活
環
境
の
改
善
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
等
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
取

　
　
組
に
係
る
支
出
を
行
う
こ
と
を
い
う
も
の
で
あ
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
4
3

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
4
4

社
会
福
祉
充
実
計
画
に
記
載
す
べ
き
事
業
内
容
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
記
載
す
べ
き
か
。

１
．
社
会
福
祉
充
実
計
画
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
法
人
が
保
有
す
る
財
産
の
使
途
等
に
つ
い
て
、
国
民

　
　
に
対
す
る
説
明
責
任
の
強
化
を
図
る
た
め
に
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
民
が
計
画
に
位
置
付

　
　
け
ら
れ
た
事
業
の
目
的
や
内
容
を
十
分
に
理
解
で
き
る
よ
う
、
可
能
な
限
り
具
体
的
に
記
載
さ
れ
る

　
　
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

２
．
具
体
的
に
は
、
問
4
2
の
回
答
の
と
お
り
、
社
会
福
祉
充
実
計
画
は
、
「
一
定
の
対
象
者
に
対
し
て
、

　
　
受
益
的
な
サ
ー
ビ
ス
や
給
付
等
を
、
新
た
に
実
施
す
る
又
は
そ
れ
ら
の
充
実
を
図
る
た
め
の
支
出
を

　
　
行
う
」
こ
と
を
内
容
と
す
る
計
画
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
、

　
　
　
①
誰
を
対
象
に
し
て

　
　
　
②
ど
の
よ
う
な
「
サ
ー
ビ
ス
や
給
付
等
」
を
実
施
し

　
　
　
③
そ
れ
に
よ
り
、
対
象
者
が
ど
の
よ
う
な
利
益
を
享
受
し
、

　
　
　
④
そ
れ
に
ど
の
程
度
の
コ
ス
ト
を
か
け
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
の
か

　
　
と
い
っ
た
内
容
が
明
確
に
記
載
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
4
4

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
4
5

社
会

福
祉

充
実

計
画

に
お

い
て

、
法

人
に

お
け

る
検

討
の

結
果

、
第

１
順

位
で

あ
る

社
会

福
祉

事
業

は
実

施
せ

ず
、

第
２

順
位

で
あ

る
地

域
公

益
事

業
又

は
第

３
順

位
で

あ
る

公
益

事
業

の
み

を
実

施
す

る
こ
と
は
可
能
か
。

１
．
可
能
で
あ
る
。
 

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
4
5

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
4
6

社
会

福
祉

充
実

計
画

に
お

い
て

、
社

会
福

祉
充

実
残

額
を

将
来

に
お

い
て

見
込

ま
れ

る
既

存
事

業
の

赤
字
に
よ
り
費
消
す
る
と
い
っ
た
内
容
を
記
載
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

１
．
ご
指
摘
の
よ
う
な
内
容
は
、
既
存
事
業
の
充
実
に
は
あ
た
ら
ず
、
計
画
の
内
容
と
し
て
は
認
め
ら
れ

　
　
な
い
も
の
で
あ
る
。
 

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
4
6

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
4
7

社
会

福
祉

充
実

計
画

に
お

い
て

、
建

物
に

係
る

借
入

金
を

返
済

す
る

と
い

っ
た

内
容

を
記

載
す

る
こ

と
は
可
能
か
。

１
．
問
4
2
の
回
答
の
と
お
り
、
社
会
福
祉
充
実
計
画
は
、
一
定
の
対
象
者
に
対
し
て
、
受
益
的
な
サ
ー
ビ

　
　
ス
や
給
付
等
の
実
施
又
は
充
実
を
図
る
た
め
の
支
出
を
行
う
事
業
の
実
施
に
関
す
る
計
画
で
あ
る
こ

　
　
と
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
単
に
既
存
の
借
入
金
を
返
済
す
る
と
い
っ
た
内
容
の
計

　
　
画
は
認
め
ら
れ
な
い
。
 

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
4
7

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
4
8

社
会

福
祉

充
実

計
画

に
お

い
て

は
、

事
業

費
を

記
載

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

が
、

当
該

事
業

費
は

、
社

会
福

祉
法

人
会

計
基

準
に

定
め

る
事

業
費

に
限

定
さ

れ
、

人
件

費
や

事
務

費
は

含
ま

な
い

と
い
う
理
解
で
良
い
か
。

１
．
社
会
福
祉
充
実
計
画
に
記
載
す
る
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
人
件
費
や
事
務
費
を
含
め
、
社
会
福
祉
充

　
　
実
残
額
に
係
る
「
支
出
」
全
体
を
記
載
す
る
も
の
で
あ
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
4
8

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
4
9

法
人

が
既

に
実

施
し

て
い

る
事

業
を

社
会

福
祉

充
実

計
画

に
基

づ
く

社
会

福
祉

充
実

事
業

に
振

り
替

え
る
こ
と
は
可
能
か
。

１
．
社
会
福
祉
充
実
計
画
に
基
づ
く
社
会
福
祉
充
実
事
業
に
つ
い
て
は
、
「
既
存
事
業
の
充
実
」
に
資
す

　
　
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
対
象
者

　
　
や
事
業
内
容
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
既
存
事
業
の
見
直
し
を
行
っ
た
上
で
、
こ
れ
を
社
会
福
祉
充
実

　
　
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
4
9

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
5
0

社
会
福
祉
充
実
計
画
に
お
い
て
、
退
職
職
員
の
補
充
を
行
う
こ
と
は
可
能
か
。

１
．
社
会
福
祉
充
実
計
画
に
基
づ
く
社
会
福
祉
充
実
事
業
に
つ
い
て
は
、
「
既
存
事
業
の
充
実
」
に
資
す

　
　
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
単
に
退
職
職
員
の
補
充
を
行
う
こ
と
の
み
な
ら

　
　
ず
、
次
の
全
部
又
は
い
ず
れ
か
の
視
点
か
ら
、
「
既
存
事
業
の
充
実
」
に
つ
な
が
る
新
た
な
取
組
を

　
　
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
①
日
中
の
ケ
ア
や
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
な
ど
、
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　
　
　
②
職
員
の
増
員
や
有
資
格
者
の
採
用
、
職
員
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡
充
な
ど
、
職
員
に
対
す
る
処

　
　
　
　
遇
の
充
実

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
5
0

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
5
1

社
会

福
祉

充
実

計
画

に
お

い
て

、
職

員
の

給
与

改
善

を
行

う
場

合
、

当
該

改
善

を
行

う
職

員
に

係
る

給
与
全
額
を
盛
り
込
ん
で
良
い
か
。
そ
れ
と
も
改
善
に
係
る
相
当
額
の
み
を
盛
り
込
む
べ
き
か
。

１
．
社
会
福
祉
充
実
残
額
は
、
計
画
を
策
定
し
た
会
計
年
度
以
降
に
新
た
に
発
生
す
る
コ
ス
ト
に
充
て
る

　
　
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
社
会
福
祉
充
実
計
画
に
お
い
て
職
員
の
給
与
改
善
を
行
う
場
合
は
、

　
　
改
善
に
係
る
相
当
額
の
み
を
対
象
と
す
べ
き
で
あ
る
。

２
．
具
体
的
に
は
、
計
画
を
策
定
し
た
前
会
計
年
度
に
お
け
る
法
人
単
位
資
金
収
支
計
算
書
の
「
人
件
費

　
　
支
出
（
「
役
員
報
酬
支
出
」
を
除
く
）
」
を
超
え
る
必
要
額
が
基
本
と
な
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
5
1

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
5
2

平
成

３
０

年
度

に
策

定
す

る
社

会
福

祉
充

実
計

画
に

お
い

て
、

平
成

２
９

年
度

の
給

与
規

定
の

改
正

に
基
づ
く
、
職
員
の
給
与
改
善
の
実
施
を
盛
り
込
む
こ
と
は
可
能
か
。

１
．
給
与
規
定
の
改
正
時
期
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
年
度
の
給
与
支
給
額
と
比
較
し
て
、
計
画
策
定
年
度
に

　
　
改
善
す
る
部
分
が
あ
れ
ば
、
当
該
部
分
に
つ
い
て
社
会
福
祉
充
実
計
画
に
盛
り
込
む
こ
と
は
可
能
で

　
　
あ
る
。

２
．
た
だ
し
、
社
会
福
祉
充
実
残
額
の
活
用
は
、
社
会
福
祉
充
実
計
画
の
承
認
日
以
降
と
な
る
の
で
留
意

　
　
す
る
こ
と
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
5
2

6

55



社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
5
3

社
会

福
祉

充
実

計
画

に
お

い
て

、
施

設
の

建
替

・
設

備
整

備
を

行
う

場
合

、
「

既
存

事
業

の
充

実
」

に
資

す
る

も
の

と
す

る
た

め
、

必
ず

定
員

の
増

加
を

伴
う

も
の

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

解
す

べ
き

か
。

１
．
社
会
福
祉
充
実
計
画
に
お
い
て
、
施
設
の
建
替
・
設
備
整
備
を
行
う
場
合
で
あ
っ
て
も
、
「
既
存
事

　
　
業
の
充
実
」
に
資
す
る
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
が
、
定
員
の
増
加
を
伴
わ
な
い
場
合

　
　
で
あ
っ
て
も
、

　
　
　
①
居
室
の
個
室
・
ユ
ニ
ッ
ト
化
や
居
室
面
積
の
拡
充
、
利
用
者
が
使
用
で
き
る
共
有
ス
ペ
ー
ス
の

　
　
　
　
充
実
な
ど
に
よ
る
利
用
者
の
生
活
環
境
の
向
上

　
　
　
②
先
進
福
祉
機
器
等
の
導
入
に
よ
る
利
用
者
ケ
ア
の
充
実

　
　
　
③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
設
備
等
の
導
入
に
よ
る
職
員
の
業
務
効
率
化

　
　
な
ど
を
通
じ
て
、
既
存
事
業
の
充
実
を
図
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
必
ず
し
も
定
員
の

　
　
増
加
を
伴
う
必
要
は
な
い
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
5
3

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
5
4

社
会

福
祉

充
実

計
画

に
お

い
て

建
物

の
建

設
を

行
う

場
合

、
当

該
計

画
に

は
建

設
の

着
工

及
び

竣
工

ま
で
を
盛
り
込
む
こ
と
で
足
り
る
か
。

１
．
社
会
福
祉
充
実
計
画
は
、
「
既
存
事
業
の
充
実
又
は
新
規
事
業
の
実
施
」
に
関
す
る
計
画
と
さ
れ
て

　
　
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
計
画
実
施
期
間
中
に
事
業
開
始
時
期
を
見
込
む
こ
と
が
必
要
で
あ

　
　
り
、
建
物
の
新
設
、
建
替
等
を
行
う
場
合
に
は
、
建
設
の
着
工
及
び
建
物
が
竣
工
す
る
の
み
な
ら

　
　
ず
、
当
該
建
物
を
活
用
し
た
事
業
が
開
始
す
る
ま
で
を
計
画
に
盛
り
込
む
必
要
が
あ
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
5
4

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
5
5

社
会

福
祉

充
実

計
画

の
承

認
に

当
た

っ
て

、
判

断
が

難
し

い
事

例
が

あ
る

。
当

該
事

例
ご

と
に

そ
の

適
否
を
示
さ
れ
た
い
。

１
．
社
会
福
祉
充
実
計
画
の
承
認
に
当
た
っ
て
、
次
表
の
よ
う
な
判
断
が
難
し
い
事
例
に
つ
い
て
は
、
そ

　
　
の
適
否
を
そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
る
と
お
り
判
断
す
べ
き
と
考
え
る
。

⇒
別
添
参
考
③

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
5
5

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
5
6

社
会

福
祉

充
実

計
画

の
承

認
に

当
た

っ
て

、
当

該
計

画
に

複
数

の
事

業
が

盛
り

込
ま

れ
て

い
る

場
合

で
あ

っ
て

、
要

件
を

満
た

す
Ａ

事
業

と
、

要
件

を
満

た
し

て
い

な
い

Ｂ
事

業
と

が
混

在
し

て
い

る
場

合
、
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
べ
き
か
。

１
．
Ｂ
事
業
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
充
実
計
画
に
は
盛
り
込
む
こ
と
は
で
き
ず
、
原
則
と
し
て
計
画
か

　
　
ら
削
除
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

２
．
た
だ
し
、
Ｂ
事
業
が
Ａ
事
業
と
一
体
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
Ａ
事
業
の
中
に
Ｂ
事

　
　
業
を
包
含
さ
せ
る
修
正
を
行
っ
た
上
で
、
計
画
全
体
を
適
当
な
も
の
と
し
て
取
り
扱
っ
て
差
し
支
え

　
　
な
い
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
5
6

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
5
7

社
会

福
祉

充
実

計
画

の
実

施
期

間
に

つ
い

て
は

、
原

則
５

か
年

度
以

内
の

と
こ

ろ
、

合
理

的
な

理
由

が
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
場

合
に

は
１

０
か

年
度

以
内

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
が
、
具
体
的
な
判
断
基
準
如
何
。
【
事
務
処
理
基
準
４
の
（
４
）
関
係
】

１
．
社
会
福
祉
充
実
計
画
の
実
施
期
間
を
1
0
か
年
度
以
内
と
す
る
に
当
た
っ
て
「
合
理
的
な
理
由
」
が
あ

　
　
る
場
合
と
は
、
法
人
に
お
い
て
、
計
画
上
、
社
会
福
祉
充
実
事
業
の
事
業
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

　
　
必
要
な
期
間
が
1
0
か
年
度
を
要
す
る
と
い
う
理
由
を
相
当
程
度
明
ら
か
に
し
て
い
れ
ば
足
り
る
も
の

　
　
で
あ
り
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
①
計
画
に
お
い
て
、
1
0
か
年
度
に
わ
た
り
社
会
福
祉
充
実
事
業
を
継
続
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る

　
　
　
　
こ
と

　
　
　
②
計
画
に
お
い
て
、
６
か
年
度
目
以
降
に
建
物
の
建
替
や
新
規
事
業
所
の
開
設
な
ど
を
行
う
内
容

　
　
　
　
と
な
っ
て
い
る
こ
と

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
5
7

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
5
8

実
施

期
間

を
５

か
年

度
と

す
る

社
会

福
祉

充
実

計
画

の
申

請
が

な
さ

れ
、

内
容

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
２

か
年

度
で

社
会

福
祉

充
実

残
額

全
額

を
費

消
す

る
よ

う
な

場
合

で
あ

っ
て

も
、

５
か

年
度

の
計
画
と
し
て
承
認
し
て
良
い
か
。

１
．
社
会
福
祉
充
実
計
画
は
、
申
請
を
行
う
年
度
の
前
会
計
年
度
に
発
生
し
た
社
会
福
祉
充
実
残
額
の
使

　
　
途
を
明
ら
か
に
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
社
会
福
祉
充
実
残
額
が
ゼ
ロ
と
な
っ
た
時
点

　
　
で
、
計
画
の
実
施
期
間
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
ご
指
摘
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て

　
　
は
、
２
か
年
度
の
計
画
と
し
て
承
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
5
8

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
5
9

社
会

福
祉

充
実

計
画

原
案

に
つ

い
て

、
評

議
員

会
で

承
認

を
受

け
た

後
に

、
公

認
会

計
士

・
税

理
士

等
に
確
認
書
の
作
成
を
依
頼
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

１
．
可
能
で
あ
る
が
、
公
認
会
計
士
・
税
理
士
等
に
よ
る
確
認
の
結
果
、
社
会
福
祉
充
実
計
画
原
案
を
修

　
　
正
す
る
場
合
に
は
、
再
度
、
評
議
員
会
に
諮
る
必
要
が
あ
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
5
9

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
6
0

社
会

福
祉

充
実

計
画

に
つ

い
て

、
複

数
地

域
で

事
業

を
実

施
す

る
場

合
、

ど
の

地
域

で
申

請
を

行
う

べ
き
か
。
ま
た
、
事
業
の
実
施
地
域
に
つ
い
て
の
制
限
は
あ
る
の
か
。

１
．
社
会
福
祉
充
実
計
画
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
充
実
事
業
を
行
う
地
域
に
関
わ
ら
ず
、
法
人
の
所
轄

　
　
庁
に
対
し
て
、
申
請
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

２
．
ま
た
、
社
会
福
祉
充
実
事
業
の
実
施
地
域
に
つ
い
て
の
制
限
は
な
く
、
社
会
福
祉
充
実
残
額
の
規
模

　
　
な
ど
を
踏
ま
え
、
法
人
が
判
断
す
る
こ
と
と
な
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
6
0

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
6
1

社
会

福
祉

充
実

計
画

の
確

認
は

，
業

務
委

託
を

行
っ

て
い

る
公

認
会

計
士

・
税

理
士

や
こ

れ
ら

の
資

格
を
有
す
る
役
職
員
で
も
可
能
か
。
【
事
務
処
理
基
準
５
関
係
】

１
．
理
事
長
を
除
き
、
可
能
で
あ
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
6
1

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
6
2

社
会

福
祉

充
実

計
画

の
策

定
に

当
た

っ
て

、
公

認
会

計
士

等
の

専
門

家
の

意
見

を
聴

く
と

さ
れ

て
い

る
が
、
所
轄
庁
が
承
認
す
る
際
に
も
、
同
様
の
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
か
。

１
．
社
会
福
祉
充
実
計
画
の
承
認
に
当
た
っ
て
、
所
轄
庁
が
改
め
て
公
認
会
計
士
等
の
専
門
家
の
意
見
を

　
　
聴
く
必
要
は
な
い
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
6
2

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
6
3

複
数

の
社

会
福

祉
法

人
の

事
業

区
域

等
が

重
な

り
、

社
会

福
祉

充
実

事
業

の
実

施
に

当
た

っ
て

効
率

性
や

実
効

性
が

乏
し

い
状

況
と

な
る

可
能

性
が

あ
る

場
合

に
は

、
所

轄
庁

又
は

市
町

村
社

会
福

祉
協

議
会
若
し
く
は
都
道
府
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
こ
れ
を
調
整
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

１
．
ご
指
摘
の
よ
う
な
場
合
、
所
轄
庁
又
は
社
会
福
祉
協
議
会
が
広
域
的
な
調
整
を
行
う
こ
と
は
可
能
で

　
　
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
協
議
会
の
場
を
活
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

２
．
た
だ
し
、
最
終
的
な
事
業
実
施
に
係
る
判
断
は
法
人
が
行
う
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
人
の

　
　
意
向
や
自
主
性
に
十
分
配
慮
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
6
3

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
6
4

公
認

会
計

士
・

税
理

士
等

の
確

認
書

の
作

成
に

要
す

る
費

用
は

、
社

会
福

祉
充

実
残

額
を

充
て

る
こ

と
が
で
き
る
の
か
。

１
．
公
認
会
計
士
・
税
理
士
等
の
確
認
書
の
作
成
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
充
実
計
画
の

　
　
策
定
に
必
要
な
費
用
と
し
て
、
こ
れ
に
社
会
福
祉
充
実
残
額
を
充
て
て
差
し
支
え
な
い
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
6
4

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
6
5

社
会

福
祉

充
実

計
画

の
事

業
費

が
社

会
福

祉
充

実
残

額
を

上
回

る
場

合
、

計
画

書
に

お
け

る
事

業
費

等
の
記
載
方
法
如
何
。

１
．
ご
指
摘
の
よ
う
な
場
合
、
以
下
の
記
載
例
を
参
考
に
す
る
こ
と
。

　
　
（
例
）
社
会
福
祉
充
実
残
額
２
億
円
が
生
じ
た
法
人
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
充
実
残
額
以
外
に
自
己

　
　
　
　
　
資
金
３
億
円
を
活
用
し
て
施
設
を
整
備
し
、
新
規
事
業
を
実
施
す
る
場
合

⇒
別
添
参
考
④

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
6
5

7

56



社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
6
6

当
初

策
定

し
た

社
会

福
祉

充
実

計
画

（
実

施
期

間
：

平
成

２
９

年
度

～
平

成
３

３
年

度
末

ま
で

の
５

年
間

）
に

つ
い

て
、

平
成

３
２

年
度

に
変

更
を

行
っ

た
場

合
、

当
該

計
画

の
実

施
期

間
は

、
変

更
年

度
で

あ
る

平
成

３
２

年
度

か
ら

平
成

３
６

年
度

末
ま

で
の

計
画

に
延

長
さ

れ
る

と
い

う
理

解
で

よ
い

か
。

１
．
社
会
福
祉
充
実
計
画
の
実
施
期
間
に
つ
い
て
は
、
変
更
の
有
無
や
そ
の
時
期
に
か
か
わ
ら
ず
、
原
則

　
　
と
し
て
、
当
初
策
定
し
た
計
画
の
実
施
期
間
の
満
了
の
日
ま
で
が
有
効
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
変
更

　
　
に
よ
っ
て
当
然
に
実
施
期
間
が
延
長
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

２
．
た
だ
し
、
社
会
福
祉
充
実
計
画
の
実
施
期
間
は
最
大
1
0
年
間
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
合
理
的
な
理

　
　
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
初
策
定
年
度
（
平
成
2
9
年
度
）
か
ら
1
0
年
間
（
平
成
3
8
年
度
ま
で
）
の
範

　
　
囲
内
で
、
計
画
の
終
了
時
期
の
変
更
を
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
6
6

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
6
7

当
初

策
定

し
た

社
会

福
祉

充
実

計
画

に
お

い
て

、
単

身
高

齢
者

の
見

守
り

を
行

う
事

業
の

実
施

が
予

定
さ

れ
て

い
た

と
こ

ろ
、

計
画

実
施

期
間

の
途

中
で

、
建

物
の

建
替

を
行

う
事

業
へ

と
、

計
画

の
内

容
が
抜
本
的
に
変
更
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
、
変
更
申
請
に
よ
り
対
応
し
て
よ
い
か
。

１
．
当
初
策
定
し
た
計
画
の
内
容
を
抜
本
的
に
見
直
す
よ
う
な
場
合
、
計
画
の
変
更
で
は
な
く
、
一
旦
計

　
　
画
を
終
了
し
、
改
め
て
新
規
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
6
7

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
6
8

社
会

福
祉

充
実

計
画

の
変

更
に

当
た

っ
て

、
承

認
申

請
事

項
と

届
出

事
項

と
が

混
在

す
る

場
合

、
そ

れ
ぞ
れ
別
々
の
書
類
を
提
出
さ
せ
る
べ
き
か
。
【
事
務
処
理
基
準
１
０
関
係
】

１
．
変
更
後
の
社
会
福
祉
充
実
計
画
に
お
い
て
、
文
末
に
（
　
）
書
を
付
す
な
ど
、
承
認
申
請
事
項
と
届

　
　
出
事
項
が
明
確
に
判
別
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
こ
れ
ら
を
一
体
的
に
取
り
扱
う
こ
と
も
差

　
　
し
支
え
な
い
。

２
．
こ
の
場
合
、
事
務
処
理
基
準
別
紙
５
及
び
別
紙
６
の
様
式
例
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
様
式
例
を
参
考

　
　
と
す
る
こ
と
。

⇒
別
添
参
考
⑤

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
6
8

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
6
9

社
会

福
祉

充
実

計
画

の
変

更
は

、
ど

の
よ

う
な

時
期

に
行

う
べ

き
か

。
【

事
務

処
理

基
準

１
０

関
係
】

１
．
社
会
福
祉
充
実
計
画
の
変
更
は
、
毎
会
計
年
度
に
算
定
さ
れ
る
社
会
福
祉
充
実
残
額
の
状
況
を
反
映

　
　
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
災
害
の
発
生
な
ど
、
計
画
策
定
時
か
ら
の
大
幅
な
事
情
変
更

　
　
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
原
則
と
し
て
、
毎
会
計
年
度
、
所
轄
庁
へ
計
算
書
類
等
を
提
出
す
る
時
期

　
　
（
６
月
3
0
日
）
に
併
せ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
．
な
お
、
計
画
の
変
更
承
認
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
法
第
5
5
条
の
３
第
１
項
に
お
い
て
「
あ
ら
か
じ

　
　
め
、
所
轄
庁
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
上
記
の
時
期
で
は

　
　
事
前
に
所
轄
庁
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
　
※
他
方
、
計
画
の
変
更
届
出
に
つ
い
て
は
、
法
第
5
5
条
の
３
第
２
項
に
お
い
て
「
遅
滞
な
く
、
そ
の

　
　
　
旨
を
所
轄
庁
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
後
の
届
出
で
可
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
6
9

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
7
0

承
認

社
会

福
祉

充
実

計
画

に
お

い
て

、
事

業
開

始
時

期
が

８
月

１
日

と
さ

れ
て

い
た

と
こ

ろ
、

実
際

の
事

業
開

始
時

期
は

９
月

１
日

と
な

り
、

ま
た

、
事

業
費

に
つ

い
て

も
変

動
が

見
込

ま
れ

る
。

こ
の

よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
も
計
画
の
変
更
は
必
要
な
の
か
。
【
事
務
処
理
基
準
１
０
関
係
】

１
．
承
認
社
会
福
祉
充
実
計
画
の
変
更
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
事
務
処
理
基
準
1
0
に
規
定
す
る
と
お
り
、

　
　
社
会
福
祉
充
実
計
画
が
「
承
認
申
請
時
点
に
お
け
る
将
来
の
社
会
福
祉
充
実
残
額
の
使
途
を
明
ら
か

　
　
に
す
る
」
と
い
っ
た
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
績
と
の
乖
離
が
生
じ
た
こ
と
を
も
っ
て
計

　
　
画
の
変
更
手
続
き
を
行
う
必
要
は
な
い
。

２
．
当
該
変
更
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
①
社
会
福
祉
充
実
事
業
の
対
象
者
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
内
容
か
、

　
　
　
②
将
来
に
渡
っ
て
影
響
を
及
ぼ
す
内
容
か
、

　
　
　
③
地
域
住
民
に
公
表
す
べ
き
内
容
か
、

　
　
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
法
人
に
お
い
て
計
画
変
更
の
必
要
性
を
検
討
し
、
法
人
に
お
い
て
必
要
と
判

　
　
断
す
る
場
合
に
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

３
．
よ
っ
て
、
「
事
務
処
理
基
準
1
0
」
に
規
定
す
る
表
は
、
法
人
が
社
会
福
祉
充
実
計
画
の
変
更
が
必
要

　
　
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
変
更
承
認
手
続
又
は
変
更
届
出
手
続
の
い
ず
れ
を
行
う
べ
き
か
を
区

　
　
分
す
る
た
め
の
判
断
基
準
と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
7
0

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
7
1

承
認

社
会

福
祉

充
実

計
画

に
つ

い
て

、
社

会
福

祉
充

実
残

額
が

変
動

し
た

場
合

、
そ

れ
の

み
を

も
っ

て
変
更
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
か
。
【
事
務
処
理
基
準
１
０
関
係
】

１
．
承
認
社
会
福
祉
充
実
計
画
に
記
載
さ
れ
る
社
会
福
祉
充
実
事
業
に
充
て
る
社
会
福
祉
充
実
残
額
に
つ

　
　
い
て
は
、
申
請
時
点
に
お
け
る
計
画
上
の
見
込
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
際
上
の
社
会
福
祉
充
実
残

　
　
額
が
変
動
し
た
こ
と
の
み
を
も
っ
て
計
画
の
変
更
手
続
き
を
行
う
必
要
は
な
い
。

２
．
た
だ
し
、
実
際
上
の
社
会
福
祉
充
実
残
額
の
変
動
に
伴
い
、
法
人
が
計
画
上
の
社
会
福
祉
充
実
残
額

　
　
に
併
せ
て
事
業
費
の
変
更
を
希
望
す
る
場
合
又
は
実
際
上
の
社
会
福
祉
充
実
残
額
が
計
画
策
定
時
の

　
　
見
込
み
の
倍
以
上
に
増
加
し
た
場
合
な
ど
、
計
画
上
の
社
会
福
祉
充
実
残
額
と
大
幅
な
乖
離
が
生

　
　
じ
、
再
投
下
す
べ
き
事
業
費
を
大
幅
に
増
額
で
き
る
状
態
に
あ
る
場
合
等
に
は
、
計
画
の
変
更
手
続

　
　
き
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
7
1

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
7
2

問
７

１
に

お
い

て
、

実
際

上
の

社
会

福
祉

充
実

残
額

が
計

画
策

定
時

の
見

込
み

の
倍

以
上

に
増

加
し

た
場

合
は

、
計

画
の

変
更

を
行

う
こ

と
が

必
要

と
さ

れ
て

い
る

が
、

「
計

画
策

定
時

の
見

込
み

」
と

は
具
体
的
に
ど
の
値
を
指
す
か
。
【
事
務
処
理
基
準
１
０
関
係
】

１
．
平
成
2
9
年
度
決
算
に
お
い
て
、
実
際
上
の
社
会
福
祉
充
実
残
額
が
大
幅
に
増
加
し
た
よ
う
な
場
合
に

　
　
は
、
平
成
２
９
年
度
末
現
在
の
計
画
額
（
計
画
様
式
に
お
け
る
１
．
基
本
的
事
項
の
「
会
計
年
度
別

　
　
の
社
会
福
祉
充
実
残
額
の
推
移
」
の
値
）
と
の
比
較
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
7
2

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
7
3

問
１

４
に

お
い

て
、

社
会

福
祉

充
実

計
画

に
よ

り
購

入
し

た
土

地
が

当
該

計
画

の
実

施
期

間
満

了
ま

で
控

除
対

象
財

産
と

な
ら

な
い

こ
と

に
よ

り
、

実
際

上
の

社
会

福
祉

充
実

残
額

が
計

画
策

定
時

の
見

込
み
の
倍
以
上
に
増
加
し
た
場
合
、
計
画
の
変
更
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
か
。

１
．
ご
指
摘
の
よ
う
な
場
合
、
実
際
上
の
社
会
福
祉
充
実
残
額
か
ら
、
当
該
土
地
等
の
固
定
資
産
に
係
る

　
　
貸
借
対
照
表
価
額
分
を
差
し
引
い
た
額
と
、
計
画
額
と
を
比
較
す
る
こ
と
。

２
．
こ
の
場
合
、
財
産
目
録
に
お
い
て
社
会
福
祉
充
実
計
画
用
財
産
と
し
て
、
こ
れ
を
特
定
で
き
る
よ
う

　
　
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
具
体
的
な
記
載
方
法
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

　
　
（
具
体
的
な
記
載
例
）

　
　
【
控
除
非
対
象
】
土
地
　
○
○
円
　
社
会
福
祉
充
実
計
画
用
財
産

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
7
3

8
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社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
7
4

法
人

に
お

い
て

緊
急

的
な

支
出

の
必

要
性

が
生

じ
た

場
合

に
、

所
轄

庁
の

承
認

を
得

ず
に

、
社

会
福

祉
充
実
残
額
を
そ
の
支
出
に
充
て
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

１
．
可
能
で
あ
る
。

２
．
た
だ
し
、
法
人
は
、
社
会
福
祉
充
実
計
画
に
従
っ
て
事
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

　
　
社
会
福
祉
充
実
残
額
の
大
幅
な
減
少
に
つ
な
が
る
よ
う
な
支
出
を
行
う
場
合
に
は
、
所
轄
庁
と
も
相

　
　
談
の
上
、
必
要
に
応
じ
て
社
会
福
祉
充
実
計
画
の
変
更
等
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
7
4

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
7
5

社
会

福
祉

充
実

事
業

に
つ

い
て

、
予

測
で

き
な

い
財

務
状

況
の

変
化

等
に

よ
り

、
明

ら
か

に
社

会
福

祉
充
実
残
額
が
不
足
す
る
事
態
と
な
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
れ
ば
よ
い
か
。

１
．
法
第
5
5
条
の
４
の
規
定
に
基
づ
き
、
社
会
福
祉
充
実
計
画
を
終
了
す
る
こ
と
と
な
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
7
5

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
7
6

社
会

福
祉

充
実

計
画

の
公

表
に

当
た

っ
て

、
社

会
福

祉
充

実
残

額
算

定
シ

ー
ト

に
つ

い
て

も
併

せ
て

公
表
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
【
事
務
処
理
基
準
１
２
関
係
】

１
．
社
会
福
祉
充
実
計
画
の
公
表
に
当
た
っ
て
は
、
所
轄
庁
か
ら
の
承
認
を
受
け
た
計
画
本
体
を
公
表
す

　
　
れ
ば
足
り
る
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
社
会
福
祉
充
実
残
額
算
定
シ
ー
ト
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
な
い
も
の
で
は
な
い
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
7
6

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
7
7

社
会

福
祉

充
実

計
画

の
公

表
に

当
た

っ
て

、
母

子
生

活
支

援
施

設
を

運
営

し
て

い
る

場
合

な
ど

、
法

人
の

所
在

地
を

公
表

す
る

こ
と

に
よ

り
、

利
用

者
等

の
安

全
に

支
障

を
及

ぼ
す

お
そ

れ
が

あ
る

場
合
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
良
い
か
。
【
事
務
処
理
基
準
１
２
関
係
】

１
．
社
会
福
祉
充
実
計
画
の
公
表
に
当
た
っ
て
、
法
人
の
所
在
地
や
連
絡
先
、
事
業
実
施
地
域
な
ど
を
公

　
　
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
等
の
安
全
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
該
当
項
目

　
　
を
白
塗
り
と
し
た
上
で
、
公
表
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

２
．
た
だ
し
、
所
轄
庁
に
対
す
る
承
認
申
請
の
際
に
は
、
全
て
の
項
目
が
記
載
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る

　
　
の
で
、
留
意
す
る
こ
と
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
7
7

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
7
8

社
会

福
祉

充
実

計
画

の
実

績
の

公
表

は
ど

の
よ

う
な

様
式

で
行

え
ば

良
い

か
。

【
事

務
処

理
基

準
１

２
関
係
】

１
．
法
人
の
任
意
の
様
式
で
差
し
支
え
な
い
が
、
法
人
に
お
け
る
事
業
報
告
に
お
い
て
記
載
を
加
え
る
こ

　
　
と
な
ど
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
7
8

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
7
9

○
○

市
の

所
管

法
人

が
社

会
福

祉
充

実
計

画
の

承
認

申
請

を
行

う
に

当
た

っ
て

、
当

該
計

画
に

お
い

て
○

○
市

以
外

で
の

事
業

所
の

開
設

を
含

む
内

容
と

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

当
該

計
画

が
承

認
さ

れ
れ

ば
、

年
度

の
途

中
か

ら
所

轄
庁

が
○

○
市

か
ら

□
□

県
に

変
わ

る
こ

と
と

な
る

。
こ

の
よ

う
な

場
合

、
６

月
３

０
日

時
点

の
旧

所
轄

庁
（

○
○

市
）

に
計

画
の

承
認

申
請

を
行

う
べ

き
か

、
そ

れ
と

も
事
業
実
施
後
の
新
所
轄
庁
（
□
□
県
）
に
申
請
を
行
う
べ
き
か
。

１
．
ご
指
摘
の
よ
う
な
場
合
、
法
人
は
旧
所
轄
庁
（
○
○
市
）
に
計
画
の
承
認
申
請
を
行
い
、
旧
所
轄
庁

　
　
が
承
認
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２
．
こ
の
際
、
旧
所
轄
庁
に
お
い
て
は
、
計
画
の
承
認
に
当
た
っ
て
、
市
域
外
で
の
事
業
実
施
の
適
否
に

　
　
つ
い
て
新
所
轄
庁
の
意
見
を
求
め
る
な
ど
、
新
旧
所
轄
庁
に
お
い
て
十
分
な
連
携
を
図
る
こ
と
。

３
．
な
お
、
計
算
書
類
等
の
提
出
に
つ
い
て
も
、
旧
所
轄
庁
あ
て
行
う
こ
と
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
7
9

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
8
0

承
認
社
会
福
祉
充
実
計
画
に
つ
い
て
は
、
２
年
目
以
降
、
ど
の
よ
う
な
手
続
が
必
要
と
な
る
の
か
。

１
．
計
画
の
変
更
を
行
わ
な
い
限
り
に
お
い
て
は
、
社
会
福
祉
充
実
残
額
を
算
定
し
、
そ
の
結
果
（
社
会

　
　
福
祉
充
実
残
額
算
定
シ
ー
ト
）
を
計
算
書
類
等
と
と
も
に
、
６
月
末
ま
で
に
所
轄
庁
あ
て
届
け
出
る

　
　
こ
と
で
足
り
る
も
の
で
あ
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
8
0

社
会
福
祉

充
実
計
画

社
会
福
祉

充
実
計
画

問
8
1

法
人

か
ら

申
請

の
あ

っ
た

社
会

福
祉

充
実

計
画

に
つ

い
て

、
本

来
記

載
す

べ
き

内
容

が
記

載
さ

れ
て

い
な

い
又

は
事

業
内

容
が

問
４

２
に

掲
げ

る
要

件
に

明
ら

か
に

適
合

し
て

い
な

い
な

ど
、

不
適

法
な

内
容
で
あ
る
場
合
、
所
轄
庁
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
べ
き
か
。

１
．
法
人
か
ら
申
請
の
あ
っ
た
社
会
福
祉
充
実
計
画
が
不
適
法
な
内
容
で
あ
る
場
合
、
所
轄
庁
に
お
い
て

　
　
は
、
原
則
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
手
順
に
よ
り
、
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
①
不
適
法
な
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
一
定
の
期
限
ま
で
に
申
請
内
容
の
修
正
を
指
導

　
　
　
②
①
の
指
導
に
従
わ
な
い
場
合
、
申
請
に
対
す
る
不
承
認
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
一
定
の
期
限

　
　
　
　
ま
で
に
計
画
の
再
提
出
を
指
示

　
　
　
③
②
の
指
示
に
従
わ
な
い
場
合
、
社
会
福
祉
法
第
5
6
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
改
善
勧
告
や
改
善
命

　
　
　
　
令
、
役
員
解
職
勧
告
等
を
順
次
実
施

２
．
な
お
、
所
轄
庁
に
お
い
て
、
判
断
が
難
し
い
個
別
の
事
案
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省

　
　
社
会
・
援
護
局
福
祉
基
盤
課
あ
て
照
会
さ
れ
た
い
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
8
1

社
会
福
祉

充
実
計
画

地
域
協
議

会
問
8
2

地
域
協
議
会
の
運
営
に
当
た
っ
て
、
所
轄
庁
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
事
務
を
行
え
ば
よ
い
か
。

１
．
所
轄
庁
に
つ
い
て
は
、
法
第
5
5
条
の
２
第
８
項
の
規
定
を
踏
ま
え
、
地
域
協
議
会
の
体
制
整
備
に
関

　
　
し
て
責
任
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
例
え
ば
、
以
下
の
よ
う
な
事
務
を
直
接
的
又
は
間
接
的
に
行
う
こ

　
　
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
①
社
会
福
祉
法
人
が
意
見
聴
取
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
所
管
地
域
に
お
い
て
空
白
地
域
が
生
じ
な

　
　
　
　
い
よ
う
、
一
又
は
複
数
の
地
域
協
議
会
の
立
上
げ
に
向
け
た
必
要
な
調
整
を
行
う
こ
と

　
　
　
②
地
域
協
議
会
の
構
成
員
の
人
選
を
行
う
こ
と

　
　
　
③
管
内
の
地
域
協
議
会
の
窓
口
等
の
リ
ス
ト
化
を
図
り
、
周
知
を
行
う
こ
と

　
　
　
④
社
会
福
祉
法
人
が
意
見
聴
取
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
地
域
協
議
会
の
開
催
日
に
係
る
日
程
調
整

　
　
　
　
を
行
う
こ
と

　
　
　
⑤
地
域
協
議
会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
、
法
人
間
又
は
他
の
事
業
等
と
の
連
携
、
役
割

　
　
　
　
分
担
等
の
調
整
を
行
う
こ
と

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
8
2

社
会
福
祉

充
実
計
画

地
域
協
議

会
問
8
3

地
域
協
議
会
の
開
催
費
用
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
が
負
担
す
べ
き
か
。

１
．
地
域
協
議
会
の
開
催
費
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
2
9
年
度
に
お
い
て
は
、
道
府
県
・
市
に
係
る
地
方
交

　
　
付
税
に
お
い
て
措
置
す
る
予
定
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
所
轄
庁
が
負
担
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
8
3

9
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社
会
福
祉

充
実
計
画

地
域
協
議

会
問
8
4

地
域

協
議

会
は

必
ず

設
置

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

か
。

ま
た

、
法

人
が

自
ら

地
域

の
関

係
者

か
ら

意
見
聴
取
を
行
う
こ
と
は
可
能
か
。

１
．
地
域
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
法
人
が
円
滑
か
つ
公
正
中
立
な
意
見
聴
取
が
行
え
る
よ
う
に
す
る
と
と

　
　
も
に
、
地
域
公
益
事
業
の
実
施
を
契
機
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

　
　
を
図
り
つ
つ
、
地
域
福
祉
の
推
進
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
に
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

２
．
こ
の
よ
う
に
、
法
人
が
実
施
す
る
地
域
公
益
事
業
の
実
効
性
を
高
め
て
い
く
観
点
か
ら
、
既
存
の
会

　
　
議
体
の
活
用
を
含
め
、
地
域
協
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

３
．
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
協
議
会
の
体
制
整
備
に
時
間
を
要
し
て
い
る
所
轄
庁
も
多
い
こ
と
か
ら
、
平

　
　
成
3
0
年
度
に
お
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
方
法
等
に
よ
り
代
替
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
①
法
人
に
設
置
さ
れ
る
運
営
協
議
会
に
お
い
て
意
見
聴
取
を
行
う
こ
と

　
　
　
②
法
人
に
お
い
て
住
民
座
談
会
や
サ
ロ
ン
等
を
主
催
し
、
そ
こ
で
意
見
聴
取
を
行
う
こ
と

４
．
な
お
、
こ
の
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
可
能
な
限
り
速
や
か
に
地
域
協
議
会
を
設
置
す
る
も
の
と

　
　
し
、
設
置
次
第
、
地
域
公
益
事
業
の
取
組
内
容
に
つ
い
て
改
め
て
協
議
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

　
　
え
、
必
要
に
応
じ
て
社
会
福
祉
充
実
計
画
の
見
直
し
等
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

５
．
ま
た
、
所
轄
庁
に
お
け
る
地
域
協
議
会
の
開
催
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
地
方
交
付
税
に
よ
る
措

　
　
置
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
も
有
効
に
活
用
さ
れ
た
い
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
8
4

社
会
福
祉

充
実
計
画

地
域
協
議

会
問
8
5

地
域

協
議

会
に

お
い

て
意

見
聴

取
を

行
う

に
当

た
っ

て
、

社
会

福
祉

充
実

計
画

原
案

を
作

成
し

た
法

人
の

出
席

は
必

ず
必

要
か

。
ま

た
、

地
域

協
議

会
の

構
成

員
か

ら
書

面
に

よ
り

意
見

聴
取

を
行

う
と

い
っ
た
方
法
は
可
能
か
。

１
．
地
域
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
関
係
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
り
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ

　
　
の
取
組
間
の
連
携
強
化
、
既
存
の
取
組
の
狭
間
に
あ
る
地
域
課
題
の
共
有
、
こ
れ
に
対
応
し
た
新
た

　
　
な
社
会
資
源
の
創
出
な
ど
を
協
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
内
容
の
摺
り
合
わ
せ
を
行
う
こ
と
等
を
目

　
　
的
と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
則
と
し
て
、
法
人
及
び
地
域
協
議
会
の
構
成
員
の

　
　
出
席
の
下
、
開
催
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

２
．
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
協
議
会
の
開
催
に
係
る
構
成
員
間
の
日
程
調
整
が
困
難
な
場
合
や
、
法
人
に

　
　
お
け
る
社
会
福
祉
充
実
計
画
の
理
事
会
・
評
議
員
会
で
の
承
認
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
と
の
関
係
か
ら
、

　
　
地
域
協
議
会
の
開
催
が
困
難
な
場
合
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
ご
指
摘
の
よ

　
　
う
な
方
法
に
よ
り
代
替
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

３
．
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
あ
っ
て
も
、
後
日
、
承
認
社
会
福
祉
充
実
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
実

　
　
施
状
況
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
地
域
協
議
会
を
開
催
し
、
そ
こ
で
の
協
議
内
容
を
必
要
に

　
　
応
じ
て
計
画
に
反
映
し
て
い
く
と
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
8
5

社
会
福
祉

充
実
計
画

地
域
協
議

会
問
8
6

地
域

公
益

事
業

の
実

施
と

と
も

に
、

既
存

事
業

の
充

実
を

図
る

こ
と

を
内

容
と

す
る

社
会

福
祉

充
実

計
画

の
場

合
、

既
存

事
業

の
充

実
部

分
に

つ
い

て
も

、
地

域
協

議
会

の
意

見
を

聴
く

必
要

が
あ

る
の

か
。

１
．
地
域
協
議
会
に
お
い
て
は
、
最
低
限
、
地
域
公
益
事
業
に
つ
い
て
の
意
見
聴
取
を
行
え
ば
足
り
る
も

　
　
の
で
あ
る
が
、
法
人
が
そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
も
併
せ
て
意
見
聴
取
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
任

　
　
意
で
そ
の
よ
う
な
取
扱
い
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
8
6

社
会
福
祉

充
実
計
画

地
域
協
議

会
問
8
7

法
人
か
ら
地
域
公
益
事
業
の
実
施
希
望
が
な
い
場
合
、
地
域
協
議
会
は
開
催
し
な
く
て
も
良
い
か
。

１
．
法
人
か
ら
地
域
公
益
事
業
の
実
施
希
望
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
法
人
が
「
地
域
に
お
け
る
公
益

　
　
的
な
取
組
」
を
進
め
て
い
く
上
で
、
地
域
課
題
を
理
解
し
、
関
係
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

　
　
推
進
す
る
こ
と
は
有
用
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
に
同
様
の
議
論
の
場
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

　
　
　
①
地
域
課
題
の
共
有

　
　
　
②
地
域
の
関
係
者
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
内
容
の
共
有

　
　
　
③
地
域
の
関
係
者
の
連
携
の
在
り
方

　
　
　
④
「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」
の
取
組
内
容
、
推
進
方
策

　
　
な
ど
に
関
す
る
討
議
を
行
う
た
め
、
毎
年
度
１
回
以
上
は
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
8
7

社
会
福
祉

充
実
計
画

地
域
協
議

会
問
8
8

法
人

が
当

該
法

人
の

所
轄

庁
以

外
の

区
域

で
地

域
公

益
事

業
を

実
施

す
る

場
合

、
当

該
法

人
の

所
轄

庁
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
う
べ
き
か
。

１
．
所
轄
庁
に
お
い
て
、
法
人
か
ら
こ
の
よ
う
な
相
談
を
受
け
た
場
合
に
は
、
法
人
が
地
域
公
益
事
業

　
　
の
実
施
を
希
望
す
る
地
域
を
所
管
す
る
所
轄
庁
又
は
自
治
体
に
対
し
て
、
法
人
の
概
略
、
相
談
内

　
　
容
な
ど
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行
う
な
ど
必
要
な
調
整
を
行
わ
れ
た
い
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
8
8

社
会
福
祉

充
実
計
画

地
域
協
議

会
問
8
9

自
ら

の
所

管
地

域
内

に
お

い
て

、
他

の
所

轄
庁

が
所

管
す

る
法

人
が

事
業

の
実

施
を

希
望

す
る

場
合

に
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
。

１
．
所
管
地
域
内
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
他
の
所
轄
庁
が
所

　
　
管
す
る
法
人
で
あ
っ
て
も
、
当
該
他
の
所
轄
庁
と
連
携
を
図
り
、
自
ら
の
所
管
地
域
内
に
あ
る
地
域

　
　
協
議
会
の
開
催
等
、
必
要
な
支
援
を
行
わ
れ
た
い
。

充
実
計
画

Ｑ
＆
Ａ

問
8
9

租
税
特
別

措
置
法
第

4
0
条
の
適

用

社
会
福
祉

法
人
か
ら

の
問
合
せ

へ
の
対
応

問
9
0

過
去

に
租

税
特

別
措

置
法

第
4
0
条

の
適

用
を

受
け

て
い

た
法

人
が

、
失

念
等

に
よ

り
、

租
税

特
別

措
置

法
第

4
0
条

の
適

用
を

前
提

と
し

な
い

定
款

例
に

沿
っ

た
内

容
の

定
款

に
改

正
し

た
場

合
に

、
直

ち
に
国
税
庁
長
官
の
非
課
税
承
認
が
取
り
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

１
．
直
ち
に
国
税
庁
長
官
の
非
課
税
承
認
が
取
り
消
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
税
務
署
等
か
ら
の
指
摘
の
際

　
　
に
、
租
税
特
別
措
置
法
第
4
0
条
の
適
用
要
件
を
満
た
す
定
款
へ
改
正
す
れ
ば
取
り
消
さ
れ
な
い
。

租
特

Ｑ
＆
Ａ

問
１

租
税
特
別

措
置
法
第

4
0
条
の
適

用

所
轄
庁
監

査
の
際
の

対
応

問
9
1

租
税

特
別

措
置

法
第

4
0
条

の
適

用
要

件
を

満
た

す
定

款
に

改
正

し
た

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

監
査

に
お

い
て

、
理

事
等

に
つ

い
て

、
親

族
等

特
殊

関
係

者
（

４
～

６
親

等
以

内
の

親
族

等
）

が
３

分
の

１
を

超
え
て
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
べ
き
か
。

１
．
法
人
に
お
い
て
は
、
社
会
福
祉
法
等
に
基
づ
く
親
族
等
特
殊
関
係
者
（
３
親
等
以
内
）
の
制
限
に
つ

　
　
い
て
は
遵
守
し
て
い
る
が
、
租
税
特
別
措
置
法
第
4
0
条
の
適
用
要
件
を
満
た
す
定
款
に
改
正
し
た
た

　
　
め
、
親
族
等
特
殊
関
係
者
（
６
親
等
以
内
）
の
制
限
に
抵
触
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
直
ち

　
　
に
文
書
指
摘
等
を
行
う
こ
と
は
せ
ず
、
次
回
の
評
議
員
会
で
理
事
を
選
任
し
直
す
よ
う
助
言
す
る
こ

　
　
と
が
適
当
で
あ
る
。

２
．
な
お
、
評
議
員
・
監
事
に
お
い
て
も
、
直
ち
に
文
書
指
摘
等
を
行
う
こ
と
は
せ
ず
、
法
人
に
お
け
る

　
　
準
備
期
間
を
考
慮
し
て
、
一
定
期
間
の
猶
予
を
設
け
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

租
特
Ｑ
＆

Ａ
問
２

1
0
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定
款
変
更

評
議
員
選

任
・
解
任

委
員
会

問
9
2

定
款

変
更

の
審

査
に

お
い

て
、

評
議

員
選

任
・

解
任

委
員

の
候

補
者

の
名

簿
を

確
認

す
る

必
要

が
あ

る
か
。
（
定
款
例
第
６
条
関
係
）

１
．
名
簿
に
よ
り
審
査
す
る
必
要
は
な
い
。

定
款
変
更

Ｑ
＆
Ａ

問
１

定
款
変
更

評
議
員
選

任
・
解
任

委
員
会

問
9
3

平
成

２
８

年
度

中
に

評
議

員
選

任
・

解
任

委
員

会
を

設
置

す
る

こ
と

に
な

る
が

、
そ

の
た

め
に

は
定

款
に

お
け

る
評

議
員

選
任

・
解

任
委

員
会

に
係

る
条

文
が

今
年

度
中

に
効

力
を

発
す

る
旨

附
則

等
で

定
め
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
（
定
款
例
第
六
条
関
係
）

１
．
今
回
の
法
改
正
に
係
る
定
款
変
更
の
効
力
は
、
改
正
法
附
則
第
７
条
第
２
項
に
基
づ
き
、
平
成
2
9
年

　
　
４
月
１
日
か
ら
発
す
る
も
の
で
あ
り
、
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
に
係
る
条
文
も
同
様
で
あ
る
上

　
　
に
、
平
成
2
8
年
度
に
お
け
る
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
の
設
置
は
、
改
正
法
附
則
の
第
９
条
に
基

　
　
づ
き
、
新
社
会
福
祉
法
第
3
9
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
附
則
等
に

　
　
よ
り
効
力
を
早
め
る
必
要
は
な
い
。

（
参
考
）

　
○
改
正
法
附
則

　
　
第
７
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
設
立
さ
れ
た
社
会
福
祉
法

　
　
　
人
は
、
施
行
日
ま
で
に
、
必
要
な
定
款
の
変
更
を
し
、
所
轄
庁
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
　
い
。

　
　
２
　
前
項
の
認
可
が
あ
っ
た
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す
る
定
款
の
変
更
は
、
施
行
日
に
お
い
て
、
そ

　
　
　
の
効
力
を
生
ず
る
。

　
　
第
９
条
　
施
行
日
前
に
設
立
さ
れ
た
社
会
福
祉
法
人
は
、
施
行
日
ま
で
に
、
あ
ら
か
じ
め
、
新
社
会

　
　
　
福
祉
法
第
3
9
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
評
議
員
を
選
任
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
○
社
会
福
祉
法

　
　
（
評
議
員
の
選
任
）

　
　
第
3
9
条
　
評
議
員
は
、
社
会
福
祉
法
人
の
適
正
な
運
営
に
必
要
な
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、

　
　
　
定
款
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
選
任
す
る
。

定
款
変
更

Ｑ
＆
Ａ

問
２

定
款
変
更

評
議
員
選

任
・
解
任

委
員
会

問
9
4

定
款

例
で

示
さ

れ
て

い
る

評
議

員
選

任
・

解
任

委
員

の
う

ち
「

事
務

局
員

」
を

「
職

員
」

と
定

め
て

も
よ
い
か
。
（
定
款
例
第
６
条
関
係
）

１
．
可
能
で
あ
る
。

定
款
変
更

Ｑ
＆
Ａ

問
３

定
款
変
更

評
議
員
選

任
・
解
任

委
員
会

問
9
5

評
議

員
選

任
・

解
任

委
員

会
に

お
い

て
外

部
委

員
が

１
名

の
場

合
で

あ
っ

て
も

、
定

款
例

で
示

し
て

い
る

と
お

り
、

決
議

に
お

い
て

そ
の

者
の

出
席

及
び

賛
成

を
条

件
と

す
べ

き
な

の
か

。
（

定
款

例
第

６
条
関
係
）

１
．
監
事
や
職
員
等
の
法
人
内
部
の
委
員
だ
け
で
な
く
、
外
部
委
員
に
よ
っ
て
も
な
お
適
当
と
判
断
さ
れ

　
　
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
外
部
委
員
の
出
席
及
び
賛
成
を
条
件
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

定
款
変
更

Ｑ
＆
Ａ

問
４

定
款
変
更

評
議
員

問
9
6

経
過

措
置

に
よ

り
評

議
員

の
数

を
４

名
以

上
と

し
、

経
過

措
置

後
は

７
名

と
す

る
場

合
、

定
款

に
お

い
て
ど
の
よ
う
に
定
め
れ
ば
よ
い
か
。
（
定
款
例
第
５
条
関
係
）

１
．
定
款
の
本
則
に
お
い
て
、
評
議
員
の
定
数
を
７
名
と
定
め
、
附
則
に
お
い
て
「
第
○
条
で
定
め
る
評

　
　
議
員
の
人
数
は
、
平
成
2
9
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
３
２
年
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
は
「
４
名
以
上
」

　
　
と
す
る
。
」
と
す
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

定
款
変
更

Ｑ
＆
Ａ

問
５

定
款
変
更

評
議
員

問
9
7

理
事

の
定

数
を

定
款

に
お

い
て

６
名

以
上

８
名

以
内

と
定

め
た

場
合

、
定

款
に

お
け

る
評

議
員

の
定

数
を
７
名
以
上
９
名
以
内
と
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

１
．
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
評
議
員
の
現
在
数
は
理
事
の
現
在
数
を
常
に
超
え
て
い
な
く
て
は
な
ら
な

　
　
い
。

定
款
変
更

Ｑ
＆
Ａ

問
６

定
款
変
更

役
員

問
9
8

職
員

が
理

事
と

な
る

場
合

、
日

頃
業

務
に

あ
た

っ
て

い
る

の
で

、
業

務
執

行
理

事
と

す
る

こ
と

が
必

要
か
。
（
定
款
例
第
1
5
条
関
係
）

１
．
日
頃
の
業
務
執
行
は
職
員
と
い
う
立
場
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
業
務
執
行
理
事
と
し
な
く
て

　
　
も
よ
い
。

定
款
変
更

Ｑ
＆
Ａ

問
７

定
款
変
更

役
員

問
9
9

第
4
5
条

の
2
0
第

４
項

で
準

用
す

る
一

般
法

人
法

第
1
1
4
条

第
１

項
で

規
定

す
る

理
事

、
監

事
又

は
会

計
監
査
人
の
責
任
の
免
除
規
定
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
定
め
れ
ば
よ
い
か
。

１
．
以
下
の
例
を
参
考
に
定
め
る
こ
と
。

　
（
責
任
の
免
除
）

　
第
○
条
　
理
事
、
監
事
又
は
会
計
監
査
人
が
任
務
を
怠
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
社

　
　
会
福
祉
法
人
に
対
し
賠
償
す
る
責
任
は
、
職
務
を
行
う
に
つ
き
善
意
で
か
つ
重
大
な
過
失
が
な
く
、

　
　
そ
の
原
因
や
職
務
執
行
状
況
な
ど
の
事
情
を
勘
案
し
て
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
社
会
福
祉

　
　
法
第
4
5
条
の
2
0
第
４
項
に
お
い
て
準
用
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第

　
　
1
1
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
額
を
限
度
と
し
て
理
事
会
の
決
議
に
よ
っ

　
　
て
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

定
款
変
更

Ｑ
＆
Ａ

問
８

定
款
変
更

役
員

問
1
0
0

第
4
5
条

の
2
0
第

４
項

で
準

用
す

る
一

般
法

人
法

第
1
1
5
条

で
規

定
す

る
責

任
限

定
契

約
は

定
款

に
お

い
て
ど
の
よ
う
に
定
め
れ
ば
良
い
か
。

１
．
以
下
の
例
を
参
考
に
定
め
る
こ
と
。

　
　
（
責
任
限
定
契
約
）

　
　
第
○
条
　
理
事
（
理
事
長
、
業
務
執
行
理
事
、
業
務
を
執
行
し
た
そ
の
他
の
理
事
又
は
当
該
社
会
福

　
　
　
祉
法
人
の
職
員
で
な
い
も
の
に
限
る
。
）
、
監
事
又
は
会
計
監
査
人
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

　
　
　
「
非
業
務
執
行
理
事
等
」
と
い
う
。
）
が
任
務
を
怠
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て

　
　
　
社
会
福
祉
法
人
に
対
し
賠
償
す
る
責
任
は
、
当
該
非
業
務
執
行
理
事
等
が
職
務
を
行
う
に
つ
き
善

　
　
　
意
で
か
つ
重
大
な
過
失
が
な
い
と
き
は
、
金
○
○
万
円
以
上
で
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
額
と
社
会
福

　
　
　
祉
法
第
4
5
条
の
2
0
第
４
項
に
お
い
て
準
用
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法

　
　
　
律
第
1
1
3
条
第
１
項
第
２
号
で
定
め
る
額
と
の
い
ず
れ
か
高
い
額
を
限
度
と
す
る
旨
の
契
約
を
非

　
　
　
業
務
執
行
理
事
等
と
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
．
な
お
、
「
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
額
」
は
、
責
任
限
定
契
約
書
に
お
い
て
定
め
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら

　
　
れ
る
。

定
款
変
更

Ｑ
＆
Ａ

問
９

1
1
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定
款
変
更

評
議
員

会
、
理
事

会
問
1
0
1

評
議

員
会

及
び

理
事

会
の

招
集

は
当

初
か

ら
理

事
長

以
外

の
理

事
が

招
集

す
る

旨
定

め
て

も
問

題
な

い
か
。
（
定
款
例
第
1
2
条
及
び
第
2
5
関
係
）

１
．
評
議
員
会
及
び
理
事
会
の
招
集
は
本
来
す
べ
て
の
理
事
に
備
わ
っ
て
い
る
権
限
で
あ
り
、
理
事
長
以

　
　
外
の
理
事
が
招
集
す
る
旨
定
め
て
も
よ
い
。

定
款
変
更

Ｑ
＆
Ａ

問
1
0

定
款
変
更

評
議
員

会
、
理
事

会
問
1
0
2

評
議

員
会

及
び

理
事

会
に

お
い

て
議

長
を

置
く

こ
と

や
、

議
長

と
な

っ
た

者
の

議
決

権
の

行
使

に
つ

い
て
、
定
款
に
規
定
し
て
も
差
し
支
え
な
い
か
。
（
定
款
例
第
1
3
条
及
び
第
2
6
条
関
係
）

１
．
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
議
長
の
議
決
権
は
可
否
同
数
の
と
き
の
決
定
権
と
し
て
行
使
さ
れ
る
こ
と

　
　
と
な
り
、
そ
れ
よ
り
前
に
行
使
す
る
こ
と
は
二
重
の
投
票
権
を
有
す
る
結
果
に
も
な
り
、
不
都
合
な

　
　
事
態
を
招
く
。
そ
の
た
め
、
可
否
同
数
の
と
き
よ
り
前
の
議
決
は
で
き
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
こ
と

　
　
が
必
要
で
あ
る
。

定
款
変
更

Ｑ
＆
Ａ

問
1
1

定
款
変
更

評
議
員

会
、
理
事

会
問
1
0
3

定
款

例
に

お
い

て
、

「
臨

機
の

措
置

」
に

つ
い

て
は

第
3
5
条

に
お

い
て

「
理

事
総

数
の

３
分

の
２

以
上

の
同

意
が

必
要

」
と

さ
れ

て
い

る
が

、
予

算
に

係
る

理
事

会
の

決
議

に
つ

い
て

も
同

様
の

も
の

と
し
な
く
て
も
よ
い
の
か
。
（
定
款
例
第
3
1
条
関
係
）

１
．
法
令
上
特
に
規
定
は
な
い
が
、
法
人
運
営
上
、
評
議
員
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と
や
、
理

　
　
事
総
数
の
３
分
の
２
以
上
の
同
意
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

定
款
変
更

Ｑ
＆
Ａ

問
1
2

定
款
変
更

評
議
員

会
、
理
事

会
問
1
0
4

定
款

例
に

お
い

て
「

理
事

総
数

の
３

分
の

２
以

上
の

同
意

が
必

要
」

と
さ

れ
て

い
る

事
項

に
つ

い
て

、
「

特
別

の
利

害
関

係
を

有
す

る
理

事
を

除
く

理
事

の
過

半
数

が
出

席
し

、
そ

の
過

半
数

を
も

っ
て
行
う
」
と
定
め
て
も
よ
い
か
。
（
定
款
例
第
3
5
条
関
係
）

１
．
法
人
の
運
営
に
お
け
る
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
理
事
総
数
の
３
分
の
２
以
上
の
同
意
を
要
す
る
旨

　
　
定
款
例
に
お
い
て
示
し
て
い
る
が
、
法
令
上
に
は
制
限
は
な
く
、
通
常
の
理
事
会
決
議
事
項
（
特
別

　
　
の
利
害
関
係
を
有
す
る
理
事
を
除
く
理
事
の
過
半
数
が
出
席
し
、
そ
の
過
半
数
を
も
っ
て
議
決
）
と

　
　
し
て
も
問
題
な
い
。

定
款
変
更

Ｑ
＆
Ａ

問
1
3

定
款
変
更

会
計
監
査

人
問
1
0
5

会
計

監
査

人
に

関
す

る
条

文
の

定
款

変
更

手
続

き
如

何
。

（
定

款
例

第
1
0
条

、
第

1
5
条

、
第

1
6
条

、
第
1
8
条
、
第
1
9
条
、
第
2
0
条
、
第
2
1
条
関
係
）

１
．
会
計
監
査
人
の
条
文
に
係
る
定
款
変
更
に
つ
い
て
は
、
次
の
２
つ
の
方
法
に
よ
る
こ
と
な
ど
が
考
え

　
　
ら
れ
る
。

　
　
・
会
計
監
査
人
の
設
置
義
務
基
準
に
該
当
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
法
人
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
法

　
　
　
改
正
に
係
る
平
成
2
8
年
度
中
の
定
款
変
更
の
際
に
会
計
監
査
人
に
係
る
条
項
に
つ
い
て
も
定
め
、

　
　
　
定
款
変
更
申
請
を
行
う
こ
と
。

　
　
・
会
計
監
査
人
の
設
置
義
務
基
準
に
該
当
す
る
か
否
か
が
平
成
2
8
会
計
年
度
の
決
算
が
確
定
す
る
ま

　
　
　
で
判
断
が
で
き
な
い
法
人
に
つ
い
て
は
、
平
成
2
9
年
度
の
定
時
評
議
員
会
に
お
い
て
、
会
計
監
査

　
　
　
人
選
任
と
あ
わ
せ
て
、
会
計
監
査
人
に
係
る
定
款
変
更
を
議
決
後
、
定
款
変
更
申
請
を
行
う
こ

　
　
　
と
。

定
款
変
更

Ｑ
＆
Ａ

問
1
4

定
款
変
更

そ
の
他

問
1
0
6

今
回

の
改

正
に

お
け

る
定

款
の

効
力

を
発

す
る

日
に

つ
い

て
、

附
則

に
ど

の
よ

う
に

定
め

れ
ば

良
い

か
。

１
．
適
用
日
に
つ
い
て
は
、
改
正
法
附
則
に
基
づ
き
一
部
異
な
る
も
の
も
あ
る
が
、
附
則
に
お
い
て
は
、

　
　
「
こ
の
定
款
は
、
平
成
2
9
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
」
と
定
め
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

定
款
変
更

Ｑ
＆
Ａ

問
1
5

定
款
変
更

そ
の
他

問
1
0
7

評
議

員
、

理
事

、
監

事
又

は
会

計
監

査
人

の
選

任
に

係
る

条
文

に
お

い
て

、
従

来
の

よ
う

に
「

理
事

長
か
ら
委
嘱
す
る
」
旨
定
め
な
く
て
も
よ
い
か
。

１
．
評
議
員
、
理
事
、
監
事
又
は
会
計
監
査
人
の
委
任
契
約
は
適
正
な
選
任
手
続
と
法
人
か
ら
の
申
込
み

　
　
及
び
本
人
の
就
任
承
諾
に
よ
っ
て
成
立
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
定
め
は
不
要

　
　
で
あ
る
。

２
．
な
お
、
被
選
任
者
と
の
委
任
契
約
（
就
任
日
等
）
を
明
確
に
す
る
も
の
と
し
て
、
従
来
の
と
お
り
、

　
　
就
任
承
諾
書
を
提
出
し
て
も
ら
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

定
款
変
更

Ｑ
＆
Ａ

問
1
6

定
款
変
更

そ
の
他

問
1
0
8

定
款

例
第

３
条

第
２

項
は

社
会

福
祉

法
人

の
「

地
域

に
お

け
る

公
益

的
な

取
組

」
に

関
す

る
条

文
で

あ
り

、
必

要
的

記
載

事
項

で
は

な
い

の
か

。
ま

た
、

定
款

例
の

よ
う

に
具

体
的

な
取

組
の

内
容

を
記

載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
（
定
款
例
第
３
条
関
係
）

１
．
「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」
は
、
社
会
福
祉
法
第
2
4
条
第
２
項
に
お
い
て
す
べ
て
の
社
会
福

　
　
祉
法
人
の
責
務
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
定
款
で
の
定
め
が
無
く
と
も
当
然
に
そ
の
効
力
は

　
　
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。

２
．
当
該
条
文
を
定
款
に
お
い
て
定
め
る
場
合
に
お
い
て
、
具
体
的
な
取
組
が
決
定
し
て
い
る
場
合
の

　
　
み
、
定
款
例
で
示
す
よ
う
に
記
載
す
れ
ば
よ
い
。

３
．
な
お
、
社
会
福
祉
充
実
計
画
に
伴
う
地
域
公
益
事
業
の
実
施
に
当
た
り
、
定
款
上
、
事
業
を
追
加
す

　
　
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
社
会
福
祉
充
実
計
画
の
承
認
申
請
と
あ
わ
せ
て
、
定
款
変
更
を
行
う
こ

　
　
と
と
な
る
。

定
款
変
更

Ｑ
＆
Ａ

問
1
7

定
款
変
更

そ
の
他

問
1
0
9

定
款

に
お

い
て

定
め

が
必

要
で

あ
る

評
議

員
の

報
酬

等
の

額
に

つ
い

て
は

、
１

人
あ

た
り

の
報

酬
等

の
額
を
定
め
て
も
よ
い
の
か
。
（
定
款
例
第
８
条
関
係
）

１
．
可
能
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
「
１
人
あ
た
り
の
各
年
度
の
総
額
が
○
○
○
○
○
○
円
を
超
え
な
い

　
　
範
囲
で
」
と
規
定
す
る
こ
と
。
 

定
款
変
更

Ｑ
＆
Ａ

問
1
8

定
款
変
更

そ
の
他

問
1
1
0

理
事

又
は

監
事

の
報

酬
等

に
つ

い
て

、
定

款
例

の
よ

う
に

別
途

評
議

員
会

で
定

め
る

こ
と

と
せ

ず
、

定
款
に
お
い
て
定
め
る
場
合
、
ど
の
よ
う
に
記
載
す
べ
き
か
。
（
定
款
例
第
2
1
条
関
係
）

１
．
評
議
員
の
報
酬
等
と
同
様
に
総
額
の
範
囲
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

定
款
変
更

Ｑ
＆
Ａ

問
1
9

経
営
組
織

評
議
員
選

任
・
解
任

委
員
会

問
1
1
1

評
議

員
選

任
・

解
任

委
員

会
を

置
く

場
合

は
、

常
時

設
置

と
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

の
か

。
そ

れ
と

も
、
必
要
に
応
じ
そ
の
都
度
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
な
の
か
。

１
．
評
議
員
が
欠
け
た
場
合
等
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
常
時
設
置
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
１

経
営
組
織

評
議
員
選

任
・
解
任

委
員
会

問
1
1
2

評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
を
常
時
設
置
す
る
場
合
、
委
員
の
任
期
を
設
け
る
必
要
は
あ
る
か
。

１
．
常
時
設
置
す
る
場
合
に
は
、
理
事
や
評
議
員
の
任
期
を
参
考
に
委
員
の
任
期
を
設
け
る
こ
と
が
適
当

　
　
で
あ
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
２

経
営
組
織

評
議
員
選

任
・
解
任

委
員
会

問
1
1
3

評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
は
誰
が
招
集
す
る
の
か
。

１
．
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
の
招
集
は
、
法
人
運
営
の
状
況
を
把
握
し
、
業
務
執
行
に
関
し
責
任
を

　
　
負
う
理
事
会
に
お
い
て
決
定
し
、
理
事
が
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
３

1
2
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経
営
組
織

評
議
員
選

任
・
解
任

委
員
会

問
1
1
4

評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
の
議
事
録
を
作
成
・
保
存
す
る
必
要
が
あ
る
か
。

１
．
適
正
な
手
続
に
よ
り
評
議
員
の
選
任
・
解
任
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が

　
　
で
き
る
よ
う
、
議
事
録
を
作
成
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

２
．
そ
の
際
、
出
席
委
員
又
は
委
員
長
を
置
く
場
合
に
は
委
員
長
の
署
名
又
は
押
印
が
さ
れ
て
い
る
こ
と

　
　
が
適
当
で
あ
る
。

３
．
ま
た
、
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
の
議
事
録
は
、
評
議
員
会
や
理
事
会
の
議
事
録
と
同
様
に
、
1
0

　
　
年
間
保
存
し
て
お
く
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
４

経
営
組
織

評
議
員
選

任
・
解
任

委
員
会

問
1
1
5

評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
の
委
員
は
誰
が
選
任
す
る
の
か
。

１
．
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
は
、
法
人
運
営
の
状
況
を
把
握
し
、
業
務
執
行
に
関
し
責
任
を
負
う
理
事

　
　
会
に
お
い
て
選
任
す
る
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

２
．
こ
の
場
合
、
特
定
の
理
事
が
委
員
を
選
任
す
る
と
し
た
場
合
、
偏
っ
た
委
員
構
成
と
な
る
お
そ
れ
が

　
　
あ
る
た
め
、
理
事
会
に
お
い
て
決
定
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
５

経
営
組
織

評
議
員
選

任
・
解
任

委
員
会

問
1
1
6

理
事
が
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
と
な
る
こ
と
は
可
能
か
。

１
．
理
事
又
は
理
事
会
が
評
議
員
を
選
任
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
は
無
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
法
第
3
1
条

　
　
第
５
項
）
、
理
事
が
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
と
な
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
６

経
営
組
織

評
議
員
選

任
・
解
任

委
員
会

問
1
1
7

評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
に
理
事
は
出
席
で
き
る
の
か
。

１
．
理
事
又
は
理
事
会
が
評
議
員
を
選
任
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
は
無
効
（
法
第
3
1
条
第
５
項
）
と
す
る

　
　
法
の
趣
旨
か
ら
、
理
事
が
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
の
議
決
に
加
わ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
議

　
　
事
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
適
当
で
な
い
。

２
．
他
方
、
評
議
員
選
任
候
補
者
等
の
提
案
は
理
事
会
の
決
定
に
従
い
、
理
事
が
行
う
こ
と
が
通
常
と
考

　
　
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
提
案
の
説
明
・
質
疑
対
応
の
た
め
に
理
事
が
出
席
す
る
こ
と
は
可
能
で

　
　
あ
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
７

経
営
組
織

評
議
員
選

任
・
解
任

委
員
会

問
1
1
8

評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
で
あ
る
事
務
局
員
に
法
人
の
職
員
が
な
る
こ
と
は
可
能
か
。

１
．
事
務
局
員
に
法
人
の
職
員
（
介
護
職
員
等
を
含
む
。
）
が
な
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
８

経
営
組
織

評
議
員
選

任
・
解
任

委
員
会

問
1
1
9

評
議

員
選

任
・

解
任

委
員

会
に

お
い

て
、

監
事

・
事

務
局

員
・

外
部

委
員

を
委

員
に

し
な

い
こ

と
は

可
能
か
。

１
．
監
事
・
事
務
局
員
を
委
員
と
し
な
い
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
が
法
人

　
　
関
係
者
で
な
い
中
立
的
な
立
場
に
あ
る
外
部
の
者
が
参
加
す
る
機
関
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と

　
　
も
外
部
委
員
１
名
を
委
員
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
９

経
営
組
織

評
議
員
選

任
・
解
任

委
員
会

問
1
2
0

理
事
、
評
議
員
は
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
に
な
る
こ
と
は
可
能
か
。

１
．
理
事
に
つ
い
て
は
、
理
事
又
は
理
事
会
に
よ
る
評
議
員
の
選
任
・
解
任
を
禁
止
し
た
法
第
3
1
条
第
５

　
　
項
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
認
め
ら
れ
な
い
。

２
．
評
議
員
に
つ
い
て
は
、
自
分
を
選
任
・
解
任
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
適
当
で
は
な
い
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
1
0

経
営
組
織

評
議
員
選

任
・
解
任

委
員
会

問
1
2
1

評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
の
人
数
に
制
限
は
あ
る
の
か
。

１
．
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
の
人
数
に
つ
い
て
は
、
法
人
の
規
模
等
に
応
じ
て
、
各
法
人
に
お
い
て
判

　
　
断
す
る
こ
と
と
な
る
。

２
．
た
だ
し
、
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
は
合
議
体
の
機
関
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
３
名
以
上
と
す
る
こ

　
　
と
が
適
当
で
あ
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
1
1

経
営
組
織

評
議
員
選

任
・
解
任

委
員
会

問
1
2
2

評
議

員
選

任
・

解
任

委
員

会
に

お
け

る
評

議
員

の
選

任
又

は
解

任
に

係
る

議
題

又
は

議
案

の
提

案
は

誰
が
行
う
の
か
。

１
．
評
議
員
の
選
任
又
は
解
任
に
係
る
議
題
又
は
議
案
の
提
案
は
、
理
事
が
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
が
考

　
　
え
ら
れ
る
。

２
．
そ
の
場
合
、
恣
意
的
な
評
議
員
の
選
任
又
は
解
任
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
理
事
会
の
決
定
を
必
要

　
　
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
1
2

経
営
組
織

評
議
員
選

任
・
解
任

委
員
会

問
1
2
3

評
議

員
が

評
議

員
選

任
・

解
任

委
員

会
の

委
員

に
な

る
こ

と
は

、
「

自
分

を
選

任
・

解
任

す
る

こ
と

に
な

る
た

め
、

適
当

で
は

な
い

」
（

問
1
0
）

と
あ

る
が

、
当

該
評

議
員

が
、

次
の

評
議

員
に

選
出

さ
れ

な
い

こ
と

が
明

ら
か

な
場

合
は

、
委

員
と

な
る

事
が

可
能

と
考

え
て

良
い

か
。

【
８

／
2
2
付

け
ブ

ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議
Ｆ
Ａ
Ｑ
問
１
同
旨
】

１
．
法
人
の
判
断
で
、
次
の
評
議
員
に
な
ら
な
い
者
を
選
任
・
解
任
委
員
に
す
る
こ
と
は
差
し
支
え
な

　
　
い
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
1
2
－
２

経
営
組
織

評
議
員
選

任
・
解
任

委
員
会

問
1
2
4

評
議

員
選

任
・

解
任

委
員

会
の

委
員

に
報

酬
を

支
払

う
こ

と
は

可
能

か
。

【
８

／
2
2
付

け
ブ

ロ
ッ

ク
別
担
当
者
会
議
Ｆ
Ａ
Ｑ
問
２
同
旨
】

１
．
可
能
。
た
だ
し
、
社
会
福
祉
法
人
の
経
理
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
不
当
に
高
額
な
も

　
　
の
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
1
2
－
3

経
営
組
織

評
議
員
選

任
・
解
任

委
員
会

問
1
2
5

新
評
議
員
選
任
の
た
め
に
必
要
な
理
事
会
は
、

　
①
定
款
変
更
手
続
き
の
た
め
の
理
事
会
、

　
②
定
款
変
更
認
可
後
の
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
設
置
等
の
た
め
の
理
事
会

で
あ

り
、

少
な

く
と

も
２

回
開

催
す

る
こ

と
が

必
要

な
の

か
。

【
８

／
2
2
付

け
ブ

ロ
ッ

ク
別

担
当

者
会
議
Ｆ
Ａ
Ｑ
問
３
同
旨
（
修
正
）
】

１
．
定
款
変
更
認
可
後
に
②
の
理
事
会
を
開
く
こ
と
が
適
当
で
あ
る
が
、
定
款
変
更
の
認
可
を
前
提
と
し

　
　
て
、
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
設
置
に
係
る
議
案
を
①
と
同
じ
理
事
会
で
審
議
す
る
こ
と
も
可
能

　
　
で
あ
る
。

２
．
た
だ
し
、
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
の
開
催
及
び
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
に
よ
る
評
議
員
の

　
　
選
定
に
つ
い
て
は
、
所
轄
庁
の
定
款
変
更
の
認
可
後
が
適
当
で
あ
る
が
、
制
度
改
正
に
伴
う
今
年
度

　
　
の
手
続
に
限
り
、
例
え
ば
、
定
款
変
更
の
申
請
後
一
定
期
間
を
経
過
し
て
も
所
轄
庁
の
認
可
が
な
い

　
　
等
、
平
成
2
9
年
３
月
3
1
日
ま
で
に
新
た
な
評
議
員
の
選
任
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
定
款

　
　
変
更
の
認
可
を
前
提
と
し
て
、
認
可
前
に
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
の
開
催
及
び
評
議
員
選
任
・

　
　
解
任
委
員
会
に
よ
る
評
議
員
の
選
定
を
行
う
こ
と
も
差
し
支
え
な
い
。
（
評
議
員
に
関
す
る
定
款
上

　
　
の
規
定
が
法
令
及
び
通
知
等
に
違
反
し
て
い
る
場
合
を
除
く
）

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
1
2
－
4

1
3
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経
営
組
織

評
議
員
の

兼
職
禁
止

問
1
2
6

現
職

の
理

事
が

新
制

度
の

評
議

員
に

就
任

す
る

場
合

に
は

、
理

事
を

辞
職

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

か
。

１
．
新
制
度
の
評
議
員
に
つ
い
て
は
、
牽
制
関
係
を
適
正
に
働
か
せ
る
観
点
か
ら
、
理
事
と
の
兼
務
は
認

　
　
め
ら
れ
て
い
な
い
。
（
法
第
4
0
条
第
２
項
）
こ
の
た
め
、
現
職
の
理
事
が
施
行
日
に
評
議
員
に
就
任

　
　
す
る
場
合
に
は
、
施
行
日
の
前
日
ま
で
に
理
事
を
辞
職
す
る
必
要
が
あ
る
。

２
．
当
該
理
事
が
辞
職
す
る
こ
と
に
よ
り
、
施
行
日
以
後
法
律
又
は
定
款
で
定
め
た
理
事
の
員
数
が
欠
け

　
　
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
は
、
施
行
日
ま
で
に
代
わ
り
の
理
事
が
就
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
こ
の
場
合
、
当
該
代
わ
り
の
理
事
の
任
期
は
、
施
行
日
以
後
最
初
に
招
集
さ
れ
る
定
時
評
議
員
会
の

　
　
終
結
の
時
ま
で
と
さ
れ
る
（
改
正
法
附
則
第
1
4
条
）
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
３
月
末
ま
で
を
会
計
年

　
　
度
と
し
て
い
る
法
人
で
、
定
時
評
議
員
会
を
毎
年
６
月
末
に
行
っ
て
い
る
法
人
を
例
に
す
る
と
、
そ

　
　
の
任
期
は
、
平
成
2
9
年
６
月
末
ま
で
と
な
る
。

３
．
代
わ
り
の
理
事
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
以
後
最
初
に
招
集
さ
れ
る
定
時
評
議
員
会
に
お
い
て
新
制
度

　
　
の
理
事
と
し
て
再
任
さ
れ
う
る
者
を
、
あ
ら
か
じ
め
選
任
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ

　
　
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
1
3

経
営
組
織

評
議
員
の

特
殊
関
係

者
問
1
2
7

Ａ
社

会
福

祉
法

人
の

評
議

員
に

は
、

Ｂ
社

会
福

祉
法

人
の

評
議

員
が

就
任

す
る

こ
と

は
可

能
か

。
可

能
な
場
合
、
人
数
制
限
は
あ
る
の
か
。

１
．
人
数
に
制
限
な
く
兼
務
可
能
で
あ
る
。

⇒
　
別
添
参
考
⑥

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
1
4

経
営
組
織

評
議
員
の

特
殊
関
係

者
問
1
2
8

Ａ
社

会
福

祉
法

人
の

評
議

員
に

は
、

Ｂ
社

会
福

祉
法

人
の

役
員

や
職

員
が

就
任

す
る

こ
と

は
可

能
か
。

１
．
人
数
に
制
限
な
く
兼
務
可
能
で
あ
る
。
（
図
１
）

２
．
た
だ
し
、
牽
制
関
係
を
適
正
に
働
か
せ
る
観
点
か
ら
、
Ａ
社
会
福
祉
法
人
の
評
議
員
の
過
半
数
を
Ｂ

　
　
社
会
福
祉
法
人
の
役
員
が
占
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
Ａ
社
会
福
祉
法
人
の
役
員
又
は
職
員
が
Ｂ
社

　
　
会
福
祉
法
人
の
評
議
員
と
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
（
図
２
）

⇒
　
別
添
参
考
⑦

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
1
5

経
営
組
織

評
議
員
の

特
殊
関
係

者
問
1
2
9

Ａ
社

会
福

祉
法

人
の

評
議

員
に

は
、

社
会

福
祉

法
人

で
な

い
Ｂ

法
人

の
役

員
又

は
職

員
が

就
任

す
る

こ
と
は
可
能
か
。

１
．
可
能
で
あ
る
。

２
．
た
だ
し
、
Ａ
社
会
福
祉
法
人
の
評
議
員
と
Ｂ
法
人
の
役
員
又
は
職
員
を
兼
務
し
て
い
る
者
が
、
Ａ
法

　
　
人
の
評
議
員
総
数
の
３
分
の
１
を
超
え
て
含
ま
れ
て
は
な
ら
な
い
。

⇒
　
別
添
参
考
⑧

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
1
6

経
営
組
織

社
会
福
祉

法
人
の
適

正
な
運
営

に
必
要
な

識
見
を
有

す
る
者

問
1
3
0

当
該
法
人
の
職
員
で
あ
っ
た
者
は
評
議
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

１
．
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
牽
制
関
係
を
適
正
に
働
か
せ
る
た
め
、
退
職
後
、
少
な
く
と
も
１
年
程
度

　
　
経
過
し
た
者
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
1
7

経
営
組
織

社
会
福
祉

法
人
の
適

正
な
運
営

に
必
要
な

識
見
を
有

す
る
者

問
1
3
1

当
該
法
人
の
経
営
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
地
域
住
民
は
評
議
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

１
．
法
人
に
お
い
て
、
「
社
会
福
祉
法
人
の
適
正
な
運
営
に
必
要
な
識
見
を
有
す
る
者
」
と
し
て
適
正
な

　
　
手
続
に
よ
り
選
任
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
評
議
員
と
な
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
1
8

経
営
組
織

社
会
福
祉

法
人
の
適

正
な
運
営

に
必
要
な

識
見
を
有

す
る
者

問
1
3
2

評
議
員
は
当
該
法
人
の
あ
る
地
域
に
居
住
す
る
者
に
限
定
さ
れ
る
の
か
。

１
．
居
住
地
等
の
地
域
に
よ
る
制
限
は
な
い
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
1
9

経
営
組
織

社
会
福
祉

法
人
の
適

正
な
運
営

に
必
要
な

識
見
を
有

す
る
者

問
1
3
3

共
同
評
議
員
会
の
開
催
は
可
能
か
。

１
．
評
議
員
会
は
法
人
の
機
関
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
人
ご
と
に
設
け
る
こ
と
と
な
る
。

２
．
他
方
、
他
の
社
会
福
祉
法
人
の
評
議
員
会
と
同
一
の
構
成
と
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

３
．
そ
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
評
議
員
会
を
同
じ
日
に
同
じ
場
所
で
開
催
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

　
　
が
、
時
間
帯
に
つ
い
て
は
区
分
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
2
0

経
営
組
織

社
会
福
祉

法
人
の
適

正
な
運
営

に
必
要
な

識
見
を
有

す
る
者

問
1
3
4

当
該

社
会

福
祉

法
人

の
顧

問
弁

護
士

、
顧

問
税

理
士

、
顧

問
会

計
士

は
評

議
員

と
な

る
こ

と
は

で
き

る
か
。

１
．
法
人
運
営
の
基
本
的
事
項
を
決
定
す
る
者
と
業
務
執
行
を
行
う
者
を
分
離
す
る
観
点
か
ら
、
評
議
員

　
　
が
業
務
執
行
に
該
当
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
は
適
当
で
な
い
。

２
．
こ
の
た
め
、
例
え
ば
、
法
人
か
ら
委
託
を
受
け
て
記
帳
代
行
業
務
や
税
理
士
業
務
を
行
う
顧
問
弁
護

　
　
士
、
顧
問
税
理
士
又
は
顧
問
会
計
士
に
つ
い
て
は
、
評
議
員
に
選
任
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
。
一

　
　
方
、
法
律
面
や
経
営
面
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
み
を
行
う
契
約
と
な
っ
て
い
る
顧
問
弁
護
士
、
顧
問
税
理

　
　
士
又
は
顧
問
会
計
士
に
つ
い
て
は
、
評
議
員
に
選
任
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
2
1

1
4
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経
営
組
織

社
会
福
祉

法
人
の
適

正
な
運
営

に
必
要
な

識
見
を
有

す
る
者

問
1
3
5

「
社

会
福

祉
法

人
制

度
改

革
の

施
行

に
向

け
た

留
意

事
項

に
つ

い
て

（
経

営
組

織
の

見
直

し
）

」
Ｐ

2
7
に

お
い

て
、

会
計

監
査

人
を

設
置

し
な

い
法

人
は

、
専

門
家

か
ら

、
財

務
会

計
に

係
る

態
勢

整
備

状
況

の
点

検
等

の
支

援
を

受
け

る
こ

と
が

望
ま

し
い

と
さ

れ
て

い
る

が
、

法
人

か
ら

委
託

を
受

け
て

財
務

会
計

に
係

る
態

勢
整

備
状

況
の

点
検

等
の

支
援

を
行

う
者

は
評

議
員

に
な

る
こ

と
は

で
き

る
の

か
。

１
．
評
議
員
に
つ
い
て
は
、
法
人
運
営
の
基
本
的
事
項
を
決
定
す
る
者
と
業
務
執
行
を
行
う
者
を
分
離
す

　
　
る
観
点
か
ら
、
業
務
執
行
に
該
当
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
は
適
当
で
な
い
。

２
．
こ
の
た
め
、
財
務
会
計
に
係
る
態
勢
整
備
状
況
の
点
検
等
の
支
援
の
内
容
が
助
言
に
と
ど
ま
る
場
合

　
　
は
可
能
で
あ
る
が
、
業
務
執
行
に
当
た
る
場
合
に
は
、
評
議
員
に
選
任
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
2
2

経
営
組
織

社
会
福
祉

法
人
の
適

正
な
運
営

に
必
要
な

識
見
を
有

す
る
者

問
1
3
6

当
該
社
会
福
祉
法
人
の
会
計
監
査
人
は
評
議
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

１
．
会
計
監
査
人
に
つ
い
て
は
、
公
認
会
計
士
法
第
2
4
条
に
お
い
て
、
役
員
や
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
若
し

　
　
く
は
財
務
に
関
す
る
事
務
の
責
任
あ
る
担
当
者
に
つ
い
て
は
会
計
監
査
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い

　
　
と
さ
れ
て
い
る
。
評
議
員
に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
の
「
役
員
や
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
」
に
該
当
す

　
　
る
こ
と
か
ら
、
評
議
員
に
選
任
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
2
3

経
営
組
織

社
会
福
祉

法
人
の
適

正
な
運
営

に
必
要
な

識
見
を
有

す
る
者

問
1
3
7

嘱
託

医
は

評
議

員
に

な
る

こ
と

は
可

能
か

。
【

８
／

2
2
付

け
ブ

ロ
ッ

ク
別

担
当

者
会

議
Ｆ

Ａ
Ｑ

問
４

同
旨
】

１
．
改
正
法
第
4
0
条
第
２
項
に
お
い
て
、
評
議
員
は
役
員
又
は
職
員
の
兼
務
を
禁
止
し
て
い
る
。
そ
の
た

　
　
め
、
非
常
勤
の
医
師
に
つ
い
て
も
雇
用
関
係
が
あ
る
限
り
は
、
職
員
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
評
議
員
を

　
　
兼
務
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

２
．
ま
た
、
記
帳
代
行
や
税
理
士
業
務
等
を
行
う
者
や
顧
問
弁
護
士
・
会
計
士
・
税
理
士
法
人
で
助
言
に

　
　
と
ど
ま
ら
ず
法
人
経
営
に
も
関
与
し
て
い
る
者
を
評
議
員
に
選
定
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。

３
．
一
方
、
嘱
託
医
に
つ
い
て
は
、
法
人
か
ら
委
嘱
を
受
け
て
施
設
等
に
お
い
て
診
察
等
を
行
う
範
囲
に

　
　
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
り
、
雇
用
関
係
が
な
く
、
法
人
経
営
に
関
与
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か

　
　
ら
、
評
議
員
に
な
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
2
3
－
２

経
営
組
織

評
議
員
会

問
1
3
8

評
議

員
会

で
役

員
の

選
任

・
解

任
の

決
議

を
行

う
場

合
、

議
題

に
記

載
さ

れ
て

い
る

者
以

外
の

者
を

選
任

又
は

解
任

す
る

こ
と

が
可

能
か

。
例

え
ば

、
「

Ａ
を

役
員

と
し

て
選

任
す

る
件

」
と

い
う

議
題

に
つ
い
て
、
評
議
員
が
「
Ｂ
を
選
任
す
る
」
と
い
う
議
案
を
提
案
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

１
．
評
議
員
は
、
評
議
員
会
の
場
に
お
い
て
、
議
題
の
範
囲
内
で
議
案
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
法

　
　
第
4
5
条
の
８
第
４
項
で
準
用
す
る
一
般
法
人
法
第
1
8
5
条
）
と
さ
れ
て
い
る
。

２
．
議
題
が
「
役
員
を
選
任
（
解
任
）
す
る
件
」
で
あ
れ
ば
、
理
事
提
案
の
「
Ａ
を
選
任
（
解
任
）
す

　
　
る
」
と
い
う
議
案
に
対
し
、
「
Ｂ
を
選
任
（
解
任
）
す
る
」
と
い
う
提
案
を
行
う
こ
と
は
可
能
。

３
．
こ
れ
に
対
し
、
議
題
が
「
Ａ
を
選
任
（
解
任
）
す
る
件
」
で
あ
れ
ば
、
「
Ｂ
を
選
任
（
解
任
）
す

　
　
る
」
と
い
う
議
案
は
、
当
該
議
題
の
範
囲
外
で
あ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
提
案
を
行
う
こ
と
は
で
き

　
　
な
い
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
2
4

経
営
組
織

評
議
員
会

問
1
3
9

評
議
員
会
の
議
事
録
に
は
、
理
事
、
監
事
又
は
評
議
員
が
記
名
押
印
す
る
必
要
が
あ
る
か
。

１
．
評
議
員
会
の
議
事
録
は
、
評
議
員
会
の
記
録
・
証
拠
で
あ
る
が
、
理
事
会
の
議
事
録
の
よ
う
に
出
席

　
　
理
事
等
の
署
名
又
は
記
名
押
印
か
ら
生
ず
る
特
別
の
法
的
効
果
（
法
第
4
5
条
の
1
4
第
８
項
参
照
）
は

　
　
な
い
こ
と
か
ら
、
法
で
は
、
理
事
等
の
議
事
録
へ
の
記
名
押
印
は
、
特
に
必
要
と
し
て
い
な
い
。

　
　
（
注
１
）

２
．
し
か
し
、
議
事
録
の
原
本
を
明
ら
か
に
し
、
改
ざ
ん
を
防
止
す
る
観
点
等
か
ら
、
評
議
員
会
の
議
事

　
　
録
に
つ
い
て
も
、
議
事
録
作
成
者
が
記
名
押
印
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
（
注
１
）

　
　
　
理
事
会
の
議
事
録
に
は
、
出
席
し
た
理
事
及
び
監
事
が
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

　
　
　
さ
れ
て
い
る
。
定
款
で
、
記
名
押
印
す
べ
き
出
席
理
事
を
、
出
席
し
た
理
事
長
と
定
め
る
こ
と
も

　
　
　
で
き
る
（
法
第
4
5
条
の
1
4
第
６
項
）
が
、
こ
の
よ
う
な
定
款
の
定
め
を
設
け
た
場
合
で
あ
っ
て

　
　
　
も
、
理
事
長
が
出
席
し
な
か
っ
た
と
き
に
は
、
出
席
し
た
理
事
と
監
事
の
全
員
が
記
名
押
印
し
な

　
　
　
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
（
参
照
条
文
）

　
　
　
（
理
事
会
の
運
営
）

　
　
　
第
4
5
条
の
1
4
　
（
略
）

　
　
　
６
　
理
事
会
の
議
事
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
議
事
録
を
作
成

　
　
　
　
し
、
議
事
録
が
書
面
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
出
席
し
た
理
事
（
定
款
で
議
事
録

　
　
　
　
に
署
名
し
、
又
は
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
を
当
該
理
事
会
に
出
席
し
た
理
事
長
と

　
　
　
　
す
る
旨
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
理
事
長
）
及
び
監
事
は
、
こ
れ
に
署
名
し
、

　
　
　
　
又
は
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
８
　
理
事
会
の
決
議
に
参
加
し
た
理
事
で
あ
つ
て
第
６
項
の
議
事
録
に
異
議
を
と
ど
め
な
い
も
の

　
　
　
　
は
、
そ
の
決
議
に
賛
成
し
た
も
の
と
推
定
す
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
2
5

経
営
組
織

評
議
員
会

問
1
4
0

評
議

員
会

に
お

い
て

、
役

員
の

再
任

案
が

否
決

さ
れ

、
欠

員
が

生
じ

た
場

合
、

ど
の

よ
う

に
対

応
す

る
の
か
。

１
．
法
律
又
は
定
款
で
定
め
た
役
員
の
員
数
が
欠
け
た
場
合
に
は
、
選
任
し
た
役
員
（
再
任
さ
れ
な
か
っ

　
　
た
役
員
）
が
、
新
た
に
選
任
さ
れ
た
役
員
が
就
任
す
る
ま
で
、
役
員
と
し
て
の
権
利
義
務
を
有
す

　
　
る
。
（
第
4
5
条
の
６
第
１
項
）

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
2
6

経
営
組
織

評
議
員
会

問
1
4
1

「
評

議
員

に
欠

員
が

生
じ

、
事

務
が

停
滞

す
る

こ
と

に
よ

り
損

害
を

生
ず

る
お

そ
れ

が
あ

る
と

き
は

、
所

轄
庁

は
利

害
関

係
人

の
請

求
に

よ
り

又
は

職
権

で
、

一
時

評
議

員
の

職
務

を
行

う
べ

き
者

を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
が
、
「
利
害
関
係
人
」
は
ど
の
よ
う
な
者
が
該
当
す
る
の
か
。

１
．
当
該
法
人
の
他
の
評
議
員
、
役
員
、
会
計
監
査
人
、
職
員
、
債
権
者
等
が
該
当
す
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
2
7

1
5
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経
営
組
織

評
議
員
会

問
1
4
2

軽
微

な
定

款
の

変
更

を
行

う
場

合
に

お
い

て
も

、
評

議
員

会
を

開
催

し
て

決
議

を
経

る
必

要
が

あ
る

の
か
。

１
．
理
事
が
評
議
員
会
の
目
的
で
あ
る
事
項
（
議
題
）
に
つ
い
て
提
案
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
提
案

　
　
に
つ
き
評
議
員
（
当
該
事
項
に
つ
い
て
決
議
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
る
者
）
の
全
員
が
書
面
又
は
電

　
　
磁
的
記
録
に
よ
り
同
意
の
意
思
表
示
を
し
た
場
合
は
、
当
該
提
案
を
可
決
す
る
旨
の
評
議
員
会
の
決

　
　
議
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
（
法
第
4
5
条
の
９
第
1
0
項
に
お
い
て
準
用
す
る
一
般
法
人
法
第

　
　
1
9
4
条
第
１
項
）

２
．
し
た
が
っ
て
、
評
議
員
会
の
議
案
に
つ
き
、
評
議
員
の
全
員
か
ら
書
面
や
電
子
メ
ー
ル
で
同
意
を
得

　
　
れ
ば
、
評
議
員
会
を
現
実
に
開
催
し
な
い
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

３
．
な
お
、
適
正
な
手
続
を
行
っ
た
こ
と
の
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
意
思
表
示
に
係

　
　
る
文
書
又
は
電
磁
的
記
録
に
つ
い
て
は
、
議
事
録
と
同
様
に
、
そ
の
主
た
る
事
務
所
に
1
0
年
間
保
存

　
　
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
法
第
4
5
条
の
９
第
1
0
項
に
お
い
て
準
用
す
る
一
般
法
人
法
第

　
　
1
9
4
条
第
２
項
）

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
2
8

経
営
組
織

評
議
員
会

問
1
4
3

「
社

会
福

祉
法

人
制

度
改

革
の

施
行

に
向

け
た

留
意

事
項

に
つ

い
て

（
経

営
組

織
の

見
直

し
に

つ
い

て
）

」
Ｐ

1
0
に

お
い

て
、

「
所

轄
庁

は
、

評
議

員
の

申
立

て
が

権
限

濫
用

と
認

め
ら

れ
る

場
合

に
は

、
評

議
員

会
の

招
集

を
許

可
し

な
い

こ
と

が
で

き
る

。
」

と
あ

る
が

、
ど

の
よ

う
な

場
合

が
権

限
濫
用
と
認
め
ら
れ
る
の
か
。

１
．
権
限
濫
用
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
は
、
例
え
ば
、

　
・
平
成
2
8
年
６
月
2
0
日
付
け
事
務
連
絡
「
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
に
お
け
る
理
事
等
の
解
任
に
つ
い

　
　
て
」
に
お
い
て
示
し
た
と
お
り
、
理
事
等
の
解
任
事
由
は
法
人
運
営
に
重
大
な
損
害
を
及
ぼ
す
よ
う

　
　
な
重
大
な
義
務
違
反
等
が
あ
る
場
合
に
限
定
さ
れ
る
と
解
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
該
当
し

　
　
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
当
な
動
機
に
よ
り
、
又
は
議
題
が
法
人
の
利
益
に
適
合
せ
ず
決
議
が
成

　
　
立
す
る
見
込
み
の
な
い
こ
と
が
客
観
的
に
明
ら
か
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
評
議
員
会
を
招
集
し
よ
う
と

　
　
す
る
場
合
で
あ
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
2
9

経
営
組
織

評
議
員
会

問
1
4
4

定
款

例
（

案
）

第
1
4
条

の
備

考
に

お
い

て
「

議
長

」
と

あ
る

が
、

そ
の

選
任

方
法

如
何

。
【

８
／

2
2

付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議
Ｆ
Ａ
Ｑ
問
５
同
旨
】

１
．
社
会
福
祉
法
に
お
い
て
議
長
に
係
る
規
定
は
な
い
が
、
議
長
を
置
く
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

２
．
議
長
の
選
任
方
法
は
任
意
で
あ
る
が
、
選
任
方
法
に
つ
い
て
定
款
に
定
め
て
お
く
か
、
あ
る
い
は
定

　
　
款
で
規
則
等
に
委
任
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
2
9
－
２

経
営
組
織

評
議
員
会

問
1
4
5

評
議

員
会

の
招

集
を

決
定

す
る

理
事

会
と

、
そ

の
後

開
催

す
る

評
議

員
会

の
開

催
日

は
、

何
日

の
間

隔
を
置
く
こ
と
に
な
る
の
か
。
【
８
／
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議
Ｆ
Ａ
Ｑ
問
６
同
旨
】

１
．
定
時
評
議
員
会
に
お
い
て
は
、
計
算
書
類
等
の
備
置
き
及
び
閲
覧
に
係
る
規
定
（
改
正
法
第
4
5
条
の

　
　
3
2
第
１
項
）
と
の
関
連
か
ら
、
２
週
間
の
間
隔
を
空
け
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
評
議
員
会

　
　
に
つ
い
て
は
１
週
間
の
間
隔
を
置
く
こ
と
に
な
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
2
9
－
３

経
営
組
織

評
議
員
会

問
1
4
6

定
時

評
議

員
会

の
招

集
通

知
は

、
計

算
書

類
等

を
添

付
し

て
、

「
２

週
間

前
」

に
発

し
な

け
れ

ば
な

ら
な
い
の
か
。
【
８
／
2
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議
Ｆ
Ａ
Ｑ
問
７
同
旨
】

１
．
計
算
書
類
等
の
備
置
き
の
始
期
は
定
時
評
議
員
会
の
日
の
２
週
間
前
の
日
か
ら
で
あ
る
が
、
招
集
通

　
　
知
に
つ
い
て
は
１
週
間
前
ま
で
に
通
知
を
発
す
れ
ば
足
り
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
2
9
－
４

経
営
組
織

役
員

問
1
4
7

関
係
行
政
庁
の
職
員
か
ら
役
員
を
選
任
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

１
．
関
係
行
政
庁
の
職
員
が
社
会
福
祉
法
人
の
役
員
と
な
る
こ
と
は
、
法
第
6
1
条
第
１
項
の
公
私
分
離
の

　
　
原
則
に
照
ら
し
適
当
で
な
い
。

２
．
社
会
福
祉
協
議
会
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
目
的
で
あ
る
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
た
め
の
行
政
と
の
連

　
　
携
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
行
政
庁
の
職
員
が
、
そ
の
役
員
と
な
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
　
（
法
第
1
0
9
条
第
５
項
及
び
第
1
1
0
条
第
２
項
）
た
だ
し
、
当
該
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
員
総
数
の
５

　
　
分
の
１
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
（
法
1
0
9
条
第
５
項
及
び
第
1
1
0
条
第
２
項
）

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
3
0

経
営
組
織

役
員

問
1
4
8

新
制
度
の
理
事
、
監
事
、
評
議
員
の
任
期
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

１
．
理
事
の
任
期

　
　
理
事
の
任
期
は
、
選
任
後
２
年
以
内
に
終
了
す
る
会
計
年
度
の
う
ち
最
終
の
も
の
に
関
す
る
定
時
評

　
　
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で
と
さ
れ
る
。
（
法
第
4
5
条
）
た
だ
し
、
定
款
に
よ
っ
て
短
縮
す
る
こ
と
は

　
　
可
能
。
（
法
第
4
5
条
た
だ
し
書
）

　
　
任
期
の
終
期
が
、
「
定
時
評
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
評
議
員
会
で
選
任

　
　
さ
れ
る
こ
と
に
鑑
み
、
次
の
選
任
の
前
に
任
期
切
れ
と
な
り
欠
員
状
態
が
生
じ
る
の
を
防
ぐ
た
め
で

　
　
あ
る
。

　
　
例
え
ば
、
定
時
評
議
員
会
を
毎
年
６
月
末
に
行
っ
て
い
る
法
人
の
理
事
の
任
期
を
例
に
す
る
と
、
平

　
　
成
3
0
年
６
月
末
の
定
時
評
議
員
会
で
理
事
を
選
任
し
た
場
合
の
理
事
の
任
期
は
平
成
3
2
年
６
月
末
の

　
　
定
時
評
議
員
会
ま
で
の
２
年
間
と
な
る
が
、
平
成
3
0
年
４
月
中
旬
に
行
っ
た
臨
時
評
議
員
会
で
理
事

　
　
を
選
任
し
た
場
合
の
理
事
の
任
期
は
平
成
3
2
年
６
月
末
の
定
時
評
議
員
会
ま
で
の
２
年
２
ヶ
月
間
余

　
　
と
な
る
。

２
．
監
事
の
任
期

　
　
監
事
の
任
期
に
つ
い
て
も
、
同
様
で
あ
る
。

３
．
評
議
員
の
任
期

　
　
評
議
員
の
任
期
は
、
原
則
と
し
て
、
選
任
後
４
年
以
内
に
終
了
す
る
会
計
年
度
の
う
ち
最
終
の
も
の

　
　
に
関
す
る
定
時
評
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で
と
さ
れ
る
。
（
法
第
4
1
条
第
１
項
）
定
款
で
「
４
年
」

　
　
を
「
６
年
」
ま
で
伸
長
す
る
こ
と
は
可
能
。
（
同
項
た
だ
し
書
）

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
3
1

1
6

65



経
営
組
織

役
員

問
1
4
9

理
事
の
任
期
を
「
２
年
」
の
確
定
期
間
と
す
る
定
款
の
規
定
は
許
さ
れ
る
か
。

１
．
理
事
の
任
期
は
、
選
任
後
２
年
以
内
に
終
了
す
る
会
計
年
度
の
う
ち
最
終
の
も
の
に
関
す
る
定
時
評

　
　
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で
で
あ
り
、
定
款
に
よ
っ
て
短
縮
す
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
（
法
第

　
　
4
5
条
た
だ
し
書
）
が
伸
ば
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
こ
の
た
め
、
理
事
の
任
期
を
「
２
年
」
と
す
る
規
定
を
設
け
る
と
、
定
時
評
議
員
会
で
理
事
を
選
任

　
　
し
た
場
合
は
特
段
の
問
題
は
な
い
も
の
の
、
他
方
で
、
例
え
ば
、
年
度
末
の
臨
時
評
議
員
会
で
理
事

　
　
を
選
任
し
た
場
合
（
３
月
末
決
算
の
法
人
が
３
月
中
旬
の
臨
時
評
議
員
会
で
理
事
を
選
任
し
た
場

　
　
合
）
に
は
、
理
事
の
法
定
の
最
長
の
任
期
を
伸
長
す
る
こ
と
な
る
。

２
．
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。

　
　
（
参
照
条
文
）

　
　
（
役
員
の
任
期
）

　
　
第
4
5
条
　
役
員
の
任
期
は
、
選
任
後
２
年
以
内
に
終
了
す
る
会
計
年
度
の
う
ち
最
終
の
も
の
に
関
す

　
　
　
る
定
時
評
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
定
款
に
よ
つ
て
、
そ
の
任
期
を
短
縮
す

　
　
　
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
3
2

経
営
組
織

役
員

問
1
5
0

新
制

度
の

理
事

及
び

監
事

の
任

期
の

起
算

点
は

い
つ

か
。

理
事

及
び

監
事

の
選

任
に

際
し

、
選

任
決

議
の

効
力

発
生

時
期

を
遅

ら
せ

た
り

、
就

任
承

諾
日

を
遅

ら
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
任

期
の

起
算

点
を

遅
ら
せ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
る
か
。

１
．
新
制
度
の
理
事
及
び
監
事
の
任
期
の
起
算
点
は
、
い
ず
れ
も
「
選
任
時
」
（
選
任
決
議
を
し
た
時
）

　
　
と
な
る
。
（
法
第
4
5
条
）

　
　
あ
る
者
が
、
社
会
福
祉
法
人
の
理
事
又
は
監
事
と
な
る
に
は
、
評
議
員
会
の
選
任
行
為
（
選
任
決

　
　
議
）
と
被
選
任
者
の
就
任
承
諾
と
が
必
要
と
な
る
（
同
法
第
3
8
条
参
照
）
が
、
任
期
の
起
算
点
を

　
　
「
就
任
時
」
と
す
る
と
、
就
任
承
諾
は
被
選
任
者
の
意
向
に
委
ね
ら
れ
る
結
果
、
評
議
員
会
の
選
任

　
　
決
議
と
就
任
承
諾
と
の
間
に
長
期
間
の
隔
た
り
が
あ
る
場
合
な
ど
に
お
い
て
、
任
期
の
終
期
が
評
議

　
　
員
会
の
意
思
に
反
す
る
事
態
が
生
じ
か
ね
な
い
た
め
、
任
期
の
起
算
点
は
、
評
議
員
会
に
お
け
る

　
　
「
選
任
時
」
と
な
る
。

　
　
例
え
ば
、
会
計
年
度
末
が
３
月
の
法
人
が
、
３
月
下
旬
に
開
催
し
た
臨
時
評
議
員
会
で
理
事
の
選
任

　
　
決
議
を
行
い
、
当
該
理
事
の
就
任
承
諾
が
６
月
１
日
に
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
任
期
の
起
算
点
に
つ

　
　
い
て
は
、
選
任
決
議
の
日
と
な
る
。

２
．
な
お
、
例
え
ば
、
会
計
年
度
末
が
３
月
の
法
人
が
、
３
月
下
旬
に
開
催
し
た
臨
時
評
議
員
会
で
理
事

　
　
の
選
任
決
議
を
行
い
、
そ
の
選
任
決
議
の
効
力
発
生
時
期
を
６
月
１
日
と
す
る
場
合
の
よ
う
に
、
評

　
　
議
員
会
の
決
議
で
、
選
任
決
議
の
効
力
発
生
時
期
を
遅
ら
せ
た
と
し
て
も
、
任
期
の
起
算
点
に
つ
い

　
　
て
は
、
選
任
決
議
の
日
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
3
3

経
営
組
織

役
員

問
1
5
1

理
事
、
監
事
、
評
議
員
の
補
欠
を
あ
ら
か
じ
め
選
任
し
て
お
く
こ
と
は
可
能
か
。

１
．
理
事
及
び
監
事
に
つ
い
て
は
、
欠
員
が
生
じ
た
場
合
に
備
え
て
補
欠
を
選
任
し
て
お
く
こ
と
が
で
き

　
　
る
。
（
第
4
3
条
第
２
項
）
補
欠
の
役
員
の
任
期
に
つ
い
て
は
、
「
２
年
以
内
に
終
了
す
る
会
計
年
度

　
　
の
う
ち
最
終
の
も
の
に
関
す
る
定
時
評
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で
」
を
原
則
と
し
つ
つ
（
法
第
4
5

　
　
条
）
、
定
款
に
よ
っ
て
、
短
縮
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
こ

　
　
と
が
可
能
。
（
法
第
4
5
条
）

２
．
評
議
員
に
つ
い
て
も
、
定
款
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
補
欠
を
選
任
し
て
お
く
こ
と
が
可
能
で
あ

　
　
る
。
（
第
4
1
条
第
2
項
）
補
欠
の
評
議
員
の
任
期
も
、
「
４
年
以
内
に
終
了
す
る
会
計
年
度
の
う
ち

　
　
最
終
の
も
の
に
関
す
る
定
時
評
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で
」
を
原
則
と
す
る
が
（
法
第
4
1
条
第
１

　
　
項
）
、
定
款
に
よ
っ
て
、
任
期
を
前
任
者
の
残
任
期
間
の
満
了
す
る
時
ま
で
と
す
る
こ
と
が
で
き

　
　
る
。
（
法
第
4
1
条
第
２
項
）

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
3
4

経
営
組
織

役
員

問
1
5
2

理
事

の
資

格
要

件
に

お
い

て
「

当
該

社
会

福
祉

法
人

が
施

設
を

設
置

し
て

い
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

当
該

施
設

の
管

理
者

」
と

な
っ

て
い

る
が

、
当

該
法

人
の

全
て

の
施

設
の

管
理

者
を

理
事

に
す

る
と

い
う
こ
と
か
。

１
．
施
設
経
営
の
実
態
を
法
人
運
営
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
１
人
以
上
の
施
設
の
管
理
者
が
理
事
と
し
て

　
　
参
加
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
当
該
法
人
の
全
て
の
施
設
の
管
理
者
を
理
事
に
す
る

　
　
必
要
は
な
い
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
3
5

経
営
組
織

役
員

問
1
5
3

株
式

会
社

の
よ

う
な

執
行

役
員

制
度

を
設

け
、

業
務

執
行

の
責

任
者

を
理

事
で

は
な

い
者

（
執

行
役

員
）
と
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

１
．
理
事
会
に
お
い
て
、
特
定
の
業
務
執
行
を
理
事
（
理
事
長
、
業
務
執
行
理
事
）
で
は
な
い
執
行
役
員

　
　
に
委
譲
す
る
こ
と
を
決
定
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
取
扱
い
は
可
能
で
あ
る
。

２
．
た
だ
し
、
こ
の
業
務
執
行
権
は
あ
く
ま
で
も
理
事
会
に
よ
り
内
部
的
に
委
譲
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ

　
　
ず
、
対
外
的
に
は
、
執
行
役
員
は
代
表
権
を
持
た
な
い
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
3
6

経
営
組
織

役
員

問
1
5
4

監
事
の
資
格
要
件
の
「
財
務
管
理
に
識
見
を
有
す
る
者
」
と
は
ど
の
よ
う
な
者
を
い
う
の
か
。

１
．
監
事
は
、
計
算
書
類
等
の
監
査
を
行
う
た
め
、
財
務
管
理
に
つ
い
て
識
見
を
有
す
る
者
が
い
る
こ
と

　
　
が
必
須
で
あ
る
。

２
．
公
認
会
計
士
や
税
理
士
の
資
格
を
有
す
る
者
が
望
ま
し
い
が
、
社
会
福
祉
法
人
、
公
益
法
人
や
民
間

　
　
企
業
等
に
お
い
て
財
務
・
経
理
を
担
当
し
た
経
験
を
有
す
る
者
な
ど
法
人
経
営
に
専
門
的
知
見
を
有

　
　
す
る
者
等
も
考
え
ら
れ
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
3
7

経
営
組
織

役
員

問
1
5
5

当
該

社
会

福
祉

法
人

の
顧

問
弁

護
士

、
顧

問
税

理
士

又
は

顧
問

会
計

士
は

、
同

時
に

、
当

該
法

人
の

監
事
に
な
る
こ
と
は
可
能
か
。

１
．
監
事
は
、
理
事
の
職
務
や
法
人
の
計
算
書
類
を
監
査
す
る
立
場
に
あ
る
。

２
．
法
人
か
ら
委
託
を
受
け
て
記
帳
代
行
業
務
や
税
理
士
業
務
を
行
う
場
合
に
、
計
算
書
類
等
を
作
成
す

　
　
る
立
場
に
あ
る
者
が
当
該
計
算
書
類
等
を
監
査
す
る
と
い
う
自
己
点
検
に
当
た
る
た
め
、
こ
れ
ら
の

　
　
者
を
監
事
に
選
任
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
が
、
法
律
面
や
経
営
面
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
み
を
行
う
契

　
　
約
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
監
事
に
選
任
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
3
8

1
7
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経
営
組
織

役
員

問
1
5
6

「
社

会
福

祉
法

人
制

度
改

革
の

施
行

に
向

け
た

留
意

事
項

に
つ

い
て

（
経

営
組

織
の

見
直

し
）

」
Ｐ

2
7
に

お
い

て
、

会
計

監
査

人
を

設
置

し
な

い
法

人
は

、
専

門
家

か
ら

、
財

務
会

計
に

係
る

態
勢

整
備

状
況

の
点

検
等

の
支

援
を

受
け

る
こ

と
が

望
ま

し
い

と
さ

れ
て

い
る

が
、

法
人

か
ら

委
託

を
受

け
て

財
務

会
計

に
係

る
態

勢
整

備
状

況
の

点
検

等
の

支
援

を
行

う
者

は
監

事
に

な
る

こ
と

は
で

き
る

の
か
。

１
．
監
事
は
、
理
事
の
職
務
や
法
人
の
計
算
書
類
を
監
査
す
る
立
場
に
あ
る
。

２
．
財
務
会
計
に
係
る
態
勢
整
備
状
況
の
点
検
等
の
支
援
の
内
容
が
、
助
言
に
と
ど
ま
る
場
合
は
可
能
で

　
　
あ
る
が
、
業
務
執
行
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
自
身
で
行
っ
た
業
務
を
自
身
で
監
査
す
る
と
い
う
自

　
　
己
点
検
に
当
た
る
た
め
、
監
事
に
選
任
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
3
9

経
営
組
織

役
員

問
1
5
7

業
務

執
行

理
事

は
必

ず
置

く
必

要
が

あ
る

の
か

。
【

８
／

付
け

ブ
ロ

ッ
ク

別
担

当
者

会
議

Ｆ
Ａ

Ｑ
問

８
同
旨
】

１
．
法
人
の
任
意
で
あ
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
3
9
-
2

経
営
組
織

役
員

問
1
5
8

改
正

法
第

4
0
条

第
３

項
に

お
い

て
「

評
議

員
の

数
は

、
定

款
で

定
め

た
理

事
の

員
数

を
超

え
る

数
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

」
と

さ
れ

て
い

る
が

、
現

在
、

理
事

が
1
0
名

、
評

議
員

が
2
1
名

で
、

平
成

2
9
年

４
月

1
日

か
ら

、
評

議
員

を
7
名

と
す

る
場

合
（

定
款

上
７

名
）

、
そ

れ
に

合
わ

せ
て

、
理

事
の

定
款

上
の

人
数

を
６

名
と

し
た

と
き

に
は

、
同

日
で

任
期

の
あ

る
理

事
は

定
時

評
議

員
会

の
終

結
時

ま
で

任
期

が
有

効
で

あ
る

た
め

、
理

事
が

1
0
名

と
な

り
、

定
款

に
違

反
す

る
こ

と
に

な
る

が
ど

う
か

。
【
８
／
2
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議
Ｆ
Ａ
Ｑ
問
９
同
旨
】

１
．
平
成
2
9
年
４
月
1
日
か
ら
有
効
な
定
款
に
お
い
て
、
理
事
の
員
数
が
６
名
と
な
っ
て
い
る
場
合
に

　
　
は
、
平
成
2
9
年
３
月
3
1
日
ま
で
に
、
定
時
評
議
員
会
で
再
任
さ
れ
る
予
定
の
な
い
理
事
に
あ
ら
か
じ

　
　
め
辞
任
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

２
．
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
辞
任
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
定
時
評
議

　
　
員
会
の
終
結
時
ま
で
に
辞
任
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

経
営
組
織

役
員

問
1
5
9

現
行

の
社

会
福

祉
法

人
審

査
基

準
で

は
、

評
議

員
会

を
設

置
し

て
い

な
い

法
人

に
つ

い
て

は
、

施
設

長
等

施
設

の
職

員
で

あ
る

理
事

が
理

事
総

数
の

３
分

の
１

を
超

え
て

は
な

ら
な

い
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
が

、
改

正
法

に
お

い
て

全
法

人
に

評
議

員
会

の
設

置
が

義
務

付
け

ら
れ

た
こ

と
に

伴
い

、
理

事
総

数
に

占
め

る
職

員
の

割
合

に
制

限
は

な
く

な
る

も
の

と
考

え
て

良
い

か
。

ま
た

、
法

第
4
4
条

第
４

項
第

１
号

及
び

第
２

号
に

掲
げ

る
者

が
法

人
内

に
い

て
、

評
議

員
で

承
認

さ
れ

れ
ば

、
理

事
は

全
員

法
人
の
職
員
で
も
よ
い
か
。
【
８
／
2
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議
Ｆ
Ａ
Ｑ
問
1
0
同
旨
】

１
．
理
事
総
数
に
占
め
る
職
員
の
割
合
の
制
限
は
廃
止
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

２
．
法
第
4
4
条
第
４
項
第
１
号
、
第
２
号
及
び
第
３
号
に
掲
げ
る
者
が
そ
れ
ぞ
れ
１
名
含
ま
れ
る
こ
と
が

　
　
必
要
で
あ
る
た
め
、
法
人
の
職
員
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
３
名
が
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
全
員
が

　
　
法
人
の
職
員
で
あ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
3
9
-
4

１
．
改
正
社
会
福
祉
法
に
お
い
て
は
理
事
長
以
外
の
理
事
に
対
す
る
代
表
権
の
行
使
は
認
め
ら
れ
て
お
ら

　
　
ず
、
ま
た
、
理
事
長
は
理
事
会
に
お
い
て
選
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
理
事
長
以
外
の

　
　
理
事
が
職
務
を
代
理
し
、
及
び
理
事
長
が
代
理
者
を
選
定
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
は
無
効
で
あ
る
。

２
．
な
お
、
理
事
長
が
任
期
の
満
了
又
は
辞
任
に
よ
り
退
任
し
た
場
合
、
新
た
に
選
定
さ
れ
た
理
事
長
が

　
　
就
任
す
る
ま
で
、
な
お
理
事
長
と
し
て
の
権
利
義
務
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
事
故
等
に
よ

　
　
り
理
事
長
が
欠
け
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
を
開
催
し
て
新
た
な
理
事
長
を
選
定
す
る
こ
と
と

　
　
な
る
。

３
　
ま
た
、
現
行
制
度
に
お
い
て
は
、
法
第
3
9
条
の
４
に
よ
り
、
利
益
相
反
行
為
に
つ
い
て
は
理
事
が
代

　
　
理
権
を
有
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
、
定
款
準
則
第
1
0
条
第
２
項
に
よ
り
、
利
益
相
反
行
為
及
び
双
方
代

　
　
理
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
の
理
事
長
の
職
務
代
理
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
改
正
後
に
お
い
て
は
、
現

　
　
行
法
第
3
9
条
の
４
の
規
定
は
廃
止
さ
れ
る
と
と
も
に
、
改
正
法
第
4
5
条
の
1
6
第
４
項
に
よ
り
一
般
法

　
　
人
法
第
8
4
条
が
準
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

４
　
そ
の
た
め
、
改
正
後
に
お
い
て
は
、
利
益
相
反
取
引
（
自
己
契
約
及
び
双
方
代
理
を
含
む
）
に
つ
い

　
　
て
は
、
理
事
会
に
お
け
る
承
認
及
び
報
告
に
よ
り
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。

（
参
照
条
文
）

　
○
改
正
法

　
　
第
4
5
条
の
1
6

　
　
４
　
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
8
4
条
、
第
8
5
条
、
第
8
8
条
（
第
２
項
を

　
　
　
除
く
。
）
、
第
8
9
条
及
び
第
9
2
条
第
２
項
の
規
定
は
、
理
事
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

　
　
　
お
い
て
、
同
法
第
8
4
条
第
１
項
中
「
社
員
総
会
」
と
あ
る
の
は
「
理
事
会
」
と
、
同
法
第
8
8
条
の

　
　
　
見
出
し
及
び
同
条
第
１
項
 
中
「
社
員
」
と
あ
る
の
は
「
評
議
員
」
と
、
「
著
し
い
」
と
あ
る
の

　
　
　
は
「
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
、
同
法
第
8
9
条
中
「
社
員
総
会
」
と
あ
る
の
は
「
評
議
員

　
　
　
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

　
○
一
般
法
人
法

　
　
（
競
業
及
び
利
益
相
反
取
引
の
制
限
）

　
　
第
8
4
条
　
理
事
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
社
員
総
会
に
お
い
て
、
当
該
取
引
に
つ
き
重
要
な
事

　
　
　
実
を
開
示
し
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
（
１
）
　
理
事
が
自
己
又
は
第
三
者
の
た
め
に
一
般
社
団
法
人
の
事
業
の
部
類
に
属
す
る
取
引
を

　
　
　
　
　
　
し
よ
う
と
す
る
と
き

　
　
　
（
２
）
　
理
事
が
自
己
又
は
第
三
者
の
た
め
に
一
般
社
団
法
人
と
取
引
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
　
　
　

　
　
　
（
３
）
　
一
般
社
団
法
人
が
理
事
の
債
務
を
保
証
す
る
こ
と
そ
の
他
理
事
以
外
の
者
と
の
間
に
お

　
　
　
　
　
　
い
て
一
般
社
団
法
人
と
当
該
理
事
と
の
利
益
が
相
反
す
る
取
引
を
し
よ
う
と
す
る
と
き

　
　
２
　
民
法
（
明
治
2
9
年
法
律
第
8
9
号
）
第
1
0
8
条
の
規
定
は
、
前
項
の
承
認
を
受
け
た
同
項
第
２
号

　
　
　
の
取
引
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

経
営
組
織

役
員

問
1
6
0

「
理
事
長
の
職
務
代
理
者
」
に
つ
い
て
の
規
定
が
定
款
例
で
は
な
い
が
、
従
来
と
同
様
の
取
り
扱
い

を
す
る
こ
と
は
可
能
か
（
理
事
長
に
事
故
あ
る
と
き
、
又
は
欠
け
た
と
き
は
、
理
事
長
が
あ
ら
か
じ

め
指
名
す
る
他
の
理
事
が
、
順
次
に
理
事
長
の
職
務
を
代
理
す
る
 
等
）
。
【
８
／
2
2
付
け
ブ
ロ
ッ

ク
別
担
当
者
会
議
Ｆ
Ａ
Ｑ
問
1
1
同
旨
（
修
正
）
】

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
3
9
-
5

1
8
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経
営
組
織

役
員

問
1
6
0

　
　
（
競
業
及
び
理
事
会
設
置
一
般
社
団
法
人
と
の
取
引
等
の
制
限
）

　
　
第
9
2
条
　
理
事
会
設
置
一
般
社
団
法
人
に
お
け
る
第
8
4
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
１

　
　
　
項
中
「
社
員
総
会
」
と
あ
る
の
は
、
「
理
事
会
」
と
す
る
。

　
　
２
　
理
事
会
設
置
一
般
社
団
法
人
に
お
い
て
は
、
第
8
4
条
第
１
項
各
号
の
取
引
を
し
た
理
事
は
、
当

　
　
　
該
取
引
後
、
遅
滞
な
く
、
当
該
取
引
に
つ
い
て
の
重
要
な
事
実
を
理
事
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な

　
　
　
ら
な
い
。

　
○
民
法
（
明
治
2
9
年
４
月
2
7
日
法
律
第
8
9
号
）

　
　
（
自
己
契
約
及
び
双
方
代
理
）

　
　
第
1
0
8
条
　
同
一
の
法
律
行
為
に
つ
い
て
は
、
相
手
方
の
代
理
人
と
な
り
、
又
は
当
事
者
双
方
の
代

　
　
　
理
人
と
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
債
務
の
履
行
及
び
本
人
が
あ
ら
か
じ
め
許
諾
し
た
行

　
　
　
為
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
3
9
-
5

経
営
組
織

役
員

問
1
6
1

理
事

の
構

成
に

つ
い

て
、

「
施

設
を

設
置

し
て

い
る

場
合

に
あ

つ
て

は
、

当
該

施
設

の
管

理
者

」
と

さ
れ

て
い

る
が

、
施

設
と

は
何

か
。

【
８

／
2
2
付

け
ブ

ロ
ッ

ク
別

担
当

者
会

議
Ｆ

Ａ
Ｑ

問
1
2
同

旨
（
修
正
）
】

１
．
原
則
と
し
て
、
法
第
6
2
条
第
１
項
の
第
１
種
社
会
福
祉
事
業
の
経
営
の
た
め
に
設
置
し
た
施
設
を
い

　
　
う
。
た
だ
し
、
第
２
種
社
会
福
祉
事
業
で
あ
っ
て
も
、
保
育
所
、
就
労
移
行
支
援
事
業
所
、
就
労
継

　
　
続
支
援
事
業
所
等
が
法
人
が
経
営
す
る
事
業
の
中
核
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
業
所
等
は
同
様
に

　
　
取
り
扱
う
こ
と
と
す
る
。

２
．
ま
た
、
上
記
以
外
の
施
設
等
の
管
理
者
に
つ
い
て
も
、
必
要
に
応
じ
て
、
理
事
に
登
用
す
る
こ
と
が

　
　
適
当
で
あ
る
こ
と
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
3
9
-
6

経
営
組
織

会
計
監
査

人
問
1
6
2

会
計

監
査

人
の

設
置

義
務

は
、

施
行

日
（

平
成

2
9
年

４
月

１
日

）
以

降
最

初
に

招
集

さ
れ

る
定

時
評

議
員

会
の

終
結

の
時

か
ら

適
用

と
さ

れ
て

い
る

た
め

、
会

計
監

査
人

に
よ

る
監

査
は

平
成

2
9
年

度
決

算
か

ら
必

要
と

な
る

も
の

で
あ

り
、

平
成

2
8
年

度
決

算
に

つ
い

て
は

監
査

不
要

と
理

解
し

て
よ

い
か
。

１
　
お
見
込
み
の
と
お
り
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
4
0

経
営
組
織

会
計
監
査

人
問
1
6
3

社
会

福
祉

法
第

4
5
条

の
２

に
お

い
て

、
「

公
認

会
計

士
法

の
規

定
に

よ
り

、
計

算
書

類
に

つ
い

て
監

査
を

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
者

は
、

会
計

監
査

人
と

な
る

こ
と

が
で

き
な

い
」

と
さ

れ
て

い
る

が
、

公
認

会
計

士
法

の
規

定
に

よ
り

計
算

書
類

を
監

査
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

者
と

は
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な
者
か
。
例
え
ば
、
役
員
、
職
員
、
評
議
員
は
会
計
監
査
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。

１
．
会
計
監
査
人
に
つ
い
て
は
、
公
認
会
計
士
法
第
2
4
条
第
１
項
に
お
い
て
、
以
下
の
計
算
書
類
に
つ
い

　
　
て
は
、
会
計
監
査
が
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
①
公
認
会
計
士
又
は
そ
の
配
偶
者
が
、
役
員
、
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
若
し
く
は
財
務
に
関
す
る
事

　
　
　
　
務
の
責
任
あ
る
担
当
者
で
あ
り
、
又
は
過
去
一
年
以
内
に
こ
れ
ら
の
者
で
あ
つ
た
会
社
そ
の
他

　
　
　
　
の
者
の
財
務
書
類
 

　
　
　
②
公
認
会
計
士
が
そ
の
使
用
人
で
あ
り
、
又
は
過
去
一
年
以
内
に
使
用
人
で
あ
つ
た
会
社
そ
の
他

　
　
　
　
の
者
の
財
務
書
類

　
　
　
③
①
及
び
②
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
公
認
会
計
士
が
著
し
い
利
害
関
係
を
有
す
る
会
社
そ
の
他

　
　
　
　
の
者
の
財
務
書
類
 

２
．
し
た
が
っ
て
、

　
　
・
当
該
社
会
福
祉
法
人
の
役
員
（
過
去
１
年
以
内
に
当
該
法
人
の
役
員
で
あ
っ
た
者
含
む
。
）
、
職

　
　
　
員
（
過
去
１
年
以
内
に
当
該
法
人
の
職
員
で
あ
っ
た
者
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
上
記
①
又
は

　
　
　
②
に
該
当
し
、
会
計
監
査
人
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
・
評
議
員
に
つ
い
て
は
、
上
記
①
の
「
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
」
に
該
当
す
る
た
め
、
会
計
監
査
人
と

　
　
　
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
4
1

経
営
組
織

会
計
監
査

人
問
1
6
4

当
該

社
会

福
祉

法
人

か
ら

委
託

を
受

け
て

記
帳

代
行

を
行

う
公

認
会

計
士

は
、

同
時

に
、

当
該

法
人

の
会
計
監
査
人
に
な
る
こ
と
は
可
能
か
。

１
．
記
帳
代
行
業
務
を
行
う
公
認
会
計
士
が
、
同
時
に
、
当
該
法
人
の
会
計
監
査
人
に
就
任
し
た
場
合
、

　
　
自
身
が
作
成
し
た
計
算
書
類
を
自
身
で
監
査
す
る
こ
と
と
な
り
、
自
己
点
検
に
該
当
す
る
た
め
、
適

　
　
当
で
な
い
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
4
2

１
．
公
認
会
計
士
法
第
2
4
条
第
１
項
第
３
号
及
び
第
２
項
、
同
施
行
令
第
７
条
第
１
項
第
６
号
に
お
い

　
　
て
、
税
理
士
業
務
を
行
う
公
認
会
計
士
又
は
そ
の
配
偶
者
が
、
当
該
法
人
か
ら
当
該
業
務
に
よ
り
継

　
　
続
的
な
報
酬
を
受
け
て
い
る
と
き
に
は
、
監
査
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
会

　
　
計
監
査
人
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
4
3

　
（
参
照
条
文
）

　
○
公
認
会
計
士
法
（
昭
和
2
3
年
法
律
第
1
0
3
号
）

　
　
（
特
定
の
事
項
に
つ
い
て
の
業
務
の
制
限
）
 

　
　
第
2
4
条
　
公
認
会
計
士
は
、
財
務
書
類
の
う
ち
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
第
２
条
第
１
項
の
業
務
を
行
な
つ
て
は
な
ら
な
い
。
 

　
　
　
（
１
）
　
公
認
会
計
士
又
は
そ
の
配
偶
者
が
、
役
員
、
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
若
し
く
は
財
務
に
関

　
　
　
　
　
　
す
る
事
務
の
責
任
あ
る
担
当
者
で
あ
り
、
又
は
過
去
１
年
以
内
に
こ
れ
ら
の
者
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
会
社
そ
の
他
の
者
の
財
務
書
類

　
　
　
（
２
）
　
公
認
会
計
士
が
そ
の
使
用
人
で
あ
り
、
又
は
過
去
１
年
以
内
に
使
用
人
で
あ
つ
た
会
社

　
　
　
　
　
　
そ
の
他
の
者
の
財
務
書
類

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
4
4

経
営
組
織

会
計
監
査

人
問
1
6
5

当
該
社
会
福
祉
法
人
か
ら
委
託
を
受
け
て
税
理
士
業
務
を
行
う
公
認
会
計
士
は
、
同
時
に
、
当
該
法

人
の
会
計
監
査
人
に
な
る
こ
と
は
可
能
か
。

1
9

68



経
営
組
織

会
計
監
査

人
問
1
6
5

当
該
社
会
福
祉
法
人
か
ら
委
託
を
受
け
て
税
理
士
業
務
を
行
う
公
認
会
計
士
は
、
同
時
に
、
当
該
法

人
の
会
計
監
査
人
に
な
る
こ
と
は
可
能
か
。

　
　
　
（
３
）
　
前
２
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
公
認
会
計
士
が
著
し
い
利
害
関
係
を
有
す
る
会
社
そ

　
　
　
　
　
　
の
他
の
者
の
財
務
書
類

　
　
２
　
前
項
第
３
号
の
著
し
い
利
害
関
係
と
は
、
公
認
会
計
士
又
は
そ
の
配
偶
者
が
会
社
そ
の
他
の
者

　
　
　
と
の
間
に
そ
の
者
の
営
業
、
経
理
そ
の
他
に
関
し
て
有
す
る
関
係
で
、
公
認
会
計
士
の
行
な
う
第

　
　
　
２
条
第
１
項
の
業
務
の
公
正
を
確
保
す
る
た
め
業
務
の
制
限
を
す
る
こ
と
が
必
要
か
つ
適
当
で
あ

　
　
　
る
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

　
　
３
　
国
家
公
務
員
若
し
く
は
地
方
公
務
員
又
は
こ
れ
ら
の
職
に
あ
つ
た
者
は
、
そ
の
在
職
中
又
は
退

　
　
　
職
後
２
年
間
は
、
そ
の
在
職
し
、
又
は
退
職
前
２
年
間
に
在
職
し
て
い
た
職
と
職
務
上
密
接
な
関

　
　
　
係
に
あ
る
営
利
企
業
の
財
務
に
つ
い
て
、
第
２
条
第
１
項
の
業
務
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い
。
 

　
○
公
認
会
計
士
法
施
行
令
（
昭
和
2
7
年
政
令
第
3
4
3
号
）

　
　
（
公
認
会
計
士
に
係
る
著
し
い
利
害
関
係
）
 

　
　
第
７
条
　
法
第
2
4
条
第
２
項
（
法
第
1
6
条
の
２
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規

　
　
　
定
す
る
政
令
で
定
め
る
関
係
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
各
号
に
規
定
す
る
公

　
　
　
認
会
計
士
又
は
そ
の
配
偶
者
と
被
監
査
会
社
等
と
の
間
の
関
係
と
す
る
。

　
　
　
（
６
）
　
公
認
会
計
士
又
は
そ
の
配
偶
者
が
、
被
監
査
会
社
等
か
ら
税
理
士
業
務
（
税
理
士
法

　
　
　
　
　
　
（
昭
和
2
6
年
法
律
第
2
3
7
号
）
第
２
条
に
規
定
す
る
税
理
士
業
務
を
い
う
。
以
下
同

　
　
　
　
　
　
じ
。
）
そ
の
他
法
第
２
条
第
１
項
及
び
第
２
項
の
業
務
以
外
の
業
務
に
よ
り
継
続
的
な
報

　
　
　
　
　
　
酬
を
受
け
て
い
る
場
合

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
4
4

経
営
組
織

会
計
監
査

人
問
1
6
6

会
計

監
査

人
設

置
義

務
対

象
法

人
に

つ
い

て
、

「
法

人
の

責
め

に
よ

ら
な

い
理

由
（

監
査

法
人

の
倒

産
等

）
に

よ
り

、
会

計
監

査
人

に
よ

る
会

計
監

査
報

告
を

所
轄

庁
に

届
け

出
る

こ
と

が
で

き
な

い
場

合
に

お
い

て
は

、
所

轄
庁

は
届

出
の

猶
予

等
を

行
う

こ
と

が
必

要
。

」
と

あ
る

が
、

「
法

人
の

責
め

に
よ
ら
な
い
理
由
」
と
は
何
か
。

１
．
法
人
の
責
め
に
よ
ら
な
い
理
由
と
は
、

　
　
①
災
害
の
発
生
、

　
　
②
公
認
会
計
士
事
務
所
又
は
監
査
法
人
の
倒
産
、

　
　
③
会
計
監
査
人
が
法
第
4
5
条
の
５
第
１
項
各
号
（
以
下
ⅰ
か
ら
ⅲ
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と

　
　
に
よ
り
会
計
監
査
人
と
契
約
解
除
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
で
あ
る
。

　
　
　
ⅰ
　
職
務
上
の
義
務
に
違
反
し
、
又
は
職
務
を
怠
っ
た
と
き

　
　
　
ⅱ
　
会
計
監
査
人
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
非
行
が
あ
っ
た
と
き

　
　
　
ⅲ
　
心
身
の
故
障
の
た
め
、
職
務
の
執
行
に
支
障
が
あ
り
、
又
は
こ
れ
に
堪
え
な
い
と
き
　
等

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
4
5

経
営
組
織

理
事
会
関

係
問
1
6
7

平
成

２
９

年
度

の
新

理
事

に
よ

る
理

事
会

の
開

催
（

理
事

長
の

選
定

等
）

に
つ

い
て

、
新

評
議

員
に

よ
る

定
時

評
議

員
会

（
決

算
、

新
役

員
等

）
と

同
日

に
開

催
し

な
く

て
も

よ
い

の
か

。
【

８
／

2
2
付

け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議
Ｆ
Ａ
Ｑ
問
1
3
同
旨
】

１
．
評
議
員
会
で
新
理
事
が
選
任
さ
れ
た
後
、
新
理
事
に
よ
る
理
事
会
を
開
催
し
、
速
や
か
に
新
た
な
理

　
　
事
長
を
選
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

２
．
な
お
、
理
事
会
の
招
集
手
続
き
の
省
略
等
に
よ
り
同
日
開
催
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
同
日
開
催

　
　
と
し
な
い
場
合
に
も
、
速
や
か
に
理
事
会
に
お
い
て
理
事
長
選
定
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
4
4
-
2

経
営
組
織

理
事
会
関

係
問
1
6
8

監
事

の
理

事
会

へ
の

出
席

が
義

務
と

な
っ

た
が

，
監

事
が

欠
席

し
た

場
合

に
理

事
会

は
成

立
す

る
の

か
。
【
８
／
2
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議
Ｆ
Ａ
Ｑ
問
1
4
同
旨
】

１
．
監
事
は
理
事
の
職
務
の
執
行
を
監
査
す
る
立
場
に
あ
り
、
理
事
会
へ
の
出
席
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

　
　
る
が
、
適
正
な
招
集
通
知
を
行
っ
た
結
果
、
監
事
が
欠
席
し
た
と
し
て
も
、
理
事
会
の
成
立
要
件
を

　
　
満
た
し
て
い
れ
ば
、
当
該
理
事
会
は
有
効
な
も
の
と
な
る
。

２
．
な
お
、
正
当
な
理
由
が
な
く
監
事
が
理
事
会
を
欠
席
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
理
事
へ
の
監
督
や
監
査

　
　
が
不
十
分
と
な
り
、
法
人
や
そ
の
関
係
者
が
損
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
監
事
は
職
務
上
の
義
務
違

　
　
反
と
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
も
あ
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
4
4
-
3

経
営
組
織

任
期
関
係

問
1
6
9

現
評

議
員

の
任

期
が

平
成

2
9
年

３
月

中
旬

で
満

了
す

る
場

合
、

現
行

制
度

に
基

づ
き

、
評

議
員

を
選

任
（

再
任

）
し

て
も

、
数

日
後

の
３

月
3
1
日

で
任

期
満

了
と

な
る

が
、

任
期

満
了

ま
で

に
次

年
度

の
予

算
等

の
評

議
員

会
に

お
け

る
審

議
が

終
了

し
て

い
れ

ば
、

現
行

制
度

に
基

づ
く

評
議

員
の

選
任

ま
で

は
行

う
必

要
は

な
い

と
考

え
て

よ
い

か
。

一
方

、
現

理
事

の
任

期
が

平
成

2
9
年

３
月

中
旬

で
満

了
す
る
場
合
は
ど
う
か
。
【
８
／
2
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議
Ｆ
Ａ
Ｑ
問
1
5
同
旨
】

１
．
旧
法
に
基
づ
く
評
議
員
に
つ
い
て
は
、
既
に
平
成
2
9
年
度
の
予
算
等
の
評
議
員
が
開
催
さ
れ
て
い
る

　
　
な
ど
法
人
運
営
に
支
障
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
数
日
間
、
評
議
員
が
欠
け
る
こ
と
も
や
む
を
得
な
い

　
　
と
考
え
て
い
る
。

　
　
一
方
、
理
事
に
つ
い
て
は
、
平
成
2
9
年
4
月
1
日
時
点
で
任
期
が
有
効
な
理
事
が
い
な
い
場
合
に
は
、

　
　
同
日
以
降
、
理
事
が
欠
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
平
成
2
8
年
度
中
に
選
任
（
再
任
）
し
て

　
　
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
4
4
-
4

経
営
組
織

任
期
関
係

問
1
7
0

「
平

成
2
9
年

４
月

１
日

時
点

で
在

任
す

る
役

員
の

任
期

は
、

最
初

に
招

集
さ

れ
る

定
時

評
議

員
会

の
終

結
の

時
ま

で
」

と
な

っ
て

い
る

。
最

初
に

招
集

さ
れ

る
定

時
評

議
員

会
後

ま
で

任
期

が
あ

る
役

員
の

任
期

は
、

そ
の

定
時

評
議

員
会

の
終

結
の

時
ま

で
短

縮
さ

れ
る

と
理

解
し

て
い

る
が

、
定

時
評

議
員

会
前

に
任

期
が

満
了

す
る

役
員

に
つ

い
て

も
任

期
は

定
時

評
議

員
会

の
終

結
の

時
ま

で
再

任
手

続
等

を
行

わ
な

く
て

も
自

動
的

に
延

長
さ

れ
る

と
い

う
理

解
で

良
い

か
。

【
８

／
2
2
付

け
ブ

ロ
ッ

ク
別

担
当
者
会
議
Ｆ
Ａ
Ｑ
問
1
6
同
旨
】

１
．
再
任
手
続
等
を
行
う
こ
と
な
く
、
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
任
期
が
延
長
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
　
○
改
正
法
附
則

　
　
　
第
1
4
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
在
任
す
る
社
会
福
祉
法
人
の
役
員
の
任
期
は
、
新
社
会
福

　
　
　
　
祉
法
第
4
5
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
以
後
最
初
に
招
集
さ
れ
る
定
時
評
議
員
会
の
終

　
　
　
　
結
の
時
ま
で
と
す
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
4
4
-
5

経
営
組
織

任
期
関
係

問
1
7
1

評
議

員
、

理
事

、
監

事
の

就
任

日
は

い
つ

に
な

る
の

か
。

【
８

／
2
2
付

け
ブ

ロ
ッ

ク
別

担
当

者
会

議
Ｆ
Ａ
Ｑ
問
1
7
同
旨
】

１
．
任
期
の
始
期
は
選
任
さ
れ
た
日
で
あ
る
が
、
就
任
日
に
つ
い
て
は
、
選
任
及
び
本
人
に
よ
る
就
任
の

　
　
承
諾
が
あ
っ
た
日
で
あ
る
。

２
．
な
お
、
就
任
承
諾
書
は
事
前
あ
る
い
は
選
任
さ
れ
た
日
当
日
に
受
け
取
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
4
4
-
6

経
営
組
織

報
酬

問
1
7
2

交
通
費
は
支
給
基
準
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
報
酬
に
含
ま
れ
る
の
か
。

１
．
交
通
費
の
実
費
相
当
分
は
報
酬
に
含
ま
れ
な
い
。

　
　
な
お
、
名
称
（
「
車
代
」
等
）
に
か
か
わ
ら
ず
、
実
質
的
に
報
酬
に
該
当
す
る
も
の
は
、
支
給
基

　
　
準
の
対
象
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
4
5

2
0

69



経
営
組
織

報
酬

問
1
7
3

報
酬

等
の

支
給

基
準

を
定

め
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

が
、

こ
れ

は
、

非
常

勤
理

事
や

評
議

員
に

対
し

て
報
酬
を
支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
。

１
．
社
会
福
祉
法
人
の
報
酬
等
が
、
民
間
事
業
者
の
役
員
の
報
酬
等
及
び
従
業
員
の
給
与
や
社
会
福
祉
法

　
　
人
の
経
理
状
況
等
に
照
ら
し
、
不
当
に
高
額
な
場
合
に
は
、
法
人
の
公
益
性
・
非
営
利
性
の
観
点
か

　
　
ら
適
当
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
理
事
等
に
対
す
る
報
酬
等
が
不
当
に
高
額
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ

　
　
う
支
給
の
基
準
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
（
法
第
4
5
条
の
3
5
第
１
項
）
。

２
．
報
酬
等
の
支
給
基
準
の
策
定
は
、
報
酬
等
の
支
給
を
義
務
付
け
る
趣
旨
で
は
な
く
、
無
報
酬
で
も
問

　
　
題
な
い
。
そ
の
場
合
は
、
報
酬
等
の
支
給
基
準
に
お
い
て
無
報
酬
で
あ
る
旨
を
定
め
る
こ
と
に
な

　
　
る
。

３
．
な
お
、
定
款
で
無
報
酬
と
定
め
た
場
合
、
又
は
、
常
勤
役
員
等
に
対
し
て
「
支
給
す
る
こ
と
が
で
き

　
　
る
」
と
規
定
し
つ
つ
、
当
面
の
間
は
役
員
報
酬
を
支
給
す
る
予
定
が
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
支
給

　
　
基
準
は
策
定
し
、
無
報
酬
で
あ
る
旨
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
4
6

経
営
組
織

報
酬

問
1
7
4

理
事

、
監

事
及

び
評

議
員

の
区

分
ご

と
の

報
酬

等
の

総
額

に
つ

い
て

は
、

職
員

と
し

て
の

給
与

も
含

め
て

公
表

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
が

、
職

員
給

与
を

受
け

て
い

る
理

事
が

１
名

し
か

い
な

い
場

合
、

当
該

理
事

の
職

員
給

与
額

が
実

質
的

に
特

定
さ

れ
る

こ
と

が
あ

る
が

、
こ

の
よ

う
な

場
合

で
あ

っ
て

も
、
公
表
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

１
．
社
会
福
祉
法
人
の
財
務
規
律
の
確
立
、
事
業
運
営
の
透
明
性
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
役
員
報
酬
等
の

　
　
総
額
を
公
表
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

２
．
他
方
、
個
人
情
報
の
保
護
の
観
点
か
ら
、
職
員
給
与
を
受
け
て
い
る
理
事
が
１
名
の
場
合
で
あ
っ

　
　
て
、
個
人
の
職
員
給
与
が
特
定
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
に
は
、
職
員
給
与
の
支
給
を
受
け
て
い
る
理
事

　
　
が
い
る
旨
明
記
し
た
上
で
、
職
員
給
与
の
支
給
を
当
該
理
事
の
職
員
給
与
額
を
含
め
ず
に
役
員
報
酬

　
　
等
の
総
額
を
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
差
し
支
え
な
い
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
4
7

経
営
組
織

そ
の
他

問
1
7
5

定
時

評
議

員
会

の
２

週
間

前
か

ら
計

算
書

類
を

備
え

置
く

こ
と

が
義

務
付

け
ら

れ
て

い
る

が
、

定
時

評
議

員
会

で
修

正
等

が
あ

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
た

め
、

備
え

置
く

計
算

書
類

に
「

定
時

評
議

員
会

の
承

認
前

で
あ

り
、

今
後

修
正

等
が

あ
り

得
る

」
と

記
載

し
た

ほ
う

が
良

い
の

か
。

ま
た

、
定

時
評

議
員

会
で

修
正

等
が

あ
っ

た
場

合
に

は
、

差
し

替
え

を
行

う
の

か
。

【
８

／
2
2
付

け
ブ

ロ
ッ

ク
別

担
当
者
会
議
Ｆ
Ａ
Ｑ
問
1
8
同
旨
】

１
．
定
時
評
議
員
会
の
２
週
間
前
か
ら
計
算
書
類
を
備
え
置
く
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
理

　
　
事
会
に
お
け
る
計
算
書
類
の
承
認
は
定
時
評
議
員
会
の
２
週
間
前
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

２
．
法
律
上
、
定
時
評
議
員
会
の
承
認
前
か
ら
計
算
書
類
を
備
え
置
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

　
　
「
定
時
評
議
員
会
で
承
認
を
受
け
る
前
で
あ
る
た
め
、
修
正
等
が
あ
り
得
る
」
等
の
付
記
は
不
要
で

　
　
あ
る
が
、
法
人
の
判
断
で
付
記
す
る
こ
と
も
差
し
支
え
な
い
。
ま
た
、
仮
に
定
時
評
議
員
会
で
修
正

　
　
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
差
し
替
え
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
4
7
-
2

経
営
組
織

そ
の
他

問
1
7
6

組
合

等
登

記
令

第
3
条

第
3
項

（
資

産
総

額
の

変
更

登
記

は
毎

事
業

年
度

末
日

か
ら

２
ヵ

月
以

内
）

は
改
正
さ
れ
る
の
か
。
【
８
／
2
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議
Ｆ
Ａ
Ｑ
問
1
9
同
旨
（
修
正
）
】

１
．
社
会
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関

　
　
す
る
政
令
（
平
成
2
8
年
政
令
第
3
4
9
号
）
第
２
条
に
よ
り
、
組
合
等
登
記
令
（
昭
和
3
9
年
政
令
第
2
9

　
　
号
）
に
お
け
る
資
産
の
総
額
の
変
更
の
登
記
の
期
限
が
「
２
月
以
内
」
か
ら
「
３
月
以
内
」
に
改
正

　
　
さ
れ
て
い
る
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
4
7
-
3

経
営
組
織

そ
の
他

問
1
7
7

定
款

例
（

案
）

に
お

け
る

残
余

財
産

の
帰

属
に

つ
い

て
、

社
会

福
祉

事
業

を
行

う
学

校
法

人
及

び
公

益
財

団
法

人
が

追
加

さ
れ

て
い

る
が

、
法

人
に

お
い

て
、

社
会

福
祉

法
人

に
限

定
す

る
こ

と
は

可
能

か
。
【
８
／
2
2
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
別
担
当
者
会
議
Ｆ
Ａ
Ｑ
問
2
0
同
旨
】

１
．
解
散
に
関
す
る
事
項
は
必
要
的
記
載
事
項
に
あ
た
り
、
社
会
福
祉
法
に
お
い
て
、
残
余
財
産
の
帰
属

　
　
す
べ
き
者
を
規
定
す
る
場
合
に
は
、
「
社
会
福
祉
法
人
そ
の
他
社
会
福
祉
事
業
を
行
う
者
の
う
ち
か

　
　
ら
選
定
さ
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
法
人
に
お
い
て
、
定
款
で
社

　
　
会
福
祉
法
人
に
限
定
す
る
こ
と
は
問
題
な
い
。

経
営
組
織

Ｑ
＆
Ａ

問
4
7
-
4

指
導
監
査

実
施
要
綱

問
1
7
8

「
実

施
要

綱
」

の
２

の
（

２
）

に
定

め
る

一
般

監
査

を
行

っ
て

い
る

際
に

、
当

該
法

人
に

特
別

監
査

に
該

当
す

る
よ

う
な

運
営

等
に

係
る

重
大

な
問

題
を

発
見

し
た

場
合

、
即

時
に

特
別

監
査

に
切

り
替

え
る
こ
と
は
可
能
か
。

１
．
一
般
監
査
の
過
程
に
お
い
て
、
法
人
の
運
営
等
に
重
大
な
問
題
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、
当
該
問
題

　
　
の
原
因
を
把
握
す
る
た
め
、
特
別
監
査
に
切
り
替
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

指
導
監
査

Ｑ
＆
Ａ

問
１

指
導
監
査

実
施
要
綱

問
1
7
9

「
実

施
要

綱
」

の
２

の
（

３
）

に
定

め
る

特
別

監
査

を
行

う
に

当
た

り
、

法
人

に
対

し
て

事
前

通
告

（
実
施
通
知
）
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
。

１
．
特
別
監
査
に
つ
い
て
は
、
事
前
通
告
（
実
施
通
知
）
を
必
ず
し
も
必
要
と
は
し
な
い
。

指
導
監
査

Ｑ
＆
Ａ

問
２

指
導
監
査

実
施
要
綱

問
1
8
0

「
実

施
要

綱
」

の
２

の
（

２
）

に
お

い
て

、
年

度
当

初
に

一
般

監
査

の
実

施
時

期
等

を
内

容
と

し
た

実
施

計
画

を
策

定
す

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
が

、
一

方
で

「
会

計
監

査
及

び
専

門
家

に
よ

る
支

援
等

に
つ

い
て

」
（

課
長

通
知

）
の

２
の

（
１

）
に

お
い

て
、

一
般

監
査

の
実

施
の

周
期

決
定

に
つ

い
て

、
毎

年
度

法
人

か
ら

提
出

さ
れ

る
計

算
書

類
等

を
確

認
し

た
上

で
決

定
す

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
。 こ

の
場

合
、

毎
年

度
法

人
か

ら
書

類
が

提
出

さ
れ

る
の

を
待

つ
と

実
施

計
画

は
毎

年
度

７
月

以
降

に
し

か
策

定
で

き
な

い
こ

と
と

な
る

が
、

ど
の

よ
う

に
解

釈
す

れ
ば

よ
い

か
。

年
度

当
初

に
対

象
法

人
を
決
定
し
実
施
計
画
を
策
定
し
た
上
で
、
７
月
以
降
に
そ
れ
を
見
直
す
こ
と
は
可
能
か
。

１
．
実
施
計
画
に
つ
い
て
は
、
年
度
当
初
に
作
成
す
る
が
、
会
計
監
査
報
告
等
の
提
出
を
法
人
か
ら
受

　
　
け
、
一
般
監
査
の
実
施
の
周
期
の
延
長
等
の
判
断
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
こ
の
実
施
計
画
を
変
更
し

　
　
て
監
査
周
期
の
変
更
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
所
轄
庁
に
お
い
て
は
、
毎
年
度
法

　
　
人
か
ら
提
出
さ
れ
る
計
算
書
類
等
を
確
認
し
、
当
該
法
人
の
財
務
の
状
況
の
透
明
性
及
び
適
正
性
並

　
　
び
に
当
該
法
人
の
経
営
組
織
の
整
備
及
び
そ
の
適
切
な
運
用
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
を
判
断
し
た
上

　
　
で
、
周
期
の
延
長
等
に
関
し
検
討
さ
れ
た
い
。

指
導
監
査

Ｑ
＆
Ａ

問
３

指
導
監
査

実
施
要
綱

問
1
8
1

「
実

施
要

綱
」

の
３

の
（

１
）

の
ア

に
記

載
す

る
「

特
に

大
き

な
問

題
が

認
め

ら
れ

な
い

こ
と

」
の

具
体
的
な
判
断
基
準
如
何
。

１
．
法
人
運
営
に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
念
・
形
態
、
事
業
規
模
等
が
様
々
で
あ
り
、
そ
の
適
切
性
に
つ
い

　
　
て
一
律
の
基
準
を
定
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
特
に
大
き
な
問
題
が
認
め
ら
れ
な
い

　
　
こ
と
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
法
人
の
こ
れ
ま
で
の
運
営
状
況
や
所
轄
庁
に
よ
る
指
導
監
査
の
結
果
等

　
　
も
踏
ま
え
つ
つ
、
時
々
の
状
況
に
即
し
て
、
各
所
轄
庁
に
お
い
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
が
適
当
で
あ

　
　
る
。

指
導
監
査

Ｑ
＆
Ａ

問
４

指
導
監
査

監
査
周
期

問
1
8
2

一
般

監
査

の
実

施
周

期
（

延
長

の
場

合
も

含
む

。
）

は
、

３
箇

年
（

４
箇

年
又

は
５

箇
年

の
場

合
も

含
む

。
）

に
１

回
と

さ
れ

て
い

る
が

、
前

回
の

指
導

監
査

を
６

月
１

日
に

実
施

し
、

同
法

人
の

次
回

の
監

査
を

３
年

後
（

４
年

又
は

５
年

後
）

の
９

月
１

日
に

実
施

す
る

と
し

た
場

合
、

前
回

監
査

か
ら

３
年
（
４
年
又
は
５
年
）
３
ヶ
月
経
過
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
差
し
支
え
な
い
か
。

１
．
監
査
周
期
の
数
え
方
は
、
「
年
」
で
な
く
「
箇
年
」
で
あ
り
、
年
度
単
位
で
数
え
る
こ
と
と
な
る
。

　
　
例
え
ば
、
平
成
2
9
年
度
に
監
査
を
行
い
、
次
回
監
査
を
「
３
箇
年
」
後
に
行
う
こ
と
と
し
た
場
合
、

　
　
次
回
監
査
は
平
成
3
2
年
度
中
に
行
え
ば
よ
く
、
前
回
監
査
か
ら
３
年
３
ヶ
月
経
過
し
て
い
て
も
問
題

　
　
は
な
い
。

指
導
監
査

Ｑ
＆
Ａ

問
５

指
導
監
査

監
査
周
期

問
1
8
3

監
査

周
期

の
延

長
を

行
っ

た
場

合
、

又
は

行
わ

な
か

っ
た

場
合

に
お

い
て

、
い

ず
れ

も
監

査
事

項
の

省
略
を
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

１
．
監
査
の
実
施
周
期
の
延
長
と
監
査
事
項
の
省
略
と
を
同
時
に
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
監

　
　
査
の
実
施
周
期
の
延
長
を
行
わ
な
い
場
合
に
、
監
査
事
項
の
省
略
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

指
導
監
査

Ｑ
＆
Ａ

問
６

2
1

70



指
導
監
査

監
査
周
期

問
1
8
4

今
回

の
通

知
改

正
に

よ
り

、
監

査
事

項
の

省
略

に
つ

い
て

定
め

ら
れ

た
が

、
適

用
を

開
始

で
き

る
時

期
は
ど
う
な
る
の
か
。

１
．
会
計
監
査
報
告
や
支
援
業
務
実
施
報
告
書
の
内
容
を
勘
案
し
た
上
で
、
監
査
事
項
省
略
の
判
断
を
行

　
　
う
こ
と
と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
報
告
書
が
出
さ
れ
た
後
で
あ
れ
ば
可
能
で
あ
る
。

指
導
監
査

Ｑ
＆
Ａ

問
７

指
導
監
査

監
査
周
期

問
1
8
5

「
実

施
要

綱
」

の
３

の
（

４
）

に
お

い
て

、
新

た
に

設
立

さ
れ

た
法

人
に

対
す

る
一

般
監

査
に

つ
い

て
は

、
次

年
度

に
お

い
て

実
施

す
る

こ
と

が
可

能
と

さ
れ

て
い

る
が

、
例

え
ば

平
成

2
9
年

4
月

に
設

立
し
た
法
人
の
場
合
、
次
年
度
の
平
成
3
0
年
4
月
以
降
速
や
か
に
実
施
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

１
．
新
設
法
人
に
つ
い
て
は
、
設
立
後
速
や
か
に
一
般
監
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ

　
　
し
、
年
度
末
近
く
に
設
立
し
た
法
人
に
つ
い
て
、
当
該
年
度
中
の
一
般
監
査
が
時
間
的
に
困
難
で
あ

　
　
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
要
綱
中
、
「
設
立
年
度
又
は
次
年
度
」
と
定
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

指
導
監
査

Ｑ
＆
Ａ

問
８

指
導
監
査

実
施
要
綱

問
1
8
6

「
実

施
要

綱
」

の
５

の
（

１
）

の
ア

若
し

く
は

イ
に

記
載

の
あ

る
口

頭
指

摘
や

助
言

で
は

、
法

人
側

に
正

確
な

記
録

が
残

ら
な

い
こ

と
、

所
轄

庁
と

法
人

と
の

間
に

認
識

の
齟

齬
が

発
生

し
得

る
こ

と
、

ま
た

、
評

議
員

、
理

事
及

び
監

事
が

所
轄

庁
か

ら
ど

の
よ

う
な

指
導

を
受

け
た

の
か

正
確

に
把

握
で

き
な

い
こ

と
か

ら
、

口
頭

指
摘

や
助

言
を

行
う

場
合

は
、

必
ず

文
書

で
行

う
よ

う
に

す
る

べ
き

で
は

な
い
か
。

１
．
「
実
施
要
綱
」
の
５
の
（
１
）
に
お
い
て
は
、
口
頭
指
摘
や
助
言
の
指
導
を
行
う
場
合
に
は
、
法
人

　
　
と
指
導
の
内
容
に
関
す
る
認
識
を
共
有
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、

　
　
こ
の
共
有
の
方
法
は
基
本
的
に
は
書
類
（
メ
モ
等
）
に
よ
り
行
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　
な
お
、
所
轄
庁
に
お
い
て
文
書
指
摘
又
は
口
頭
指
摘
等
に
関
し
て
適
切
に
区
分
し
た
上
で
、
公
文
書

　
　
の
形
式
で
行
う
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

指
導
監
査

Ｑ
＆
Ａ

問
９

指
導
監
査

実
施
要
綱

問
1
8
7

「
実

施
要

綱
」

の
５

の
（

１
）

に
、

「
法

令
又

は
通

知
等

の
違

反
」

と
あ

る
が

、
こ

の
「

等
」

と
は
、
具
体
的
に
は
何
か
。

１
．
法
人
の
定
款
及
び
法
人
で
定
め
た
各
種
内
部
規
程
を
い
う
。

指
導
監
査

Ｑ
＆
Ａ

問
1
0

指
導
監
査

実
施
要
綱

問
1
8
8

「
実

施
要

綱
」

の
５

の
（

３
）

で
、

指
導

を
行

っ
た

事
項

に
つ

い
て

改
善

が
図

ら
れ

な
い

場
合

に
は

改
善

勧
告

等
所

要
の

措
置

を
講

ず
る

こ
と

と
あ

る
が

、
文

書
指

摘
だ

け
で

は
な

く
、

口
頭

指
摘

や
助

言
を
行
っ
た
場
合
に
も
改
善
勧
告
等
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

１
．
口
頭
指
摘
は
、
違
反
の
程
度
が
軽
微
で
あ
る
場
合
又
は
違
反
に
つ
い
て
文
書
指
摘
を
行
わ
ず
と
も
改

　
　
善
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
、
助
言
は
、
法
令
又
は
通
知
等
の
違
反
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
行
わ
れ

　
　
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
口
頭
指
摘
又
は
助
言
に
と
ど
ま
る
場
合
は
、
運
営
が
著
し
く
適
正
を
欠
く
こ

　
　
と
を
前
提
と
す
る
改
善
勧
告
等
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。

指
導
監
査

Ｑ
＆
Ａ

問
1
1

指
導
監
査

実
施
要
綱

問
1
8
9

「
実
施
要
綱
」
の
７
の
（
３
）
で
「
法
人
に
対
し
て
管
轄
機
関
へ
の
確
認
を
促
す
等
の
指
導
を
行

う
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
い
う
「
指
導
」
と
は
、
文
書
指
摘
、
口
頭
指
摘
、
助
言
の
い
ず
れ
を
想

定
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
「
必
要
に
応
じ
て
、
処
分
権
限
を
有
す
る
関
係
機
関
へ
通
報
す
る
等

の
措
置
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
適
切
に
対
応
す
る
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
場
合
を
想

定
し
て
い
る
の
か
。

１
．
確
認
を
促
す
等
の
対
応
に
あ
た
っ
て
は
、
特
定
の
指
導
（
文
書
指
摘
、
口
頭
指
摘
、
助
言
）
を
前
提

　
　
と
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
法
人
の
認
識
や
対
応
状
況
等
に
応
じ
て
、
法
人
自
ら
確
認
す
る
こ
と

　
　
を
促
す
、
あ
る
い
は
所
轄
庁
が
直
接
管
轄
機
関
に
情
報
提
供
す
る
な
ど
、
所
轄
庁
に
お
い
て
適
宜
対

　
　
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

指
導
監
査

Ｑ
＆
Ａ

問
1
2

指
導
監
査

監
査
周
期

問
1
9
0

今
回

の
制

度
改

正
の

施
行

に
当

た
り

、
平

成
2
9
年

度
か

ら
概

ね
３

年
以

内
に

全
て

の
法

人
の

指
導

監
査

を
行

う
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
が

、
平

成
2
8
年

度
ま

で
の

指
導

監
査

の
実

施
時

期
に

関
わ

ら
ず

実
施

す
る
と
い
う
考
え
で
よ
い
か
。

１
．
貴
見
の
と
お
り
で
あ
る
。

指
導
監
査

Ｑ
＆
Ａ

問
1
3

指
導
監
査

会
計
監
査

人
問
1
9
1

「
会

計
監

査
人

に
よ

る
監

査
に

準
ず

る
監

査
」

を
受

け
る

に
あ

た
り

、
「

法
人

に
お

い
て

選
定

基
準

を
作
成
し
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

１
．
「
会
計
監
査
人
に
よ
る
監
査
に
準
ず
る
監
査
」
と
し
て
、
定
款
の
定
め
に
よ
り
会
計
監
査
人
を
設
置

　
　
せ
ず
に
、
法
人
と
公
認
会
計
士
又
は
監
査
法
人
と
の
間
で
締
結
す
る
契
約
に
基
づ
き
、
会
計
監
査
人

　
　
に
よ
る
監
査
と
同
じ
計
算
関
係
書
類
及
び
財
産
目
録
を
監
査
対
象
と
す
る
監
査
を
受
け
る
場
合
に

　
　
は
、
複
数
の
公
認
会
計
士
又
は
監
査
法
人
か
ら
提
案
書
等
を
入
手
す
る
と
と
も
に
、
法
人
に
お
い
て

　
　
選
定
基
準
を
作
成
し
、
提
案
内
容
に
つ
い
て
比
較
検
討
の
う
え
選
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
な

　
　
お
、
価
格
の
み
で
選
定
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。

　
　
選
定
基
準
に
つ
い
て
は
、
「
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
の
施
行
に
向
け
た
留
意
事
項
に
つ
い
て
（
経

　
　
営
組
織
の
見
直
し
に
つ
い
て
）
」
（
平
成
2
8
年
６
月
2
0
日
事
務
連
絡
）
Ｐ
2
8
の
「
会
計
監
査
人
選
定

　
　
基
準
の
イ
メ
ー
ジ
」
を
参
考
と
さ
れ
た
い
。

　
　
※
複
数
の
公
認
会
計
士
又
は
監
査
法
人
の
候
補
者
か
ら
提
案
書
等
を
入
手
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
日

　
　
　
本
公
認
会
計
士
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
表
さ
れ
て
い
る
公
会
計
協
議
会
社
会
保
障
部

　
　
　
会
の
部
会
員
リ
ス
ト
を
参
考
資
料
と
し
て
活
用
で
き
る
こ
と
。

指
導
監
査

Ｑ
＆
Ａ

問
1
4

指
導
監
査

監
査
周
期

問
1
9
2

監
査

周
期

の
延

長
の

判
断

に
あ

た
り

、
「

会
計

監
査

人
に

よ
る

監
査

に
準

ず
る

監
査

」
が

毎
年

度
実

施
さ

れ
な

く
て

も
要

件
が

成
立

す
る

と
考

え
て

よ
い

か
。

例
え

ば
、

５
年

に
一

度
の

実
施

で
あ

っ
て

も
周

期
の

延
長

の
判

断
を

行
っ

て
も

よ
い

の
か

。
ま

た
、

専
門

家
の

活
用

に
つ

い
て

も
同

様
に

４
年

に
一
度
の
実
施
で
あ
っ
て
も
周
期
の
延
長
の
判
断
を
行
っ
て
も
よ
い
の
か
。

１
．
監
査
周
期
の
延
長
の
判
断
に
あ
た
り
、
「
会
計
監
査
人
に
よ
る
監
査
に
準
ず
る
監
査
」
に
つ
い
て

　
　
は
、
毎
年
度
実
施
す
る
こ
と
が
監
査
周
期
の
延
長
の
判
断
の
要
件
と
な
る
。
ま
た
、
専
門
家
の
活
用

　
　
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
毎
年
度
の
実
施
を
要
件
と
す
る
。

　
　
（
参
考
）

　
　
「
会
計
監
査
及
び
専
門
家
に
よ
る
支
援
等
に
つ
い
て
」
（
平
成
2
9
年
４
月
2
7
日
付
福
祉
基
盤
課
長
通

　
　
知
）

２
．
一
般
監
査
の
実
施
の
周
期
の
延
長
及
び
指
導
監
査
事
項
の
省
略
に
つ
い
て

　
　
（
１
）
　
実
施
要
綱
３
「
一
般
監
査
の
実
施
の
周
期
」
に
基
づ
く
周
期
の
延
長
の
判
断
及
び
実
施
要

　
　
　
　
　
綱
４
「
指
導
監
査
事
項
の
省
略
等
」
に
基
づ
く
指
導
監
査
事
項
の
省
略
を
行
う
か
ど
う
か
の

　
　
　
　
　
判
断
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
、
法
人
か
ら
提
出
さ
れ
る
計
算
書
類
、
附
属
明
細
書
、
財
産
目

　
　
　
　
　
録
に
加
え
、
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
法
人
か
ら
提
出
を
受
け
た
各
区
分
に
定
め
る
書
類

　
　
　
　
　
を
確
認
し
た
上
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

指
導
監
査

Ｑ
＆
Ａ

問
1
5

指
導
監
査

ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

問
1
9
3

指
導

監
査

の
実

施
に

あ
た

り
、

１
回

の
指

導
監

査
に

お
い

て
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
定

め
る

全
て

の
監

査
事
項
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
確
認
を
行
う
の
か
。

１
．
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
定
め
る
監
査
事
項
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
確
認
に
つ
い
て
は
、
所
轄
庁
が
前
回

　
　
の
監
査
結
果
や
法
人
か
ら
の
提
出
書
類
の
確
認
等
に
よ
り
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
と
判
断
す
る
も
の

　
　
に
つ
い
て
は
、
省
略
し
て
差
し
支
え
な
い
。

指
導
監
査

Ｑ
＆
Ａ

問
1
6

2
2
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指
導
監
査

ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

問
1
9
4

所
轄

庁
が

、
法

令
又

は
通

知
の

定
め

と
は

別
に

、
指

導
監

査
の

実
施

に
当

た
っ

て
独

自
の

書
類

等
の

提
出
を
求
め
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
か
。

１
．
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
法
令
又
は
通
知
の
根
拠
な
く
、
特
定
の
書
類
の
作
成
・
提
出
を
求
め
な
い
こ

　
　
と
を
原
則
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
指
導
監
査
に
必
要
な
範
囲
に
お
い
て
、
所
轄
庁
か
ら
法

　
　
人
に
十
分
説
明
し
、
ま
た
、
法
人
の
過
度
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
場
合
は
、
法

　
　
人
に
法
令
又
は
通
知
で
定
め
ら
れ
て
い
る
報
告
書
類
に
加
え
、
確
認
の
た
め
に
必
要
な
特
定
の
書
類

　
　
等
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
。

指
導
監
査

Ｑ
＆
Ａ

問
1
7

指
導
監
査

ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

問
1
9
5

評
議

員
の

評
議

員
会

へ
の

出
席

又
は

理
事

及
び

監
事

の
理

事
会

へ
の

出
席

に
つ

い
て

は
、

「
欠

席
が

継
続

し
て

お
り

、
名

目
的

、
慣

例
的

に
選

任
さ

れ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

評
議

員
、

理
事

及
び

監
事

が
い

る
場

合
」

は
文

書
指

摘
を

行
う

こ
と

と
な

っ
て

お
り

、
そ

の
判

断
の

基
準

に
つ

い
て

、
着

眼
点

（
評

議
員

：
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
Ⅰ

の
３

の
（

１
）

の
２

、
理

事
：

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

Ⅰ
の

４
の

（
３

）
の

１
、

監
事

：
Ⅰ

の
５

の
（

２
）

の
２

の
該

当
部

分
）

で
「

原
則

と
し

て
」

と
あ

る
が

、
こ

の
「

原
則

と
し
て
」
の
取
扱
如
何
。

１
．
評
議
員
の
評
議
員
会
へ
の
出
席
又
は
理
事
及
び
監
事
の
理
事
会
へ
の
出
席
に
つ
い
て
は
、
「
欠
席
が

　
　
継
続
し
て
お
り
、
名
目
的
、
慣
例
的
に
選
任
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
評
議
員
、
理
事
及
び
監
事

　
　
が
い
る
場
合
」
は
文
書
指
摘
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
判
断
の
基
準
に
つ
い
て
、
着
眼
点

　
　
（
評
議
員
：
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
Ⅰ
の
３
の
（
１
）
の
２
、
理
事
：
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
Ⅰ
の
４
の
（
３
）
の

　
　
１
、
監
事
：
Ⅰ
の
５
の
（
２
）
の
２
の
該
当
部
分
）
で
「
原
則
と
し
て
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
原
則

　
　
と
し
て
」
の
取
扱
如
何
。

指
導
監
査

Ｑ
＆
Ａ

問
1
8

指
導
監
査

ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

問
1
9
6

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

Ⅰ
の

４
の

（
１

）
の

指
摘

基
準

中
の

、
理

事
の

３
分

の
１

を
超

え
る

欠
員

が
あ

る
場

合
の

「
具

体
的

な
検

討
」

と
理

事
に

欠
員

が
あ

る
場

合
の

「
補

充
の

検
討

」
は

ど
の

よ
う

に
異

な
る

の
か
。

１
．
「
補
充
の
検
討
」
に
つ
い
て
は
、
理
事
候
補
者
の
検
討
や
補
充
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
検
討
な
ど
補
充

　
　
に
向
け
て
何
ら
か
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
れ
ば
足
り
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
具
体
的
な
検
討
」
に
つ

　
　
い
て
は
、
理
事
候
補
者
の
選
定
、
補
充
の
た
め
の
理
事
会
の
開
催
時
期
の
決
定
等
具
体
的
な
手
続
き

　
　
が
進
行
中
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

指
導
監
査

Ｑ
＆
Ａ

問
1
9

指
導
監
査

ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

問
1
9
7

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

Ⅰ
の

２
の

「
内

部
管

理
体

制
に

係
る

必
要

な
規

程
の

作
成

が
行

わ
れ

て
い

る
か

」
の

確
認
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

１
．
内
部
管
理
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項
の
確
認
に
つ
い
て
は
、
「
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
の
施
行

　
　
に
向
け
た
留
意
事
項
に
つ
い
て
（
経
営
組
織
の
見
直
し
に
つ
い
て
）
」
（
平
成
2
8
年
６
月
2
0
日
事
務

　
　
連
絡
）
の
第
４
章
の
（
３
）
に
記
載
す
る
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。

　
　
な
お
、
事
務
連
絡
第
４
章
の
（
３
）
の
ウ
の
記
載
は
例
示
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
対
応
が
行
わ
れ
て

　
　
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
社
会
福
祉
法
施
行
規
則
第
２
条
の
1
6
に
定
め
る
事
項
の
す
べ
て
を
理
事

　
　
会
で
決
定
し
て
い
る
場
合
に
は
、
指
導
の
対
象
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。

指
導
監
査

Ｑ
＆
Ａ

問
2
0

指
導
監
査

ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

問
1
9
8

評
議

員
や

役
員

の
履

歴
書

、
就

任
承

諾
書

や
議

事
録

署
名

人
等

の
押

印
は

、
実

印
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

の
か

。
【

着
眼

点
（

評
議

員
：

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

Ⅰ
の

３
の

（
１

）
の

２
、

理
事

：
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
Ⅰ
の
４
の
（
３
）
の
１
、
監
事
：
Ⅰ
の
５
の
（
２
）
の
２
の
該
当
部
分
）
】

１
．
法
人
の
登
記
に
当
た
っ
て
、
実
印
を
押
印
し
た
書
類
や
印
鑑
登
録
証
明
書
を
申
請
書
類
と
し
て
求
め

　
　
ら
れ
た
場
合
に
は
、
登
記
を
行
う
た
め
に
こ
れ
ら
の
書
類
が
必
要
と
な
る
が
、
法
人
運
営
の
観
点
か

　
　
ら
は
、
評
議
員
や
役
員
の
履
歴
書
や
就
任
承
諾
書
の
押
印
は
、
必
ず
し
も
実
印
に
よ
る
必
要
は
な

　
　
く
、
法
人
監
査
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
の
押
印
に
使
用
さ
れ
た
印
鑑
が
実
印
で
あ
る
か
の
確
認
は
行
わ

　
　
な
い
。
（
そ
の
た
め
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
確
認
も
不
要
で
あ
る
。
）

指
導
監
査

Ｑ
＆
Ａ

問
2
1

指
導
監
査

ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

問
1
9
9

評
議

員
や

役
員

の
選

任
の

際
に

、
欠

格
事

由
に

該
当

し
な

い
こ

と
の

証
明

書
類

と
し

て
、

市
町

村
が

発
行

す
る

「
身

分
証

明
書

」
が

必
要

か
。

【
着

眼
点

（
評

議
員

：
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
Ⅰ

の
３

の
（

１
）

の
２

、
理

事
：

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

Ⅰ
の

４
の

（
３

）
の

１
、

監
事

：
Ⅰ

の
５

の
（

２
）

の
２

の
該

当
部

分
）
】

１
．
評
議
員
や
役
員
が
欠
格
事
由
に
該
当
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
履
歴
書
や
誓
約
書
等
に
よ
り
確
認

　
　
す
る
こ
と
で
足
り
、
身
分
証
明
書
を
徴
す
る
必
要
は
な
い
。
た
だ
し
、
法
人
が
そ
の
判
断
に
よ
り
、

　
　
評
議
員
や
役
員
の
候
補
者
か
ら
、
身
分
証
明
書
を
徴
す
る
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
。

指
導
監
査

Ｑ
＆
Ａ

問
2
2

指
導
監
査

ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

問
2
0
0

関
係

行
政

庁
の

職
員

が
法

人
の

評
議

員
や

役
員

と
な

る
こ

と
は

適
当

で
は

な
い

と
さ

れ
て

い
る

が
、

関
係

行
政

庁
の

職
員

が
法

人
の

評
議

員
や

役
員

と
な

っ
て

い
る

場
合

に
指

導
は

行
わ

な
い

の
か

。
ま

た
、

関
係

行
政

庁
の

職
員

に
は

、
関

係
行

政
庁

の
首

長
や

副
首

長
、

所
轄

庁
の

み
な

ら
ず

社
会

福
祉

法
第
5
8
条
に
定
め
る
助
成
等
を
行
っ
た
地
方
公
共
団
体
の
職
員
も
含
ま
れ
る
か
。

１
．
関
係
行
政
庁
の
職
員
が
評
議
員
又
は
役
員
と
な
る
こ
と
は
公
私
分
離
の
原
則
か
ら
適
当
で
は
な
い

　
　
が
、
一
義
的
に
は
、
関
係
行
政
庁
が
自
律
的
に
遵
守
す
べ
き
規
制
で
あ
り
、
関
係
行
政
庁
の
職
員
が

　
　
評
議
員
や
役
員
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
み
を
も
っ
て
法
人
に
対
す
る
指
導
は
行
わ
な
い
。
（
監
査
に

　
　
お
け
る
確
認
事
項
と
は
し
て
い
な
い
。
）
ま
た
、
「
関
係
行
政
庁
の
職
員
」
に
は
、
当
該
法
人
に
対

　
　
し
て
助
成
等
を
行
っ
た
行
政
庁
の
職
員
も
含
ま
れ
る
。

指
導
監
査

Ｑ
＆
Ａ

問
2
3

指
導
監
査

ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

問
2
0
1

社
会
福
祉
充
実
計
画
の
作
成
の
手
続
に
つ
い
て
、
指
導
監
査
で
確
認
す
る
必
要
は
な
い
の
か
。

１
．
社
会
福
祉
充
実
計
画
の
作
成
に
関
す
る
手
続
に
つ
い
て
は
、
所
轄
庁
が
当
該
計
画
を
承
認
す
る
際
に

　
　
確
認
済
で
あ
り
、
指
導
監
査
に
お
い
て
改
め
て
確
認
を
行
う
必
要
は
な
い
。

指
導
監
査

Ｑ
＆
Ａ

問
2
4

指
導
監
査

ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

問
2
0
2

「
指

導
監

査
を

行
う

に
当

た
っ

て
は

、
経

理
規

程
に

定
め

ら
れ

た
会

計
帳

簿
（

仕
訳

日
記

帳
、

総
勘

定
元

帳
等

）
が

拠
点

区
分

ご
と

に
作

成
さ

れ
、

備
え

置
か

れ
て

い
る

か
」

と
あ

る
が

、
こ

の
作

成
及

び
備
置
き
は
書
面
で
の
備
置
き
及
び
保
存
に
限
ら
れ
る
の
か
。

１
．
書
面
で
の
備
置
き
及
び
保
存
に
加
え
、
電
磁
的
記
録
に
よ
る
備
置
き
及
び
保
存
が
可
能
で
あ
る
。

指
導
監
査

Ｑ
＆
Ａ

問
2
5

指
導
監
査

監
査
周
期

問
2
0
3

決
算

業
務

又
は

記
帳

代
行

業
務

を
行

う
専

門
家

が
、

財
務

会
計

に
関

す
る

事
務

処
理

体
制

の
向

上
に

対
す

る
支

援
を

行
い

支
援

業
務

実
施

報
告

書
を

提
出

し
た

場
合

、
所

轄
庁

と
し

て
監

査
周

期
の

延
長

等
を

行
う

こ
と

は
可

能
か

。
ま

た
、

顧
問

契
約

等
に

よ
り

会
計

又
は

税
務

の
相

談
対

応
や

指
導

業
務

を
行
う
専
門
家
の
場
合
は
可
能
か
。

１
．
決
算
業
務
又
は
記
帳
代
行
業
務
（
以
下
「
決
算
業
務
等
」
）
を
行
う
専
門
家
は
、
法
人
の
会
計
処
理

　
　
上
の
判
断
や
意
思
決
定
、
計
算
書
類
等
の
作
成
に
直
接
関
わ
る
者
（
以
下
「
直
接
関
与
者
」
）
と
考

　
　
え
ら
れ
る
。
直
接
関
与
者
が
「
会
計
監
査
及
び
専
門
家
に
よ
る
支
援
に
つ
い
て
」
（
平
成
2
9
年
４
月

　
　
2
7
日
付
け
社
援
基
発
0
4
2
7
第
１
号
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
福
祉
基
盤
課
長
通
知
）
の
１
の

　
　
（
２
）
に
よ
る
「
専
門
家
に
よ
る
支
援
」
を
行
う
こ
と
は
、
自
ら
が
関
与
し
た
会
計
処
理
や
計
算
書

　
　
類
等
に
つ
い
て
、
自
ら
が
関
与
し
た
業
務
を
自
ら
点
検
（
以
下
「
自
己
点
検
」
）
す
る
こ
と
と
な

　
　
り
、
法
人
と
の
関
係
に
お
い
て
客
観
的
な
立
場
に
よ
り
行
っ
た
も
の
と
な
ら
な
い
た
め
、
所
轄
庁
の

　
　
指
導
監
査
の
代
替
が
可
能
と
な
る
法
人
の
事
務
処
理
体
制
の
向
上
に
関
す
る
支
援
を
行
っ
た
こ
と
と

　
　
は
な
ら
ず
、
延
長
等
を
行
う
こ
と
は
適
当
で
な
い
。

　
　
な
お
、
顧
問
契
約
等
に
よ
り
会
計
又
は
税
務
の
相
談
対
応
や
指
導
業
務
を
行
う
専
門
家
は
、
専
門
的

　
　
な
立
場
か
ら
見
解
を
述
べ
る
こ
と
が
主
要
な
業
務
内
容
で
あ
り
、
間
接
的
な
関
与
に
留
ま
る
こ
と
が

　
　
想
定
さ
れ
る
た
め
、
原
則
と
し
て
自
己
点
検
に
は
当
た
ら
ず
延
長
等
を
行
う
こ
と
は
差
し
支
え
な

　
　
い
。
た
だ
し
、
直
接
関
与
者
が
法
人
業
務
の
自
己
点
検
の
一
環
と
し
て
当
該
法
人
に
対
し
て
支
援
を

　
　
行
う
こ
と
自
体
が
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

指
導
監
査

Ｑ
＆
Ａ

(
v
o
l
.
2
)

問
１

2
3
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指
導
監
査

ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

問
2
0
4

監
事
の
報
酬
等
に
つ
い
て
、
定
款
又
は
評
議
員
会
の
決
議
に
よ
っ
て
監
事
の
報
酬
総
額
の
み
を
定
め

て
い
る
と
き
は
、
そ
の
具
体
的
な
配
分
は
、
監
事
の
協
議
に
よ
り
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
監

事
の
報
酬
等
の
支
給
基
準
が
評
議
員
会
の
承
認
を
受
け
て
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
、
監
事
の
報
酬
等

の
具
体
的
な
配
分
に
つ
い
て
評
議
員
会
の
決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
、
改
め
て
監
事
の
協
議
に
よ

り
、
具
体
的
な
配
分
を
決
定
す
る
必
要
は
な
い
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

お
見
込
み
の
と
お
り
。

指
導
監
査

Ｑ
＆
Ａ

(
v
o
l
.
2
)

問
２

電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

問
2
0
5

社
会

福
祉

法
人

（
以

下
、

「
法

人
」

と
い

い
ま

す
。

）
が

、
財

務
諸

表
等

電
子

開
示

シ
ス

テ
ム

（
以

下
、

「
電

子
開

示
シ

ス
テ

ム
」

と
い

い
ま

す
。

）
に

よ
り

、
現

況
報

告
書

、
計

算
書

類
等

を
届

け
出

た
場
合
、
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
公
表
さ
れ
る
時
期
は
い
つ
か
。

１
．
電
子
開
示
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
届
け
出
た
場
合
、
現
況
報
告
書
、
計
算
書
類
等
は
、
法
人
が
所
轄
庁
へ

　
　
届
出
を
行
っ
た
後
、
概
ね
１
週
間
程
度
で
シ
ス
テ
ム
上
に
公
表
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
社
会
福
祉
充
実

　
　
計
画
は
、
所
轄
庁
に
て
財
務
諸
表
等
入
力
シ
ー
ト
の
内
容
を
確
認
（
電
子
開
示
シ
ス
テ
ム
で
確
認
処

　
　
理
を
実
施
）
し
た
後
、
概
ね
１
週
間
程
度
で
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

シ
ス
テ
ム

Ｑ
＆
Ａ

問
１

電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

問
2
0
6

届
出

書
類

の
届

出
先

に
つ

い
て

、
４

月
１

日
の

時
点

で
は

Ａ
市

が
所

轄
庁

だ
っ

た
が

、
届

出
を

行
う

時
点
で
は
Ｂ
県
に
所
轄
庁
が
変
更
に
な
っ
た
。
こ
の
場
合
は
ど
ち
ら
に
届
出
を
行
え
ば
よ
い
か
。

１
．
一
般
的
に
は
、
届
出
を
行
う
時
点
の
所
轄
庁
で
あ
る
Ｂ
県
に
届
出
を
行
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム

Ｑ
＆
Ａ

問
２

電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

問
2
0
7

電
子

開
示

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
、

所
轄

庁
か

ら
、

都
道

府
県

ま
た

は
厚

生
労

働
省

に
対

し
て

財
務

諸
表

等
入

力
シ

ー
ト

の
提

供
を

行
っ

た
後

に
記

載
内

容
の

誤
り

が
確

認
さ

れ
た

場
合

、
ど

の
よ

う
に

修
正

し
た
ら
よ
い
か
。

１
．
都
道
府
県
（
都
道
府
県
に
お
い
て
承
認
済
み
の
場
合
は
、
都
道
府
県
を
通
じ
て
厚
生
労
働
省
福
祉
基

　
　
盤
課
）
に
対
し
て
、
差
戻
し
の
処
理
を
行
う
よ
う
依
頼
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
法

　
　
人
に
お
い
て
入
力
シ
ー
ト
の
修
正
を
行
い
、
再
度
、
届
出
又
は
提
供
の
処
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

シ
ス
テ
ム

Ｑ
＆
Ａ

問
３

電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

問
2
0
8

法
令

上
、

現
況

報
告

書
の

時
点

は
毎

年
度

４
月

１
日

と
さ

れ
て

い
る

が
、

社
会

福
祉

法
第

4
5
条

の
3
4

第
１
項
第
２
号
に
規
定
す
る
役
員
等
名
簿
に
つ
い
て
も
同
時
点
の
内
容
と
す
る
べ
き
か
。

１
．
役
員
等
名
簿
に
つ
い
て
は
、
届
出
時
点
で
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
役
員
等
名
簿
は
、

　
　
毎
年
度
定
時
評
議
員
会
終
結
後
、
６
月
ま
で
に
所
轄
庁
に
届
け
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
計
算
書

　
　
類
等
と
併
せ
て
届
け
出
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム

Ｑ
＆
Ａ

問
４

電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

問
2
0
9

「
母

子
生

活
支

援
施

設
」

及
び

「
婦

人
保

護
施

設
」

を
選

択
し

た
場

合
、

電
子

開
示

シ
ス

テ
ム

上
で

「
非
公
表
」
の
処
理
を
行
う
と
あ
る
が
、
ど
の
項
目
が
非
表
示
と
な
る
の
か
。

現
況
報
告
書
記
載
要
領
Ｐ
１
【
共
通
事
項
】
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
は
、

シ
ス
テ
ム
上
「
非
公
表
」
の
処
理
が
行
わ
れ
ま
す
。

１
．
法
人
基
本
情
報

　
　
（
１
）
都
道
府
県
区
分
（
２
）
市
町
村
区
分
（
３
）
所
轄
庁
区
分
（
４
）
法
人
番
号
（
８
）
主
た
る

　
　
　
　
　
事
務
所
の
住
所
（
９
）
主
た
る
事
務
所
の
電
話
番
号
（
1
0
）
主
た
る
事
務
所
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

　
　
（
1
2
）
従
た
る
事
務
所
の
住
所

1
1
．
前
会
計
年
度
に
お
け
る
事
業
等
の
概
要

　
　
（
１
）
社
会
福
祉
事
業
の
実
施
状
況
③
事
業
所
の
所
在
地
（
２
）
公
益
事
業
③
事
業
所
の
所
在
地

　
　
（
３
）
収
益
事
業
③
事
業
所
の
所
在
地

シ
ス
テ
ム

Ｑ
＆
Ａ

問
５

電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

問
2
1
0

「
母

子
生

活
支

援
施

設
」

及
び

「
婦

人
保

護
施

設
」

以
外

の
施

設
で

、
施

設
所

在
地

を
公

表
す

る
こ

と
に

よ
り

、
利

用
者

等
の

安
全

に
支

障
を

き
た

す
恐

れ
が

あ
る

施
設

は
、

ど
の

よ
う

に
記

載
す

れ
ば

よ
い
か
。

１
．
「
母
子
生
活
支
援
施
設
」
及
び
「
婦
人
保
護
施
設
」
以
外
の
施
設
で
、
施
設
所
在
地
を
公
表
す
る
こ

　
　
と
に
よ
り
、
利
用
者
等
の
安
全
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る
施
設
（
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、

　
　
Ｄ
Ｖ
被
害
者
相
談
事
業
等
）
に
つ
い
て
は
、
所
在
地
情
報
等
公
表
し
な
い
事
項
を
空
欄
と
し
て
届
出

　
　
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
所
轄
庁
と
し
て
必
要
な
情
報
に
つ
い
て
は
、
電
子
開
示
シ
ス
テ
ム
と
は
別
に
法
人
か
ら
情
報

　
　
提
供
を
受
け
て
下
さ
い
。

シ
ス
テ
ム

Ｑ
＆
Ａ

問
６

電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

問
2
1
1

評
議

員
全

員
の

報
酬

等
の

総
額

に
は

、
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
と

し
て

法
人

と
別

に
委

託
契

約
を

し
て

い
る

場
合
、
当
該
報
酬
額
も
含
め
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
（
記
載
要
領
２
．
（
３
－
３
）
関
係
）

１
．
評
議
員
と
し
て
の
報
酬
の
み
が
対
象
と
な
る
た
め
、
含
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

シ
ス
テ
ム

Ｑ
＆
Ａ

問
７

電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

問
2
1
2

所
轄

庁
か

ら
の

再
就

職
状

況
は

、
法

人
の

所
轄

庁
が

変
更

と
な

っ
た

場
合

、
変

更
前

の
所

轄
庁

分
も

含
め
て
記
載
す
る
の
か
。
（
記
載
要
領
２
．
（
３
－
４
）
等
関
係
）

１
．
法
人
の
所
轄
庁
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
評
議
員
・
理
事
・
監
事
に
再
就
職
し
た
時
点

　
　
の
所
轄
庁
か
ら
再
就
職
し
た
場
合
は
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

シ
ス
テ
ム

Ｑ
＆
Ａ

問
８

電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

問
2
1
3

所
轄

庁
か

ら
の

再
就

職
状

況
は

、
所

轄
庁

退
職

後
再

就
職

す
る

ま
で

の
期

間
が

数
年

間
空

い
た

と
し

て
も
「
有
」
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
か
。
（
記
載
要
領
２
．
（
３
－
４
）
等
関
係
）

１
．
お
見
込
み
の
通
り
で
す
。

シ
ス
テ
ム

Ｑ
＆
Ａ

問
９

電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

問
2
1
4

理
事

全
員

の
報

酬
等

の
総

額
は

、
職

員
給

与
を

受
け

て
い

る
理

事
が

複
数

い
る

場
合

も
記

載
す

る
必

要
が
あ
る
の
か
。
（
記
載
要
領
３
．
(
3
-
1
2
)
関
係
）

１
．
職
員
給
与
を
受
け
て
い
る
者
が
１
人
の
場
合
で
あ
っ
て
、
個
人
の
職
員
給
与
が
特
定
さ
れ
て
し
ま
う

　
　
場
合
に
職
員
給
与
額
を
含
め
ず
に
理
事
報
酬
等
の
総
額
と
し
て
差
し
支
え
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま

　
　
す
。

　
　
一
方
、
職
員
給
与
を
受
け
て
い
る
理
事
が
複
数
い
る
場
合
は
個
人
の
職
員
給
与
が
特
定
さ
れ
な
い
た

　
　
め
、
職
員
給
与
額
を
含
め
て
理
事
報
酬
等
の
総
額
に
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

シ
ス
テ
ム

Ｑ
＆
Ａ

問
1
0

電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

問
2
1
5

理
事

全
員

の
報

酬
等

の
総

額
は

、
前

会
計

年
度

の
理

事
に

対
し

て
支

出
し

た
実

績
額

を
記

載
す

る
こ

と
と

な
っ

て
い

る
が

、
前

会
計

年
度

の
途

中
か

ら
職

員
と

し
て

の
給

与
を

受
け

て
い

る
者

が
理

事
に

な
っ

た
場

合
、

当
該

理
事

の
職

員
と

し
て

の
給

与
は

ど
こ

ま
で

含
め

る
の

か
。

（
記

載
要

領
３

．
（
３
－
１
２
）
関
係
）

１
．
理
事
に
就
任
し
た
日
以
降
に
支
給
さ
れ
た
職
員
と
し
て
の
給
与
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

シ
ス
テ
ム

Ｑ
＆
Ａ

問
1
1

電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

問
2
1
6

前
会

計
年

度
に

お
け

る
理

事
会

へ
の

出
席

回
数

に
つ

い
て

、
テ

レ
ビ

会
議

で
理

事
会

に
出

席
し

た
場

合
出
席
回
数
に
含
む
の
か
。
（
記
載
要
領
３
．
（
３
－
１
３
）
関
係
）

１
．
含
め
て
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

シ
ス
テ
ム

Ｑ
＆
Ａ

問
1
2

2
4
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電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

問
2
1
7

「
常
勤
専
従
」
と
「
常
勤
兼
務
」
の
違
い
を
教
え
て
ほ
し
い
。
（
記
載
要
領
６
．
関
係
）

１
．
同
一
の
法
人
又
は
施
設
内
で
複
数
の
職
務
に
従
事
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
違
い
が
生
じ
る
も
の

　
　
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
本
部
職
員
兼
施
設
長
、
施
設
長
兼
介
護
職
員
、
看
護
職
員
兼
機
能
訓

　
　
練
指
導
員
、
特
養
と
シ
ョ
ー
ト
の
施
設
長
の
兼
務
な
ど
は
「
常
勤
兼
務
」
と
考
え
ま
す
。

シ
ス
テ
ム

Ｑ
＆
Ａ

問
1
3

電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

問
2
1
8

常
勤
換
算
数
の
計
算
方
法
を
教
え
て
ほ
し
い
。
（
記
載
要
領
６
．
関
係
）

１
．
例
え
ば
、
１
日
８
時
間
（
週
4
0
時
間
）
が
施
設
の
常
勤
の
従
業
者
が
勤
務
す
べ
き
時
間
の
場
合
、
１

　
　
週
間
の
う
ち
２
日
間
は
本
部
職
員
、
３
日
間
は
Ａ
施
設
に
勤
務
し
て
い
る
職
員
の
本
部
に
お
け
る
常

　
　
勤
換
算
数
は
２
×
８
＝
1
6
時
間
、
1
6
時
間
÷
4
0
時
間
＝
0
.
4
（
常
勤
換
算
数
）
と
な
り
ま
す
の
で
、

　
　
法
人
本
部
職
員
に
お
け
る
常
勤
換
算
数
は
0
.
4
と
し
、
施
設
・
事
業
所
職
員
の
常
勤
換
算
数
は
0
.
6
と

　
　
な
り
ま
す
。

シ
ス
テ
ム

Ｑ
＆
Ａ

問
1
4

電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

問
2
1
9

中
古

物
件

を
購

入
し

て
利

用
し

て
い

る
場

合
の

建
設

年
月

日
は

い
つ

を
記

載
す

れ
ば

よ
い

か
。

（
記

載
要
領
１
１
．
（
１
）
⑨
ア
関
係
）

１
．
当
該
物
件
の
建
設
年
月
日
を
把
握
し
て
い
る
範
囲
で
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
正
確
な
日
付
が
不
明
な
場
合
は
空
欄
で
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

シ
ス
テ
ム

Ｑ
＆
Ａ

問
1
5

電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

電
子
開
示

シ
ス
テ
ム

問
2
2
0

廃
止

さ
れ

た
拠

点
の

拠
点

区
分

は
、

い
つ

ま
で

現
況

報
告

書
に

記
載

す
べ

き
か

。
ま

た
、

廃
止

さ
れ

た
拠
点
区
分
の
情
報
を
ど
の
よ
う
に
記
載
す
る
の
か
。
（
記
載
要
領
1
1
.
（
1
）
～
（
3
）
関
係
）

１
．
拠
点
区
分
貸
借
対
照
表
の
残
高
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
拠
点
区
分
事
業
活
動
計
算
書
の
「
当

　
年
度
決
算
」
欄
に
金
額
が
計
上
さ
れ
る
場
合
は
、
翌
会
計
年
度
の
拠
点
区
分
事
業
活
動
計
算
書
の
「
前

　
年
度
決
算
」
欄
に
同
じ
金
額
を
計
上
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
．
財
務
諸
表
等
入
力
シ
ー
ト
で
作
成
す
る
現
況
報
告
書
と
計
算
書
類
等
は
連
動
し
て
い
ま
す
の
で
、

　
「
前
年
度
決
算
」
欄
を
含
め
て
拠
点
区
分
の
計
算
書
類
に
計
上
す
べ
き
金
額
が
な
く
な
る
ま
で
廃
止
さ

　
れ
た
拠
点
区
分
を
現
況
報
告
書
に
記
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３
．
現
況
報
告
書
の
拠
点
区
分
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
ⅰ
）
「
②
事
業
所
の
名
称
」
を
変
更
し

　
た
場
合
は
、
「
前
年
度
決
算
」
欄
に
金
額
が
自
動
繰
越
さ
れ
な
い
た
め
再
度
入
力
す
る
必
要
が
生
じ

　
る
、
ⅱ
）
入
力
必
須
の
項
目
が
あ
る
、
と
い
っ
た
財
務
諸
表
等
入
力
シ
ー
ト
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
従
っ
て
、
廃
止
さ
れ
た
拠
点
区
分
に
つ
い
て
は
、
廃
止
さ
れ
た
時
点
の
情
報
を
引
き
続
き
入
力
し
て
く

　
だ
さ
い
。

シ
ス
テ
ム

Ｑ
＆
Ａ

問
1
6

組
織
経
営

評
議
員

役
員

問
2
2
1

「
精

神
の

機
能

の
障

害
に

よ
り

職
務

を
適

正
に

執
行

す
る

に
当

た
っ

て
必

要
な

認
知

、
判

断
及

び
意

思
疎

通
を

適
切

に
行

う
こ

と
が

で
き

な
い

者
」

か
ど

う
か

に
つ

い
て

は
ど

の
よ

う
に

確
認

す
れ

ば
よ

い
か
。

１
．
誓
約
書
等
に
よ
り
候
補
者
本
人
に
こ
れ
ら
の
者
に
該
当
し
な
い
こ
と
の
確
認
を
行
う
方
法
で
差
し
支

　
え
な
い
が
、
必
要
に
応
じ
て
法
人
の
判
断
に
よ
り
医
師
の
診
断
書
等
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
が
考
え
ら

　
れ
る
。
な
お
、
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
で
あ
る
こ
と
の
み
を
も
っ
て
当
該
欠
格
事
由
に
当
た
る

　
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

組
織
運
営

Ｑ
＆
Ａ

問
1

注
）
出
典
事
務
連
絡
の
略
称
に
つ
い
て

○
社
会
福
祉
法
人
が
届
け
出
る
「
事
業
の
概
要
等
」
等
の
様
式
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
（
令
和
元
年
６
月
４
日
事
務
連
絡
）
→
「
シ
ス
テ
ム
Ｑ
＆
Ａ
」

○
「
社
会
福
祉
充
実
計
画
の
承
認
等
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
（
v
o
l
.
３
）
（
平
成
3
0
年
１
月
2
3
日
付
事
務
連
絡
）
」
→
「
充
実
計
画
Ｑ
＆
Ａ
」

○
「
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
に
伴
う
租
税
特
別
措
置
法
第
4
0
条
の
適
用
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
（
平
成
2
9
年
1
月
2
4
日
付
事
務
連
絡
）
」
→
「
租
特
Ｑ
＆
Ａ
」

○
「
「
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
の
施
行
に
伴
う
定
款
変
更
に
係
る
事
務
の
取
扱
い
に
つ
い
て
（
平
成
2
8
年
1
1
月
1
1
日
付
事
務
連
絡
）
」
に
お
け
る
「
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
の
施
行
に
伴
う
定
款
変
更
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
」
」
→
「
定
款
変
更
Ｑ
＆
Ａ
」

○
社
会
福
祉
法
人
に
対
す
る
指
導
監
査
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
(
v
o
l
.
２
)
（
平
成
2
9
年
９
月
2
6
日
事
務
連
絡
）
→
「
指
導
監
査
Ｑ
＆
Ａ
(
v
o
l
.
２
)
」

○
「
社
会
福
祉
法
人
の
認
可
に
つ
い
て
」
の
別
紙
「
社
会
福
祉
法
人
審
査
要
領
」
の
「
第
３
 
法
人
の
組
織
運
営
」
に
係
る
運
用
上
の
留
意
事
項
に
つ
い
て
（
令
和
元
年
９
月
1
3
日
事
務
連
絡
）
→
「
組
織
運
営
Ｑ
＆
Ａ
」

2
5
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参考①（充実計画Ｑ＆Ａ問２９）

参考②（充実計画Ｑ＆Ａ問３６）
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参考③（充実計画Ｑ＆Ａ問５５）
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参考⑤（充実計画Ｑ＆Ａ問６８）

参考④（充実計画Ｑ＆Ａ問６５）

 

（文書番号） 

平成○年○月○日 

 

○○○都道府県知事 

   又は       殿 

 ○○○市市長 

 

（申請者） 

社会福祉法人 ○○○  

 理事長 ○○ ○○ 

 

承認社会福祉充実計画の変更に係る承認申請及び届出について 

 

平成○○年○月○日付け（文書番号）により、貴庁より承認を受けた社会福祉充実計画に

ついて、別添のとおり変更を行うこととしたので、社会福祉法第５５条の３第１項の規定に基づ

き、貴庁の承認を申請するとともに、同法同条第２項の規定に基づき、貴庁に届出を行う。 

 

（添付資料） 

・ 変更後の平成○年度～平成○年度社会福祉法人○○○社会福祉充実計画 

 （注）変更点を赤字とする、新旧対照表を添付するなど、変更点を明示するとともに、承認

申請事項と届出事項が容易に判別できるよう、変更箇所の文末に「（承認申請事項）」

又は「（届出事項）」を付すこと。 

・ 社会福祉充実計画の変更に係る評議員会の議事録（写） 

・ 公認会計士・税理士等による手続実施結果報告書（写） 

・ 社会福祉充実残額の算定根拠 

・ その他社会福祉充実計画の記載内容の参考となる資料  

 

77



参考⑥（経営組織Ｑ＆Ａ問１４）

参考⑦（経営組織Ｑ＆Ａ問１５）

参考⑧（経営組織Ｑ＆Ａ問１６）

Ａ社会福祉法人

理事（６名以上）

監事（２名以上）

評議員（理事定数を超える数）
Ａ法人の評議員・理事・監事が役員等※1と
なっている他の法人（社福除く。）※2

役員・評議員
から受ける金
銭等により生
計を維持する

者

事実上婚姻
関係と同様
の者

※理事のうちには、各理事と、親族等特殊関
係者が3人を超えて含まれてはならない
※各理事並びに当該理事と、親族等特殊関係
にある者が理事総数の3分の1を超えてはな
らない。

※監事のうちには、各役員と、
親族等特殊関係者が含まれ
てはならない。

兼
職
禁
止

役
員
等

兼職禁止

兼職禁止

役
員

※評議員のうちには、各評議員と、親族等
特殊関係者が含まれてはならない。

※評議員のうちには、各役員と、親族等特
殊関係者が含まれてはならない。

（※1）法人の取締役、執行役、会計参与、監査役、理事、監事など法人の経営に従事している者（評
議員は含まれない。）

（※2）当該理事等を含め1/3までは兼務可能

役員等※1 職員

社会福祉法人における親族等の特殊の関係のある者

親族

配偶者
３親等内
の親族

３親等内の
親族(生計を一)

親族

配偶者

親族

親族等の特殊の関係がある者
（親族等特殊関係者）

･･･法律で定める者 ･･･省令で定める予定の者

役員・評議
員に雇用さ
れる者

親族

配偶者

Ａ
法
人
の
理
事
・
監
事
・
評
議
員
と
右
の
特
殊
関
係
に
あ
る
者
は
選
任
不
可（
理
事
の
場
合
は

ま
で）

1/3

３親等内の
親族(生計を一)

３親等内の
親族(生計を一)

 ＜問14＞評議員における特殊関係者

Ａ社会福祉法人 Ｂ社会福祉法人

〔理事〕

○○○○○○

〔監事〕

○○

〔評議員〕

○○○
○○○●

〔理事〕

○○○○○○

〔監事〕

○○

〔評議員〕

○○○
●○○○

兼務可
（人数制限なし）

 ＜問15－1＞評議員における特殊関係者

Ａ社会福祉法人 Ｂ社会福祉法人

〔理事〕

○○○○○○

〔監事〕

○○

〔評議員〕

○○○
○○○●

〔理事〕

●○○○○○

〔監事〕

○○

〔評議員〕

○○○
○○○○

兼務可
（人数制限なし）
※監事・職員も同様

図１  ＜問15－2＞評議員における特殊関係者

Ａ社会福祉法人 Ｂ社会福祉法人

〔理事〕

○○○○○●

〔監事〕

○○

〔評議員〕

●●○
●●○○

〔理事〕

●●●●○○

〔監事〕

○○

〔評議員〕

○○○
●○○○

兼務不可
※監事・職員も同様（兼務）

図２

 ＜問15－3＞評議員における特殊関係者

Ａ社会福祉法人 Ｂ社会福祉法人

〔理事〕

○○○○○●

〔監事〕

○○

〔評議員〕

○○●
○○●●

〔理事〕

●●●○○○

〔監事〕

○○

〔評議員〕

○○○
●○○○

（兼務）

兼務可
（評議員の過半数未満）
※監事・職員も同様

 ＜問16＞評議員における特殊関係者

Ａ社会福祉法人 Ｂ法人（社福以外）

〔理事〕

○○○○○○

〔監事〕

○○

〔評議員〕

○○○
○○○●

〔理事〕

●○○○○○

〔監事〕

○○

〔評議員〕

○○○
○○○○

兼務可（1/3まで）
※監事・職員も同様
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1
 

 

社
会
福
祉
法
人
が
届
け
出
る
「
事
業
の
概
要
等
」
等
の
様
式
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

 

  

問
１

 
社
会
福
祉
法
人
（
以
下
、「
法
人
」
と
い
い
ま
す
。）
が
、
財
務
諸
表
等
電
子
開
示
シ
ス
テ
ム
（
以
下
、

「
電
子
開
示
シ
ス
テ
ム
」
と
い
い
ま
す
。）
に
よ
り
、
現
況
報
告
書
、
計
算
書
類
等
を
届
け
出
た
場
合
、

シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
公
表
さ
れ
る
時
期
は
い
つ
か
。

 

（
答
）

 

電
子
開
示
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
届
け
出
た
場
合
、
現
況
報
告
書
、
計
算
書
類
等
は
、
法
人
が
所
轄
庁
へ
届
出

を
行
っ
た
後
、
概
ね
１
週
間
程
度
で
シ
ス
テ
ム
上
に
公
表
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
社
会
福
祉
充
実
計
画
は
、
所

轄
庁
に
て
財
務
諸
表
等
入
力
シ
ー
ト
の
内
容
を
確
認
（
電
子
開
示
シ
ス
テ
ム
で
確
認
処
理
を
実
施
）
し
た
後
、

概
ね
１
週
間
程
度
で
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

 問
２

 
届
出
書
類
の
届
出
先
に
つ
い
て
、

4
月

1
日
の
時
点
で
は

A
市
が
所
轄
庁
だ
っ
た
が
、
届
出
を
行

う
時
点
で
は

B
県
に
所
轄
庁
が
変
更
に
な
っ
た
。
こ
の
場
合
は
ど
ち
ら
に
届
出
を
行
え
ば
よ
い
か
。

 

（
答
）

 

一
般
的
に
は
、
届
出
を
行
う
時
点
の
所
轄
庁
で
あ
る

B
県
に
届
出
を
行
い
ま
す
。

 

 問
３

 
電
子
開
示
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
所
轄
庁
か
ら
、
都
道
府
県
ま
た
は
厚
生
労
働
省
に
対
し
て
財
務
諸
表

等
入
力
シ
ー
ト
の
提
供
を
行
っ
た
後
に
記
載
内
容
の
誤
り
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
修
正
し
た

ら
よ
い
か
。

 

（
答
）

 

都
道
府
県
（
都
道
府
県
に
お
い
て
承
認
済
み
の
場
合
は
、
都
道
府
県
を
通
じ
て
厚
生
労
働
省
福
祉
基
盤
課
）

に
対
し
て
、
差
戻
し
の
処
理
を
行
う
よ
う
依
頼
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
法
人
に
お
い
て
入

力
シ
ー
ト
の
修
正
を
行
い
、
再
度
、
届
出
又
は
提
供
の
処
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

 問
４

 
法
令
上
、
現
況
報
告
書
の
時
点
は
毎
年
度

4
月

1
日
と
さ
れ
て
い
る
が
、
社
会
福
祉
法
第

4
5
条
の

3
4
第
１
項
第
二
号
に
規
定
す
る
役
員
等
名
簿
に
つ
い
て
も
同
時
点
の
内
容
と
す
る
べ
き
か
。

 

（
答
）

 

役
員
等
名
簿
に
つ
い
て
は
、
届
出
時
点
で
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
役
員
等
名
簿
は
、
毎
年

度
定
時
評
議
員
会
終
結
後
、
６
月
ま
で
に
所
轄
庁
に
届
け
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
計
算
書
類
等
と
併
せ

て
届
け
出
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

 

 問
５

 
「
母
子
生
活
支
援
施
設
」
及
び
「
婦
人
保
護
施
設
」
を
選
択
し
た
場
合
、
電
子
開
示
シ
ス
テ
ム
上
で

「
非
公
表
」
の
処
理
を
行
う
と
あ
る
が
、
ど
の
項
目
が
非
表
示
と
な
る
の
か
。

 

（
答
）

 

現
況
報
告
書
記
載
要
領

P
1
【
共
通
事
項
】
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
は
、

シ
ス
テ
ム
上
「
非
公
表
」
の
処
理
が
行
わ
れ
ま
す
。

 

2
 

１
．
法
人
基
本
情
報

 

（
1
）
都
道
府
県
区
分
（

2
）
市
町
村
区
分
（

3
）
所
轄
庁
区
分
（

4
）
法
人
番
号
（

8
）
主
た
る
事

務
所
の
住
所
（

9
）
主
た
る
事
務
所
の
電
話
番
号
（

1
0
）
主
た
る
事
務
所
の

F
A

X
番
号
（

1
2
）
従

た
る
事
務
所
の
住
所

 

 

１
１
．
前
会
計
年
度
に
お
け
る
事
業
等
の
概
要

 

（
1
）
社
会
福
祉
事
業
の
実
施
状
況
③
事
業
所
の
所
在
地
（

2
）
公
益
事
業
③
事
業
所
の
所
在
地
（

3
）

収
益
事
業
③
事
業
所
の
所
在
地

 

 問
６

 
「
母
子
生
活
支
援
施
設
」
及
び
「
婦
人
保
護
施
設
」
以
外
の
施
設
で
、
施
設
所
在
地
を
公
表
す
る
こ

と
に
よ
り
、
利
用
者
等
の
安
全
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る
施
設
は
、
ど
の
よ
う
に
記
載
す
れ
ば
よ
い

か
。

 

（
答
）

 

「
母
子
生
活
支
援
施
設
」
及
び
「
婦
人
保
護
施
設
」
以
外
の
施
設
で
、
施
設
所
在
地
を
公
表
す
る
こ
と
に

よ
り
、
利
用
者
等
の
安
全
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る
施
設
（
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、

D
V
被
害
者

相
談
事
業
等
）
に
つ
い
て
は
、
所
在
地
情
報
等
公
表
し
な
い
事
項
を
空
欄
と
し
て
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
轄
庁
と
し
て
必
要
な
情
報
に
つ
い
て
は
、
電
子
開
示
シ
ス
テ
ム
と
は
別
に
法
人
か
ら
情
報
提
供
を

受
け
て
下
さ
い
。

 

 問
７

 
評
議
員
全
員
の
報
酬
等
の
総
額
に
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
法
人
と
別
に
委
託
契
約
を
し
て
い
る

場
合
、
当
該
報
酬
額
も
含
め
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
（
記
載
要
領
２
．

(3
-3

)関
係
）

 

（
答
）

 

評
議
員
と
し
て
の
報
酬
の
み
が
対
象
と
な
る
た
め
、
含
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

 問
８

 
所
轄
庁
か
ら
の
再
就
職
状
況
は
、
法
人
の
所
轄
庁
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
、
変
更
前
の
所
轄
庁
分
も

含
め
て
記
載
す
る
の
か
。（

記
載
要
領
２
．

(3
-4

)等
関
係
）

 

（
答
）

 

法
人
の
所
轄
庁
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
評
議
員
・
理
事
・
監
事
に
再
就
職
し
た
時
点
の
所

轄
庁
か
ら
再
就
職
し
た
場
合
は
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

 問
９

 
所
轄
庁
か
ら
の
再
就
職
状
況
は
、
所
轄
庁
退
職
後
再
就
職
す
る
ま
で
の
期
間
が
数
年
間
空
い
た
と
し

て
も
「
有
」
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
か
。（
記
載
要
領
２
．

(3
-4

)等
関
係
）

 

（
答
）

 

お
見
込
み
の
通
り
で
す
。
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3
 

問
1

0
 
理
事
全
員
の
報
酬
等
の
総
額
は
、
職
員
給
与
を
受
け
て
い
る
理
事
が
複
数
い
る
場
合
も
記
載
す
る

必
要
が
あ
る
の
か
。（
記
載
要
領
３
．

(3
-1

2
)関
係
）

 

（
答
）

 

職
員
給
与
を
受
け
て
い
る
者
が
１
人
の
場
合
で
あ
っ
て
、
個
人
の
職
員
給
与
が
特
定
さ
れ
て
し
ま
う
場
合

に
職
員
給
与
額
を
含
め
ず
に
理
事
報
酬
等
の
総
額
と
し
て
差
し
支
え
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
職

員
給
与
を
受
け
て
い
る
理
事
が
複
数
い
る
場
合
は
個
人
の
職
員
給
与
が
特
定
さ
れ
な
い
た
め
、
職
員
給
与
額

を
含
め
て
理
事
報
酬
等
の
総
額
に
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

 問
1
1
 
理
事
全
員
の
報
酬
等
の
総
額
は
、
前
会
計
年
度
の
理
事
に
対
し
て
支
出
し
た
実
績
額
を
記
載
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
前
会
計
年
度
の
途
中
か
ら
職
員
と
し
て
の
給
与
を
受
け
て
い
る
者
が
理
事
に
な

っ
た
場
合
、
当
該
理
事
の
職
員
と
し
て
の
給
与
は
ど
こ
ま
で
含
め
る
の
か
。
（
記
載
要
領
３
．

(3
-1

2
)関

係
）

 

（
答
）

 

理
事
に
就
任
し
た
日
以
降
に
支
給
さ
れ
た
職
員
と
し
て
の
給
与
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

 問
1

2
 
前
会
計
年
度
に
お
け
る
理
事
会
へ
の
出
席
回
数
に
つ
い
て
、
テ
レ
ビ
会
議
で
理
事
会
に
出
席
し
た

場
合
出
席
回
数
に
含
む
の
か
。
（
記
載
要
領
３
．

(3
-1

3
)関
係
）

 

（
答
）

 

含
め
て
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

 問
1

3
 
「
常
勤
専
従
」
と
「
常
勤
兼
務
」
の
違
い
を
教
え
て
ほ
し
い
。
（
記
載
要
領
６
．
関
係
）

 

（
答
）

 

同
一
の
法
人
又
は
施
設
内
で
複
数
の
職
務
に
従
事
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
違
い
が
生
じ
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
本
部
職
員
兼
施
設
長
、
施
設
長
兼
介
護
職
員
、
看
護
職
員
兼
機
能
訓
練
指
導
員
、

特
養
と
シ
ョ
ー
ト
の
施
設
長
の
兼
務
な
ど
は
「
常
勤
兼
務
」
と
考
え
ま
す
。

 

 問
1

4
 
常
勤
換
算
数
の
計
算
方
法
を
教
え
て
ほ
し
い
。
（
記
載
要
領
６
．
関
係
）

 

（
答
）

 

例
え
ば
、
一
日

8
時
間
（
週

4
0
時
間
）
が
施
設
の
常
勤
の
従
業
者
が
勤
務
す
べ
き
時
間
の
場
合
、
一
週

間
の
う
ち

2
日
間
は
本
部
職
員
、
3
日
間
は

A
施
設
に
勤
務
し
て
い
る
職
員
の
本
部
に
お
け
る
常
勤
換
算
数

は
2
×

8
＝

1
6
時
間
、

1
6
時
間
÷

4
0
時
間
＝

0
.4
（
常
勤
換
算
数
）
と
な
り
ま
す
の
で
、
法
人
本
部
職
員
に

お
け
る
常
勤
換
算
数
は

0
.4
と
し
、
施
設
・
事
業
所
職
員
の
常
勤
換
算
数
は

0
.6
と
な
り
ま
す
。

 

 問
1

5
 
中
古
物
件
を
購
入
し
て
利
用
し
て
い
る
場
合
の
建
設
年
月
日
は
い
つ
を
記
載
す
れ
ば
よ
い
か
。（
記

載
要
領
１
１
．

(1
)⑨
ア
関
係
）

 

（
答
）

 

当
該
物
件
の
建
設
年
月
日
を
把
握
し
て
い
る
範
囲
で
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
正
確
な
日
付
が
不
明

な
場
合
は
空
欄
で
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

 

4
 

問
1

6
 
廃
止
さ
れ
た
拠
点
の
拠
点
区
分
は
、
い
つ
ま
で
現
況
報
告
書
に
記
載
す
べ
き
か
。
ま
た
、
廃
止
さ

れ
た
拠
点
区
分
の
情
報
を
ど
の
よ
う
に
記
載
す
る
の
か
。（
記
載
要
領

1
1

.（
１
）
～
（
３
）
関
係
）

 

（
答
）

 

拠
点
区
分
貸
借
対
照
表
の
残
高
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
拠
点
区
分
事
業
活
動
計
算
書
の
「
当
年
度

決
算
」
欄
に
金
額
が
計
上
さ
れ
る
場
合
は
、
翌
会
計
年
度
の
拠
点
区
分
事
業
活
動
計
算
書
の
「
前
年
度
決
算
」

欄
に
同
じ
金
額
を
計
上
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

財
務
諸
表
等
入
力
シ
ー
ト
で
作
成
す
る
現
況
報
告
書
と
計
算
書
類
等
は
連
動
し
て
い
ま
す
の
で
、「

前
年

度
決
算
」
欄
を
含
め
て
拠
点
区
分
の
計
算
書
類
に
計
上
す
べ
き
金
額
が
な
く
な
る
ま
で
、
廃
止
さ
れ
た
拠
点

区
分
を
現
況
報
告
書
に
記
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

現
況
報
告
書
の
拠
点
区
分
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
ⅰ
）「
②
事
業
所
の
名
称
」
を
変
更
し
た

場
合
は
、「

前
年
度
決
算
」
欄
に
金
額
が
自
動
繰
越
さ
れ
な
い
た
め
再
度
入
力
す
る
必
要
が
生
じ
る
、
ⅱ
）

入
力
必
須
の
項
目
が
あ
る
、
と
い
っ
た
財
務
諸
表
等
入
力
シ
ー
ト
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
廃
止
さ

れ
た
拠
点
区
分
に
つ
い
て
は
、
廃
止
さ
れ
た
時
点
の
情
報
を
引
き
続
き
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
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平
成

3
1
年

３
月

3
1
日

決
算

令
和

２
年

３
月

3
1
日

決
算

現
況

報
告

書
 §

1
1

A
拠

点
現

況
報

告
書

 §
1
1

（
廃

止
）
A

拠
点

B
拠

点
B

拠
点

Ａ
拠

点
区

分
事

業
活

動
計

算
書

当
年

度
前

年
度

Ａ
拠

点
区

分
事

業
活

動
計

算
書

当
年

度
前

年
度

収
益

1
0
0

1
0
0

収
益

0
1
0
0

費
用

-
8
0

-
8
0

費
用

0
-
8
0

拠
点

振
替

損
益

-
4
0

0
拠

点
振

替
損

益
0

-
4
0

当
年

度
差

額
-
2
0

2
0

当
年

度
差

額
0

-
2
0

前
期

繰
越

2
0

0
前

期
繰

越
0

2
0

次
期

繰
越

0
2
0

次
期

繰
越

0
0

Ａ
拠

点
区

分
貸

借
対

照
表

当
年

度
前

年
度

Ａ
拠

点
区

分
貸

借
対

照
表

当
年

度
前

年
度

資
産

（
借

方
）

0
2
0

資
産

（
借

方
）

0
0

負
債

（
貸

方
）

0
0

負
債

（
貸

方
）

0
0

純
資

産
（
貸

方
）

0
2
0

純
資

産
（
貸

方
）

0
0

B
拠

点
区

分
事

業
活

動
計

算
書

当
年

度
前

年
度

B
拠

点
区

分
事

業
活

動
計

算
書

当
年

度
前

年
度

収
益

1
0
0

1
0
0

収
益

1
0
0

1
0
0

費
用

-
8
0

-
8
0

費
用

-
8
0

-
8
0

拠
点

振
替

損
益

4
0

0
拠

点
振

替
損

益
0

4
0

当
年

度
差

額
6
0

2
0

当
年

度
差

額
2
0

6
0

前
期

繰
越

2
0

0
前

期
繰

越
8
0

2
0

次
期

繰
越

8
0

2
0

次
期

繰
越

1
0
0

8
0

B
拠

点
区

分
貸

借
対

照
表

当
年

度
前

年
度

B
拠

点
区

分
貸

借
対

照
表

当
年

度
前

年
度

資
産

（
借

方
）

8
0

2
0

資
産

（
借

方
）

1
0
0

8
0

負
債

（
貸

方
）

0
0

負
債

（
貸

方
）

0
0

純
資

産
（
貸

方
）

8
0

2
0

純
資

産
（
貸

方
）

1
0
0

8
0

法
人

単
位

事
業

活
動

計
算

書
当

年
度

前
年

度
法

人
単

位
事

業
活

動
計

算
書

当
年

度
前

年
度

収
益

2
0
0

2
0
0

収
益

1
0
0

2
0
0

費
用

-
1
6
0

-
1
6
0

費
用

-
8
0

-
1
6
0

拠
点

振
替

損
益

0
0

拠
点

振
替

損
益

0
0

当
年

度
差

額
4
0

4
0

当
年

度
差

額
2
0

4
0

前
期

繰
越

4
0

0
前

期
繰

越
8
0

4
0

次
期

繰
越

8
0

4
0

次
期

繰
越

1
0
0

8
0

法
人

単
位

貸
借

対
照

表
当

年
度

前
年

度
法

人
単

位
貸

借
対

照
表

当
年

度
前

年
度

資
産

（
借

方
）

8
0

4
0

資
産

（
借

方
）

1
0
0

8
0

負
債

（
貸

方
）

0
0

負
債

（
貸

方
）

0
0

純
資

産
（
貸

方
）

8
0

4
0

純
資

産
（
貸

方
）

1
0
0

8
0

廃
止

拠
点

を
残

し
た

場
合

5

平
成

3
1
年

３
月

3
1
日

決
算

令
和

２
年

３
月

3
1
日

決
算

現
況

報
告

書
 §

1
1

A
拠

点
現

況
報

告
書

 §
1
1

B
拠

点
B

拠
点

Ａ
拠

点
区

分
事

業
活

動
計

算
書

当
年

度
前

年
度

Ａ
拠

点
区

分
事

業
活

動
計

算
書

当
年

度
前

年
度

収
益

1
0
0

1
0
0

収
益

0
0

費
用

-
8
0

-
8
0

費
用

0
0

拠
点

振
替

損
益

-
4
0

0
拠

点
振

替
損

益
0

0
当

年
度

差
額

-
2
0

2
0

当
年

度
差

額
0

0
前

期
繰

越
2
0

0
前

期
繰

越
0

0
次

期
繰

越
0

2
0

次
期

繰
越

0
0

Ａ
拠

点
区

分
貸

借
対

照
表

当
年

度
前

年
度

Ａ
拠

点
区

分
貸

借
対

照
表

当
年

度
前

年
度

資
産

（
借

方
）

0
2
0

資
産

（
借

方
）

0
0

負
債

（
貸

方
）

0
0

負
債

（
貸

方
）

0
0

純
資

産
（
貸

方
）

0
2
0

純
資

産
（
貸

方
）

0
0

B
拠

点
区

分
事

業
活

動
計

算
書

当
年

度
前

年
度

B
拠

点
区

分
事

業
活

動
計

算
書

当
年

度
前

年
度

収
益

1
0
0

1
0
0

収
益

1
0
0

1
0
0

費
用

-
8
0

-
8
0

費
用

-
8
0

-
8
0

拠
点

振
替

損
益

4
0

0
拠

点
振

替
損

益
0

4
0

当
年

度
差

額
6
0

2
0

当
年

度
差

額
2
0

6
0

前
期

繰
越

2
0

0
前

期
繰

越
8
0

2
0

次
期

繰
越

8
0

2
0

次
期

繰
越

1
0
0

8
0

B
拠

点
区

分
貸

借
対

照
表

当
年

度
前

年
度

B
拠

点
区

分
貸

借
対

照
表

当
年

度
前

年
度

資
産

（
借

方
）

8
0

2
0

資
産

（
借

方
）

1
0
0

8
0

負
債

（
貸

方
）

0
0

負
債

（
貸

方
）

0
0

純
資

産
（
貸

方
）

8
0

2
0

純
資

産
（
貸

方
）

1
0
0

8
0

法
人

単
位

事
業

活
動

計
算

書
当

年
度

前
年

度
法

人
単

位
事

業
活

動
計

算
書

当
年

度
前

年
度

収
益

2
0
0

2
0
0

収
益

1
0
0

1
0
0

費
用

-
1
6
0

-
1
6
0

費
用

-
8
0

-
8
0

拠
点

振
替

損
益

0
0

拠
点

振
替

損
益

0
4
0

当
年

度
差

額
4
0

4
0

当
年

度
差

額
2
0

6
0

前
期

繰
越

4
0

0
前

期
繰

越
8
0

2
0

次
期

繰
越

8
0

4
0

次
期

繰
越

1
0
0

8
0

法
人

単
位

貸
借

対
照

表
当

年
度

前
年

度
法

人
単

位
貸

借
対

照
表

当
年

度
前

年
度

資
産

（
借

方
）

8
0

4
0

資
産

（
借

方
）

1
0
0

8
0

負
債

（
貸

方
）

0
0

負
債

（
貸

方
）

0
0

純
資

産
（
貸

方
）

8
0

4
0

純
資

産
（
貸

方
）

1
0
0

8
0

廃
止

拠
点

を
削

除
し

た
場

合

6
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（
別
添
）

 

「
会
計
監
査
及
び
専
門
家
に
よ
る
支
援
等
に
つ
い
て
」
の
Ｑ
＆
Ａ

 

 

問
１

 
専
門
家
が
、
通
知
別
添
２
の
「
財
務
会
計
に
関
す
る
事
務
処
理
体
制
の
向
上
に
対
す
る
支
援
」

（
以
下
「
財
務
会
計
事
務
処
理
体
制
向
上
支
援
」
と
い
う
。）

を
行
っ
た
場
合
に
、
法
人
に
対
し
、
報

告
は
い
つ
ま
で
に
行
う
べ
き
か
。
ま
た
、
監
事
が
監
査
報
告
と
し
て
活
用
す
る
場
合
の
報
告
は
い
つ

ま
で
に
行
う
べ
き
か
。

 

（
答
）

 

本
支
援
業
務
に
つ
い
て
は
、
特
段
の
報
告
期
限
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。

 

ま
た
、
監
事
が
監
査
報
告
と
し
て
活
用
で
き
る
報
告
期
限
に
つ
い
て
も
、
各
法
人
に
お
い
て
設
定
し
て

頂
く
こ
と
と
な
る
。

 

 
 

問
２

 
法
人
が
財
務
会
計
事
務
処
理
体
制
向
上
支
援
を
受
け
た
場
合
、
報
告
書
を
い
つ
ま
で
に
所
轄
庁

あ
て
提
出
す
べ
き
か
。

 

（
答
）

 

 
社
会
福
祉
法
第

5
9
条
の
規
定
に
よ
る
所
轄
庁
へ
の
届
出
と
併
せ
て
行
う
こ
と
。

 

な
お
、
当
該
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
法
人
の
財
務
諸
表
等
電
子
開
示
シ
ス
テ
ム
の
「
附

属
明
細
・
監
事
監
査
報
告
・
事
業
計
画
書
・
事
業
報
告
書
等
」
内
の
「
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
」
に
ア
ッ

プ
ロ
ー
ド
す
る
方
法
に
よ
っ
て
も
可
能
で
あ
る
。

 

 

問
３
 
決
算
業
務
又
は
記
帳
代
行
業
務
を
行
う
専
門
家
が
、
財
務
会
計
事
務
処
理
向
上
支
援
を
行
い
、

報
告
書
を
提
出
し
た
場
合
、
所
轄
庁
と
し
て
監
査
周
期
の
延
長
等
を
行
う
こ
と
は
可
能
か
。
ま
た
、

顧
問
契
約
等
に
よ
り
会
計
又
は
税
務
の
相
談
対
応
や
指
導
業
務
を
行
う
専
門
家
の
場
合
は
可
能
か
。

（
「
社
会
福
祉
法
人
に
対
す
る
指
導
監
査
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
（

v
o
l.

2
）
」
の
送
付
に
つ
い
て
（
平
成

2
9

年
９
月

2
6
日
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
福
祉
基
盤
課
事
務
連
絡
）
問
１
の
再
掲
）

 

（
答
）

 

 
決
算
業
務
又
は
記
帳
代
行
業
務
（
以
下
「
決
算
業
務
等
」
）
を
行
う
専
門
家
は
、
法
人
の
会
計
処
理
上
の

判
断
や
意
思
決
定
、
計
算
書
類
等
の
作
成
に
直
接
関
わ
る
者
（
以
下
「
直
接
関
与
者
」
）
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

 

直
接
関
与
者
が
「
会
計
監
査
及
び
専
門
家
に
よ
る
支
援
に
つ
い
て
」（

平
成

2
9
年
４
月

2
7
日
付
け
社

援
基
発

0
4

2
7
第
１
号
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
福
祉
基
盤
課
長
通
知
）
の
１
の
（
２
）
に
よ
る
「
専
門

家
に
よ
る
支
援
」
を
行
う
こ
と
は
、
自
ら
が
関
与
し
た
会
計
処
理
や
計
算
書
類
等
に
つ
い
て
、
自
ら
が
関

与
し
た
業
務
を
自
ら
点
検
（
以
下
「
自
己
点
検
」）

す
る
こ
と
と
な
り
、
法
人
と
の
関
係
に
お
い
て
客
観
的

な
立
場
に
よ
り
行
っ
た
も
の
と
な
ら
な
い
た
め
、
所
轄
庁
の
指
導
監
査
の
代
替
が
可
能
と
な
る
法
人
の
事

務
処
理
体
制
の
向
上
に
関
す
る
支
援
を
行
っ
た
こ
と
と
は
な
ら
ず
、
延
長
等
を
行
う
こ
と
は
適
当
で
な
い
。
 

な
お
、
顧
問
契
約
等
に
よ
り
会
計
又
は
税
務
の
相
談
対
応
や
指
導
業
務
を
行
う
専
門
家
は
、
専
門
的
な

立
場
か
ら
見
解
を
述
べ
る
こ
と
が
主
要
な
業
務
内
容
で
あ
り
、
間
接
的
な
関
与
に
留
ま
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
た
め
、
原
則
と
し
て
自
己
点
検
に
は
当
た
ら
ず
延
長
等
を
行
う
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
。

 

た
だ
し
、
直
接
関
与
者
が
法
人
業
務
の
自
己
点
検
の
一
環
と
し
て
当
該
法
人
に
対
し
て
支
援
を
行
う
こ

と
自
体
が
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

 

 

1

問
４

 
財
務
会
計
事
務
処
理
体
制
向
上
支
援
報
告
書
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
に
記
さ
れ
た
内
容
の
適
否
に
応

じ
て
、
所
轄
庁
に
お
け
る
指
導
監
査
の
周
期
延
長
等
の
取
扱
い
が
変
わ
る
の
か
。

 

（
答
）

 

 
財
務
会
計
事
務
処
理
向
上
支
援
に
つ
い
て
は
、
本
支
援
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
法
人
の
事
務
処
理
体

制
の
現
状
の
課
題
を
把
握
し
、
改
善
の
契
機
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
所
轄
庁
は
、
チ

ェ
ッ
ク
項
目
の
内
容
の
適
否
の
み
な
ら
ず
、
法
人
の
改
善
に
向
け
た
取
組
等
を
総
合
的
に
判
断
し
、
指
導

監
査
の
周
期
延
長
等
の
取
扱
い
を
検
討
さ
れ
た
い
。

 

 

問
５
 
社
会
福
祉
法
第

5
9

条
の
規
定
に
よ
る
所
轄
庁
へ
の
届
出
と
併
せ
て
財
務
会
計
事
務
処
理
体
制

支
援
報
告
書
の
提
出
が
あ
る
場
合
に
限
り
、「

社
会
福
祉
法
人
が
届
け
出
る
「
事
業
の
概
要
等
」
等
の

様
式
に
つ
い
て
」
（
平
成

2
9
年
３
月

2
9
日
雇
児
発

0
3

2
9
第
６
号
・
社
援
発

0
3

2
9
第

4
8
号
・
老

発
0

3
2
9
第

3
0
号
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
、
社
会
・
援
護
、
老
健
局
長
連
名
通
知
）
別

紙
１
現
況
報
告
書
に
お
い
て
、
１
４
．（

１
）
③
の
「
イ

 
財
務
会
計
に
関
す
る
事
務
処
理
体
制
の
向

上
に
対
す
る
支
援
」
を
選
択
で
き
る
の
か
。

 

（
答
）

 

 
貴
見
の
と
お
り
。

 

な
お
、
直
接
関
与
者
が
法
人
業
務
の
自
己
点
検
の
一
環
と
し
て
当
該
法
人
に
対
し
て
支
援
を
行
う
場
合

で
あ
っ
て
も
、
財
務
会
計
事
務
処
理
体
制
支
援
報
告
書
の
提
出
が
あ
れ
ば
、「

イ
 
財
務
会
計
に
関
す
る
事

務
処
理
体
制
の
向
上
に
対
す
る
支
援
」
を
選
択
し
て
差
し
支
え
な
い
。

 

 

問
６

 
財
務
会
計
事
務
処
理
体
制
向
上
支
援
報
告
書
に
つ
い
て
、
支
援
の
対
象
と
な
る
会
計
年
度
を
記

載
し
な
く
て
も
よ
い
の
か
。

 

（
答
）

 

 
財
務
会
計
事
務
処
理
体
制
向
上
支
援
は
、
原
則
と
し
て
、
こ
れ
を
行
っ
た
会
計
年
度
に
お
い
て
、
法
人

の
事
務
処
理
体
制
の
向
上
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
支
援
の
対
象
と
な
る
会
計
年
度
に
つ
い

て
は
、
報
告
書
提
出
期
日
を
以
て
判
別
可
能
で
あ
る
と
思
料
さ
れ
る
。

 

 

問
７
 
直
接
関
与
者
が
財
務
会
計
事
務
処
理
向
上
支
援
を
実
施
し
た
場
合
、
報
告
書
の
氏
名
に
直
接
関
与

者
で
あ
る
旨
を
附
記
す
る
必
要
が
あ
る
か
。

 

（
答
）

 

 
貴
見
の
と
お
り
対
応
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 

問
８

 
通
知
別
添
２
「
財
務
会
計
に
関
す
る
事
務
処
理
体
制
に
係
る
支
援
項
目
リ
ス
ト
」
（
以
下
「
リ
ス

ト
」
と
い
う
。）

に
お
け
る
チ
ェ
ッ
ク
項
目
の
記
載
に
つ
い
て
、
適
切
に
重
要
性
の
原
則
が
適
用
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
Ｙ
Ｅ
Ｓ
に
○
で
よ
い
か
。

 

（
答
）

 

 
貴
見
の
と
お
り
。

 

た
だ
し
、
社
会
福
祉
法
人
会
計
基
準
第
２
条
第
４
号
に
規
定
す
る
重
要
性
の
原
則
に
鑑
み
た
チ
ェ
ッ
ク

で
あ
る
旨
が
明
確
と
な
る
よ
う
、
欄
外
又
は
所
見
欄
に
そ
の
旨
記
載
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 

2
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問
９
 
リ
ス
ト
に
お
け
る
チ
ェ
ッ
ク
項
目
に
つ
い
て
、
Ｙ
Ｅ
Ｓ
や
Ｎ
Ｏ
の
区
分
が
困
難
で
あ
る
場
合
は
ど

の
よ
う
に
記
載
し
た
ら
よ
い
か
。

 

（
答
）

 

 
い
ず
れ
に
も
チ
ェ
ッ
ク
を
せ
ず
、
所
見
欄
に
記
載
す
る
等
に
よ
り
、
意
見
を
明
確
に
し
て
い
た
だ
く
方

法
が
考
え
ら
れ
る
。

 

 

問
１
０
 
リ
ス
ト

N
o
.1
「
予
算
」
の
１
枠
目
中
、「

毎
会
計
年
度
開
始
前
」
の
記
載
は
、
今
年
度
か
ら
初

め
て
支
援
を
行
う
よ
う
な
場
合
に
は
、
「
対
象
会
計
年
度
の
開
始
前
」
と
理
解
し
て
支
援
を
行
え
ば
良

い
か
。

 

（
答
）

 

 
財
務
会
計
事
務
処
理
向
上
支
援
は
、
毎
年
度
継
続
的
に
行
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
こ
の
よ
う
な
記
載
と

し
て
い
る
が
、
初
回
の
支
援
に
お
い
て
は
貴
見
の
と
お
り
取
り
扱
っ
て
差
し
支
え
な
い
。

 

 

問
１
１
 
リ
ス
ト

N
o
.3
「
会
計
帳
簿
」
の
１
枠
目
中
、
「
適
時
に
」
と
は
い
つ
ま
で
な
の
か
。

 

（
答
）

 

 
法
人
に
お
け
る
経
理
規
程
に
定
め
る
期
日
と
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

 

 

問
１
２
 
リ
ス
ト

N
o
.6
「
収
益
、
費
用
の
基
本
的
な
会
計
処
理
」
の
１
枠
目
中
、
発
生
主
義
と
し
て
い
る

が
、
具
体
的
に
い
つ
時
点
で
の
計
上
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

 

（
答
）

 

少
な
く
と
も
決
算
期
に
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 

 

問
１
３
 
リ
ス
ト

N
o
.1

4
「
債
権
債
務
の
状
況
」
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
取
引
が
な
い
場
合
、
残
高
等
の

欄
に
「
無
」
の
記
載
が
な
い
が
ど
の
よ
う
に
記
載
す
る
か
。

 

（
答
）

 

 
Ｙ
Ｅ
Ｓ
と
Ｎ
Ｏ
の
い
ず
れ
に
も
チ
ェ
ッ
ク
を
せ
ず
、
欄
外
又
は
所
見
欄
に
該
当
が
な
い
旨
を
記
載
す
る

こ
と
等
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 

問
１
４
 
リ
ス
ト

N
o
.1

7「
基
本
金
」
、

N
o
.1

8「
国
庫
補
助
金
等
特
別
積
立
金
」
、

N
o
.1

9「
そ
の
他
の
積

立
金
」
に
つ
い
て
、
当
期
の
増
減
を
検
討
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
貸
借
対
照
表
残
高
を
検
討
す
る
の
か
。

 

（
答
）

 

 
当
期
の
増
減
の
検
討
と
貸
借
対
照
表
残
高
の
検
討
が
想
定
さ
れ
る
が
、
当
期
の
増
減
は
事
業
活
動
計
算

書
と
附
属
明
細
書
の
整
合
性
の
観
点
か
ら
、
貸
借
対
照
表
残
高
の
検
討
は
貸
借
対
照
表
と
附
属
明
細
書
の

整
合
性
の
観
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

 

問
１
５
 
リ
ス
ト

N
o
.2

5「
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
社
会
福
祉
法
人
会
計
の
慣
行
」
に
つ
い
て
、

具
体
例
は
何
か
。

 

（
答
）

 

「
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
社
会
福
祉
法
人
会
計
の
慣
行
」
と
し
て
は
、「

社
会
福
祉
法
人
会
計

基
準
の
制
定
に
伴
う
会
計
処
理
等
に
関
す
る
運
用
上
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
（
平
成

2
8
年
３
月

3
1
日
付

3

け
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
・
社
会
・
援
護
・
老
健
局
長
連
名
通
知
）
及
び
「
社
会
福
祉
法
人

会
計
基
準
の
制
定
に
伴
う
会
計
処
理
等
に
関
す
る
運
用
上
の
留
意
事
項
に
つ
い
て
」（

平
成

2
8
年
３
月

3
1

日
付
け
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
総
務
・
社
会
・
援
護
局
福
祉
基
盤
・
社
会
・
援
護
局
障
害
保

健
福
祉
部
障
害
福
祉
・
老
健
局
総
務
課
長
連
名
通
知
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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